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　　　　はじめに




　はじめまして。本書を手にとっていただき、ありがとうございます。著ちよ者しやの加納正顕かのう・まさあきです。




　この本はＴＲＰＧ『ダブルクロス The 3rd Edition（以下ＤＸ３）』のリプレイです。ＴＲＰＧやリプレイ、という単語をあまりご存ぞん知じない方のために、まずは簡かん単たんに解かい説せつを。




　ＴＲＰＧとは、テーブルトーク・ロールプレイング・ゲームの略りやく称しようで、麻マー雀ジヤンやトランプのようなテーブルゲームの一種です。

　ＲＰＧ、という言葉で、『ドラゴンクエスト』や『ウィザードリィ』などのコンピュータゲームを思おもい浮うかべる方もおられるでしょう。実じつ際さいにＴＲＰＧはそれらコンピュータＲＰＧの親しん戚せきのような存そん在ざいです。ですが、プレイにはゲーム機などを必要としません。筆記用具とサイコロ（ダイス）、ルールブック、そして一いつ緒しよに遊ぶ仲間がいれば誰だれにでもプレイができます。

　このゲームでは、参加者は各自一体ずつのキャラクターを作成し、ＧＭ（ゲームマスター）と呼よばれる進行役の管理のもと、会話によって物語を進めていきます。

　このリプレイで使用するＴＲＰＧ『ＤＸ３』の舞ぶ台たいは、現げん代だいにごく近い近未来。一見何の変へん哲てつもない平へい穏おんな世界は、実はレネゲイドと呼ばれる特とく殊しゆなウイルスの侵しん蝕しよくにより変へん質しつしており、陰ではレネゲイドによって超ちよう常じよう能のう力りよくを得たオーヴァードと呼ばれる存在たちが戦いを繰くり広ひろげています。




　そして本書のようなリプレイとは、そのＴＲＰＧを遊んだ風景や楽しさを、読み物として書き起こしたものです。本書をお読みになれば、ＴＲＰＧの楽しみというものを感じていただけるかと思います。




　さて、それでは最後に本書で使用される特殊な用語について解説させていただきます。




セッション：一回のゲームプレイのこと。参加者が集まり、解かい散さんするまでを指す。

ＧＭ：ゲームマスターの略りやく。シナリオを作成し、そのゲームの管理および進行役を担になう参加者のこと。

プレイヤー：ＧＭ以外の参加者のこと。各自ひとりのキャラクターを作成し、それを操あやつることでゲームに参加する。

ＰＣ：プレイヤーキャラクターの略。プレイヤーが作成したキャラクターのこと。さまざまな能力値ちや技ぎ能のう、特殊能力などが設せつ定ていされている。

ＮＰＣ：ノンプレイヤーキャラクターの略。ＰＣ以外のキャラクターのこと。

ダイス：サイコロのこと。『ＤＸ３』では十面体ダイスを複ふく数すう使用する。

レネゲイド：謎なぞのウイルス。感かん染せん・発はつ症しようするとさまざまな超常能力を使えるようになる。

オーヴァード：『ＤＸ３』において、レネゲイドに侵蝕されたキャラクターのこと。その情じよう報ほうは世界的に隠いん蔽ぺいされている。

ジャーム：レネゲイドによって理り性せいをなくしたオーヴァードのこと。

侵蝕率りつ：オーヴァードがどの程てい度ど、レネゲイドによる影えい響きようを受けているかを表す数すう値ち。この数値が一定値以上でゲームを終えると、ＰＣはジャーム化してしまう。

ＦＨ：ファルスハーツの略。レネゲイドの力を悪用し、世界各地でテロ活動を行う犯はん罪ざい組そ織しき。共通の目的を持つセルと呼ばれる単位ごとに活動しており、利害が相反すればセル同士で争うことも珍めずらしくはない。




　それでは、解説はこのくらいにして本ほん編ぺんに入りましょう。

　現げん実じつとは少しだけ違ちがう、『ＤＸ３』の世界があなたを待っています。



















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆発ほつ端たん　～口は災わざわいの元～




　二〇〇九年、九月。新しん横よこ浜はまプリンスホテル。

　年に一度開かい催さいされる宿しゆく泊はく型アナログゲームイベント、ジャパン・ゲーム・コンベンション──通つう称しようＪＧＣで盛もり上あがる中、ふたりの男が最上階のバーで顔を合わせていた。

　ひとりは自分こと加納正顕かのう・まさあき。そしてもうひとりは、『ダブルクロス』シリーズのデザイナーである矢野俊策やの・しゆんさく氏である。

　なぜこんな場所にいるのか──それは他でもない、『ダブルクロス』の次のリプレイシリーズの打ち合わせのためである。




矢野俊策（以下、矢野）：よし、じゃあ打ち合わせを始めようか、加納くん。

加納正顕（以下、加納）：は、はい。でも……なんか落ちつかないですよ。最上階のバーとか初めて来ました。

矢野：しょうがないだろう。加納くんは大おお阪さか、俺おれは東京で直ちよく接せつ顔を合わせる機会は滅めつ多たにないんだし。それにお互たがいイベント参加も忙いそがしい。

加納：そうですねえ。よく空き時間が重なりましたよね！

矢野：うむ、この時間を無む駄だにはできん。それに深夜だし、バーを使わざるを得なかったんだ。我われながら無茶をしてると思う（笑）。

加納：まったくですよ。

矢野：うん。……で、次のリプレイシリーズの話なんだけど。

加納：あ、はい。俺がＧＭと執しつ筆ぴつを行う、って話ですよね。今いま更さらですけど、ホントに俺でいいんでしょうか？　いや、勿もち論ろん個こ人じん的てきにはメチャメチャやりたいんですが！

矢野：加納くんなら実じつ績せきもあるし、『ダブルクロス』のリプレイにもプレイヤーで参加してもらったこともあるからな。大だい丈じよう夫ぶ、俺も安心して任まかせられる。

加納：そう言っていただけると光栄です！　大役ですが、がんばりますよ！

矢野：うんうん、その意気だ。……で、だ。




　咳せき払ばらいをひとつする矢野俊策。夏だというのに自分の背せ筋すじに悪寒が走った。冷れい房ぼうが効ききすぎていたのだろうか。




加納：ど、どうしましたか。矢野さん。

矢野：うん。リプレイ収しゆう録ろくをするにあたって、ふたつほど仕様がある。わざわざ直接会う時間をつくったのは、その相談をしたかったんだ。

加納：仕様……ですか？

矢野：そうそう。えー……（口ごもる）。

加納：な、なんですか。もったいぶらないで教えてくださいよ。

矢野：……富ふ士じ見み書しよ房ぼうさんから、プレイヤーさんの推すい薦せんがあったんだよ。

加納：はあ、プレイヤーさんの。

矢野：うん……。若わか林ばやし直美さんという方で、職しよく業ぎようは声せい優ゆう。

加納：ほうほう、若林直美さん。声優の。せいゆう……わか、ばや……ッ!?




　おうむ返しに口に出してから、その名前を脳のうが理り解かいするまで一拍ぱくの間があった。

　だが、次の瞬しゆん間かん──脳のう裏りによぎるとあるキャラクター。




加納：ええええええええええ!?　ママママママジですか!?

矢野：あ、やっぱり知ってた？

加納：当然でんがな！　律っちゃんの人でござるよね！『THE IDOL M@STER』の！　秋月律りつ子この！　大ファンでごわす！

矢野：なんだよその口調は！　一体どこの出身なんだよ！（笑）

加納：は、申もうし訳わけありません。ほとばしる感かん情じようが俺を大だい胆たんにさせたんです。

矢野：意味がわからん……（笑）。

加納：（ごほん、と咳払い）で、その、若林さんがリプレイに……？

矢野：うん。ぜひリプレイに使ってほしい、とオファーが来たんだよ。

加納：おお……うわぁ……（奇き矯きようなポーズになる）。

矢野：こんなところで身をよじってくねくねされても困こまるんだが。

加納：驚おどろきと喜びを表ひよう現げんしてみました。第十三章までありますが、続けましょうか。

矢野：やめろ（笑）。

加納：しかし、なんでまた若林さんが？

矢野：うん、実は若林さん、ＴＲＰＧはすっごい好きなんだって。今は忙いそがしくなっちゃってるけど、昔はプレイもたくさんしてたみたい。リプレイは今でも読み続けてるそうだよ。

加納：ほぉ～、そうだったんですか。

矢野：『ダブルクロス』は初めてだけど、楽しみにしてるってさ。

加納：そうなんですか！　いやあ、緊きん張ちようしますね！

矢野：その割わりには満面の笑顔だな……（笑）。ま、でも気持ちはわかる。初めての人だし、人気声優さんだしね。ただ、そういう人が協力してくれるのはチャンスだよ。

加納：ええ、力を貸かしてくれるってことですもんね！　気合も入りますよ！

矢野：そう言ってくれると俺も嬉うれしい。

加納：任まかせてください！　で、もうひとつの仕様はなんですか？

矢野：ああ。それなんだが、リプレイと同時発売のサプリメント『パブリックエネミー』の要よう素そを使用してほしいんだ。

加納：パブリックエネミー……？　なんか物ぶつ騒そうなタイトルですね。

矢野：まあね。名前の通り、『ダブルクロス』の敵てき側がわ組そ織しきであるＦＨを扱あつかうサプリメントだ。ＦＨ所しよ属ぞくのＰＣなんかも作れるようになる。

加納：おお、ついに『ＤＸ３』でもＦＨが！

矢野：そのほかにも、ＦＨの設せつ定ていやら装そう備びやらも満まん載さいする予定だよ。

加納：それは楽しみだ！

矢野：か、完全にゲーマーの顔になったな（笑）。

加納：いやあ、仕方ないですよ。それに悪役プレイって気持ちいいじゃないですか！

矢野：……いい笑顔だなあ、加納くん。

加納：お褒ほめに預あずかり光栄です。

矢野：別に褒めちゃいないが（笑）。……で、問題はどうやってコレをリプレイに取り入れるか、って話なんだけど。

加納：そうですね……。折角ですし、ＦＨのＰＣは欲ほしいですね。

矢野：うん、それは俺も賛さん成せいだ。

加納：ただ……ＵＧＮとＦＨのＰＣが混こん在ざいしてると、『ダブルクロス』が初めての若林さんには負ふ担たんをかけすぎませんかね？

矢野：そうなんだよなあ。全員が同じチームの状じよう態たいで始まった方がわかりやすい。

加納：むむむ……。

矢野：どうする？　勿論、やりようはあると思うが。

加納：…………矢野さん。

矢野：ん？

加納：いや、ちょっと思っただけなんですけど。




　それは、ほんの思いつきで言ったことだった。




加納：……全員ＦＨ所属にしちゃう、ってのはどうですかね？




　まさかそれが、あんなことになるとは……。

矢野：おいおい、そりゃいくらなんでも……。（はた、と考えて）……ん？

加納：あはは、言ってみただけですよ（笑）。変へん則そく的てきすぎ──あれ、矢野さん？

矢野：…………面白いんじゃないか、それ。

加納：はい？

矢野：（アゴに手を当てて）……それぞれ何か目的があってＦＨに所属するＰＣ。それに指令を与あたえる誰だれか。目的があるから指令に従したがわざるを得ない……。

加納：矢野さん？　矢野さん？　王子？　クレバー？

矢野：（聞いてない）依い頼らい型のモチベーションに個こ人じんの目的を組み合わせれば……。

加納：あの、矢野さん。ほんとにただの思いつきで、そんな悪役だらけのリプレイは……。

矢野：いける！　それだ！　いいアイディアだな、加納くん！　それでいこう！

加納：えええええええええええええ!?　ちょ、ちょっと待ってください！　自分で言っておいてなんですが、全員悪役ってことですよ!?

矢野：大丈夫、偽ぎ悪あく的なヒーローってのは王道のひとつ！　あえてＦＨに身を落しているが根は優やさしい──なんてキャラを主役に据すえた物語とか、カッコイイぞ！

加納：（いかん、スイッチが入ってる……ッ！）い、いや、でもですね……。

矢野：いやあ、面白いリプレイになりそうだ。それじゃあ、俺と若林さん以外のプレイヤー選定については任まかせるね。

加納：え、決定!?　マジで!?　ちょっと矢野さん!?

矢野：（時計を見て）お、もうこんな時間か。んじゃ俺はイベントに戻もどるよ。

加納：ちょ、矢野さん！　矢野さぁぁぁぁぁぁん!!




　上じよう機き嫌げんで去っていく矢野俊策。

　その後うしろ姿すがたを見つめながら、ひとり残された自分は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。




加納：ど、どないすんねん、これ。







◆Preplay02◆困こまった時の先せん輩ぱい頼だのみ




　人気声優・若林直美さんを迎むかえてのセッション！

　全員ＦＨ所属のＰＣ！

　難なん題だいふたつを新横浜から持ち帰り、大阪に帰った自分は即そく座ざに携けい帯たい電話を手にとった。

　その理由は──。




加納：助けてドラ●もん！　ジャイ●ンが無茶振ぶりを！

三田誠まこと（以下、三田）：誰だれがドラ●もんやねん！（笑）

合あい鴨がもひろゆき（以下、合鴨）：（ってことはジャイ●ンは……）。




　小説家の三田誠先生、そして漫まん画が家かの合鴨ひろゆき先生。

　このふたりに協力を仰あおぐためである。おふた方ともストーリーを作ることを生業としており、その道では大だい先せん輩ぱいだ。

　それに、自分にとってはプライベートでゲームを遊ぶ大切な友人でもある。その縁えんで、別のリプレイにふたり揃ってプレイヤーとして参加していただいたこともあるのだ。




合鴨：で、随ずい分ぶん追おい詰つめられてるみたいですけど、どうしたんですか？

加納：いやー、それが大変なことになってまして。

三田：なんか『ダブルクロス』のリプレイを書く、ってのは矢野くんから聞いたけど。

加納：そうなんですよ。で、そのリプレイの仕様に問題が……。

三田＆合鴨：仕様？

加納：はい。実は──。




　かくかくしかじか……と、自分は矢野さんとの打ち合わせ内ない容ようを話す。




加納：……というわけなんですよ。

三田＆合鴨：……はい？




　目を丸くする三田さん＆合鴨さん。

　はい、自分も矢野さんに言われた時はそんな表ひよう情じようでした。




加納：やっぱり驚きますよねー。

三田：おいおい、全員ＦＨとは……。

合鴨：しかも初めての方を迎えてとは。それは難なん易い度ど高そうですね……。

三田：なんでそんなこと口走ったんだよ、加納は（笑）。

加納：仕方ないんですよ！　思いついちゃったんですから！

合鴨：思いついちゃったのは仕方ないですよねー（笑）。

三田：まあでも、矢野くんのテンションが上がるのもわかる。悪の要素を持つ主人公──いわゆるダークヒーローってのはカッコイイものだ。

合鴨：人ひと質じちを取られて仕方なく悪に加か担たんする孤こ高こうの能のう力りよく者しや！　とか、わざと悪役ぶって他人を巻まき込こまないようにする、とか！　いいですよね！

三田：正せい義ぎを貫つらぬくために敢あえて残ざん酷こくな行動をする、とかもアリだね。法で裁さばけぬ悪を裁さばく闇やみの始末人とか。『三さん国ごく志し』の曹そう操そうなんかもそういう描えがかれ方をされたりするし。

加納：いやまあ、その辺はわかるんですよ。でも全員ＦＨなんですよね。要するに悪の秘ひ密みつ組織にＰＣ全員が所属するわけで。

三田：……まあ確たしかに、バランスは取りづらいわな（笑）。

加納：そのとおりです。……で、三田さんと合鴨さんに折り入ってお願いが。

合鴨：予想はできますが、なんでしょう。

加納：リプレイにプレイヤーとして参加してください！　ふたりなら俺も慣なれてますし、ゲーマーとしても申し分ないので、難むずかしいバランスでもなんとかなる気がするんですよ！　あと大阪で収録できますし。

三田＆合鴨：…………。

加納：ど、どうでしょうか……？

三田：……まあ、そこまで言われちゃ仕方ないかなあ。ねえ、合鴨さん？

合鴨：そうですねえ。ここまで頼たよられたらむげにはできません。

加納：そ、それじゃあ……！

三田：うん、参加させてもらうよ。

合鴨：よろしくお願いしますね。

加納：あ、ありがとうございまぁぁぁぁす！　これでなんとかなる！

三田：だいいち、ＦＨのＰＣなんか中々できないからな！　超ちよう楽たのしみ！

合鴨：私わたしも『ＤＸ３』になってからまだプレイできてないんで、いい機会ですよ！

加納：……あ、ふたりともまずゲーマーとしての欲よく望ぼうありきなんですね。

三田＆合鴨：とーぜん!!




　そう言って、ふたりはすばらしい笑顔を見せてくれた。

　──こうして、自分はとても頼たよりになる（？）先輩の協力を得て、セッションの準じゆん備びにとりかかったのである。







◆Preplay03◆いざ、当日




　そして時は流れ、リプレイ収録当日。

　集合時間十分ほど前に待ち合わせ場所に到とう着ちやくし、他の参加者を待っていると、そこに眼鏡めがねのよく似に合あう美しい女じよ性せい──若林直美さんがやってきた。

　集合場所に立っているこちらに気づくと、若林さんは笑顔で近づいてきた。




「おはようございます、若林です！」




加納：あ、おはようございます！　今回のＧＭの加納です。今日はよろしくお願いします！

若林直美（以下、若林）：はいっ、よろしくお願いしますね！　私、ＴＲＰＧってすごく久ひさしぶりなんで、今日は楽しみにしてたんですよ。

加納：そうなんですか。期待に応こたえられるよう頑張りますね。

若林：楽しみですよ～。『ソードワールド』なんかのリプレイは結けつ構こう読んでるんですけど、まさか私がそれに参加することになるとは思いませんでした（笑）。

加納：そういえば、リプレイはかなり読んでらっしゃるとか。

若林：はい。今回も『ＤＸ３』をやるってことで、ルールブックはもちろん、リプレイも読んできましたよ。

加納：おお、それはありがとうございます！




　ゲーム好きという話に偽いつわりなし！　実に意い欲よく的てきで、こちらまで嬉うれしくなってしまう。

　お話が行ってからそこまで時間が経たっていないはずなのに、もうそんなにリプレイを読んで楽しみにしてくださっていたとは！

　テンションが上がってきたところで、他の参加者もほぼ時を同じくして集合した。




合鴨＆三田＆矢野：おはようございまーす。

若林：おはようございまーす！　今日はよろしくお願いします～。

加納：おはようございます。じゃあ、皆さん集まったところでセッション会場に移い動どうしましょうか。

一同：はーい。




　こうして、今回のリプレイのためのセッション収録へと赴おもむく一同。

　途と中ちゆうのコンビニでお茶やお菓か子しを買かい込こみ、準じゆん備びは万ばん端たんである。




加納（以下、ＧＭ）：では、これより『ダブルクロス』シリーズ初の試みである全員ＦＨ所属でのリプレイ、『デザイア』シリーズの記念すべき第一回を始めたいと思います。よろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしまーす。

ＧＭ：ではまず本リプレイの目玉のひとつ、ゲストプレイヤーをご紹しよう介かいしましょう。アニメ、ゲーム、舞台など様々な場で活かつ躍やく中の声優、若林直美さんです！

若林：若林です！　よろしくお願いします！

一同：わーわー（ぱちぱち）。

ＧＭ：というところで、順番に自じ己こ紹介をしていきましょうか。若林さんとは矢野さん以外は初対面ですし、読者の皆みなさんへの説明も踏ふまえて。

矢野：そうだね。俺も若林さんと一緒にゲームするのは当然ながら初めてだし。

ＧＭ：そうですね。では、早速若林さんからお願いします！

若林：私ですか？　わかりました！




▼若林直美

　人気ゲーム『THE IDOL M@STER』（バンダイナムコゲームズ）の秋月律子役をはじめ、多数のアニメやゲーム、舞台などで活躍中の声優さん。

　かわいらしさと「頼たよれるお姉さん」のような印象を併あわせ持もつ素す敵てきな方。

　一部のファンからは『神』と呼ばれるほどのゲーム好きとしても有名。今回のセッションにあたって、ルールブックや各種リプレイを読よみ込こんできてくださっている。




若林：若林直美です！　改めまして、よろしくお願いしまーす！

一同：よろしくお願いします～。

ＧＭ：若林さんは今日のためにルールブックやリプレイを読み込んできてくださったそうで。

若林：ええ、すごく面白かったですよ！

矢野：ありがとうございます。

若林：で、あとは十面ダイスを二十個こ買ってきました。

合鴨：気合十分ですね！

三田：そういえば、防ぼう御ぎよキャラがやりたい、っていうのも聞いたんですけど。

若林：あ、そうなんですよ～。ルールブックを読んで、使ってみたいエフェクトをメモしてきてるんですよ（と、ルールブックとノートを取り出す）。

ＧＭ：お、それは……って、すげっ！




　若林さんがノートを開くと、ＧＭのみならず一同がどよめいた。

　そこには使用したいエフェクトがシンドロームと系けい統とうに分けて、びっちりと書かき込こまれていたのである！




ＧＭ：これは想そう像ぞう以上に頼たのもしい……！（笑）

三田：なんて有望な人なんだ！

若林：もう、すっごい楽しみだったんですよ！

合鴨：そのダイスとノートを見ればよくわかります（笑）。

ＧＭ：ありがとうございます。えーと、じゃあ次は矢野さんにお願いしますね。




▼矢野俊策

　言わずと知れた『ＤＸ３』の生みの親であるＴＲＰＧデザイナー。ゲームデザインは勿論、数々のリプレイを執筆して人気を博しているほか、『アリアンロッド・サガ』や『ダブルクロス』の小説執筆も手がける敬すべき先せん輩ぱい。

〝王子〟や〝クレバー〟などの数々のゆかいな異い名みようを持つが、筆者自身は恐おそろしくてそんな名前で呼よべません。




矢野：えー、矢野俊策と申します。ゲームのデザインをしたり、リプレイを書いたり、小説を書いたりしております。

ＧＭ：我われ々われ後輩にとっては本当に恐おそろしい先輩です。

若林：そうなんですか。

矢野：加納くん、若林さんに変な印象を与あたえるんじゃない（笑）。

ＧＭ：は、冗じよう談だんです。すごくこわいだけで。

矢野：同じだ！（笑）

三田：……と、ツッコミが早くて的てき確かくな人物です。

若林：よくわかりました。

合鴨：三田さんがまとめてしまった……（笑）。




▼三田誠

『レンタルマギカ』シリーズ（角川書店刊）、『イスカリオテ』（電でん撃げき文庫刊）など多数のヒットで知られる神戸在ざい住じゆうの小説家。

　理り性せい的てきで分ぶん析せき力りよくに富とみ、筆者にも幾いく多たのアドバイスをくださった偉い大だいなる先輩だが、ゲームとなると自分のキャラが〝最強〟であることにこだわり、我われを忘わすれる傾けい向こうがなくもない。




三田：どうも、小説家の三田誠です。久しぶりのダブルクロス、楽しみだー！

ＧＭ：よろしくお願いします。折角の豪ごう華かなメンバーですし、楽しんでいってください！

三田：うむ。ところで加納……経験点はどのくらい使っていいんだ？（笑）

矢野：まずそこからですか！（笑）

ＧＭ：初期作成ですよ！　当たり前じゃないですか！

若林：さっきはまとめてくれていたのに……（笑）。

合鴨：三田さんはセッション進行にはすごく協力的なんですが、自分が最強であることにすごくこだわるんです。

若林：なるほど、わかりました。

三田：ああ、納なつ得とくされてるー!?

ＧＭ：でも事実ですよね。

三田：うん。俺、強いの大好き。

ＧＭ：では合鴨さん、トリをお願いします。

矢野：スルーした……（笑）。




▼合鴨ひろゆき

　月げつ刊かんコミックラッシュで『トリニティ×ヴィーナス』（ジャイブ刊）を連れん載さい中の漫画家。また、『異界戦記カオスフレア Second Chapter』（新紀元社刊）などでもその美び麗れいなイラストで人気を博しているほか、リプレイのプレイヤーとしてもその安定したロールプレイに定てい評ひようがある、筆者にとってはとても心強い存在。




合鴨：最後は私ですね。イラストレーター兼けん漫画家の、合鴨ひろゆきです。

ＧＭ：今回はありがとうございます。合鴨さんとは、何かとリプレイでご一緒する機会が多いので、自分としても心強いです。

三田：プライベートでも結構一緒に遊んでるしね。加納としてはやりやすいだろう。

矢野：俺も合鴨さんのロールプレイにはいつも感心させられるんで、楽しみですよ。

若林：へええ～、それは私も楽しみです！

合鴨：（照れつつ）いやいや、お恥はずかしいです。よろしくお願いしますね。




　以上四名に加え、ＧＭの自分こと加納正顕で送る『ダブルクロス The 3rd Edition　リプレイ・デザイア』シリーズ。

　こうして、セッションは開始されたのである。






ソードワールド　長い歴史と多数のファンを持つグループＳＮＥ制作のＴＲＰＧ。現在第二版である『ソードワールドＲＰＧ[image: ]』が発売されている。









◆Preplay04◆トレーラー＆ハンドアウト




　自己紹介も一通り終わり、いよいよセッションの開始である。

　いつもながら、この瞬間がゲームをするうえで最も緊きん張ちようする瞬間だ。




ＧＭ：では、まずは今回のシナリオの舞台についてお話しておきます。この「デザイア」シリーズの舞台は──京都です。

若林：京都ですか！

合鴨：あ、いつもの「東京近きん郊こう●市」とかではないんですね。

ＧＭ：ええ。いつもと毛色を変えるなら、舞台もガラっとイメージを変えてみたいと思いまして。ＧＭも関西人ですし、収録も関西ですしね（笑）。

三田：古都の雰ふん囲い気きとダブルクロスは意外と合うかもしれないな。

ＧＭ：実はもうひとつネタがあるんですが──その前に、トレーラーを読み上げますね。

若林：トレーラーって「昨日と同じ今日、今日と同じ明日……」みたいな感じのやつですか？

ＧＭ：そうですね。今回プレイするシナリオの概がい要ようをまとめたもので、参加者全員がシナリオに対するイメージを共有して、セッションをスムーズに進行させるためのルールです。

若林：なるほどー。




●トレーラー

　──『至高天エンピレオ』。

　京の都に眠ねむり、あらゆる欲望ねがいを叶かなえるという未知の物ぶつ質しつ。

　ファルスハーツセル『神曲』は、それを監かん視し・研究するために作られたセルである。




　大いなる力をめぐり、ＵＧＮとファルスハーツは幾いく度ども戦いを重ねてきた。

　そして今、その研究は新たな段だん階かいに入ろうとしていた。

　カギとなるのはひと組の母と娘むすめ。

　だが──その陰で、おぞましい計画が蠢うごめいていた。

『ダブルクロス The 3rd Edition　リプレイ・デザイア』第一話

「女王の孤こ独どく　～Queen's Solitude～」

　ダブルクロス──それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




ＧＭ：というわけで──今回皆さんには、ＦＨのＰＣを演えんじていただきます！




　どよめく一同。若林さん以外は事前に知っていたとはいえ、やはり悪役を演えんじるということには驚きがあるらしい。




若林：ええ!?　ＦＨって悪役ですよね!?

ＧＭ：やっぱり若林さんも驚きましたね（笑）。

若林：そりゃそうですよ！　これは予想外でした（笑）。

矢野：うんうん、この反はん応のうは俺も見たかった。

合鴨：でも、本当にＦＨなんだなあ。

矢野：打ち合わせ済みとはいえ、やっぱり意表は突つかれるな。

三田：悪役プレイなんて中々出来ないから楽しみだよ。しかし、それだけじゃないよね。なんか色々象しよう徴ちよう的てきな単語も出てるし。

ＧＭ：はい。悪の組織に所属して命令をこなす、というのが基き本ほん的てきなスタイルですが、それだけだと単に悪者をやって終わりになっちゃいますよね。

若林：うんうん、そうですね。

ＧＭ：なので、皆さんにまず今回のリプレイにおける設定を説明したいと思います。

三田：お、そういうのがあるのか。

ＧＭ：はい。それがトレーラーに出てきた『至高天』という存在です。




　至高天──ダンテの叙じよ事じ詩し『神曲』に登場する、神の国の名前である。




若林：なんだか、かっちょいい単語ですね。

ＧＭ：はい。この『至高天』が起動した時、それを守り続けたものはあらゆる願いを叶かなえることができると言われています。

矢野：願いを叶える、って大きく出たな。

合鴨：つまり、願いを叶えるためにそれを守るってことなのかな？

ＧＭ：その通りです。なので、皆さんはＰＣにとって必ず叶かなえたい、あるいは叶えなくてはいけない願い、というのを具体的に考えてください。そのために、皆さんには「欲望」というものを決めてもらう必要があります。




　ＦＨに所属するキャラクターは、必ず「みずからが強きよう烈れつに望む何かがある」という共通点を持っている。それは現げん世せ利り益えきや復ふく讐しゆう、好こう奇き心しんなど様々だが、〝経験表：欲望〟というライフパスを用い、ＰＣのデータとして表されることになる。




若林：欲望……あ、それで「デザイア」なんですね！

ＧＭ：そのとおりです。皆さんは自分の欲望ねがいのために、ＦＨに所属するオーヴァードとして戦うことになります。

矢野：なるほど、ＦＨ所属のＰＣの特とく徴ちようをこう使ってきたか。

合鴨：じゃあ、気合を入れて「欲望」を考えないと！

若林：大だい丈じよう夫ぶかなあ。でも、がんばってみます。こういうのは面白そう。

ＧＭ：ありがとうございます。では、次にハンドアウトを読み上げます。




　ハンドアウトとは、そのシナリオに参加するための設定や動機などをＧＭからプレイヤーに提てい示じし、キャラクター作成の指し針しんにしてもらうためのものである。

　なお、ハンドアウトは個こ々このプレイヤーが選んでもよいし、ＧＭからプレイヤーを指名してやってもらうこともある。

　また、ハンドアウトにはロイスというデータが付ふ随ずいする。これは参加するシナリオにおいて、そのＰＣが深く関わることになるキャラクターや団だん体たいなどとの関かん係けい性せいを示しめすものだ。

　ロイスには、ポジティブとネガティブのふたつの感かん情じようを設定する。これにより、「友人と思っているが、どこか隔へだたりを感じている」「憎にくむべき敵であるが、その能力には敬けい意いを抱だいている」など、自分と相手とのさまざまな関係性を表現することができる。




ＧＭ：今回は全員ＦＨという特殊な環かん境きようなので、あらかじめ皆さんにハンドアウトを指定させていただいております。よろしくお願いします。

一同：はーい。

ＧＭ：では、まずＰＣ①のハンドアウトから。




ＰＣ①用ハンドアウト

ロイス：高円寺真梨子こうえんじ・まりこ　　　推すい奨しよう感情　Ｐ：友ゆう情じよう／Ｎ：不安

カヴァー／ワークス：女子高生／ＦＨエージェント

　キミはみずからの望みを叶えるため、ＦＨに所属するオーヴァードだ。

　今回の任にん務むは、キミが所属するセルの研究を推おし進すすめるために必要な物質の奪だつ取しゆだという。

　依い頼らい者しやの名は高円寺瑞みず穂ほ──キミの同級生で友人、高円寺真梨子の母親だった。




ＧＭ：では、これは合鴨さんにお願いしたいと思います。

合鴨：はーい、わかりました。

ＧＭ：ハンドアウトについて少し補ほ足そくしますが、ＰＣ①は何らかの理由を持ってＦＨに所属している人物になります。ＵＧＮにいては果たせない目的があるのでＦＨにいる、というような感じですね。

合鴨：なるほど。それがさっきの「欲望」に絡からんでくるわけですね。

ＧＭ：そうです。願いを叶える『至高天』の力を使いでもしないと叶かなわない、それでも叶えたいというような、強い『欲望ねがい』を持っているＰＣをお願いしたいんです。

合鴨：わかりました。大体考えてきてますので、任せてください！

若林：おー、力強い返事だ！

ＧＭ：さすが合鴨さん。では、よろしくお願いしますね。




ＰＣ②用ハンドアウト

ロイス：〝プルガトーリオ〟永石美奈子ながいし・みなこ　　　推奨感情　Ｐ：幸福感／Ｎ：恐きよう怖ふ

カヴァー／ワークス：女子高生／ＦＨチルドレン

　キミはファルスハーツが保ほ護ごする『至高天』を守るべく、幼よう少しよう時から完かん璧ぺきな訓練を受けたＦＨチルドレンだ。普段は平へい凡ぼんな女子高生として、相あい棒ぼうのＰＣ①と同じ学校に通っている。

　今日もまた、育ての親であり敬けい愛あいする美奈子から連れん絡らくがあった。

　仕事の時間だ──ＦＨセル『神曲』のオーヴァード、対ＵＧＮ部隊の一員として。




ＧＭ：では、こちらは若林さんにお願いします。

若林：はーい。私もＰＣ①と同じく女子高生なんですね。

ＧＭ：はい。ただしこちらはＰＣ①とは違ちがって、ＦＨに育てられた、純じゆん粋すい培ばい養ようのチルドレンということになりますね。

若林：はい、わかりました。

三田：組織に育てられた少女か。無む感かん情じようでクール系けいとかを想像するなあ。

矢野：基き本ほん的にＦＨって個こ人じん主しゆ義ぎの連中の集まりなので、きっと色々いますよ。

若林：そうなんですね。じゃあ、ちょっと考えてみようっと。

ＧＭ：で、若林さんもやはり「欲望」について考えておいてくださいね。

若林：はーい、頑張ります！

ＧＭ：よろしくお願いします。次はＰＣ③ですね。




ＰＣ③用ハンドアウト

ロイス：〝クィーンアント〟高円寺瑞穂こうえんじ・みずほ　　　推奨感情　Ｐ：感服／Ｎ：猜さい疑ぎ心しん

カヴァー／ワークス：指定なし／セルリーダー

『神曲』の対ＵＧＮ部隊のリーダーたるキミに、連絡員にして芸げい妓この百々菊ぎくから今回の任務が告げられた。

〝クィーンアント〟と呼ばれるオーヴァードの依い頼らいで、ＵＧＮ京都支し部ぶの研究施し設せつを襲しゆう撃げきするという任務だ。

　キミは速やかにチームメンバーの招しよう集しゆうを始めた。




ＧＭ：ＰＣ③ですが、これは矢野さんにお願いしようかと。

矢野：ほいほい。ワークスはセルリーダーか。じゃあ、俺が一番いいだろうね。




　ＦＨという組織は決して一いち枚まい岩いわではない。個々のエージェントがそれぞれの部下や協力者とセル（細さい胞ぼう）と呼ばれる単位を構こう成せいし、独どく自じの意い志し、方ほう針しんに従したがって行動している。そのため、セル単位では同じＦＨ同士で諍いさかいが起こることも珍しくない。

　セルリーダーとは、各セルの行動方針を決める代表者のことだ。




若林：なるほどー。

三田：要するに、派は閥ばつが数十個ある状じよう態たいなわけね。しかも社長が滅多に命令を下さない。

ＧＭ：そうですね。そこがＵＧＮと一番違う点です。

矢野：これはセルそのものの代表ってわけじゃないんだよね？

ＧＭ：はい。セル内でも特に戦せん闘とう力りよくの高いチームのリーダーという設定で、主な役割は「『至高天』を守る」こと。

矢野：なるほどね、そりゃわかりやすい。でも、守しゆ備びチームなのに襲撃もするのか。

ＧＭ：はい。『至高天』を守ると同時に、起動させるための手がかりを追うためなら実動部隊としても動く──要するに、『神曲』の中で『至高天』に関する荒あら事ごと一切を任まかされる精せい鋭えいチームです。合鴨さんと若林さんのＰＣが直属の部下ということになります。

矢野：了りよう解かい。とにかく、この研究施設を襲撃するというのが今回の目的なのね。

ＧＭ：はい、そうなります。詳くわしいことはオープニングとかで演えん出しゆつしますね。では、最後にＰＣ④、三田さん用のハンドアウトです。お待たせいたしました。

三田：うむうむ。




ＰＣ④用ハンドアウト

ロイス：〝ブレイクエンド〟真田賢人さなだ・まさと　　　推奨感情　Ｐ：興味／Ｎ：不ふ快かい感かん

カヴァー／ワークス：指定なし／ＦＨ戦せん闘とう部隊員

　キミは『神曲』の中でも最強と目されるオーヴァードである。

　今回の任務は、セル内の対ＵＧＮ部隊の増ぞう員いんとして彼らに協力すること。

　そしてＵＧＮ京都支部には、キミと因いん縁ねんあさからぬオーヴァード〝ブレイクエンド〟が招集されていた。




若林：おおお、最強のエージェントですよ！

三田：『神曲』が何人で構成されているかが問題だな……。

ＧＭ：まずそこが疑ぎ問もんなんですか!?（笑）

矢野：三田さんらしいなあ（笑）。

合鴨：最強であることは当たり前、っていう顔で言わないでくださいよ！（一同爆ばく笑しよう）

三田：俺が最強なのは当たり前として、何人の中で最強なのかが重要だろ！　まぁ数百人ぐらいは居いるよね！

若林：……そんなに居るんですか？

ＧＭ：さすがにそんなには居ないと思うんですが。

三田：（嫌いやそうな顔をする）

ＧＭ：そんな顔されても録音できないし紙面にも出せないですよ！（笑）　ええと、『神曲』の下位にもいくつかセルがありますんで、その中で最強って言っていいですから。

三田：まあそれならいいだろう。……で、シナリオロイスの〝ブレイクエンド〟なんだが。

ＧＭ：はい。彼はですね……。

三田：（さえぎって）俺を引き立たせるためにも、こいつはＵＧＮでも最強のエージェントなんだよな！（一同爆笑）

若林：あくまでもそこにこだわるんですね……（笑）。

合鴨：三田さんは本当に最強が好きだなあ（笑）。

三田：だって、ライバルが強くないと俺のキャラが強いって言えないじゃないか！

矢野：最強かどうかはひとまず置いておいて、こいつはどんな奴なの？

ＧＭ：その質しつ問もんが聞きたかったんです。ありがとう矢野さん。

矢野：だって三田さんが聞かないんだもん……（笑）。

三田：いや、聞こうと思ってたんだよ？　最強かどうか確かく認にんしたあとで。

合鴨：三田さんの中の優ゆう先せん順位がよくわかりますね。

若林：なるほどー（笑）。

ＧＭ：〝ブレイクエンド〟真田賢人はＵＧＮに所属する十七歳さいの少年です。若いながらも強力なオーヴァードで、正せい義ぎ感かんが強くて困こまっている人を見み過すごせない。

三田：結構若わかいな。しかし、なんて主人公みたいなヤツなんだ（笑）。

矢野：普ふ通つうなら主人公になってるヤツが敵てき対たいするのはＦＨリプレイならではだな。

ＧＭ：では、それを踏まえてＰＣ作成をお願いします！

一同：はーい！




　ルールブックとにらめっこをし、用意しておいたメモを見たり、相談したりしながらキャラクターを作成していく一同。

　瞬またたく間まに二時間が経けい過かし──ファルスハーツに新たな四人のオーヴァードが誕たん生じようした。











































▼ＰＣ①：青あお峰みねミユキ　──合鴨ひろゆき

　三年前のあの日、私は両親を殺され、弟を奪うばわれた。

　代わりに得たのは、凍いてつくような殺意と、それを具ぐ現げん化かしたかのような氷の刃やいば。そして弟を──タクミを取とり戻もどしたいという、心からの欲望ねがい。

　だから、私は悪あく魔まと取引をかわした。タクミの笑顔を取り戻すために。

　ファルスハーツ。それが、私が契けい約やくした悪魔の名前だ。




合鴨（以下、ミユキ）：青峰ミユキ、十六歳の女子高生です。もともと平凡な高校生だったんですが、ある事じ件けんで両親と弟を失って、オーヴァードに覚かく醒せいしました。なので、欲望は「喪失」。失ったものを取り戻したい、と強く願っています。

ＧＭ：おお、主人公っぽい。

ミユキ：両親はその事件で亡なくなっていますが、弟のタクミはまだ生きていると信じています。いつか弟を取り戻すためにＦＨに協力している、という感じですね。

ＧＭ：なるほど！　どういう性せい格かくなんでしょうか？

ミユキ：性格はクールで落ち着いていて、淡たん々たんと任務をこなします。

三田：あれ、無感情系？　チルドレンじゃないんだよね？

ミユキ：エージェントになって三年くらいです。無感情、ってほどではないですが、感情表現は薄い方ですね。

ＧＭ：三年でそれか……。

ミユキ：でも、実はそれは全部弟のためで、オーヴァードとして戦うことへの戸と惑まどいや恐怖を必死に押おし殺ころしています。なので、友人なんかにはふっと普通の女の子っぽいところを見せたりもする。

矢野：すべて弟のためか。

ミユキ：自分がそういう境きよう遇ぐうなので、家族の結びつきなんかはすごく大事に思ってます。

ＧＭ：了解しました。能力やシンドロームはどんな感じですか？

ミユキ：サラマンダー／サラマンダーのピュアブリードで、氷の剣けんを作り出して戦う白兵キャラです。氷と冷気を操ることに特化していて、コードネームは〝フェンリルバイト〟。

ＧＭ：なるほど、サラマンダーでも特に氷使いなわけですね。

ミユキ：ええ。なので、Ｄロイスの「究極のゼロアブソリユート・ゼロ」を取得しました。




　ＰＣは、ロイスをひとつ取得する代わりに、Ｄロイスというものを取得することができる。

　Ｄロイスとはディスクリプトロイスの略称で、他者との絆きずなを表す通つう常じようのロイスとは違ちがい、そのキャラクターに特殊な設定を付加するロイスのことだ。

　これにより、ＰＣは（もちろんＮＰＣも）通常のオーヴァードとは違う設定や能力を得ることができる。




ＧＭ：通常のサラマンダー・シンドロームに比くらべて、氷を使いこなすことに長けている、というＤロイスですね。

ミユキ：はい。戦闘時にダイスが増えやすい代わりに、侵蝕率も増えやすいです。

三田：まさに氷のような少女、ってとこだね。

若林：かっこいいー。

ミユキ：えへへ、ありがとうございます。それと固定ロイスは弟のタクミと、死んだ両親に取得しています。

ＧＭ：わかりました。では、次に若林さんお願いします。




▼ＰＣ②：大門寺朱香だいもんじ・しゆか　──若林直美

　子こ供どもの頃ころから、ファルスハーツがあたしの家だった。だからほんとうの家族や親戚のことは、あんまり覚えていない。疎うとまれていたんだろうな、ってことくらいしか。

　でも、美奈子お母さんは違う。お母さんはあたしを大事にしてくれて、あたしがセルのために戦えば喜んでくれる。親友のミユキちゃんだって、お母さんが引き合わせてくれたんだ。

　だからあたしはお母さんを、ミユキちゃんを守る。あたしを愛してくれる人を、守るんだ。




若林（以下、朱香）：名前は大門寺朱香、十六歳です。ＦＨチルドレンなので、ずっとＦＨにいて、任務をこなしてます。出自が「疎まれた子」で、経験が「記き憶おく喪失」なんで、オーヴァードになった経けい緯いは覚えてませんが、親類縁えん者じやからは疎まれてるみたいです。

ＧＭ：なるほど……ミユキ同様辛つらい過か去こがありそうですね。

朱香：でも、育ての親の美奈子さんを本当のお母さんみたいに慕したってるので、あんまり辛いとか苦しいとかは思ってません！　お母さんの言うことならなんでも聞くよ！

ミユキ：と、突とつ然ぜん面白い子に（笑）。

ＧＭ：命令されたら即そく実行、って感じですね。

朱香：はい。あんまり深く考えずに、お母さんに命令されたら「はーい！」ってお仕事に走っていきます。

ＧＭ：なるほど。でも、若林さんなら理知的なタイプのキャラなのかな、と思ってました。

矢野：演じてらっしゃるのもそういう役やく柄がらが多いですもんね。

朱香：あたし、実はこういう感情のままに動くキャラって好きなんですよー。

三田：声がイキイキしてるので、よくわかります（笑）。

ミユキ：うんうん（笑）。

ＧＭ：では、朱香の願い──「欲望」はどのようなものでしょう？

朱香：あたし自身は『至高天』が起動しなくてもいいんです。でもそれを起動させるためにがんばれば、お母さんやみんなが喜んで、自分を誉ほめてくれる。それが嬉うれしいから戦ってるんです。だから、欲望は「愛あい情じよう」を取得しました。

ＧＭ：………そ、そう来ましたか。

朱香：あ、なにか問題ありましたか……？

ＧＭ：いや、ＦＨチルドレンでこんな性格のＰＣが来るとは、ちょっと意外だったんですよ。でも面白いので、問題はありません！

朱香：よかったー！　あ、シンドロームはキュマイラ／サラマンダーのクロスブリードで、コードネームは〝フェニックスガード〟。ミユキちゃんとは正反対に、炎ほのおを操あやつってあらゆる攻こう撃げきを防ふせぎます。

三田：お、宣せん言げんどおりの防御キャラですね！

朱香：ええ。判はん定ていのダイスロールがちょっと難むずかしかったので、いっそ自分では攻撃しないキャラを作ろうと思って。なので、防御と自分を回かい復ふくする以外の能力はありません！（笑）

ＧＭ：その割わり切きりができるのがすごい。ゲーマーらしいです（笑）。

朱香：わーい、褒ほめられた（笑）。あ、ちなみに装そう備びは特殊プラスチックシールドなんですが、見た目は籠こ手てにしたいんですけど……。

ＧＭ：あ、装備の外見は自由に決めて構かまいませんよ。それにしても、炎で防御ですか！　完璧にミユキと対照的になってますね。

ミユキ：キャラ作成してて、同じサラマンダーでもやりたい方ほう向こう性せいが全然違うので、ちょっと相談してこういうふうにしたんですよ。ねー（と、若林さんを見る）。

朱香：ねー（と、合鴨さんと顔を見合わせる）。なので、ミユキちゃんにはクールに攻撃に専せん念ねんしてもらいます！　あたしが「うぉりゃー！」って熱く守るので！（一同笑）

三田：仲良いな！（笑）

ＧＭ：データも性格も対照的だなあ。これは面白いコンビになりそうだ。

朱香：あ、固定ロイスは自分を疎うとんでいた親戚の「大門寺蔵人くろうど」という怖こわいお爺じいさんと、記憶の中の誰だれか。多分この誰かが美奈子お母さんに重なってるんだと思います。

ＧＭ：ふむふむ。Ｄロイスは取得しましたか？

朱香：ＦＨ用の「不死者アンデツド」を取りました。侵蝕率が[image: ]％までならジャーム化しません！

ＧＭ：おお、早速ＦＨ用Ｄロイスですか。「生せい還かん者しや」の方じゃないんですね。

朱香：フェニックスは不死鳥なので、こっちの方がいいかな、と。それにガード一いつ辺ぺん倒とうのキャラなんで、デメリットがほぼ影響ないんですよ。ならＦＨ用装備も買えるこっちの方がお得だなと思って。

三田：か、考えられている……！

ミユキ：データを完璧に把は握あくしてますよね。さすがです。

矢野：とてもＴＲＰＧ久ひさ々びさとは思えないなあ。

朱香：ありがとうございます（笑）。

ＧＭ：了解しました。では、矢野さんお願いします。




▼ＰＣ③：闇条晃士朗あんじよう・こうじろう　──矢野俊策

　俺はかつて、あの女──〝プルガトーリオ〟に敗れた。右目と、黒くろ髪かみと、力を奪われ、今じゃ〝色褪せた闇フラジヤイル〟なんて呼ばれてる。

　それであいつに尻尾しつぽを振ふる飼かい犬いぬになったのか、って？　はん、そう見えるだろうし、実際今はそうなんだろうさ。

　だが、まだ諦あきらめたわけじゃねえ。俺はいつか──かつての力を取り戻す。




矢野（以下、晃士朗）：キャラクター名は闇条晃士朗。年ねん齢れいは二十二歳。ひょろっとして、身長は高いけど病的なまでに細い不健康そうな青年。コードネームは〝色褪せた闇フラジヤイル〟。

朱香：目の下にクマとかできてそうですね（笑）。

晃士朗：そういう感じですね。バロール／ハヌマーンのクロスブリードで、《サイレンの魔ま女じよ》によるシーン攻撃と、ダメージを与あたえた相手を弱体化するのがメイン。あとはまあ便利そうなイージーエフェクトをちょこちょこと。

ＧＭ：サブアタッカー兼サポーターって感じですね。了解です。性格や欲望はどんな感じでしょうか？

晃士朗：うん、かつてはＦＨをいずれ支し配はいする、ってくらいの野望に燃もえていたんだけど、誰かにあっさりと敗北して挫ざ折せつした。その時に右目と能力の大半を失って、ショックで髪かみは白しら髪がになってしまっている。

ＧＭ：それでコードネームが「壊こわれかけ」って意味の言葉なんですね。ところで、誰に敗北したか、とかは決めてるんでしょうか？

晃士朗：うん、それなんだが。俺は今『神曲』の対ＵＧＮ部隊に居るわけだし、問題がないなら〝プルガトーリオ〟に負けたことにしようと思うんだが、どうかな？

ＧＭ：おお？　そうですね。……（少し考えて）わかりました、じゃあそれでいきましょう。あなたと戦ったからこそ、配下に置いているという感じで。

朱香：お母さん強ーい！（笑）

晃士朗：よし、じゃあそれでいこう。で、とにかくネガティブで自じ嘲ちよう的てきなことしか言わないのと、はん、って鼻で笑うクセがある。一見完全にやさぐれてるんだけど、実は欲望が「栄光」なので、いつか力を取り戻して這い上がるのを諦めていない。

ＧＭ：了解です。絶ぜつ対たいにＵＧＮにいなさそうなやさぐれ方ですね（笑）。

晃士朗：せっかくのＦＨだしな！　好き放題やらせてもらうよ（笑）。あ、Ｄロイスは「工作員マグネイト」にした。どっちかっていうとイメージ優先だな。

ＧＭ：了解です。では、最後に三田さんお願いします。




▼ＰＣ④：九く鬼き　──三田誠

　最強のオーヴァード？　おいおい、止してくれよ。俺はただのしがないエージェント、若い子みたいにバリバリ力を使えるわけじゃあない。第一、あのエフェクトってのはどうにも俺みたいなおっさんにゃあよくわからん。すげえもんだとは思うけどね。

　ああ、もう聞こえてないか。すまんね、使いこなせないだけで──戦い方に関しては、あんたらよりは上のつもりなんだよ。それと──ひとつだけ、負けられない理由もあるんだ。




三田（以下、九鬼）：名前は九鬼。それ以外は不明で、本名かコードネームかもわからない。年齢は三十二歳。シンドロームはブラックドッグ／ノイマンのクロスブリードで、《ハードワイヤード》で取得したアームブレードを《マルチウェポン》で叩たたき込こむ白兵アタッカー。ダイスはあまり増ふえないけど、武ぶ器きの能力で安定した固こ定てい値ちが出るタイプ。

ＧＭ：いかにも三田さんらしい。

九鬼：ダイス目に自信がないからな！（笑）　あと、イージーエフェクトをいくつかとった。イザって時に役に立つといいなあ。

ＧＭ：ブラックドッグは特に便利なイージーエフェクトが多いですからね。性格や経けい歴れきなんかはどんな感じなんでしょうか。

九鬼：ボディガードをやっていたんだが、とある事件に巻まき込こまれて、護ご衛えい対象である自分の親友とその娘のセシリアごと乗っている車を爆破された。親友は即そく死ししたが、俺とセシリアはＦＨに命を救われた。

ＧＭ：なるほど。その時にオーヴァードになったという感じですか？

九鬼：そうだな。元々レネゲイドに感染してはいたんだが、俺は大人なので想そう像ぞう力りよくがない。なので「超ちよう能のう力りよくが使える」とか思えないので、エフェクトも使いこなせなかったんだ。

ＧＭ：おお、それは新しい。

九鬼：で、ＦＨに救われた時に俺の身体には人工知ち能のう「テセウス」が埋うめ込こまれた。これがエフェクトを使用するサポートをしてくれている。ちなみにこの人工知能はＤロイスの「秘密兵器トイボツクス」で取得したブーストアーマーとリンクしているという設定。

ＧＭ：了解です。セシリアは今どうなってるんでしょう？

九鬼：生きてはいるが、昏こん睡すいしたまま目覚めない状態になっている。彼女を何とか治せないか、と思ってＦＨで仕事をしているんだけど、その事は治ち療りようをしてくれているＦＨの医い師し以外には教えていない。普段は飄ひよう々ひようとしておどけた感じのおっさんを演じているよ。

ＧＭ：おお、かっこいいじゃないですか。わかりました。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：それではＰＣも出で揃そろったところで、ＰＣ間ロイスを取得しましょう！




　セッションを開始する前に、ＰＣ同士でロイスを結ぶことをＰＣ間ロイスと呼よぶ。

　これはＰＣ同士の人間関係をある程てい度ど決めておくことで、コミュニケーションを容よう易いにし、セッションを円えん滑かつに進めるためのルールだ。




ＧＭ：順番はミユキ[image: ]朱香[image: ]晃士朗[image: ]九鬼[image: ]ミユキでお願いします。

朱香：女子高生とおじさんチーム……、あ、すいません（笑）。

九鬼：いやいや、俺は立りつ派ぱなおじさんですよ？（笑）　晃士朗はいくつだっけ？

晃士朗：俺は二十二歳だが、まあ女子高生から見ればおっさんかもしれないな（笑）。

ＧＭ：じゃあまずはミユキから朱香へのロイスですね。

ミユキ：そうですね。ポジティブは〝好意〟にします。〝連帯感〟でもいいなって思ったんですけど、まずは好意からいずれ、っていうのがいいかなと思いまして。

ＧＭ：なるほど、それは今後が楽しみにもなりますね。

ミユキ：ネガティブは〝劣れつ等とう感かん〟。同じような境遇なのに、どうしてあんなに天てん真しん爛らん漫まんに振ふる舞まえるのかな、って羨うらやましく思っている。

朱香：なんであんなに熱いんだろう、って？（笑）

ミユキ：うん、そうかもしれない（笑）。あ、勿論ポジティブを表に出しておきますね。

ＧＭ：了解です。では、次に朱香から晃士朗ですね。

朱香：はーい。ポジティブが〝幸福感〟。自分に命令してくれる人は、自分を必要としてくれてるんだって認にん識しきします。で、ネガティブは〝隔かく意い〟で。

九鬼：……なんていうか、実は結構悲しい子だよね、朱香。

晃士朗：不ふ憫びんな子だ……。しかし、確かにこういうＦＨチルドレンはいそうだ。

朱香：でも、あたしとしてはお母さん以外の大人全員に感じていることかもしれない。命令をしてもらえると安心するけど、隔たりは感じるんです。で、今はネガティブが表。

ＧＭ：なるほど、それはわかりやすい。では、晃士朗から九鬼ですね。

晃士朗：エージェントとしての噂うわさや実じつ績せきは聞いているので、ポジティブは〝信頼〟。実力は評ひよう価かしている。同時に、今自分に九鬼のような力は無いというのを見せられることにもなっているので、ネガティブは〝悔かい悟ご〟。ちなみに、ネガティブが表に出ている。

ＧＭ：わかりました。では最後に九鬼からミユキへのロイスです。

九鬼：ポジティブは〝尽じん力りよく〟。子供が頑がん張ばっているので、なんとかしてやりたいと思っている。同時に子供のくせにエージェントとして割わり切きってるように見えるので、ネガティブは〝不快感〟になってる。

ミユキ：可愛かわいげはないですね、私（笑）。

ＧＭ：これでＰＣ間ロイスの取得は終しゆう了りようですね。では、セッションを始めましょうか。

晃士朗：あ、ＧＭ。その前にちょっといいかな？

ＧＭ：なんでしょう？

晃士朗：さっきからちょっと思っていたんだが、セルの名前は『神曲』でいいとして、その中で俺たちのチーム名が欲ほしい。

ＧＭ：ほうほう。チーム名ですか？

晃士朗：といってもあんまり思いつかない。

朱香：ダンテの『神曲』に何かなぞらえたものがいいなあ。

ミユキ：そうですねえ……。




　ＧＭとプレイヤー、しばし相談する。十分ほど話し合った結果……。




朱香：あ、ケルベロスはどうですか？

ミユキ：ケルベロスはいいですね。炎を吐はくし、私と朱香ちゃんはサラマンダーだし。

晃士朗：基本九鬼を除のぞく三人のチームなので、三つの頭のケルベロスはぴったりだな。

九鬼：俺は傭よう兵へいで正式なチームじゃないってことで。

晃士朗：まぁ門番ぽいからいいんじゃない？　逆ぎやくに言うと、『至高天』に届とどくまでにはケルベロスを突とつ破ぱしなくてはならないってことにもなるし。

ＧＭ：確かにそのとおりですね。では、それでいきましょう。




　ＦＨセル『神曲』の実行部隊──ケルベロス。

　地じ獄ごくの番犬が、京都の街を闊かつ歩ぽする！


















『神曲』　イタリアの詩人、ダンテの代表作である叙事詩。『地獄篇』『煉獄篇』『天国篇』の三部から成る。イタリア文学でも最大の古典と呼ばれる。

サラマンダー　熱エネルギーを操り、炎や氷を生み出すシンドローム。

ピュアブリード　ひとつのシンドロームしか持たないオーヴァードであることを表す言葉。

究極のゼロ（アブソリュート・ゼロ）　高温よりも低温を操ることに長けたサラマンダーであることを表すＤロイス。

キュマイラ　身体を獣のものに変えたり、常人離れした筋力を発揮することができるシンドローム。

クロスブリード　ふたつのシンドロームを持つオーヴァードであることを表す言葉。

不死者（アンデッド）　通常のオーヴァードよりも高い侵蝕率でも理性を保つことができるようになるＤロイス。ＦＨ専用。

バロール　重力を操作し、場合によっては時をも操るシンドローム。

ハヌマーン　超スピードで動いたり、振動や波、音を操ることができるシンドローム。

《サイレンの魔女》　周囲全域に振動波による攻撃を与えるハヌマーンのエフェクト。

イージーエフェクト　レネゲイドの力でちょっとしたことを実現するエフェクトの総称。

工作員（マグネイト）　情報ひとつを隠蔽したり捏造したりすることができるＦＨ専用Ｄロイス。

ブラックドッグ　生体電流を操ることで電撃を生み出したり、機械を体に埋め込んだりできるようになるシンドローム。

ノイマン　超高性能コンピュータ並みの思考能力、演算能力を得るシンドローム。

《ハードワイヤード》　自身の肉体を機械化することで、専用のアイテムを入手するブラックドッグのエフェクト。

《マルチウェポン》　ふたつの武器を同時に使いこなしてダメージを与えるノイマンのエフェクト。

秘密兵器（トイボックス）　特殊なアイテムをひとつ所持していることを表すＤロイス。

ブーストアーマー　装着者のレネゲイドを刺激し、能力を上昇させるアーマー。「Ｄロイス：秘密兵器」でのみ入手できる。

ケルベロス　ギリシャ神話に登場する冥府の番犬。三つの頭を持つ巨大な犬として描かれることが多い。ダンテの『神曲』においては、地獄の第三圏で大食の罪を犯したものを引き裂き苦しめる役目を持つ。
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◆Opening01◆夜闇始末

Scene Player ─── 闇条晃士朗




　京都・祗ぎ園おん。八坂神社の門前町であり、京都有数の花街。

　夜の帳が下りる頃ころ、その街の片かた隅すみで、戦い──否、粛しゆく清せいの幕まくが上がった。




ＧＭ：では、まずは晃士朗のオープニングから演えん出しゆつしましょう。

晃士朗：俺おれか。どういうシーンなんだ？

ＧＭ：あなたは今、ＵＧＮに通じていた裏うら切ぎり者ものの始末という単たん独どくでの任にん務むを受けています。

九く鬼き：裏切り者の始末か！　ＰＣがやる仕事とは思えんな！（笑）

ミユキ：さすがＦＨ……！

晃士朗：はん、そいつは確たしかに俺たちらしい仕事だな。で、状じよう況きようは？

ＧＭ：はい。現げん在ざいターゲットは祗園の料りよう亭ていでＵＧＮの連れん絡らく員と繫つなぎをとっています。

晃士朗：そうか。なら《ワーディング》を展てん開かいして正面から乗のり込こむぜ。

朱香：おお、大だい胆たん……！

ＧＭ：じゃあ、こんな演出で行きましょうか。




　政せい治じ家かの接せつ待たいなどにも使われる料亭で、男がふたり向かい合っていた。一方はＦＨのエージェント、もう一方はＵＧＮの連絡員である。

「これが約束のものだ」

　中年の男が封ふう書しよを取り出す。それは晃士朗たちのセル、『神曲』に関する情じよう報ほうだ。男はそれを手土産に、ＵＧＮに保ほ護ごを頼たのむつもりだった。

「確かに」と、連絡員がそれを受け取ろうとした時──室内に、黒い風が舞まった。




晃士朗：俺が起こした黒い風が、資料を一瞬で朽ち果てさせるぜ。

ＧＭ：「な！　こ、これは──！」

晃士朗：邪魔するぜ。

ＧＭ：「き、貴様は……！」

晃士朗：よう。随ずい分ぶんナメた真似まねをしてくれるじゃねえか。

ミユキ：（裏切り者になって）「ご、護ご衛えいはどうしたんだ!?」（笑）

九鬼：いたんだ、護衛（笑）。

ＧＭ：じゃあ、護衛が外に控ひかえていたということで。

晃士朗：護衛？　ああ、外にいた連中のことか？




「──とっくにあの世行きだ」

　そう吐き捨てると、晃士朗はポケットの中身をひとつかみ取り出してぶちまける。

　不吉なほどに白いそれは骨の破片──護衛のなれの果てだ。




朱香：ひええ、悪い！　悪い人ですよ！（笑）

九鬼：イキイキしてるなあ、矢野くん（笑）。

晃士朗：いやあ、こういうＰＣが出来る機会はめったにないので（笑）。

ミユキ：わかります。

ＧＭ：俺もわかります（笑）。さて、眼がん前ぜんのふたりは「くそおおおっ！」とあなたに攻こう撃げきを仕し掛かけてきます。ちなみに、エキストラなのでデータはありません。

晃士朗：そうか、ならさっさと終わらせるぜ。




「身みの程ほど知しらずが」

　晃士朗の掌てのひらに、拳こぶし大だいの黒い塊かたまりが生まれる。それは徐じよ々じよに勢いきおいを増まし始め、逆さか巻まく黒い風となって室内に吹ふき荒あれる。

「な、なんだこれは──うわぁぁっ!?」

　裏切り者と、敵ＵＧＮの連絡員、ふたりの体に黒風が絡からみつく。まとわりつく。

　はじめは動きを拘こう束そくする枷かせのように、そして次第に全身を包つつみ込こみ──。




晃士朗：俺の風はすべてを崩ほう壊かいさせる。風が止むと、渡わたそうとした情報もろとも、敵は完全に風化して崩くずれ去さる。……全員殺すぜ、問題ないな？

ＧＭ：はい、問題ありません。

ミユキ：おおお……か、かっこいい。

晃士朗：はん、つまらねえ仕事だ。

ＧＭ：では、男たちが倒たおれると、不意に晃士朗の後ろから声がかかります。「相変わらずお見事どすなあ」

ミユキ：京言葉だー（笑）。

晃士朗：そちらを無言で振ふり返かえる。

ＧＭ：あなたが張はった《ワーディング》の中に、着物を着て三味線を抱かかえた二十歳そこそこの女じよ性せいが微笑ほほえんで立っています。ＦＨの連絡員、芸げい妓この百々菊です。晃士朗は何度も顔を合わせたことのある連絡員だと思ってください。

晃士朗：わかった。じゃあ隻眼でじろりと睨んで言う。……お前か。

ＧＭ：「おばんどす」と、彼かの女じよはにっこり笑いかけます。「後始末はこちらにお任まかせを。それより、お疲つかれのところ申もうし訳わけないんどすが──」

晃士朗：次の仕事、か？　人使いの荒あらいこった。

ＧＭ：「そう言わんと。詳くわしい話は、場所を変えて」




　百々菊に導みちびかれ、晃士朗は大物政治家や資し産さん家かの中でも一ひと握にぎりの人間にしか知られない茶屋へと入った。部屋には既すでに酒しゆ肴こうの用意があり、晃士朗と百々菊以外には誰だれもいない。




ＧＭ：ここでいう茶屋は喫きつ茶さ店てんとかじゃなくて、貸かし座ざ敷しきのようなものです。

朱香：なんか時じ代だい劇げきみたいですね（笑）。

ミユキ：悪代官と悪あく徳とく商人が取引してそう。

ＧＭ：あんまり間ま違ちがってません（笑）。

九鬼：『玄くろ椿つばき』の世界だな。

晃士朗：無言で腰こしを下ろして、手て酌じやくで酒を呷あおる。

ＧＭ：「お注ぎしますのに」と言いながら、百々菊はあなたに資し料りようを差し出します。

晃士朗：要らねえよ、仕事の話だけでいい。そう言って、差し出された資料を受け取る。

ＧＭ：「明日、プルガトーリオはんの所へ集合どす。手て筈はずはいつもとおんなじように」

晃士朗：視し線せんだけで頷うなずいて、資料に目を通す。

ＧＭ：記き載さいされているミッション内ない容ようは、ＵＧＮの研究施し設せつの襲しゆう撃げき及および『右手』と呼よばれるマテリアルの強ごう奪だつです。依い頼らい者しやの名前は高円寺瑞みず穂ほ、コードネームは〝クィーンアント〟。

ミユキ：襲撃と、強奪！（笑）

九鬼：いかにもＦＨがやりそうだ（笑）。

晃士朗：ふん……、その高円寺瑞穂を俺は知ってるのか？

ＧＭ：そうですね。『神曲』セルに所しよ属ぞくしている研究員です。

晃士朗：悪の科学者だな？（笑）

ＧＭ：わかりやすく言えば、そうです（笑）。そして研究対象は『至高天』。その性質や特性を研究し、最終的には完全な起動方法を見つけ出すのが目的です。

晃士朗：……成なる程ほどな。わかった、とだけ答えて、資料は自分の能力で粉々にする。

ＧＭ：百々菊がコロコロと笑います。「話が早ぁて助かりますわぁ。ほな、あの強ぉいお嬢じようさん方にもよろしく伝えといておくれやす」

晃士朗：ああ。片っぽは何も言わなくても尻しつ尾ぽ振ふって来るだろうけどな（一同笑）。

朱香：わーい、誉ほめられた！（笑）

ＧＭ：「それと今回はもうひとり、九鬼はん、いう方が合流しはるそうどす」

晃士朗：九鬼のことは知ってていいかな？　最強のエージェントだ、ってことも。

ＧＭ：ＰＣ間ロイスがあるので構かまわないでしょう。

晃士朗：じゃあ、そうか、とだけ答える。戦力になるならそれでいい。

ＧＭ：百々菊は微笑んで、空になっている晃士朗の杯さかずきに酒を注ぎます。

晃士朗：一息で飲のみ干ほして、立ち上がる。話は済すんだな。

ＧＭ：「もう行かはるんどすか、兄さん。……もっとゆっくりしはったらええのに」

晃士朗：はん、生憎だな。こちとら芸妓と茶屋遊び、なんて趣味はねえんだ。




　拒絶の言葉を告げると、晃士朗は立ち上がって背を向ける。

　言葉だけでなくその背にも、馴れ合いを拒むトゲが生えているかのようだ。

　百々菊を一顧だにすることもなく、晃士朗はその場を後にした。






祗園　京都の代表的な繁華街・歓楽街。舞妓がいることで有名。

八坂神社　京都府京都市東山区祗園町にある神社。素戔嗚尊（スサノオ）を祭神とする神社の総本山とされる。

《ワーディング》　特殊な結界を張り、一般人を無力化するエフェクト。オーヴァードなら誰でも使用できる。

芸妓（げいこ）　宴席において歌舞音曲で客をもてなす女性。芸者、芸子。

『玄椿』　舞の天才である芸妓「胡蝶」が主人公の漫画作品。隔月誌『ＭＥＬＯＤＹ』（白泉社刊）に連載。著者は河惣益巳。









◆Opening02◆家族とクラスメイト

Scene Player ─── 青峰ミユキ




　冷ひえ込こみの厳きびしい二月の京都、早朝。

　ホームルーム前の教室は、学生たちのざわめきに包まれている。

　青峰ミユキは、窓まど際ぎわの席でぼんやりと外を眺ながめていた。




ＧＭ：それでは次はミユキのシーンです。場所は朝のＨＲ前の教室。

ミユキ：はーい。侵しん蝕しよく率りつは７上じよう昇しよう。窓まどの外を見ながら、ぼんやりしてます。

ＧＭ：では、不意に肩かたをポンっと叩たたかれます。

ミユキ：ひゃっ？




「みーゆーきっ」

　不意に声をかけられ、ミユキの思索は中断される。

　顔を上げると、そこにはクラスメイト──高円寺真梨子の顔があった。




ＧＭ：というわけで、真梨子に声をかけられます。肩くらいまでの長さの黒髪と、大き目の瞳が印象的な少女ですね。身長は一五〇センチくらい。

朱香：あたしとおんなじくらいか。

ミユキ：あ……おはよ、真梨子。

ＧＭ：「おはよ～。今日も寒いねえ」と、屈託のない笑顔を向けます。「教室はあったかくていいけど、この時期は体育がツライ……」

ミユキ：今日、二時間目が体育じゃない。確かマラソンだよ？（笑）

ＧＭ：「えええ～!?」といやそうな顔をしてます。

朱香：ミユキちゃんは寒いの平気そうだよね。

九鬼：氷使いだもんなあ（笑）。

ミユキ：風邪かぜとか引かないですよ。別のウイルスには侵蝕されてますけど（笑）。

ＧＭ：「ミユキちゃん、細いのに体力あるよね。私わたし、寒いとすぐ風邪ひいちゃうもん」

ミユキ：こう見えても鍛きたえてるのよ。

ＧＭ：「へぇ～。でも私、風邪って結けつ構こう好きなんだ。だって、ママに看かん病びようしてもらえるもん」と、にへらっと笑います。

ミユキ：そうなんだ。いいお母さんだね。

ＧＭ：「うん！　ママとっても優やさしいんだよ？　あのね～」と、妙みように嬉うれしそうに母親の話をします。

晃士朗：この真梨子って娘、高校生にしちゃ随分幼い感じだな。

ＧＭ：ママ大好きっ子なんですよ。いい子なんですが、母親の話を始めると止まりません。

ミユキ：誰かに似ているような（笑）。

朱香：いいことじゃないですか！（笑）

ミユキ：ちょっと自分の状況と比くらべながら聞いていよう。あ、ところでＧＭ。真梨子ちゃんはオーヴァードなんですか？

ＧＭ：いえ、彼女は一いつ般ぱん人じんです。レネゲイドの存そん在ざいも知らないようですね。

朱香：そうなんだ。

ＧＭ：というところで、予よ鈴れいが鳴ります。「あ、そろそろ先生来ちゃうね。じゃあ、またあとでね、ミユキ」

ミユキ：うん。じゃあ……と言って見送る。ＧＭ、ここでひとつ演出していいですか？

ＧＭ：お、かまいませんよ。どういうものでしょう。

ミユキ：オープニングだし、「欲よく望ぼう」の演出をしておこうと思うんです。なので、ふと家族のことを思い出しています。

ＧＭ：おお、了りよう解かいです。

九鬼：さすが合あい鴨がもさんだ。ロールプレイにソツがない（笑）。

ミユキ：教室とか家族連れの多いファストフード店とか、にぎやかな場所に居いたりすると、ふと思い出すことがあるんです。

朱香：そっか、ミユキちゃんって今は……。

ミユキ：うん、ひとり暮ぐらしだから。




　ミユキはひとりで眠ねむって、ひとりで目覚める。

　学校と、ＦＨエージェントとしての任務以外では、彼女はひとりだ。

　そして、それが現在の彼女の日にち常じようなのだ。

　ただ──騒そう々ぞうしい教室に身を置いたり、クラスメイトと話をしていると、不意に昔を思い出すことがある。

　かつての日常──両親と弟と、四人で暮くらしていたころを。




ミユキ：視線を窓の外から携けい帯たいの待ち受けに移うつすと、そこには幸せだった頃に家族で撮った写真があるんですよ。

朱香：うう、せつないなあ。

ＧＭ：失ってしまった光景ですね。ただ、少なくとも弟は『至高天』の起動によって救うことができるかもしれない──と、あなたは聞かされています。

ミユキ：ええ。写真を見ながら、待っててね、タクミ……と呟つぶやきます。

ＧＭ：では、そこであなたの携帯に今日の仕事についてのメールが着信します。

晃士朗：俺からのメールにしておこう。「何時、何処どこに集合」と、用よう件けんだけの短文。

ミユキ：素そっ気け無ないなあ（笑）。

朱香：リーダーらしいです。

ＧＭ：ではそういうことで。ただ、依い頼らい主ぬしの名前、〝クィーンアント〟高円寺瑞穂という名前だけは書いておいてください。

晃士朗：じゃあそれで。

ミユキ：高円寺瑞穂、か。ハンドアウトに書いてあるし、これが誰かはわかっていいのかな。

ＧＭ：はい。あなたのクラスメイト、高円寺真梨子の母親です。

ミユキ：母親……か。




　真梨子の話は、事あるごとに〝自じ慢まんのママ〟の話に繫つながる。だがそれはすべて、他愛ない日常の話。ファルスハーツなどという組そ織しきはおろか、レネゲイドについても何も知らない少女なのだろう。

　無む論ろん、自分がどういう仕事をしていて、彼女の母である瑞穂にどう関わるのかなど、想そう像ぞうもしていないはずだ。

　今度の仕事は面めん倒どうかも──。

　窓の外を見つめながら、ミユキは少し不安を感じていた。







◆Opening03◆悪の濠マレボルジエにて

Scene Player ─── 大門寺朱香




　ＦＨセル『神曲』のチルドレンにとって、訓練施設〝悪の濠〟は故こ郷きようであり、家でもある。

　大門寺朱香にとってもそれは例外ではない。否、彼女にとっては此処こここそが、世界中の何処よりも安らぐことの出来る場所だった。

　誰よりも彼女が愛している母親、永石美奈子がいるからだ。




ＧＭ：それでは次のシーン。シーンプレイヤーは朱香です。

朱香：（元気よく）はーい！

ＧＭ：さて、今朱香は『神曲』に属ぞくするＦＨチルドレンの訓練施設にして生まれ故郷、そして家でもある、マレボルジェと呼ばれる施設に居います。

九鬼：セルの名前といい、セルリーダーのコードネームといい、ダンテの叙事詩『神曲』から取ってるんだな。

ＧＭ：は、そういうことです。

朱香：その、マレ、ボルジェは訓練施設、ですか？

ＧＭ：兼けん、寮りようという感じですね。朱香の部屋もその施設の一角にあると思ってください。……で、今はその一室、〝プルガトーリオ〟永石美奈子の居きよ室しつにあなたは呼よび出だされます。

朱香：お母さんのところですね！　（嬉うれしそうな声で）お呼びでしょうか、お母さーん！

九鬼：すごく嬉うれしそうだ（笑）。

ミユキ：尻尾をパタパタ振ってるように見える（笑）。

朱香：お母さんに呼ばれるのに幸せを感じるんです。

ＧＭ：では、三十歳さいくらいの美しい女性──永石美奈子が朱香を迎むかえます。美奈子の部屋はあまり飾かざり気けがなく、書しよ架かと応おう接せつ用ようのテーブルがひとつずつのシンプルな部屋です。

朱香：ああ、扉とびらをあけるとお母さんがいる幸せ……！

晃士朗：しょっぱなから飛ばしてるなあ。

ミユキ：圧あつ倒とうされそう（笑）。

ＧＭ：「御ご機き嫌げんよう、朱香。先ずはお掛かけなさい」

朱香：（元気よく）はぁい！

ＧＭ：「お茶を入れるわね」と、美奈子が立っ……。

朱香：（さえぎって）あっ、あたしが入れるねっ！（一同笑）




　間かん髪はつを入いれず、とはまさにこのことである。




ＧＭ：速い！（笑）　じゃあ、美奈子は微笑んで「お願いするわね」と。

朱香：お母さんは座すわってて！　（お茶を用意する仕草）はーいっ、どうぞ！

ＧＭ：「ありがとう、朱香」　と美奈子はカップのお茶を口に運びます。

朱香：それで、美味しい……？　って聞くような目で見ている（笑）。

ＧＭ：彼女はにっこりと微笑んで「ありがとう。とっても美味しいわ、朱香」と言います。

朱香：（うっとりしたような声で）あぁっ……幸せ！

ＧＭ：………………。

ミユキ＆晃士朗＆九鬼：……………。

朱香：あ、あれ？　あたしなにか変なこと言いました？

ＧＭ：い、いや、呆あつ気けに取られていました。その、ホントにＴＲＰＧ久ひさしぶりなんですか？

九鬼：なんという母親ラブ（笑）。

晃士朗：すっごい慣なれてますよね。

朱香：そうですか？　結構思いついたことそのまま言ってるだけなんですけど！（笑）

ミユキ：いきなりキャラが立ちましたよ！

朱香：ありがとうございますー（笑）。

ＧＭ：とりあえず、話を進めましょう（笑）。

朱香：はーい。

ＧＭ：「私たち『神曲』は『至高天』を守るための存在」と、美奈子は言います。これは彼女が普ふ段だんから言っていることです。「あなたたちケルベロスは、そのための部隊」

朱香：はいっ、わかってますっ！

ＧＭ：そこで扉が開き、髪かみをアップにまとめて眼鏡めがねをかけた、三十代半ばくらいの女性が入ってきます。「だが、理想を実じつ現げんさせるためには『至高天』を完全に起動させねばならん」と、彼女は美奈子の言葉に続きます。

朱香：お母さん、こちらの方は？

ＧＭ：美奈子がそれに答える前に、入ってきた女性はつかつかと朱香に近づきます。

朱香：はい？　あたし？

ＧＭ：女性はがっしと朱香の両りよう肩かたをつかみます。「キミ、良い体をしているな」

朱香：ひょええええ!?

ミユキ：ヘンタイさんだー！（笑）

ＧＭ：「いいレネゲイド反はん応のうだ。身体も鍛きたえられている」




　女は朱香の両肩をつかんだまま、無ぶ遠えん慮りよにじろじろとその身体を見まわす。ふむ、と得心したようにうなずくと、呆気にとられる朱香の顔を覗のぞき込こんだ。

「キミ、さぞかし強力なオーヴァードなのだろうな。健康状じよう態たいのチェックもしたいので、少し舌したを見せてくれたまえ」




晃士朗：……なんなんだ、こいつは（笑）。

九鬼：何ものなんだよ！（笑）

朱香：あ、あの、放して……（笑）。

ＧＭ：では、美奈子が咳せき払ばらいをして制せいします。「その辺にしてちょうだい、クィーンアント」

朱香：……クィーンアント？

ＧＭ：クィーンアントと呼ばれた女性は「む、そうか」と残念そうに朱香の身体を放すと、半歩引いてにやっと笑います。「『神曲』セルで『至高天』の研究をしている。本名、高円寺瑞穂だ。よろしく頼む、大門寺朱香」

朱香：あ、はい、よろしく……。

ミユキ：これが真梨子ちゃんのお母さんかあ……。思ったより若わかいですね。高校生の娘がいるんだから、もう少し上かと思ってた。

九鬼：若わか作づくりなだけかも知れんけど（笑）。

晃士朗：そういや、クィーンアントは美奈子の部下ってことになるのか？

ＧＭ：はい、そうなります。

朱香：あ、名前を聞いたらこの人が誰か気づいていいでしょうか？

ＧＭ：そうですね。真梨子は聞かれなくても母親の話をしているので、知っていてもいいでしょう。

朱香：じゃあ気づきます。ええと……真梨子ちゃんのお母さん？

ＧＭ：瑞穂はニヤリと微笑ほほえみます。「ああ、娘がいつも世話になっている。キミも──青峰ミユキも娘と仲良くしてくれているようで何よりだ」

朱香：ミユキちゃんのことも知ってるんですか？

ＧＭ：「無む論ろんだ。キミの能のう力りよくとミユキ嬢じようの能力、是ぜ非ひセットで調ちよう査さしたい対象だよ」

ミユキ：なんだかぞくっとしました（笑）。

朱香：あ、あたしも（笑）。

ＧＭ：「さて、そろそろ仕事の話にしてもらっていいかしら？」と、美奈子が言います。

九鬼：なんか美奈子が助け船を出したみたいだ（笑）。

朱香：お母さんの愛あい情じようを感じます（笑）。

ＧＭ：「ふむ、すまんな」と言うと、瑞穂は朱香にぐい、と顔を近づけます。

朱香：ち、近いです……。

ＧＭ：「今回の任務だが、ＵＧＮが確かく保ほした『右手ライトハンド』と呼ばれるマテリアルの奪だつ取しゆだ」

朱香：らいとはんど？　右手？

ＧＭ：「そう呼ばれている。『至高天』の研究を進めるために必要な物ぶつ質しつ──と言えば、奪取の理由としては十分ではないかな？」

朱香：そのライトハンドを取ってくればいいってことですね！　わかりました！

ＧＭ：「吞のみ込こみが早くて助かる」と瑞穂が答えると、美奈子も微笑んで頷うなずきます。「ＵＧＮの施設だし、排はい除じよしないといけない敵も多いと思うけど……あなたたちなら大だい丈じよう夫ぶね？」

朱香：もちろんですっ！

九鬼：おいおい、なんかさらっと物ぶつ騒そうなこと言ったぞ。排除って（笑）。

ミユキ：朱香ちゃんの返事も早かった……（笑）。

晃士朗：まあ、俺たちがやるんだけどな。

ＧＭ：「現場での判断はあなたたちケルベロスに一任します。指揮はいつものとおり、〝フラジャイル〟に執ってもらうわ」

朱香：（晴れやかな顔で）わかりましたー！　あ、集合時間をメモしておかなきゃ！（笑）

ＧＭ：では、そこでシーンを切りましょう（笑）。




　大好きな母親から頼たよられる幸せ。

　任務をこなして誉ほめられる幸せ。

　それが朱香のすべてであり、願い。

　ＵＧＮとの戦いが避さけられない任務に赴おもむく朱香の表ひよう情じようは、花のような笑顔だった。







◆Opening04◆ブレイクエンド

Scene Player ─── 九鬼




　数日前──。

　とあるＦＨセルの拠きよ点てんであった場所は、今や瓦が礫れきと倒たおれた戦せん闘とう員いんだけになっていた。

　廃はい墟きよと化したその場所に、ふたりの男が立っている。

　コートを纏まとい、飄ひよう々ひようとした態たい度どを崩くずさぬ男、九鬼。

　そして右みぎ腕うでを異い形ぎようの爪つめに変化させた学生服の少年、〝ブレイクエンド〟真田賢人。




ＧＭ：というわけで、九鬼のシーンです。最初は回想シーンになります。

九鬼：ほーい、了解。……侵蝕率上昇は４。でも侵蝕率はもう41％に（笑）。

朱香：高ーい。

九鬼：侵蝕率基き本ほん値ちが上昇するエフェクトが多いんだよなあ。で、どんなシーン？

ＧＭ：はい。ハンドアウトで渡したロイスである真田賢人と邂逅する回想シーンです。

九鬼：なるほど。……つまり、俺がいい気になるシーンだな！（一同爆笑）

晃士朗：なんでそうなるんですか、三田さん！（笑）

九鬼：だ、だって〝ブレイクエンド〟は俺が最強であることを証明するキャラだろ!?　そいつと会うってことは、俺がいい気になるってことじゃないの!?（笑）




　……なぜそうなるのか。




九鬼：というわけで、場所はＦＨの基地だな。京都じゃないどこか。で、その基地はすっかり破壊されて瓦礫と化している。

ミユキ：シ、シーンが勝手に始まった……（笑）。

ＧＭ：（……まあいいや、拾ってしまおう）じゃ、じゃあその瓦礫の中で、九鬼の前には学生服を着て、黒髪を短く刈り込んだ気の強そうな少年──〝ブレイクエンド〟こと真田賢人が対峙している。ちなみに右腕は異形の爪になっていて、学生服の右袖を突き破っています。

晃士朗：腕を変化させてるってことは、キュマイラかな。

ミユキ：カッコイイですよ！

九鬼：ちなみにいきなり基地が壊滅しているのは、ブレイクエンドは全力でシーン攻撃とかをしたから。多分郊外にあるんだよ（笑）。

ＧＭ：……シーン攻撃できるのかなぁ？　じゃあ、したってことで（笑）。

九鬼：なので、周囲には壊こわれた施設と倒れた戦せん闘とう員のみ。俺はそれを一望しながら、ちびた煙草たばこを吸すっている。やれやれ、たいした威い力りよくだねえ。

ＧＭ：「くそ……あんたみたいのが、まだいるのか……」と肩で息をするブレイクエンド。恐おそらく、体力も侵蝕率もギリギリなのだと九鬼にはわかります。

九鬼：（からかうように）すっげぇなあ、全部ぶっ壊しちまいやがって。しかも、ひとりも死んでねーし。さすが正せい義ぎのヒーローは違ちがうねえ？

ＧＭ：し、死んでないのか。ええと……、「僕ぼくは……僕は、お前たちＦＨのようなテロ組織とは、違うッ！」。

晃士朗：おい、ＧＭとプレイヤーが入れ替わってるみたいだぞ（笑）。

ミユキ：なんか私よりこっちがＰＣ①っぽいなぁ（笑）。

朱香：真の主人公だー（笑）。

九鬼：ふぅん。だから、人を殺さないわけだ。エフェクトもちゃんと注意して使ってるしな。




「それだったら」

　吹ふき捨すてた煙草を踏ふみにじりつつ、九鬼は皮肉たっぷりの笑みを浮うかべる。

「……そろそろ人でいられる限げん界かいじゃないの？」




ＧＭ：「うるさいっ……！　僕はまだ戦える！」とか言いながらも、彼の侵蝕率は[image: ]％ぐらいになっているので攻撃をためらう（一同笑）。

九鬼：おーおー、言うねえ。




『マスター、〝ブレイクエンド〟の侵蝕率[image: ]％突とつ破ぱを確かく認にんしました』

　九鬼にのみ聞こえる電子音声──戦闘用人工知ち能のう「テセウス」が、眼前のブレイクエンドに限界が近づいていることを知らせる。

「なるほどね」

　唇くちびるの端はしを吊つり上あげ、ニヤリと微笑ほほえむ。

「やっぱりそろそろヤバイってわけだ」




朱香：そんな能力があるんだ。便利ですね人工知能。

晃士朗：まあ言いい張はるのは自由だ（笑）。

九鬼：ＦＨウチの人員だったらそれでも大体は無理をするんだが──ＵＧＮの正義の味方様はそうじゃねぇよな？

ＧＭ：……くっ（悔くやしげに歯嚙みする）。

九鬼：お？　どうした、ブレイクエンドさんよ？

ＧＭ：こ、こっちが……。

九鬼：ん？

ＧＭ：こっちが何も言ってないのに、演出だからってどんどん相手を不利なほう、不利なほうへ誘ゆう導どうするとは……！　恐おそるべし、三田誠まこと……っ！（爆ばく笑しよう）

九鬼：い、いいじゃないか！　だって俺が勝つシーンなんだから！（一同爆笑）

晃士朗：そこが重要なんだ（笑）。

九鬼：もちろんだよ（笑）。じゃあ俺もそろそろ撤てつ退たいさせてもらおうか、とニヤリと笑う。

ＧＭ：「待てっ、九鬼！　逃にげる気か！」

九鬼：そりゃ逃げるさ。だって俺は様子見てこい、って言われただけでお前と戦えとかどうとかは言われてないんだよな、これが。

ＧＭ：「それでも最強と呼ばれるエージェントか!?」

九鬼：ん？　知らないよ。大体最強がどうとか、俺が言い出したことじゃねーもん。

朱香：カッコいいのか、悪いのか……（笑）。

ＧＭ：「くそ……！」　追つい撃げきしようとするんですが、これ以上の侵蝕率の上昇を恐おそれてエフェクトもろくに使ってないような一いち撃げきを放ちます。

九鬼：あっさりと受け流す。じゃあまたな、と軽く手を振って撤退しよう。かすめた爪が切り裂いたコートの裾だけを残して。

ＧＭ：わかりました。では、時間は現在へと戻もどります。




『まもなく京都、京都です……』

　まどろみながら数日前のことを思い出していた九鬼を、新しん幹かん線せんのアナウンスが現在に引ひき戻もどした。車しや窓そうから京都の町まち並なみが見えてくる。

「ブレイクエンド、か。あれともそのうちやりあわなきゃならんのかねえ」




ＧＭ：さて、あなたはＦＨセル『神曲』の対ＵＧＮ部隊への増ぞう員いんとして召しよう集しゆうされています。

九鬼：面倒くさいねえ。いくら俺が『神曲』の中でもフリーな立場だからってさぁ……とブツクサ言ってる。

ミユキ：怠たい惰だな最強エージェントだなあ。

ＧＭ：というところで、「ようおこしやす、九鬼はん」と声をかけられます。

九鬼：お？　振ふり返かえってこの方を向く。

ミユキ：京言葉だ。ということは……。

ＧＭ：そこには、着物を着た芸妓さんが立っています。

九鬼：おお、芸妓さん！　テンション上がるねえ。

ミユキ：嬉しそうですね、三田さん（笑）。

ＧＭ：彼女はぺこりと礼をして、花名刺──芸妓さんの持っている名刺をあなたに渡します。

九鬼：お、こりゃどうもご丁寧に。

ＧＭ：そこに書いてある名前は、事前に聞いていたＦＨの連絡員のものです。晃士朗のオープニングでも登場した、連絡員の百々菊ですね。

九鬼：なるほどねえ。ＦＨも結構いい趣味してるじゃないの。

ＧＭ：「お迎むかえに上がりました。車を用意しとりますよって、こちらへ」

九鬼：ヒュウ、嬉うれしいねぇ。こんなサービスは初めてだよ！　そう言いながら百々菊さんの腰に手を回す。お茶でもどう？　仕事とかそんなの後でいいじゃん！

ＧＭ：「お触さわり厳げん禁きんでお願いしますえ」と、ぴしゃっと手を叩たたきます（一同笑）。

九鬼：あ～、一見さんは入れてもらえないんだよなぁ、といじけて「の」の字を書く（笑）。

ＧＭ：「まぁ詳しい話は追々。……あぁ、ひとつだけ。ブレイクエンド、ゆうエージェント、知ってはりますな？」

九鬼：あぁ、ＵＧＮの若い子だよね。

ＧＭ：「へぇ。アレが動き始めてるっちゅう話どすな。どうも、旦だん那なはんを呼よんだらカウンターとして呼ばれてしもたそうで」

九鬼：うっわー、やだねぇ。俺あんなのと戦いたくないよ。一発で破壊ブレイクエンドされちゃうよ。

ＧＭ：「そない言わはるわりには、嬉うれしそうどすなぁ？」

九鬼：……そう見える？　ま、俺って一応若人のために戦ってるからさ。あのくらいの元気なヤツ見るのは嬉しいんだよ。たとえ敵でも、ね。

晃士朗：そういや、九鬼は親友の娘を助けるのが願いだったな。

ミユキ：どうしても重ねて見ちゃうのかもしれませんね。

ＧＭ：百々菊は冗談と受け取ったのか、コロコロと笑って流します。「そない年には見えしまへんえ？」

九鬼：こう見えても結構人生経験豊富なのよ。どう？　付き合う気になった？（笑）

ＧＭ：もちろんそれも軽く流します（笑）。「ほな、こちらへ」と、手配しておいた車にあなたを案内します。

九鬼：つれないねえ。ま、ありがたく車に乗り込もうか。




『神曲』がわざわざ自分を呼んだとなれば、『至高天』がらみの仕事に違ちがいない。

　少しでも手がかりになるのなら、どんな仕事でも請うけ負おってみせる。それが、あの時守れなかった男と、未だ目を覚まさぬ少女への誓ちかいだ。

「少し休むよ。着いたら起こしてくれ」

　運転手にそう言うと、九鬼は後部座ざ席せきのシートにもたれかかって静かに眼を閉とじた。

（──待ってろよ、セシリア。おじさんは頑がん張ばるからさ）










　　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆ケルベロス、召集

Scene Player ─── 闇条晃士朗




　ダーツバー「ロングアイランド」。寂さびれて流行らないそのバーは、「神曲」の対ＵＧＮ部隊──冥府の番犬ケルベロスたちのミーティングルームという側面を持っている。

「ＣＬＯＳＥＤ」の札がかかった扉とびらの向こうで、四人のオーヴァードが集まっていた。




ＧＭ：ではミドルフェイズ最初のシーンです。シーンプレイヤーは晃士朗、全員登場してブリーフィングをするシーンになります。

晃士朗：ん、ＯＫ。ところで、場所のイメージとかはある？

ＧＭ：マレボルジェ内部を想定していましたが、何か希望があればそちらでも。

晃士朗：施設内だと味気ないんだよなあ。もう少し悪役っぽい空間が欲しい（笑）。

朱香：アジトですね、アジト！（笑）

九鬼：そういう雰囲気は欲しいねえ。……じゃあ、ダーツバーとかは？　女子高生は普通来ないところだから、違和感があっていいかも。

晃士朗：ああ、それはいいかも。ＧＭ、というわけでダーツバーに集合でいいか？

ＧＭ：ふむふむ、特に問題はないですよ。

晃士朗：で、俺おれはそのバーで寝ね泊とまりしている。働いてはいない。バーの名前は……そうだな、「ロングアイランド」にしよう。ロングアイランドアイスティー、という紅こう茶ちやを使っていないのに紅茶のような味がするカクテルから取った。

ＧＭ：了りよう解かいです。じゃあ無む表ひよう情じようなマスターがシャカシャカとシェイカーを振ふっています。

朱香：あたしは学校が終わったらすぐに行きますね。リーダー、ダーツやっていい!?（笑）

晃士朗：好きにしろ。

朱香：わーい！　（ダーツを投げる仕草をして）えい、えい！

ミユキ：私わたしは朱香ちゃんと一いつ緒しよに来てカウンターに座すわって、ダーツを見てよう。

朱香：あ、見てミユキちゃん！　あたった、あたったよー！

ミユキ：すごいじゃない（笑）。

九鬼：じゃあ、そのほほえましいやり取りの中で入ってくるか。……ところでＧＭ。

ＧＭ：なんでしょうか。

九鬼：百々菊さんはお帰りになられたんでしょうか!?（笑）

ＧＭ：ハイ、帰りました。

九鬼：ちぇー。俺、何のために京都に来たんだろう（一同笑）。

ミユキ：仕事でしょう！（笑）

晃士朗：じゃ、俺が入ってきた九鬼に声をかけよう。あんたが最強か？

九鬼：そんな風に言っている奴やつもいるらしいねぇ。そういうあんたは〝フラジャイル〟？

晃士朗：（不ふ機き嫌げんそうな声で）……そうだ。

九鬼：俺が最強だなんて言われてるけどさぁ、このセルなら少し前まであんたがブイブイ言わせていただろうに──と、ボソッと呟つぶやいとく。

ミユキ：あ、痛いたい所突ついた。

晃士朗：……無言のまま、凄すごい形相で睨にらみつける。

九鬼：おいおい、そんなに怖こわい顔するなよ。イジメ？　オヂサン苛いじめられちゃう？

晃士朗：チッ……。朱香、ミユキ、そろそろダーツ止めろ。

ミユキ＆朱香：はーい。

九鬼：女子高生ふたりがお仲間とは、華はなやかでいいねえ。どもども、九鬼です。よろしくね。

朱香：よろしくお願いしまーす！

ミユキ：……よろしく。

晃士朗：おい、説明始めるぞ。そう言って資し料りようをドサっと置く。ＵＧＮ京都支し部ぶの研究施し設せつから、とあるものを強ごう奪だつするのが俺たちの今回の任にん務むだ。

朱香：（手を挙げて）はいっ、はいっ！　発言したい、発言したいよリーダー！

晃士朗：……すればいいじゃねえか。

朱香：では、僭せん越えつながらあたしから説明させていただきます！　強奪するものは『右手』と呼ばれるものです！

九鬼：それってどんなの？

朱香：……どんなのでしょう、ＧＭ。

ＧＭ：ハイ、情じよう報ほう収しゆう集しゆうをする必要があります（笑）。

朱香：あぅ……（一同笑）。

晃士朗：『右手』という名めい称しようだけわかっている。それ以上を調べるのも、俺たちの仕事だ。

ミユキ：ナイスフォローです、リーダー。

九鬼：ＯＫＯＫ。……そうだ、お嬢じようさん方の名前も聞いていいかい？

ミユキ：あ、そうですね。青峰ミユキ、と申します。コードネームは、フェンリルバイト。そう言ってペコリと頭を下げます。

九鬼：フェンリルバイトかぁ。カッコいいねぇ。いいねぇ、いいねぇ。

朱香：カッコいい、ミユキちゃーんっ！

ミユキ：無言で凄すごく怒おこったような顔をするんですが、それは照れているだけです（一同笑）。

九鬼：（朱香を見て）じゃあ、お隣となりは？

朱香：（元気よく）はいっ！　〝フェニックスガード〟です！

ミユキ：名前は、大門寺朱香ちゃんです。

朱香：あたしのこともカッコいいって言っていいんだよ？（笑）

九鬼：……フェンリルに、フェニックスね。なるほどなるほど。

朱香：カッコいいって言っていいんだよ!?（一同爆ばく笑しよう）

ミユキ：カッコいいよ！　朱香ちゃん凄くカッコいい！

朱香：いぇーい！　ありがとうミユキちゃん！

ＧＭ：なんだろう、このやりとり（笑）。

九鬼：ところでそのコードネームだけどさ、ふたりともサラマンダー・シンドロームなの？

晃士朗：ああ。ミユキがオフェンス、朱香がディフェンスを担たん当とうしている。

九鬼：ほほーう。あ、俺のほうは──確たしかブラックドッグっていう分類になるんだっけ？

朱香：（手を挙げて）はーい、質しつ問もんです！　九鬼さんは最強なんですか？（笑）

晃士朗：それは俺が聞いてる。人工知ち能のうテセウスを搭とう載さいした、ＦＨの中でも一、二を争うサイボーグ……だろ？

九鬼：買いかぶりだって、それは。…………みんなと同じ経けい験けん点だしな！

ＧＭ：それは確かにそうなんですけど！（笑）

九鬼：い、今からでも増ふやしちゃダメかな、ＧＭ!?（笑）

ＧＭ：落ち着いてください、三田さん。

九鬼：ま、まあそういうことでよろしく頼たのむよ。

晃士朗：……とにかく、仕事を始めるぞ。まずは情報収集からだ。

ＧＭ：では、そこでバーの扉が開きます。




「補ほ足そく説明は私からさせてもらおう」

　ドアベルを鳴らしながら、三十代半ばと思しき眼鏡めがねの女じよ性せい──〝クィーンアント〟高円寺瑞みず穂ほが現あらわれる。瑞穂は四人を一いち瞥べつすると、嫣えん然ぜんと笑顔を浮うかべた。



















朱香：あ、こんにちは！

ミユキ：真梨子のお母さん？　……補足説明、って？

ＧＭ：「ああ。だがその前に──（と、にやりと笑ってミユキを見る）」

朱香：ひぃっ！　また!?（笑）

ミユキ：え、今度はこっちに来るの!?（笑）

ＧＭ：「なるほど──朱香嬢じようは先だって拝はい見けんしたが、キミが青峰ミユキだな」と、ミユキの肩かたを摑んで全身をじろじろ見まわします。

ミユキ：あ、あの、なんですか……？（笑）

ＧＭ：「瞬しゆん発ぱつ力りよくにすぐれた筋きん肉にくを持っているな。レネゲイドの影えい響きようを差し引いてもよく鍛きたえられた肉体だ。どうだ、レネゲイドを活かつ性せい化かする新薬があるんだが使ってみないか？」

ミユキ：い、いりません！　いりませんから！（笑）

九鬼：このヒト、単に女の子が好きなだけなんじゃねえの？（笑）

晃士朗：……いいから本題に入ってくれ。

ＧＭ：「ああ、失しつ敬けい。どうも興きよう味み深ぶかいものを見ると放置できん性質たちでね」と言うと、瑞穂はカウンターのスツールに腰こしをおろします。

ミユキ：朱香ちゃん……こ、怖こわかったよう。

朱香：わかる！　わかるよ！　あたしも同じ目に……（笑）。

ＧＭ：そんなふたりをにやにやと眺めつつ、瑞穂は言います。「『右手』の形状についての情報はあまり意味がない。どうせ厳重に保管されているだろうしな」

ミユキ：大きさとかはわからないんですか？

ＧＭ：「せいぜいスーツケース大というところだろう。だが、これが『至高天』を起動させる上で重要なキーになっているということは忘わすれないでくれたまえ」

ミユキ：わかりました。

九鬼：破損させちゃいけないってことね。了解了解。

晃士朗：ところでＧＭ、ＵＧＮも『至高天』の存そん在ざいは知っているよな？

ＧＭ：はい。ＦＨにこれ以上研究を進めさせないよう、『右手』を保護したいようです。

晃士朗：なるほどな。

九鬼：で、それを強奪してこいってことか。わかりやすいねえ。

朱香：その研究施設って、どこにあるんですか？

ＧＭ：「今出川にある高こう層そうビルの中、というのは突つき止とめてある。ただ、そのどこにあるのか──までは特定できん」

ミユキ：要するに、一番大事そうにしてあるものを持って帰ってくればいいってことね。

九鬼：大事そうに置いてあればいいんだけどねえ。

晃士朗：ほぼ俺たちに丸投げか。大したバックアップも無く無茶を言いやがる。

ＧＭ：「キミたちなら出来る──、〝プルガトーリオ〟はそう言っていたが」

朱香：お母さんが!?　（嬉うれしそうな声で）わぁ～、期待されてるんだ、あたしたち！

ミユキ：朱香ちゃん、嬉しそう（笑）。

晃士朗：出来ない、とは言ってねえ。仕事として振ふられた以上、やるだけだ。

ＧＭ：「フフ、期待している」と笑って答えると、瑞穂はミユキと朱香に視し線せんを向けます。

ミユキ：（ちょっと身を引いて）え、また？

朱香：み、ミユキちゃんには手出しさせないんだから！（笑）

ＧＭ：「──そう警けい戒かいしないでくれたまえ。いや、娘むすめのことだよ」

ミユキ：娘……真梨子のこと？

朱香：真梨子ちゃんがどうかしたんですか？

ＧＭ：「仲良くしてほしい、と思ってな。キミたちがいれば、娘に何かあっても安心だ」

晃士朗：そりゃ朱香の防ぼう御ぎよ能のう力りよくなら、ちょっとやそっとじゃ揺ゆるぎもしねえだろうが（笑）。

朱香：真梨子ちゃんを守りまーす！

ミユキ：……真梨子が危き険けんに巻まき込こまれるような心配事でもあるんですか？

ＧＭ：「私がこういう仕事をしている。それでは理由にならんかね」

ミユキ：そうなんですか……。

ＧＭ：「そうだよ。まあ、娘ともどもよろしく頼む。では、私はこれで」




　そう言うと、瑞穂は踵きびすを返して「ロングアイランド」をあとにする。

　その背せ中なかを見送りながら、ミユキはどこかひっかかるものを感じていた。




ＧＭ：では、ここで一いつ旦たんシーンを切ることにしましょう。次は情報収集のシーンです。






今出川　京都市中心市街地北部の主要な通りである今出川通周辺を指す。近辺には京都御苑や相国寺など文化的に重要な場所や、同志社大学などがある。









◆Middle02◆調査

Scene Player ─── 九鬼




　ＵＧＮの研究施設、そして『右手』と呼ばれるマテリアル。

　その情報を集めるべく、九鬼と晃士朗は行動を開始した。




ＧＭ：では、情報収集のシーンです。シーンプレイヤーは九鬼ですが、全員登場は可か能のうです。現げん状じよう、以下について調べることができます。




▼ＵＧＮ研究施設について　〈情報：裏うら社会〉〈情報：ＵＧＮ〉　難なん易い度ど９

▼『右手』について　〈情報：ウェブ〉〈情報：ＦＨ〉、および適てき切せつな〈知ち識しき〉　難易度８




九鬼：じゃ、登場するか。……侵しん蝕しよく率りつは２しか上がらない、こりゃ幸先がいいねえ。

晃士朗：ひとまず俺も出ておこう。侵蝕率は……ちっ、10も上がった。

九鬼：さぁて、それじゃあまずは『右手』について調べますかね。〈知識：レネゲイド〉で判はん定ていしていいかい、ＧＭ？

ＧＭ：勿もち論ろんＯＫです。

九鬼：よし。んじゃ、オートアクションでブーストアーマーを起動させるよ。

『レネゲイド強化システム〝アイギス〟起動』

　頭の中で響ひびく、人工知能テセウスの声。体内のレネゲイドを活性化し、九鬼の思考及および演えん算ざん能力が一時的に強化されてゆく──。




九鬼：ブーストアーマーの効こう果かを使用して、ダイスを２個こ増やして判定……よし、11で成功。

ＧＭ：では、『右手』に関するデータが手に入ります。




『右手』と呼ばれるマテリアル──。『至高天』と密みつ接せつに関わり、その研究を進める上での重要なファクターとなり得る物体である。

　そのため、ＵＧＮでは厳重に保管され、常じよう時じ手練のオーヴァードが護ご衛えいに当たっている。




ＧＭ：研究施設についての詳しい情報が手に入れば、保管場所がわかるでしょう。

九鬼：……なーるほどね。しかし、『至高天』ってのはつくづく大したもんみたいだな。ＦＨもＵＧＮも、ここまで必死になってるんだからさ。

晃士朗：はん、だから俺たちみてえなのが動いてるんだ。あんたも同じくな。

九鬼：くくっ、違ちがいないねえ。誰だれも彼かれも欲望ねがいを持ってる……ってとこか。さしずめ闇条サン、あんたの願いは──。そうだな、かつての力を取り戻す、ってあたりかい？

晃士朗：（いまいましそうに）……お前には関係ねえ。そう言って、その施設とやらを調べる。アイテムの「要人への貸かし」を使用するぞ。

ＧＭ：了解です。ちなみに、どういう演えん出しゆつでしょう？

晃士朗：ＵＧＮの幹かん部ぶの弱みを握にぎってるので、そいつから情報を搾しぼり取とる。判定は……ちっ、出目が悪いな。財ざい産さんポイントを３点使って成功だ。




「……これっきりにしてくれよ？」

　電話の向こうで、初老の男が震ふるえた声を出す。つまらない男だが、保ほ身しんには長けている。利用して情じよう報ほう源げんにするには丁度いい。

「それはお前が決めることじゃねえよ」

　にべもなく、叩たたきつけるように晃士朗が告げた。

「お前はカネを受け取り、俺は情報を受け取る。それだけだろうが」

「あ、ああ……」

　暗号化されて届とどいた情報を確かく認にんすると、晃士朗は乱らん暴ぼうに電話を切った。




朱香：うわぁ、悪者みたい（笑）。

九鬼：悪者だからなあ。

ミユキ：さすがリーダー、手て馴なれてます。

晃士朗：大分金を使わされたけどな。ちっ、業突つく張はりが。

ＧＭ：その分の情報は出てきますけどね。




　ＵＧＮの研究施設は、京都市上京区に半年前に竣しゆん工こうしたばかりの高層ビルである。フロアは四十階、高さはおよそ二〇〇メートル。

　周辺住民の反対や建けん設せつ会社の思おも惑わくなどをすべてごり押おしで撥はね退のけ、建けん築ちくしたビルだ。




九鬼：上京区って、京都御ご所しよの近くじゃないか。そんなところに高層ビル……（笑）。

朱香：ＵＧＮがそこまでやるって珍めずらしい～。

ミユキ：……『至高天』絡がらみの研究をするためなら、それくらいはやるってことでしょうね。




『右手』の所しよ在ざいは、そのビルの最上階である。フロア全ぜん域いきを研究施設にしており、厳重な警けい備び体たい制せいを敷しいているようだ。




ＧＭ：以上です。当然ですが、正面から突とつ入にゆうした場合は判定なしでＰＣは全ぜん滅めつです。

九鬼：ま、そりゃそうだわな。

朱香：正面突とつ破ぱなんかしないよう（笑）。

晃士朗：最上階か……どうやって侵しん入にゆうするか、だな。

ミユキ：空から行くとか？　ヘリか何かで。

晃士朗：そうだな。高層ビルならヘリポートはあるだろうし……おい、どうしたＧＭ。

ＧＭ：（驚おどろいた顔で）……い、いえ。すごいや合あい鴨がもさん。正せい解かいです。

ミユキ：あ、ほんと？（笑）

ＧＭ：はい。本当は侵入経けい路ろをどうするか、という判定をしてもらって、成功すれば空からのルートを提てい案あんする予定だったんですが……お見事です。

ミユキ：そうだったんですか！

朱香：すごーい！

九鬼：ヘリは用意してもらえるのかい？　〈調達〉判定が必要なら、多分無理だぞ。難易度35はさすがに出せない（笑）。

ＧＭ：大丈夫です、プルガトーリオに頼たのめば、『神曲』からパイロット込こみで手配されます。

朱香：お母さんありがとう！

ＧＭ：ただし、そう簡かん単たんにヘリポートに停まれるはずもありません。何せ周囲にこんな高層ビルはないので、ヘリで近づけば目立ちます。

九鬼：それでこんな所にビルをおっ建てたわけか。納なつ得とくだ。

晃士朗：どうすりゃいい？

ＧＭ：具体的には、以下の判定が必要になります。




▼セキュリティの掌しよう握あく　〈情報：ウェブ〉　難易度９

　監かん視し体制を緩ゆるめ、ヘリで近づく準じゆん備びをする。

▼上空からの接せつ近きん　〈知覚〉　難易度８

　ヘリで上空からビルに接近、着陸する。




九鬼：ふむ。……ＧＭ。俺さ、《セキュリティカット》が使えるんだよねー。




　……なに？




晃士朗：そして俺は《ディメンジョンゲート》が使える。知っている場所にしか行けないから直ちよく接せつ侵入はできないが、屋上までなら空から見ればすぐに行けるぞ。




　……なんですと？




朱香：おお、イージーエフェクトですね！

ＧＭ：そんなものを持っていたとは……！




　イージーエフェクトは、通つう常じようのエフェクトより取得が容よう易いな、ちょっとしたことを実じつ現げんするためのものである。

　たとえば、電気を操あやつるブラックドッグは、〝無線を傍ぼう受じゆしたり電波を流したりする〟〝接せつ触しよくした機械に電気を供きよう給きゆうする〟などが可能になる。

　ＧＭはイージーエフェクトの使用を禁きん止ししてもよいが、ＰＬのアイディアを聞き、セッションが面白くなりそうだと思ったら、判定などをさせて臨りん機き応おう変へんに対たい応おうするとよいだろう。




ＧＭ：……で、では、〈ＲＣ〉を判定に使用してもよい、という処理にしましょう。

九鬼：よし！

ミユキ：なんて便利な能力……！

ＧＭ：ま、まあイージーエフェクトは普通侵蝕率が上がりませんけど、そのふたつはちゃんと使用すると侵蝕率が上がりますからね。このくらいは構かまわないでしょう。

晃士朗：《ディメンジョンゲート》は３点も侵蝕率が上がるからな。ま、『右手』を奪うばったあとに使えば即そく座ざに撤てつ退たいできる。

ＧＭ：そ、そういえば……！




　愕がく然ぜんとするＧＭ。実は撤退の際さいにも判定を用意し、それを一番難むずかしくしていたのだ。

　目もく論ろ見みが完全崩ほう壊かいした瞬しゆん間かんであった。




九鬼：……方ほう針しんは決定かな？　リーダーさん。

晃士朗：ああ。他のふたりを呼よんで、すぐに動くぜ。

ＧＭ：では、シーンを切りましょう。次が侵入のシーンですね。






要人への貸し　「コネ」と呼ばれるアイテムの一種。任意の情報収集の判定にダイスボーナスを得る。

《セキュリティカット》　建物のセキュリティを切ったり、電子ロックを解除することができるブラックドッグのイージーエフェクト。

《ディメンジョンゲート》　空間をねじ曲げ、遠く離れた自分の知っている場所につながるゲートを作り出すバロールのイージーエフェクト。









◆Middle03◆侵入

Scene Player ─── 青峰ミユキ




　ローター音を鳴らしながら、真夜中の京都上空をヘリが飛ぶ。

　その中から、四人のオーヴァード──ケルベロスたちは、高層ビルを見下ろす。

　突入開始の時じ刻こくまで、五分を切っていた。




ＧＭ：では、侵入のシーンです。皆みなさん侵蝕率を上げてください。

九鬼：７も上がった！　もう56に……。

晃士朗：俺は４点。これで59だが、《ディメンジョンゲート》で上がるのは確かく定ていだな。

ミユキ：６上がって55。

朱香：あたしは８上がって58になりました。あ、今ヘリに乗っているんですよね？

ＧＭ：はい。バラバラバラバラ、とローター音がしております。

ミユキ：喋しやべっていても聞こえなさそう。

朱香：じゃあ、ミユキちゃんに近づこうっと。




「ねえミユキちゃん、見てみて。街が星空みたい」

　屈くつ託たくのない笑顔。まもなく戦せん闘とうが始まるというのを感じさせずに、朱香は普ふ段だんと変わらず、無む邪じや気きな表ひよう情じようだ。

「ほんと。あ、京都御所が見えるわね」

　ミユキもそれを受けて、答える。作戦前の緊きん張ちよう感が、朱香との他愛ないやり取りでいくらか緩かん和わされるのがわかる。

　──突入開始、三分前。




晃士朗：ピクニックじゃねえんだぞ。そろそろ準備しろ餓が鬼きども。

ミユキ＆朱香：はーい。

ＧＭ：では。ＵＧＮ研究施設への侵入のための判定なんですが……。

九鬼：（にやっと笑って）俺の出番だね？




「派は手でだねえ。まるでスパイ映えい画がみたいだ」

　軽口をたたきながら、九鬼は思考をトリガーにして人工知能テセウスに命じ、レネゲイド強化システム〝アイギス〟を起動させた。




九鬼：ブーストアーマーの効果で、ダイスは７個振ふれる。《セキュリティカット》を使えば〈ＲＣ〉で判定だよね？

ＧＭ：はい。難易度も９に低下しています。

九鬼：ＯＫ、それじゃ《セキュリティカット》を使用するよ。……11で楽々成功。ま、こんなとこかねえ。




　ＵＧＮの厳重な警備システムが、テセウスの力を借りた九鬼によって瞬またたく間まにクラッキングされていく。その隙すきを縫ぬい、ヘリは屋上近くまで悠ゆう々ゆうと近づいていった。




ＧＭ：では、最初の判定は成功ですね。この間に上空から接近して侵入する必要があるんですが……（と、晃士朗を見る）。

晃士朗：当然《ディメンジョンゲート》を使う。

ＧＭ：……〈ＲＣ〉で判定が可能です。難易度は８になります。

晃士朗：一回クリティカルして17だ。成功だな。




「いくぞ。ついて来い」

　晃士朗のひとつしかない目がギラリと光ると、音もなく真っ黒な空間が現れる。

　まるで散歩に行くかのように、晃士朗はずぶりとその空間をくぐっていった。




九鬼：すげーな、これ。どうなってるんだ？　とか言いつつ、ゲートの入り口に手を出したり入れたりしよう（笑）。

ミユキ：多分、私と朱香ちゃんはこれくぐるの慣なれてますよね。

晃士朗：だろうな。作戦ごとに俺がゲートを開いて、ミユキと朱香が突入してたんだろう。

九鬼：なるほど（笑）。

ミユキ：じゃあ、躊躇ためらいもせずリーダーの後に続いて入っていきますね。

朱香：あ、待ってよミユキちゃーん。歩くの速いよう！

九鬼：おっとと。俺も遊んでないで行かないとねえ。




　屋上に入はいり込こんでさえしまえば、ビル内部に入るのは容易たやすいものだった。

　数人の警備を無力化し、四人は速やかに最上階フロアへと入っていく。




朱香：あ、そういえばヘリは帰っていくんですか？

ＧＭ：作戦終しゆう了りよう予定時刻に戻もどってくる予定です。

晃士朗：どうせ撤退には《ディメンジョンゲート》を使うことになるから、帰ってて構わないと連れん絡らくしておこう。

ＧＭ：そういうことなら了解しました。バラバラバラとヘリは去っていく。
















朱香：大きく手を振ふりますよ。

ミユキ：中に入ったら、せっかくだから儀ぎ式しきをしよう。

九鬼：儀式？

ミユキ：ええ。お気に入りのシュシュを使って、髪かみをまとめて動きやすくするんです。

朱香：じゃあ、髪をまとめるのはあたしが手伝うね。

ミユキ：……そうね、お願い。

九鬼：これ、多分いつもやってるんだろうなあ。

ミユキ：そう思います（笑）。




　ミユキがスカートのポケットから、アイスブルーのシュシュを取り出す。慣なれた手つきで、朱香が長い黒くろ髪かみを後ろで手早く纏まとめる。

　動きやすくするため、そして、今からエージェントとしての任務に移うつると言う意思表ひよう示じのための儀式だ。




朱香：仕事モードだね。かっこいいよミユキちゃんっ！

ミユキ：ありがと。じゃ、行きましょう。




（──いくよ、タクミ）

　心の中で、弟のことを想う。『至高天』に関する任務に携たずさわる時は、いつもそうだ。

　この仕事をこなすことで、タクミにまた会えるかもしれない。

　そうでなくても、『至高天』へ近づくことで、タクミとの再さい会かいに近づくのだ。

　それが、ミユキが戦うたったひとつの理由だった。




晃士朗：制せい限げん時間は十五分。それまでに奪だつ取しゆして撤退する。いいな。

ミユキ＆朱香：はいっ！

九鬼：へ～いへい、了解。

ＧＭ：では、『右手』の保管場所まで到とう達たつするための判定が必要になります。強行突破するなら〈白兵〉か〈射しや撃げき〉で難易度13。無む駄だな戦いを避さけて潜せん入にゆうするなら〈知覚〉ないし〈情報：ウェブ〉で11です。

九鬼：なーるほど。で、どっちにすんのリーダーさん？

晃士朗：……ミユキ、朱香、蹴け散ちらして来い。

ミユキ＆朱香：はいっ!!




　即そく答とうであった。




ＧＭ：判断はやっ!?（笑）

晃士朗：これが俺たちのやり方だ。




　確かく信しんに満ちた晃士朗の発言。

　だが、それはすぐに証しよう明めいされた。




ミユキ：〈白兵〉４レベルだから……うん、成功です。氷の剣けんを作って切きり込こんでいく！

朱香：あたしはミユキちゃんにぴったりついて、反はん撃げきを全部防ふせぎます。ミユキちゃんには攻こう撃げきに専せん念ねんしてもらうね。




「──邪じや魔ましないで」

　ミユキの手にした氷の刃やいばが、警備を瞬またたく間に切きり倒たおす。

「ミユキちゃんにキズひとつつけさせないんだから！」

　反撃の手しゆ段だんはすべて、朱香の炎ほのおに阻はばまれる。

　背せ中なか合あわせに戦う少女たちは、まるで円舞曲ワルツを踊おどっているかのようだ。




晃士朗：ミユキ、朱香！　もっとペース上げろ！

ミユキ＆朱香：了解っ！

九鬼：たいしたもんだねえ、あのふたり。闇条サンの指し示じも的てき確かくだしね～。と言いつつ、携けい帯たいメールとか打って余よ裕ゆうかましてる。

晃士朗：伊達だてにＦＨにいるわけじゃねぇからな。で、あんたは何してんだよ。

九鬼：え？　いや、あんたらケルベロスに任まかせてよさそうだなーと思って。うわーん！　百々菊さんにデート断ことわられたよー！

晃士朗：……勝手な男だな、アンタは。

九鬼：まあそう言うなよ。……それよりも、だ。

晃士朗：なんだ？

九鬼：あんな女の子があれだけ必死になる、か。『至高天』……ホントに大したモンみたいだね、と小さく呟いておくよ。

晃士朗：……ふん。

ＧＭ：では、ここでちょっと演出が入ります。




　ミユキと朱香の攻こう勢せいを抑おさえきれず、ＵＧＮのエージェントたちが叫さけぶ。

「ＦＨだと!?　バカな、早すぎる！　ブレイクエンドはどうしたんだ！」

「まだです、このままでは間に合いません──うわぁーっ！」




九鬼：ブレイクエンド──か。剣けん吞のんな名前が聞こえたねえ。

晃士朗：知ってる名前か？

九鬼：ああ。〝ブレイクエンド〟真田賢まさ人と。出来ればやりあいたくないかな。シーン攻撃使えるみたいだし（笑）。

晃士朗：それは確かにやりたくないな（笑）。

ＧＭ：とはいえ、このシーンでの判定にすべて成功しているので、真田との戦闘は発生しません。ひとつでも失敗してたら、次のシーンで増ぞう援えんとして出てきたんですが。

九鬼：そいつは助かる（笑）。

ＧＭ：では、そこでシーンを終了しましょう。




　侵入開始からわずか十分弱。

　電光石火、とでも形けい容ようすべき手て際ぎわで、ケルベロスは目標物に到達する。

　あとは、番人を排はい除じよして奪うばい去るのみ──！







◆Middle04◆奪だつ取しゆ

Scene Player ─── 大門寺朱香




　突とつ然ぜんの襲しゆう撃げきに混こん乱らんするＵＧＮ研究施し設せつ。

『至高天』に関わるマテリアル、『右手』の保ほ管かん場所にケルベロスが現あらわれる。

　地じ獄ごくの番犬から『右手』を守るべく、護ご衛えいのオーヴァードたちが立ち塞がる。




ＧＭ：では、次のシーンは『右手』を護衛する精せい鋭えいエージェントたちとの戦闘になります。

朱香：侵しん蝕しよく率りつがもう65になっちゃった。ＧＭ、まだクライマックスじゃないんですか!?（笑）

ＧＭ：全然違ちがいます（笑）。

朱香：あたしはいつもクライマックスなのに！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：わけわかんないですよ！（笑）

晃士朗：ＧＭ、とりあえず、状じよう況きようを確かく認にんしたい。

ＧＭ：はい。『右手』の保管場所である広いフロアに突とつ入にゆうした直後です。眼がん前ぜんには、武ぶ装そうしたＵＧＮのエージェントが臨りん戦せん態たい勢せいをとっています（位置関係を示しめすポーンを並ならべる）。

[image: ]

ミユキ：『右手』がどこにあるかはわかる？

ＧＭ：部屋の一番奥おくにいる研究員がスーツケースを抱かかえていますが、その表面に最重要機き密みつを示すマークが刻こく印いんされているのがわかります。

朱香：あった、あれだ！

晃士朗：ミユキ、逃のがすな。

ミユキ：わかりました、と答えてから、すぐに敵てきの方に駆かけ出だしていきます。

朱香：あたしもミユキちゃんに続くよ！

ＧＭ：では、戦闘を開始しましょう！




◆第一ラウンド

ＧＭ：では、まずはセットアップですが……双そう方ほう何もなしですね。行動値ちは後ろで銃じゆうを構かまえているエージェントが17、前に出ている方は７です。

九鬼：早いな！

晃士朗：射しや撃げき系けいは【感覚】が高いからな。

ＧＭ：では《アームズリンク》＋《急所狙ねらい》でミユキを攻こう撃げきします。……達成値は19。

ミユキ：いちおう回かい避ひはしてみるけど……惜おしい、18で失敗です。

朱香：ミユキちゃん、危あぶない！　《炎えん陣じん》＋《氷ひよう盾じゆん》で防ふせぐよ！

ＧＭ：ではっ……お、ダメージは結けつ構こう大きい。22点、装そう甲こう値は有ゆう効こうです。

朱香：ええと、《氷盾》が３レベルで15点。ガード値が４点、装甲が１点あるから……２点ダメージを受けました。ちょっと痛いたかったかな。

ＧＭ：……はい？




　ＵＧＮエージェントの放つマグナム弾だんからミユキを守るため、とっさに朱香が立ちふさがった。常じよう人じんなら即そく死ししかねないその一いち撃げきは、少女の両りよう腕うでから噴ふき上あがる炎ほのおに阻はばまれ、ほんの小さなかすり傷きずをつけるのみにとどまる。

　エージェントたちの間に動どう揺ようが走った。

「こ、この娘むすめ……ＦＨの〝フェニックスガード〟か！」

「するともうひとりは〝フェンリルバイト〟!?　まさか、ケルベロスか！」




九鬼：おやおや、えらく有名なんだねえ。

晃士朗：目立つからな、このふたりは。

朱香：へへ、ってミユキちゃんを見て笑うね。大だい丈じよう夫ぶ？

ミユキ：うん。ありがとね、朱香ちゃん。

ＧＭ：よ、予想以上に硬かたい……！

九鬼：大したモンだねえ、朱香ちゃん。俺おれのことも守ってよ？

朱香：気が向いたらね！（笑）

晃士朗：無む駄だ口ぐち叩たたいてんじゃねえ。さっさと終わらせるぞ。

ＧＭ：はい。では、行動値11で晃士朗の行動ですね。

晃士朗：《サイレンの魔ま女じよ》＋《マインドエンハンス》で攻撃。……達成値は17。

ＧＭ：こちらは双方《イベイジョン》があるので、回避の達成値は９と12で固定。命中です。




　失った右目の前で晃士朗が拳こぶしを握にぎり締しめると、黒い風が渦うずを巻まき始めた。

　周囲にいくつも生成される漆しつ黒こくの竜たつ巻まき。

　触ふれたものを腐ふ食しよくさせる黒風が、ＵＧＮの戦力を着実に削そいでいく。




晃士朗：ダメージは……少し低いな。14点、装甲無む視しだ。

ＧＭ：倒たおれはしませんが、かなり痛いたい。「くそっ、こいつら強い……！」

晃士朗：ちっ、仕し留とめ損そこねたか。

ＧＭ：では、次はこちらのトループが動く！　２グループとも、マイナーでエンゲージ。《音速攻撃》＋《踊おどる髪かみ》で白兵攻撃を仕し掛かけてきます。対象は朱香と晃士朗！

朱香：やらせないよ！




　そう言って晃士朗をガードする朱香。その宣言通り、エージェントの攻撃ではかすり傷ひとつ負わせることができなかった。




ＧＭ：……ノ、ノーダメージですと？

朱香：（得意げに）あたしの炎、そんなんじゃ突つき破やぶれないもん！

ＧＭ：いかん、朱香の防ぼう御ぎよ力りよくは予想以上というか、予想外だ。こんなにＰＣが強いとは思わなかった。では後の三人は全員行動値５なので、好きな順番で動いてください。

ミユキ：じゃあまず私わたしが行動しますね。

朱香：（心底嬉うれしそうな声で）ミユキちゃ～ん！

九鬼：朱香はほんとにミユキが好きだなあ（笑）。

朱香：もっちろん！

ミユキ：マイナーで《氷炎の剣けん》を使用。朱香ちゃんに微笑ほほえみ返して、氷の剣を創つくります。




　ミユキの手に、ひと振りの剣が握られる。それは、彼女の意志を具現化したかのような刃。

　必ず、弟を取り戻す──。氷のように冷たく硬い決意を秘めた、氷の剣だ。




ミユキ：……侵蝕率が結構上がってるし、さっきリーダーの攻撃でダメージを受けてたので、エフェクトは使わずに〈白兵〉のみで攻撃します。創り出した剣で、無む造ぞう作さに一撃。

ＧＭ：こちらは《イベイジョン》があるので、回避の達成値は９です。

ミユキ：達成値は、２個クリティカルして……15で命中です。ダメージは18点、装甲は有効。

ＧＭ：……それは倒たおれます。「くそ……ＦＨのテロリスト、め」




　氷の刃に斬きり伏ふせられ、男たちが斃たおれてゆく。

　瞬またたく間まに半数を失ったＵＧＮのエージェントに、ミユキは冷たい目を向けた。

「邪じや魔まはさせない」

　ひゅん、と剣を振ふり払はらう。飛び散る血ち飛沫しぶきが空気中で瞬く間に凍こおりつき、砕くだけ散ちる。

「私の欲望ねがいの邪魔は、誰だれにも」




朱香：きゃ───っ！　ミユキちゃん、かっこいいー！

九鬼：欲望ねがいの邪魔はさせない、か。デザイアシリーズならではの発言だな（笑）。

ＧＭ：ではエージェントが１グループ全ぜん滅めつ。次は朱香か九鬼ですが、どちらが動きます？

朱香：あたしはどうしようかな。２点しかダメージ受けてないから、《鋼はがねの肉体》を使うのも勿もつ体たい無ないし……いいや、何もしないよりマシだし、目の前の相手を殴なぐっちゃえ。




　朱香が放った大おお振ぶりの一撃がクリーンヒットする。晃士朗の攻撃で満まん身しん創そう痍いとなっていたエージェントにとって、それがとどめの一撃となってしまった。




ＧＭ：な、なんと……朱香にやられるとは（笑）。

朱香：やったー、あたしでも倒たおせた！（笑）

ミユキ：すごいすごい（笑）。

九鬼：アグレッシブなお嬢じようさんたちだねえ。んじゃＧＭ、俺は全力移い動どうで奥にいる最後のひとりにエンゲージして終しゆう了りようだ。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、そこで１ラウンド終了ですね。




　だが、敵エージェントは残りひとり。最早勝敗は決していた。

　続く第二ラウンド、突とつ出しゆつした九鬼にエージェントが銃じゆう弾だんを放つが、彼かれの装そう備びするブーストアーマーによる15点（！）もの装甲値に阻まれ、ダメージはわずか５点。

　勝負ありと見た晃士朗は待機し、朱香とミユキは全力移動で九鬼とエンゲージ。

　そして、九鬼の行動となった。




九鬼：んじゃ、さっさと片かた付づけちまうかね。《コンセントレイト：ノイマン》＋《コントロールソート》＋《マルチウェポン》＋《ヴァリアブルウェポン》。両手のナイフで切きり裂さくよ。

朱香：なんかいっぱい組み合わせてる！

九鬼：女の子たちが頑がん張ばってるからねえ、俺もちょっとはカッコイイとこ見せないと。ダイスが８個で……達成値は22だ。

ＧＭ：回避の達成値は12で固定なので命中。ダメージをください。

九鬼：ダメージは３Ｄ＋27で、42点。装甲は有効だから安心して？

ＧＭ：42点!?　そ、それはひとたまりもない。




　飄ひよう々ひようとした表ひよう情じようのまま、九鬼は両手の高周波ナイフを躍おどらせる。

　刹せつ那なの後、輪切りにされたエージェントの体が転がった。




晃士朗：はん、最強、ってのは伊達だてじゃねえな。──俺の三倍のダメージかよ。

朱香：九鬼さんすごーい！

ミユキ：これがあなたの実力なんですね……。

九鬼：いやいや、これでも必死なんだよ？

ＧＭ：では、戦闘終了ですね。戦闘員がすべて倒され、残ったのは研究員だけです。

朱香：降こう参さんするよね？　『右手』、渡わたしてくださーい。

ミユキ：無む駄だな血は流したくないわ。それさえ手に入ればいいの。




　ＵＧＮのビルに居いるとはいえ、研究員はオーヴァードではないか、戦闘向きでない能のう力りよくしか持たぬものばかりだ。抵抗する気力もなく、研究員のひとりがケースを差し出す。

「こ、こちらの負けだ……。だから、命だけは……」




晃士朗：ケースを引っつかんで奪うばい取とる。素す直なおに渡わたせば命は取らねえ、安心しな。

九鬼：本当に悪役の台詞せりふだねえ（笑）。

ミユキ：悪役なんですけどね！（笑）

ＧＭ：では、ケースを渡す際さいに、研究員は自分の持っていた資し料りようを取り落としてしまいます。で──そうだな、ミユキと朱香はその中にある一葉の写真に気づきます。

ミユキ＆朱香：写真？




　ひらりと落ちた写真には、ミユキと朱香にとって見覚えのある姿すがたが写っていた。

　高円寺真ま梨り子こ。クラスメイトであり、この強ごう奪だつ作戦の依い頼らい者しやである高円寺瑞みず穂ほの娘だ。

　一いつ緒しよに封筒に入っていた資料にも、高円寺真梨子の名前が見えていた。




ミユキ：真梨子？　なんで？

朱香：どうして、ＵＧＮが真梨子ちゃんの資料を……？

ＧＭ：それはまだわかりません。まずはここから撤退する必要がありますね。

晃士朗：《ディメンジョンゲート》を使う、でいいのか？

ＧＭ：はい。それなら判はん定ていは不要とします。

晃士朗：そうか。ならミユキと朱香に少し強い口調で声をかける。後にしておけ、戻もどるぞ。

ミユキ：はい。あ、資料は持っていきます。いいですかリーダー？

晃士朗：構かまわん、どうせ調べる必要はあるだろう。

九鬼：じゃあ、俺が《電子使い》を使ってデータをコピーしておこう。ついでにみんなには秘ひ密みつでバックアップを取って確かく保ほしておく（笑）。

ＧＭ：了解です。では、そこでシーンを終了しましょう。




　晃士朗の作り出した亜あ空くう間かんの扉とびらを抜ぬけ、四人は速やかに姿を消した。

　だが、ミユキと朱香には新たな疑ぎ問もんが生まれることになった。

　一体、真梨子がこの件けんにどう関わっているのだろうか──？






《アームズリンク》　武器と自分の神経を直結し、より効果的にその武器を扱うブラックドッグのエフェクト。

《急所狙い》　弱点を分析し、ダメージを増加するノイマンのエフェクト。

《炎陣》　炎や氷を自分の周囲に発生させ、味方をかばうサラマンダーのエフェクト。

《氷盾》　攻撃を受けると同時に炎や氷の盾を作り出し、威力を減殺するサラマンダーのエフェクト。

《マインドエンハンス》　精神力や交渉力を強化し、【精神】による判定のクリティカル値を下げる一般エフェクト。

《イベイジョン》　エネミーが常に安定した回避能力を発揮することを表すエネミーエフェクト。

《音速攻撃》　音速で攻撃を行うハヌマーンのエフェクト。

《踊る髪》　髪を飛ばしたり動かしたりして相手を搦め捕る、エグザイルのエフェクト。

《氷炎の剣》　大気中の水分を凍らせたり、炎をプラズマ誘導して形にし、手の中に武器を生み出すサラマンダーのエフェクト。

《コンセントレイト：●●》　クリティカル値を下げるエフェクト。シンドロームごとに別のエフェクトとなる。

《コントロールソート》　思考で体を制御し、【精神】で白兵や射撃攻撃を行うノイマンのエフェクト。

《ヴァリアブルウェポン》　《マルチウェポン》よりも多くの武器を同時に使いこなすノイマンのエフェクト。

《電子使い》　電子機器なしで、ＤＶＤやフラッシュメモリなどの記憶媒体の直接読み取り、あるいは書き込みが可能になるブラックドッグのイージーエフェクト。









◆Middle05◆ひるやすみ

Scene Player ─── 青峰ミユキ




　授じゆ業ぎよう開始のチャイムが鳴る。

　襲撃の翌よく日じつ、ミユキと朱香はひとまずの日にち常じよう──学校生活に戻っていた。

　京都市内の女子高に、ふたり揃そろって通っている。クラスも同じだ。




ＧＭ：では次のシーンです。シーンプレイヤーはミユキで、朱香は自動登場。『右手』奪取任にん務むの翌日、ふたりはいつもどおり登校しています。

朱香：はーい。

ミユキ：どうしてＵＧＮが真梨子の資料を持ってたのかを調べたいなあ……。




　ＵＧＮから奪取した資料には、真梨子についての基き本ほん的てきなこと──プロフィールなどのレベルしか記き載さいされていなかった。

　どうしてＵＧＮが真梨子のことを？

　疑問が頭の中でぐるぐると回る。

　授業中も休み時間も、ミユキはずっと上の空でいた。




ＧＭ：まだここでは情じよう報ほう収しゆう集しゆうはできません。昨日の今日ですからね。

ミユキ：了解しました。でも、気になってぼんやりしてます。

ＧＭ：そうこうしているうちに昼休みになります。

朱香：昼休み！　（明るい声で）ミユキちゃん、ごはん食ーべよっ！

ミユキ：あ、えっ、もうそんな時間？

朱香：もー、ミユキちゃんってば。今日はずっとそんな感じだね？

ミユキ：ご、ごめんね。そういえばお腹なかがすいた……。お弁べん当とう、食べよっか。

朱香：うんっ！

ＧＭ：「じゃあ私も一緒にいい？」と、ニコッと笑いながら真梨子もやってきます。

朱香：あ、まーりこちゃーん！（ぱっ、と手を挙げて）

ＧＭ：「しゅーかちゃーん！」

九鬼：テンション高いねえ。微笑ほほえましい（笑）。

朱香：今日のお弁当はなぁに？

ＧＭ：「今日のお弁当は、チキンバスケットとハムサンド！」

朱香：あ、じゃあそのから揚あげ、あたしの卵たまご焼やきと交こう換かんーっ！

ミユキ：なら、私はブロッコリーをあげる。……嫌きらいだし（笑）。

朱香：ミユキちゃん、野菜ちゃんと食べないとダメだよー？（笑）

晃士朗：なんてかしましい空間だ……。




　和わ気き藹あい々あいと、三人の少女が昼食を楽しむ。学校でよくある、いつもの光景だ。

　だが、ミユキはどうしても真梨子の様子を窺うかがってしまっていた。

　どうしてあんな資料があったのだろうか？　いっそ、真梨子の母である瑞穂に聞くべきなのかもしれない──。

「そういえばね」

　そんなミユキの思考を、真梨子の一言が中ちゆう断だんした。



















ミユキ：なに？

ＧＭ：「あのね、ママがふたりにお礼を言ってたよ。とっても助かった、って」

ミユキ＆朱香：……え？

九鬼：ありゃりゃ、娘に話しちまってるの？

晃士朗：どういうつもりだ……？

ミユキ：（言いよどんで）あ、えと……。




　ミユキと朱香が──そして母である高円寺瑞穂がオーヴァードであり、ＦＨの構こう成せい員いんであることを、レネゲイドの力を持たない真梨子が知っているとは考えにくい。

　だが、ＵＧＮの資料に真梨子の存そん在ざいがあったことも確たしかだ。

　どう答えていいかわからず答えに詰つまるミユキに、真梨子は笑顔のまま言葉を続けた。




ＧＭ：「バイトでママのお仕事手伝ってた、って聞いたよ？」

朱香：うん、そうなの。ふぁるすはー……って言いかけるので、止めて欲ほしいな（笑）。

ミユキ：慌あわてて割わり込こむよ！（笑）　あ、あのね、真梨子のお母さんと朱香ちゃんのお母さん、仕事仲間なのよ。そのツテでバイトを紹しよう介かいしてもらったの！

ＧＭ：「そうなんだ。偶然だね～」と、真梨子は笑います。疑う様子もありません。

ミユキ：そうそう。そうよね、朱香ちゃん？

朱香：（こくこく頷うなずく）

ミユキ：あの、真梨子？　ちなみに……どんな仕事かは、聞いてる？

ＧＭ：それには首を振ふります。「お仕事のことは教えてくれないもの。研けん究きゆう職しよく、ってことは知ってるけど、ああいうのって守しゆ秘ひ義ぎ務むとかあるんでしょ？」

ミユキ：うん……そうなの。

ＧＭ：「私もお手伝いはしたいけど、ママがダメっていうから仕方ないよね。あ、ミユキ、ミートボール食べる？　はい、あーん」

ミユキ：あ、うん、もらうもらう。あーん（笑）。

朱香：あたしもー！（笑）

ＧＭ：真梨子は笑って朱香にも「あーん」をしてあげます。で、バイトについてはそれ以上追及はしてこず、他愛ない話に戻もどりますね。マザコンの真梨子は、ほとんどが母親である瑞穂に絡からんだママ自じ慢まんですが（笑）。

朱香：お母さん自慢ならあたしだって負けないもん！（笑）

ミユキ：いつものが始まったな、と思って、黙だまってふたりを見てよう（笑）。

ＧＭ：ではそんなところでいったんシーンを終了しましょう。

ミユキ：はーい。でも、真梨子はＦＨとかレネゲイドとか、何も知らないんだろうな……。




　ミユキは目の前の朱香と真梨子を見る。ふたりとも明るい良い子で、自分にとって大切な友人で、そして──ふたりとも、母親はＦＨの関係者だ。

　だが、それだけレネゲイドと近しい位置にありながら、真梨子は戦う術を持たない。

　ミユキには、真梨子の笑顔がどこか危うく感じられた。







◆Middle06◆研究内ない容よう

Scene Player ─── 闇条晃士朗




　ＦＨセル『神曲』の本部とも言える施設、悪の濠マレボルジエ。

　晃士朗は〝プルガトーリオ〟永石美奈子ながいし・みなこの居きよ室しつを訪おとずれていた。

　無む論ろん、任務の完かん了りよう報ほう告こくと『右手』の受うけ渡わたしが目的だ。




ＧＭ：次のシーンプレイヤーは晃士朗。任務完了の報告をする、というシーンですね。

晃士朗：了解。スーツケースと、高円寺真梨子についての資料を持って美奈子の部屋に行く。

ＧＭ：はい。部屋には美奈子と、高円寺瑞穂が居います。

晃士朗：ふたりともいるのか。ま、どうでもいい。

ＧＭ：「ご苦労様」と、美奈子は微笑ほほえんでねぎらいの言葉をかけます。

朱香：いいなあ、リーダー。あたしも褒ほめられたい（笑）。

晃士朗：だったら来るか？（笑）

ＧＭ：そして、瑞穂は不満そうに顔をしかめます。「なんだ、キミだけか。レネゲイドの可か能のう性せいに溢あふれた若わかい女子ふたりは今日は来ていないのかね」

朱香：……行きません（笑）。

ミユキ：このこだわりはなんなのよ！（笑）

晃士朗：それは無視して、奪うばってきたケースと資料を無造作にテーブルに置く。こいつが例の『右手』だ。それと──ついでに持ってきた資料だ。ちょっと気になったんでな。

ＧＭ：美奈子は瑞穂にトランクを開けるよう促うながします。「確認して頂ちよう戴だい、クィーンアント」




　瑞穂がスーツケースを開け、中から現あらわれたもの。『右手』と呼よばれるそれは、名前のとおり、ミイラ化した人間の腕うでにしか見えなかった。

　水すい晶しようのように透すき通とおり、光こう沢たくがあるが、作り物とは思えないほど精せい巧こうだ。

　そしてそれがレネゲイドウィルスを内包していることも、直感的にわかる──。




晃士朗：『右手』って何かの隠いん語ごかと思ったら、そのまんまだったのかよ。

ＧＭ：しばらく瑞穂は『右手』を確認していますが、やがて「間ま違ちがいない」と頷うなずきます。

晃士朗：そうか。で、そっちの資料は？　なんでアンタの娘がＵＧＮにマークされている？

ＧＭ：「ああ、これか」瑞穂は資料を一いち瞥べつすると、興きよう味みなさげにテーブルに放り出します。「真梨子のことを嗅かぎつけられていたようだな」

晃士朗：どういうことだ？

ＧＭ：「私の研究は『至高天』の起動に関するものだけではない。もうひとつの研究のために真梨子が必要、というだけだ」

晃士朗：研究？

ＧＭ：「ああ。……説明してやっても構わんが、時間が無い。知りたければ、プルガトーリオに聞きたまえ」そう言って瑞穂は踵きびすを返しますが、去り際ぎわに彼女は美奈子に振り返ります。




「これでようやく実用段だん階かいに移うつれる。次に会う時、きちんと私だと気づいてくれたまえよ」




ミユキ：なんだか意味深なことを言ってますね。

朱香：どういう意味なんだろう……。

晃士朗：美奈子に確認するか。おい、今のはどういう意味だ？

ＧＭ：「ああ……彼女の研究のこと？」

晃士朗：そうだ。あいつの娘、オーヴァードってわけじゃねえんだろ。何の研究だ？

ＧＭ：「人じん格かくの転写技ぎ術じゆつ──レネゲイドを媒ばい介かいにして自じ我が、記き憶おく、精せい神しんそのものを別の肉体にコピーする技術よ」

晃士朗：人格転写、だと？

ＧＭ：「そう。まだ不完全なものだけどね」




　表情を変えずに、美奈子は説明を続ける。

「現げん時じ点てんでは、ある程てい度ど体たい質しつや遺い伝でん情報などが共通し、適てき合ごうした人物にしかコピーは不ふ可か能のう。媒介がレネゲイドウィルスだから仕方がない話だけど。……けどこれが完成すれば、優ゆう秀しゆうな人材や要人のバックアップを確保しておけることになるわ」




晃士朗：……なるほどな。察するに娘はその実験体、ってわけか。

ＧＭ：「ええ。現在人格のコピーが可能なのは、クィーンアントとその娘・真梨子のみ。次に会う時、クィーンアントは高円寺真梨子の姿になっているでしょうね」

ミユキ：ええ？　それってどういう……。

晃士朗：最初の人格転写を自分と娘で試そうってことか。で、そのあと娘はどうなる？

ＧＭ：「上書きされた時点で高円寺真梨子という人格は消しよう滅めつし、残るのは新しい肉体を得た高円寺瑞穂──クィーンアントのみよ」

ミユキ：死ぬ……ってことよね、それ……。

朱香：真梨子ちゃんがいなくなっちゃう……？　でも、ＦＨのためなんだし……。

晃士朗：その研究のためにわざわざ娘を育ててたってことか。はん、娘を大事にするＦＨの研究員とか、どうにもおかしいと思ってたんだ。納なつ得とくしたぜ。

ＧＭ：「あら、それは私にも言ってるのかしら？」

晃士朗：そう聞こえたなら、思い当たることがあるんじゃねえのか？

ＧＭ：「まさか。朱香はよくやってくれているわ」

朱香：はっくしゅん。噂うわさされてる？（笑）

晃士朗：ふん。まあいい、どっちにせよこれで仕事は完了だな。

ＧＭ：「ええ、ご苦労様。──ただ、この研究内容もＵＧＮが摑つかんでいた場合、彼らが高円寺真梨子を保ほ護ごしようとする可能性があるわ」

朱香：実験のために少女を犠ぎ牲せいにするなんて許ゆるせない、って感じなのかな？

ミユキ：ふつうはそっちがＰＣの役目なのに！

晃士朗：それを防ぐのも俺たちの仕事……か？

ＧＭ：「そうね。お願いすることになるかもしれないわ」

晃士朗：そうするんなら、正式に命令してくれ。それだけ言うと部屋を出て行く。

ＧＭ：了解です。では、そこでシーンを終了しましょう。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




朱香：う～ん、複ふく雑ざつ。

ミユキ：うん、凄すごく複雑……。この話聞いたら真梨子はどう思うだろう。

九鬼：ＵＧＮは真梨子を助けるためにやってきて、俺達は真梨子を殺すために守るのか。

晃士朗：俺達は言わば邪じや教きようの神官なので、生いけ贄にえを勇者に渡わたすわけにはいかない（一同笑）。

九鬼：ひどい話だ。ＧＭは鬼か！　鬼き畜ちく！

ＧＭ：ＦＨはこういう組そ織しきですよ？（笑）

ミユキ：そうなんですよねえ……。

晃士朗：……しかし、まずは誰にこのことを話すかだな。

九鬼：しかし、人格転写は少し気になるねえ。……俺の目的に役立つかもしれない。

朱香：そうなんですか？

ミユキ：そういえば、昏こん睡すい状じよう態たいの娘さんがいるんでしたっけ。

九鬼：うーむ、ちょっと迷うなあ。

ミユキ：何がです？

九鬼：ちょっと、本格的にこの人格転写を自分ひとりで調べたくなってきた。……ＧＭ、確認したいんだけど、俺が《電子使い》でコピーしておいたＵＧＮのデータの中に人格転写の話はあるかな？

ＧＭ：あんまり詳しくはありませんが。一応ありますね。

九鬼：じゃあ独自に調べていいかな。そういうシーンがほしい。

ＧＭ：なるほど。……（少し考えて）では、次は九鬼のシーンにしましょう。







◆Middle07◆ブレイクエンド、再ふたたび

Scene Player ─── 九鬼




　ＪＲ京都駅、吹ふき抜ぬけの階かい段だんの一番上に腰こし掛かけて、ぼんやりとするコートの男。

　九鬼である。

　平日でも人の多い京都駅の中で、ノートパソコンを開いて中を見ながら傷きずの手当てをする姿すがたは、それなりに人目を引いていた。




ＧＭ：では、次は九鬼のシーンになります。

九鬼：はいはい。う、侵しん蝕しよく率りつが９も上がった。……あ、応急手当キットの購こう入にゆう判はん定ていしていい？

ＧＭ：どうぞ（笑）。

九鬼：か、買えました（笑）。あ、場所は指定あるかな？

ＧＭ：いえ、特にありません。

九鬼：じゃあ京都駅の長い階段を上ったところに座すわって傷の手当てをしている。おー、痛いたい痛い。装そう甲こう越ごしでも銃じゆう弾だんは利くねえ、とか言いつつ傷きず口ぐちに赤チンを塗ぬってる。

朱香：赤チンって（笑）。

ＧＭ：京都駅なら平日だろうと休日だろうと人は多いと思いますが、そこで手当てしているんですね。

朱香：ダメージ５点ぶんを（笑）。

九鬼：そうそう。で、目の前にノートパソコンを広げて、瑞みず穂ほの研究を確かく認にんしている。




「……人じん格かく転写、か」

　九鬼の脳のう裏りに、生命維い持じ装そう置ちに繫つながれた少女の姿が浮うかぶ。

　彼が戦う理由であり、その目覚めを願ってやまない少女──セシリアの姿が。

「やり方次第ではセシリアも──」

　一いつ瞬しゆんそう考えて、すぐにその考えを振ふり払はらう。

　俺おれの手が汚よごれるのは構かまわない。セシリアを救うために必要だというなら、ファルスハーツに所しよ属ぞくすることも厭いとわない。

　だけど、あの子にまでそんな業を背せ負おわせることだけはできない。

　第一、死んだあいつにあわせる顔が無いじゃないか。




九鬼：やれやれ、とため息をついて頭に浮うかんだ考えを振ふり払はらおう。

朱香：セシリアちゃんは優やさしい子なんですねー。

ミユキ：なんだか九鬼さんとは境きよう遇ぐうが似にてる気がする……。

九鬼：とは言え、やっぱり情じよう報ほうは調べるよ。役には立たないと思うけど、やらないよりはやったほうがいいさ。

ＧＭ：はい。現げん時じ点てんでは以下について情報収しゆう集しゆうが可か能のうです。




▼高円寺瑞穂　　　〈情報：ＵＧＮ〉〈情報：ＦＨ〉　難なん易い度ど８

▼瑞穂の研究内ない容よう　〈情報：ＵＧＮ〉〈情報：裏うら社会〉〈知ち識しき：レネゲイド〉難易度10

▼高円寺真ま梨り子こ　　〈情報：ＵＧＮ〉〈情報：ＦＨ〉　難易度６




九鬼：なるほどね。なら、研究内容について調べておくか。〈知識：レネゲイド〉で判定して、11で成功だ。テセウスから伸のびるコードをパソコンに接せつ続ぞくして、ハッキングを仕し掛かける。

朱香：わ、なんかサイバーでかっこいいですよ。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、九鬼は瑞穂の研究内容の詳しよう細さいをダウンロードしていきます。まず、既き知ちの情報──先ほど晃士朗が美奈子から聞いたのと同じ情報が出てきます。

九鬼：人格を転写する、って奴やつか。まあ、確たしかに別の肉体に記き憶おくなんかがコピーできれば便利だろうねえ。

朱香：でも、転写されたら死んじゃうんですよね。

ＧＭ：そうですね。事実上死し亡ぼうします。

九鬼：なるほどねえ。そりゃＵＧＮは止めようとする、か。

晃士朗：ＦＨとしちゃ、便利この上ないがな。

九鬼：でも、無差別にコピーできるわけじゃないんだよね？

ＧＭ：はい。現げん状じようでは、適てき合ごうした人間相手でないと転写はできません。そしてこの情報収集で、そうでない相手に転写した場合の結果がわかります。

ミユキ：どうなるんだろう……。




　九鬼のノートパソコンに高速で表ひよう示じされていく情報群ぐんに、それは記き載さいされていた。

　適合しない相手に人格転写を行った場合────転写は行われず、情じよう報ほう量りように耐たえ切れずに自じ我がが崩ほう壊かいして廃はい人じんのみが残る。




朱香：どっちにしろ死んじゃうの!?

ミユキ：想そう像ぞうはついてたけど、やっぱり非ひ道どうだなあ。

ＧＭ：で、この情報の中で九鬼はいくつか不自然な点に気づきます。

九鬼：不自然？

ＧＭ：はい。以上の内容はＦＨに提てい出しゆつされているレポートから抜ばつ粋すいしているのですが、情報を故こ意いに隠いん蔽ぺいしたと思しき箇か所しよが散見されます。

九鬼：誰だれかが情報工作をしてるってことか？

晃士朗：あるいは瑞穂自身が、か。

ミユキ：何か知られちゃまずいことでもあるのかしら。

ＧＭ：そこまではわかりませんが、ＦＨに対しても何か隠かくしていることがあるのは確たしかです。これ以上は瑞穂の研究室にあるデータを直ちよく接せつ調ちよう査さ、解かい析せきする必要があるでしょう。

九鬼：な～るほどね。俺としちゃあ調べてみたいが、他の三人がどう言うかだねえ。

ＧＭ：と、いうところで少しイベントを起こしましょう。

九鬼：ん？




　京都駅の長い階段を一歩ずつ踏ふみしめながら、その少年は九鬼に近づいてきた。

　強い意い志しと、信念を双そう眸ぼうに秘ひめた少年。

　──〝ブレイクエンド〟真田賢まさ人と。




朱香：出た、真の主人公！（笑）

晃士朗：ここで出てくるのか。

ＧＭ：彼は九鬼を見つけると、少し歩くペースを速めて近づいてきます。「まさかこんなところに居いるとはな……」

九鬼：よう、久ひさしぶり。元気？　あ、『右手』なら持ってないぜ？

ミユキ：完全にナメきってる（笑）。

ＧＭ：「そんなことはわかってる。それよりも、あんたたちが持っていった資し料りようのことだ」

九鬼：資料？　あーあー、真梨子ちゃんのことね。

ＧＭ：「……そうだ。あの資料が何を意味しているのか、お前たちはわかってるのか」

九鬼：ん～？　意味ねえ。

ＧＭ：「資料の意味を調べたのかって聞いてるんだ！」

九鬼：ま、隠してても意味はないねえ。……人格転写、だろ？　そしてあの女の子は、その実験体。あってるかな？

ＧＭ：「そこまで知っていて……！」

ミユキ：熱い、熱いですよ真田さん。

朱香：ヒーローっぽいなあ。

九鬼：許ゆるせなきゃどうするんだい？　そもそも、そんな理り屈くつはＦＨにゃ通じないよ。

ＧＭ：「……ッ！」




　怒いかりをあらわにし、今にも殴なぐりかかりそうに拳こぶしを震ふるわせる真田を見て、あくまでも九鬼は飄ひよう々ひようとした態たい度どを崩くずさない。片かた手てでノートパソコンを操そう作さし、にやりと笑う。

「若わかいねえ、熱いねえ。けど──こんなところで戦やりあうつもりかい？」




九鬼：《タッピング＆オンエア》を使う。周りににいる幸せそうな夫ふう婦ふとか子こ供どもとかをノートパソコンのモニターに映うつして、真田に見せるよ。こんなところでドンパチ始めたら、どうなるかくらいわかるよねえ？

ＧＭ：「くっ……」

朱香：完全に悪役の脅おどし文もん句くだ！（笑）

ＧＭ：「…………一いつ般ぱん人じんを巻まき込こむわけにはいかない。それに、僕ぼくは戦いに来たわけじゃない」

九鬼：でしょ？　で、それならわざわざ俺に接せつ触しよくした理由はなんだい？

ミユキ：そうですよね。なんで姿を現あらわしたんだろう？

ＧＭ：「交こう渉しよう…………いや、忠ちゆう告こくに来たんだ」

九鬼：忠告ぅ？

ＧＭ：「奴の人格転写……その被ひ害がいは資料にあった真梨子って子に留とどまらない」

九鬼：ふうん？　でもさ、転写された人間が死ぬならそりゃ当然じゃねえの？

ＧＭ：「それだけじゃ済すまない。こちらの研けん究きゆう班はんの結けつ論ろんでは、もっと恐おそろしい──制せい御ぎよ不ふ能のうになるような副作用が存そん在ざいする。その詳細自体は、データが足りなくてわからないけど」

九鬼：……ふむ。さっき情報を隠蔽してる、ってのがあったから、ハイハイそうですね、って流すわけにもいかないなあ。

晃士朗：瑞穂の奴が俺たちＦＨにも何か隠している可か能のう性せいもあるからな。

九鬼：なるほど、話はわかった。で、俺にどうしろと？

ＧＭ：「……僕は、その真梨子って子を助けたいだけだ。その子を助ければ、クィーンアントの研究もひとまずは止められる。だから、彼かの女じよを保ほ護ごする邪じや魔まはしないでもらいたい」

九鬼：ふむ。しかし、正せい義ぎの味方の真田君？　どうしてそんなにあの子を助けたいんだ？

ＧＭ：「僕たちオーヴァードの力は、力を持たない人を守るために使うべきだ」と、九鬼の眼めを見てきっぱりと答えます。

ミユキ：真面目な人だなあ。

晃士朗：ＵＧＮの鑑かがみみたいなヤツだ。

九鬼：立りつ派ぱな答えだねえ。けどさ、真田クン？　俺がイエスって頷うなずくと思うかい？

ＧＭ：「…………」真田は無言で九鬼を見み据すえています。自分でも、すんなり賛さん同どうしてくれるとは思っていなかったのでしょう。

九鬼：くっくっくっ、まあいいさ。答えは保ほ留りゆう──ってことにしとくよ。

朱香：おー？

晃士朗：俺が登場してないからって勝手に決めやがって（笑）。

九鬼：そのためにひとりのシーンにしてもらったんじゃないか（笑）。

ＧＭ：「何？」　真田も意外そうな顔をしますね。

九鬼：こっちはこっちで調べておきたいことがあるんでね。その結果によっては、図らずもお前さん方の意向に添そうような形になるかもしれない、って程てい度どだ。

ＧＭ：「……いいさ。どちらにせよ、僕はあの子をそのままにしておくつもりはない」そう言って、彼は九鬼に背せを向けます。

九鬼：んじゃ、背せ中なかに声かけておくか。あのさ、どっちにせよキミとはなるべくケンカしたくないから。なるべく交戦は避さけようぜ？




　おどけた声に真田は一瞬立ち止まるが、すぐに歩き去っていく。

　九鬼はその後うしろ姿すがたを見送ると、立ち上がって面めん倒どうくさそうに頭を搔かく。

「さてさて……。こりゃあキチンと高円寺さんの裏を取る必要があるねえ」






《タッピング＆オンエア》　無線電波を傍受したり、逆に電波を流して画像や音声を受信できるブラックドッグのイージーエフェクト。









◆Middle08◆知らされる事実

Scene Player ─── 闇条晃士朗




　バー・ロングアイランド。

　扉とびらに「ＣＬＯＳＥＤ」の札がかかっている間は、そこは『神曲』の精せい鋭えい部隊、ケルベロスのミーティングルームとなる。

　ソファーに足を投げ出したまま、晃士朗はミユキと朱香に呼よび出だしのメールを送っていた。




ＧＭ：では、次は晃士朗のシーンにしましょう。

晃士朗：了解。とにかく、まずは今わかってることをまとめないとな。そのあとでまだ出てない情報について調べよう。

ＧＭ：わかりました。場所はどうします？

晃士朗：「ロングアイランドアジト」でいいだろう。そこにミユキと朱香を呼よび出だす。

ＧＭ：わかりました。では、九鬼以外の三人が登場ですね。

ミユキ：呼よび出だされたらすぐに行きます。

朱香：あたしもー！　リーダー、ダーツやっていい？（笑）

晃士朗：ダーツは後だ。先にお前らに聞きたいことがある。

ミユキ：聞きたいこと？

晃士朗：ああ。……その前に、朱香はまだ微妙に怪我が残ってるよな？

朱香：そういえばＨＰが２点減ってました。思い出したら痛みが！（笑）

ミユキ：何シーンまたいで痛みが出るの（笑）。

晃士朗：というわけでＧＭ、応急手当セットを購入しておきたいが、構わないか？

ＧＭ：は、それは構いません。

晃士朗：……よし、判定は成功。朱香、これを使え。

朱香：え？　あたしにですか？

晃士朗：……お前に怪我が残ってると、こっちの仕事に支障が出るんだ。使っておけ。

朱香：（目を輝かせて）りぃだぁ……！

ミユキ：リーダーの意外な優しさです。

晃士朗：ええい、そんな目で見るな！（一同爆笑）　ちなみに２Ｄ10点回復するので、２点なら確実に全快する。

朱香：やったー！　リーダー、痛みがとれました！　この湿布すごいですね！（笑）

ミユキ：湿布だったんだ……（笑）。

晃士朗：……まあいい、話を戻すぞ。高円寺真梨子のことだ。

ミユキ：……真梨子のことですか。

朱香：はーい、真梨子ちゃんは、あたしと同じでママが大好きです！

ＧＭ：大体あってます（笑）。

ミユキ：そうね。真梨子の話は大体お母さんの話になるもの。

朱香：それ、わかるなー。あたしもそうだもん！（笑）

晃士朗：成なる程ほどね。んじゃ……自分の母親が何を考えているのかは知らねぇんだろうな。

ミユキ：……リーダー、それはどういう意味ですか？

晃士朗：物もの凄すごく意地の悪い笑みを浮うかべる。………聞きたいか？

ミユキ：少し逡しゆん巡じゆんするけど、すぐに頷うなずきます。もちろんです。聞かせてください。

朱香：あたしも聞きたいです、リーダー。

晃士朗：なら教えてやる。プルガトーリオから聞いた話だ。

朱香：お母さんから!?　じゃあ間ま違ちがいないです！（一同爆ばく笑しよう）

九鬼：早いよ！（笑）

晃士朗：いいから、黙だまって聞け。




　淡たん々たんと、晃士朗は瑞穂の研究がどういうものかをふたりに教えた。

　その内容が──真梨子の死によって完成する、ということも含ふくめて。




晃士朗：ってわけだ。高円寺瑞穂にとって、娘の真梨子は実験の道具であると同時に、自分のバックアップだ。そりゃ大切にも扱あつかうだろうぜ。

朱香：（ゆっくり反はん芻すうするように）大切な、実験の、道具………。

ミユキ：……朱香ちゃん。

朱香：（うっとりした声で）いいなぁ、役に立てて……！

ＧＭ：げぇーっ!?（笑）

ミユキ：しゅ、朱香ちゃん!?

朱香：だって、あたしもお母さんやミユキちゃんの盾になりたいもん！　役に立つ道具になりたいのは、あたしも同じだよ！




　何の迷いもなく断言する朱香──若林さん。




ＧＭ：す、すげえ。本物だ。

九鬼：すげえええええ！　マジで洗脳されてるようにしか見えねえ！（笑）

晃士朗：ど、「道具になりたい」って普通出てこないですよ（笑）。

ミユキ：まっすぐですね！　道を踏み外してるけど！（爆笑）

朱香：ええ～？　朱香にとっては普通ですよ、ふつう！

九鬼：そ、そんな、普通は、いやだ……（笑）。

晃士朗：……むしろ朱香をこういう風に育て上げたプルガトーリオがすごい（笑）。

ミユキ：と、とりあえず驚きつつも答えますね。朱香ちゃんの言うこともわかるけど……。

晃士朗：だがな、ミユキ。遅おそかれ早はやかれ高円寺真梨子は母親の人格を上書きされてこの世からいなくなる。




「──俺たちが、任にん務むに成功したからな」

　意地悪く唇くちびるの端はしを吊つり上あげて笑い、晃士朗は言った。




ミユキ：それは……っ！（悔くやしそうに押おし黙だまる）

晃士朗：（構わず）ＵＧＮはそれを知ってたから、高円寺真梨子を張はってたんだろう。あいつらにとっちゃ許ゆるせねえ研究だろうしな。

朱香：（手を挙げて）はーい、質しつ問もん！　なんでＵＧＮは許ゆるせないんですかー？

晃士朗：あいつらはイイコちゃんだからな。人道的じゃねえ、ってなもんだ。

朱香：ふーん……。でも、お母さんのためになるんだったらいいんじゃないの？

晃士朗：……そうだな、お前にとっちゃそうだろう。

九鬼：すげえなー。朱香を見てると、美奈子は完かん璧ぺきな教育を施ほどこしたんだなって思う（笑）。




　朱香の発言は、ＦＨチルドレンとしてはこの上なく完璧といえるかもしれない。

　それを聞いて、押おし黙だまっていたミユキが口を開いた。




ミユキ：……うん、朱香ちゃんの言うとおりかもしれない。

九鬼：ミユキまでそんなことを！

ＧＭ：おぉぉ？

晃士朗：……ミユキ、なんでそう思う？

ミユキ：……真梨子自身が、お母さんのために役に立ちたい、そのためなら自分の体を差し出してもいいって思ってるなら、そうさせてあげてもいいと思う。

晃士朗：仮かりにそうだとして、本心からそう思ってるかどうかはわからねえぞ。

ミユキ：どういう意味ですか？

晃士朗：まともな愛あい情じようかそうでないかくらい、ガキにだってわかるもんだ。俺の勘かんだが、恐おそらく高円寺瑞穂は娘に何か仕し掛かけをしてるな。（素すに戻もどって）だってどう考えてもおかしいもんなあ、真梨子の言動（笑）。

ＧＭ：そんなことないですよ。たぶん気のせい（笑）。

ミユキ：仕掛け……ですか？

晃士朗：洗せん脳のうや刷すり込こみなんざ、俺達ＦＨはお手の物だぜ。

ミユキ：……もしそうだとしたら、そんなのひどすぎる。




　家族が家族を裏うら切ぎる。家族であることを利用する。

　それだけは、ミユキにとって我が慢まんならないことだった。

　両親を失い、弟を──タクミを取とり戻もどそうと必死に足あ搔がく彼女にとって、家族とは何にも何ものにも代えがたいものだ。




朱香：あたしはお母さんが喜ぶなら、それで嬉うれしいよ。真梨子ちゃんも本心からそうなのか確たしかめればいいんだよ、ミユキちゃん。

ミユキ：……そうね。私わたしも真梨子の意志を確認したい。洗脳とかじゃなく、本心から瑞穂さんのために命をささげるって言うなら──その気持ちは尊そん重ちようしてもいいと思う。

晃士朗：……はん、なるほどね。




　ふたりの出した結論に、晃士朗は半ば呆あきれ、半ば感かん嘆たんしながら溜ため息いきをついた。

「立りつ派ぱにぶっ壊こわれてるよ、お前らも」




晃士朗：だがな、高円寺瑞穂の研究は『神曲』の命令でもある。もし真梨子の意志が操られたものであったとしても、俺たちが止めることはできねえぞ。

ミユキ：それは……。

九鬼：おっと、じゃあそこで俺が登場しようかね。

晃士朗：そうだな、ここでさっきの情報を共有できるとありがたい。

九鬼：……おずおずとドアを開けて入ってこよう。あの、話、聞こえたよ。なんかすごい怖こわい話してなかった……？（笑）

晃士朗：……あんたか。どこで油売ってやがった。

九鬼：いや、俺は俺で調査してたのよ？　で、帰ってきたらなんだか物騒な話してるしさあ。なんだか入りにくくて。

晃士朗：ちっ……。いいから、調べてきたならネタを出しやがれ。

九鬼：はいはい。んじゃ、ノートパソコンを開いて情報を提示するよ。




　九鬼がノートパソコンを開くと、そこには彼が調べてきた資料が表示されていた。

　瑞穂の研究の内容、そしてＦＨに対して隠いん匿とくしている部分があること──。




晃士朗：ほう……確たしかな情報みたいじゃねえか？

ミユキ：黙ってじーっと九鬼さんの持ってきたデータを凝ぎよう視ししています。

九鬼：まあそんなわけでさ。高円寺瑞穂が何を隠してるのか、で話は変わってくるんじゃないかい？　真梨子ちゃんだっけ？　その子についてもさ。

ミユキ：…………私、私は……。

朱香：ミユキちゃん？

ミユキ：……私は、ほんとうのことが知りたい。




「真梨子が自分から望んで協力してるならいい。でも、もし瑞穂さんが、真梨子の気持ちを操あやつって利用してるとしたら──」

　モニターに視し線せんを固定したまま、ミユキは無む意い識しきに拳を握にぎり締しめる。

「私は、絶ぜつ対たいに許ゆるさない……！」




朱香：ミユキちゃん……。じゃあ、あたしが知り合いのおじさんに聞いてみるよ！　……というわけで、瑞穂さんについて調べていいですか、ＧＭ？

ＧＭ：はい、もちろんＯＫです。

朱香：じゃあ「コネ：ＦＨ幹かん部ぶ」も使って〈情報：ＦＨ〉で判定しますね。……あ、８が出た！　成功です！

ＧＭ：では、あなたのコネである幹部から高円寺瑞穂についてのデータが送られてきます。

朱香：わーい、ありがとうおじさん！　どれどれ。




　一度思い立ったら、朱香の行動は速い。

　美奈子の愛まな娘むすめである立場と人脈を使い、瞬またたく間まに瑞穂に関する情報をまとめあげていく。




ＧＭ：それによると、彼女は外見こそ三十代ですが、実じつ際さいは八十歳さいを越こえているというのがまずわかります。

九鬼：はちじゅう!?　思わず飲んでたテキーラをぶふぉっと噴ふいちゃう。

晃士朗：汚えな。

朱香：サバ読みすぎだよ！（笑）

ＧＭ：《瀉しや血けつ》というブラム＝ストーカーのイージーエフェクトを使用して、容よう姿しを若わか々わかしく保たもっているようです。ただ、外見が若わかくても寿じゆ命みようと老化がなくなるわけではありませんので、彼女はそれを非ひ常じように恐おそれています。

九鬼：ん？　それってつまり、レネゲイドに感かん染せんするまでは外見も年とし相そう応おうだったってこと？

ＧＭ：そういうことになりますね。

晃士朗：レネゲイドの感染が広まったのって、精せい々ぜい二十年前だぞ。

九鬼：あーららら。それで新しい肉体を欲ほしがってるのね。急に若わか返がえったら、若わかさが惜おしくもなるわな。

ミユキ：若返ってから真梨子を産んだ、ってことなのかな……。

朱香：高こう齢れい出産だねー（笑）。

ＧＭ：そして最後にわかることがあります。瑞穂は知ち性せい的てきで会話もできますが、倫りん理り観かんというものは存在していません。つまり、ジャームです。




　ジャーム──レネゲイドの侵蝕により、人間としての理り性せいを失った、文字通りの化け物だ。

　ジャームとなったオーヴァードは外見も人間の姿とはかけ離はなれ、言葉を失い、獣けもののようになるものが通例だが、中には人間としての姿、理性を保ったままのように見えるものもいる。

　そしてＦＨでは、構こう成せい員いんがジャームであろうとなかろうと、利害さえ一いつ致ちすれば問題とはしないのである。




朱香：ジャームだったんだ……！

九鬼：なるほどねえ。

晃士朗：ジャームだろうとなんだろうと俺たちにゃ関係ねえが、隠し事されてるのは気に入らん。ＧＭ、隠匿情報を知るにはどういう方法がある？

ＧＭ：瑞穂の研究室にあるデータを手に入れ、解析する必要があります。もちろん、ＵＧＮのビルに侵しん入にゆうした時のようにいくつかの判定が必要ですが。

晃士朗：そうか。《ディメンジョンゲート》を使って研究室まで行けないか？

ＧＭ：……お？




　またもやイージーエフェクト！




ミユキ：おお！

九鬼：そうだねえ。研究室に行けさえすりゃあ、俺のイージーエフェクトで調べられそうだ。

晃士朗：俺の移い動どう手しゆ段だんと、九鬼の電子データ操作があればデータを持ってこられるんじゃないかと思うが、どうだろう？

ＧＭ：そうですね……（考かんがえ込こむ）。




　イージーエフェクト恐おそるべし。想定していた判定内容とはどんどんかけ離れていく。

　だが、こうやって自分たちの能のう力りよくを駆く使しして進むさまは、実に面白い。ならば、こっちもアドリブで答えようじゃないか！




ＧＭ：……そうですね。まず《ディメンジョンゲート》を使う晃士朗が〈ＲＣ〉で難易度12の判定に成功すれば侵入できるとしましょう。

晃士朗：よし。それくらいなら出せるな。

ＧＭ：で、データの奪だつ取しゆと解析ですが……どういう風にやります？

九鬼：うむ。考えたんだが、まず《セキュリティカット》でセキュリティを全部取とっ払ぱらってから、《電子使い》でデータを抽ちゆう出しゆつして《写真記憶》で覚える。それを《究極鑑かん定てい》で解析する……っていうのはどうだろう？

ミユキ：す、すごい。なんか立て板に水ですね（笑）。

朱香：呪じゆ文もんみたいだ……（一同笑）。




　思わず啞あ然ぜんとしてしまうＧＭ。それだけのイージーエフェクトを取っていたのもさることながら、ここまで見事に活用するというのもすごい。恐るべし、三田誠まこと！




ＧＭ：わかりました。《セキュリティカット》で侵蝕率も上がりますし、そこまでやるなら〈知識：レネゲイド〉で難易度９でいいでしょう。

九鬼：………よし！　それならかなりの確かく率りつで成功する！

晃士朗：なら、とっとと済すませるぜ。理由はどうあれ、俺たちやセルに隠かくれてコソコソやってるのは気に食わねえしな。

ミユキ：お願いします、リーダー。

朱香：任まかせました！　そういう頭ず脳のう労働はあたしに向いてないので！（笑）

晃士朗：ではまず《ディメンジョンゲート》を使う。……〈ＲＣ〉で達成値ちはぴったり12だ。

ＧＭ：では、研究室に侵入できます。




　晃士朗が亜あ空くう間かんのゲートを開き、九鬼とともに速やかに潜もぐり込こむ。

　様々な機材や資料が整然と並ならべられた高円寺瑞穂の研究室で、ふたりは行動を始めた。




九鬼：んじゃあ、次は俺の番かねえ。テセウスが無線ＬＡＮを使って《セキュリティカット》し、《電子使い》でデータを吸きゆう収しゆうする。どんどん侵蝕率が上がるよ（笑）。

ＧＭ：では〈知識：レネゲイド〉で判定を行ってください。難易度は９です。

九鬼：プログラムアイギス、起動！　８個こ振ふって達成値16、成功！

ＧＭ：では、これで瑞穂が隠匿していた情報がわかります。結論から言いますと、人格転写、などというものは不ふ可か能のうです。

一同：えええええ!?

ＧＭ：正せい確かくに言えば、できるのは瑞穂から真梨子に対してのみ。さらに、人格転写を適合していない人間に行った場合、不完全な転写が行われ、瑞穂の思うように動く操あやつり人にん形ぎようになります。ＦＨにはそこを隠し、『最終的には誰でも使用できる』と言っていたようです。

九鬼：あーらら。本当に自分のバックアップでしかないのか。その上洗脳まで兼かねると来た。

晃士朗：……ずいぶんとナメた事をしてくれるじゃねえか。

ミユキ：他の技ぎ術じゆつには全然活かせないの？

ＧＭ：はい。そもそも、彼女の研究は彼女自身にしか益えきをもたらしません。




〝クィーンアント〟高円寺瑞穂の最終目的とは、「自分しか居いない世界」に他ならない。

　すべての人類を不完全な人格転写で操り人形と化し、自身は適合する肉体に人格を写すことで永えい遠えんに生きる。そうして、自分だけの完全な孤こ独どくを作るのが望みなのだ。




朱香：だから、女王蟻ありって意味のコードネームだったんですか！

晃士朗：研究者にしては随ずい分ぶんなコードネームだな、とは思っていたが。

ＧＭ：ルール的には、瑞穂を止めないとＥロイスの《虚きよ実じつ崩壊》が発動します。

晃士朗：Ｅロイスか！




　Ｅロイス──エグゾーストロイスとは、ジャームの持つ妄もう執しゆうが生み出した凶きよう悪あくな力だ。

　自らの衝しよう動どうを具ぐ現げん化かしたかのような、人知を超こえた力を発はつ揮きすることができる。

　いわば、人間だった精せい神しんの成れの果てだ。




ＧＭ：その結果、京都全体が彼女の操り人形になり、『至高天』もその手中に落ちます。

九鬼：……それが目的だったのかい。

晃士朗：なるほどな。俺たちを出だし抜ぬこうってことかよ。

ミユキ：……そういうことなのね。なら、真梨子は一体？

ＧＭ：彼女は母親の細胞から創り出された、いわゆるクローンです。

朱香：クローン……。

九鬼：成程ね。それで娘しか適合しない、ってことか。

ＧＭ：はい。さらに、作成段だん階かいで『何があっても母親を信じるように』という精神をプログラムされています。

ミユキ：プログラムって……。やっぱり真梨子の意志じゃないの？

晃士朗：案の定、だな。

ＧＭ：はい。それを確認できるような日につ誌し──誕たん生じようから現げん在ざいに至いたる、瑞穂による真梨子の観察記録が参照できます。

朱香：観察日誌……。

ミユキ：そこに、真梨子のことが書かれてあるのね……。

九鬼：んー、じゃあおじさんが確認してみようかね。

ＧＭ：わかりました。日誌には以下のようにつづられています。




『○月×日　検けん体たいＡが弁べん当とうを作っていた。彼女の中では私が作ったことになっているらしい。どうでもいいことだが、私に強く依い存そんする傾けい向こうが見られることは好ましい』




『○月△日　検体Ａの言動は一いつ般ぱん常じよう識しきに照らし合わせると、私に依存しすぎると言う異い常じよう性せいが見えるそうだ。こちらとしては望ましい結果であるし、いずれ消しよう滅めつする人格なので問題はない。データ収集を続ける』




　──瑞穂にとって、真梨子は娘ではなく、バックアップであり、実験動物なのだ。日誌には、それを示しめす記き述じゆつが微びに入り細を穿ち記されている。

　ミユキや朱香の覚えている真梨子の言動と照らし合わせても、明らかに食くい違ちがう記述も多い。母が作ってくれたと喜んでいた弁当も、真梨子自身で作っていた──というように。




九鬼：……えげつないねえ。

ミユキ：…………（無言）。

朱香：あたしが真梨子ちゃんの立場だったら……と思って、黙って見てます。

ＧＭ：さて、最後に真梨子についての重要な情報があります。

ミユキ：あ、はい。それって？

ＧＭ：彼女は完全に瑞穂に依存するように作られています。なので、瑞穂が死んだり、瑞穂の真意を知ったりすると、その精神自体が崩壊してしまうでしょう。ルール的には、真梨子が持っている瑞穂に対してのロイスがタイタスになると、彼女は精神崩壊します。

ミユキ：ええ!?

九鬼：そんな保ほ険けんまでかけてたのか。ますますえげつない……。

朱香：でも、あたしもお母さんがいなくなったら耐たえられないかも（笑）。

晃士朗：朱香の場合は、まずジャーム化しそうだな。で、オーヴァードじゃない真梨子はジャームにならずに、本当にぶっ壊こわれる、ってわけか。

ミユキ：そんなことって……。




　思っていたよりも異い常じような瑞穂と真梨子の関係に考え込むミユキたち。




九鬼：じゃあ晃士朗の肩かたをポンポンと叩たたく。……あのオバサン、とんだ女狐ぎつねだよ？

晃士朗：ああ、動くには十分な理由だな。あんなやつの働はたらき蟻ありになるなんざ願い下げだ。

朱香：リーダー、リーダー。

晃士朗：なんだ。

朱香：この事実をお母さんに話しちゃってもいいですか？

晃士朗：話すべき、だろうなぁ。

朱香：こんな裏うら切ぎり許せないよ！　ねぇ、ミユキちゃん！

ミユキ：うん……そうだよね。

ＧＭ：報ほう告こくすれば美奈子から高円寺瑞穂の処しよ分ぶんを命じられるのは確かく実じつでしょうね。

晃士朗：だろうな。朱香がそれを狙ねらったとは思えんが。

朱香：あたしはお母さんをだます人が許せないだけです！

九鬼：段だん々だん朱香にゾッとしてきたよ（笑）。

ミユキ：ねえ……、あのさ。

朱香：ん？　なに、ミユキちゃん。

ミユキ：何とかして、真梨子が助かる道は──無いのかな。




　朱香の気持ちも、自分たちがやらなければいけないこともわかる。

　だが、真梨子のことを考えると、ミユキはすんなり受け入れることができなかった。




朱香：ミユキちゃん……。

九鬼：助けたいのか？　その娘を。

ミユキ：…………うん。




「だって、あの子はまだ自分の願いを見つけていないんだもの」

　人間は誰だれしも叶かなえたい願いを持っているべきなのだと、ミユキは思う。だから、このまま──母親に植え付けられた偽いつわりの願いを抱いたまま、真梨子を死なせたくはなかった。




九鬼：そうかい、とだけ答えて一瞬黙だまり込こむ。口にはしないが、初めてまともな人間らしい言葉が聞けた気がしてほっとする。

晃士朗：ミユキ。

ミユキ：あ……はい。

晃士朗：俺と朱香は今からプルガトーリオに報告に行く。しなきゃならねえ義務があるからだ。そうなれば、俺たちはクィーンアントを倒しにいくことになるだろう。

ミユキ：…………。

晃士朗：悩むのはいいが、時間制限があるってことを忘れるなよ。

ミユキ：……わかりました、リーダー。

晃士朗：行くぞ、朱香。

朱香：はーい！　いってきまーす、ミユキちゃん！

ミユキ：ええ。お母さん──美奈子さんによろしくね。

ＧＭ：では、そこで一度シーンを終しゆう了りようしましょう。




　ぎこちない作り笑いで返事をして、元気に出て行く朱香を見送る。

　自分はどうしたいのか、どうすべきなのか、今のミユキには見えなかった。

「私……私の、やりたいことは……？」




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ミユキ：うーん……、どうにかして真梨子ちゃんを助けたいけど……。

朱香：難しそうだよねー。

ミユキ：……とりあえず整理しよう。ロイスがタイタスになっちゃダメなんですよね。

九鬼：死んだら無む条じよう件けんでタイタスになるのかな？

ＧＭ：いえ、ロイスがタイタスになるのは関かん係けい性せいが変わった時です。

九鬼：クィーンアントを倒しても、あの娘の中の〝お母さん像〟が変わらなければＯＫ、なのかな？

晃士朗：そうだな。どうやればいいのかちょっと思いつかんが。

ミユキ：瑞穂さんを殺しても、瑞穂さんが裏うら切ぎってることを真梨子が知ってもダメかあ。

九鬼：ところでＧＭ、念のため聞いておくんだが。

ＧＭ：はい。

九鬼：ひょっとして真梨子を助けなくても問題なかったりする？　このシナリオ。

ＧＭ：勿もち論ろんですよ。あなたがたＦＨが人助けをする必要ないじゃないですか。

朱香：さらっとひどいことを言った！

晃士朗：ま、そうだよな。

朱香：でも……ミユキちゃんは助けたいんでしょ？

ミユキ：うん……、だってあまりにも真梨子が報われないから。

朱香：そっかー。うーん……。




　それぞれに頭をひねらせて考えるプレイヤーたち。

　十分の間、あれやこれやとアイデアを出すが、どれもピンと来ない。

　その時、若林さんが口を開いた。




朱香：真梨子ちゃんにとってのお母さん像が変わらなければいいんですよね？

九鬼：理屈の上ではそうなりますね。

朱香：だとすると──、もしかしてこういうのどうですか？

ミユキ：あ、なんかアイディアあります？

朱香：真梨子ちゃんにとってのお母さん像が変わらなければいいんですよね。だったら……。




　──そう言って、若林さんはある方法を提てい案あんした。

　それを聞き、ベテランゲーマーである他のＰＬが瞠どう目もくする。




朱香：──という感じなんですけど。

一同：…………。

朱香：ど、どうでしょう？

九鬼：……いける。いけますよ、それ！

晃士朗：なるほどなあ、ちょっと思いつかなかった。しかもＦＨらしいところもいい。

ミユキ：スゴイですよ、若林さん！

朱香：お？　お？　いけそうですか？

ミユキ：いけますいけます。まあ、もちろんノーリスクじゃないですが……。

九鬼：それはこの話だったらＯＫじゃない？

晃士朗：ＦＨの話だからねー。俺もＤロイス〝工作員〟の使い道ができるからうれしい（笑）。

ＧＭ：それじゃあ今の若林さんの案を採用ということでいいですか？

ミユキ：ひとまずその方法でいきましょう。他に手はないと思うんです。

九鬼：俺は賛さん成せい。

晃士朗：こっちも異い存ぞんはない。

ＧＭ：……では、方ほう針しんが決まったようですので、次のシーンにしましょう。




　若林さんの出したアイディアに感動しつつ、ＰＬ一同はそれを受け入れることに決めた。

　さて、それはどのようなもので──どういう結果を生むのだろうか？






《写真記憶》　一度目にしたものを細部に至るまで詳細に記憶するノイマンのイージーエフェクト。

《究極鑑定》　未知のアイテムひとつを分析し、その来歴や使い道を導き出すノイマンのイージーエフェクト。

《虚実崩壊》　妄想の衝動を心に抱くジャームが発動するＥロイス。妄想が実体化し、世界を大きく変化させてしまう。









◆Middle09◆抹まつ殺さつ指令

Scene Player ─── 大門寺朱香




　再び『悪の濠マレボルジエ』。

　高円寺瑞穂造ぞう反はんの情報を手に、朱香と晃士朗は永なが石いし美奈子の居きよ室しつを訪おとずれていた。




ＧＭ：では次のシーンです。晃士朗と朱香が美奈子のところに報告に行くシーンですね。シーンプレイヤーは朱香にしましょう。

朱香：リーダー、一いつ緒しよに来てくださいー。

晃士朗：言われなくても行くさ。報告は俺がしなきゃならねえだろ。

朱香：お母さんの部屋にドタドタ入っていきます。おかーさーん！　リーダーからすごい報告があるんですよ！

ＧＭ：「……そう。ご苦労だったわね、朱香」

朱香：（嬉しそうに）はぁい！

九鬼：しかし、朱香の返事は本当に嬉しそうだなあ。

ミユキ：気持ちがこもってますよね（笑）。

晃士朗：資料をドサっと置く。高円寺瑞穂について調べさせてもらった。

ＧＭ：「ありがとう。やはりあなたは優ゆう秀しゆうだわ」と、彼女は笑顔で迎むかえます。

晃士朗：何だ、俺が探さぐりを入れるってわかってたのか？

ＧＭ：「私が三年前にあなたに目をつけたのは、こういう事じ態たいのためなのよ？」

晃士朗：……はん、何もかも手のひらの上ってわけか。よくよく成長の無い男だよ、俺は。

ＧＭ：それは軽く笑って流し、「報告を」と簡かん潔けつに言います。

晃士朗：高円寺瑞穂の研究は俺たちにとって何の益えきも無い。それどころか、ヤツは『至高天』を手中にすべく行動している。『右手』を持っていったのもそのためだ。

ＧＭ：「そうね、重大な裏切り行こう為いだわ」

晃士朗：ああ。それを知ったあんたはどうする？

ＧＭ：「ええ。そうね──」




　プルガトーリオの瞳ひとみが冷れい徹てつな輝かがやきを帯びる。

　一拍ぱく置いて、『神曲』を束ねるセルリーダーが命令を発した。

「ケルベロスのメンバーにコードネーム〝クィーンアント〟こと、高円寺瑞穂の抹殺、および『右手』の奪だつ還かんを命じます。期き限げんは、彼女の転写技術が成立する前」




晃士朗：……だ、そうだ。わかったか、朱香？

朱香：はいっ！　もちろんやりとげますっ！

ＧＭ：「いい返事ね。期待しているわ、朱香」

朱香：（嬉しそうに）はぁ～い、任まかせてください。ねぇ、リーダー!?

晃士朗：当然だ、と言って、俺は美奈子に視線を送る。




「高円寺瑞穂は、あんたみたいにうまくは行かなかったようだな」

　隣となりに朱香がいるのも構わず──いや、朱香がいるからこそ、聞こえよがしに言う。

　だが、朱香は気にした様子もない。それを理り解かいする美奈子も、頰笑みを崩さなかった。




ＧＭ：「あの人には愛情が無かった──ということでしょうね」

晃士朗：……はん。朱香、集合時じ刻こくは後で連れん絡らくするから、それまで精々甘あまえてろ。そう言って、俺はさっさと退たい場じようしよう。

朱香：わーい！（笑）　おかーさーん、一緒にご飯食べよう？

ＧＭ：「用意させるわ」

朱香：きゃーん！　今日はお母さんと一緒にご飯食べられる！　リーダーやるなぁ！

ミユキ：こういうのも餌え付づけって言うのかしら（笑）。

九鬼：それはちょっと違ちがうと思うな（笑）。

ＧＭ：では、そこでシーンを終了しましょう。







◆Middle10◆覚かく悟ごの刻とき

Scene Player ─── 青峰ミユキ




　ミユキと真梨子は、駅前のコーヒーショップに入っていた。

　放課後、制せい服ふくのままで他愛ないおしゃべりをする女子高生ふたり。何気ない、日にち常じようの光景。

　だが──。




ミユキ：ＧＭ、真梨子とふたりで話がしたいです。確認したいことがあるんで。

ＧＭ：わかりました、シーンを作りましょう。

ミユキ：じゃあ、放課後に真梨子をコーヒーショップに誘さそいます。ちょっと寄よってかない？

ＧＭ：「いいねー！　あ、ちょっと待ってね。ママに連れん絡らくするから」

ミユキ：うん……そうして。

ＧＭ：「今日、ミユキちゃんとお茶飲んで帰るからね」と、楽しそうに真梨子は報ほう告こくしています。──まあ、相手は実は留る守す電でんで、吹ふき込こんでるだけなんですが。

朱香：うわぁ……。

ミユキ：痛いた々いたしいな……。あの記録を見てしまったあとだし。

ＧＭ：「どうしたの、ミユキ？　なんか元気ない？」

ミユキ：あ、ううん。なんでもない。えと、ほら、こないだ進路指し導どうあったじゃない？　それで結けつ構こう悩なやんでて……あ、真梨子はなりたいものとか、あるの？

ＧＭ：「私わたしは……そうだな。ママみたいな研究者になって、ママと一いつ緒しよに研究をして。ずっとママと一緒にいられればいいなあ……って」

ミユキ：そっか。研究者とかだと勉強とか大変だよね。

ＧＭ：「でも、きっとママが勉強を教えてくれるから大だい丈じよう夫ぶだよ？」

ミユキ：そうだね……真梨子のママ、凄すごいもんね。

ＧＭ：「あの、それでね。私もミユキに言っておかなきゃいけないことがあるんだ」

ミユキ：あ、うん……何？

ＧＭ：「あのね──」




「ママの仕事の都合でね。しばらく京都を離はなれることになったの」

　少しさびしげに目を伏ふせて、真梨子が答えた。

　それが何を意味するのか、ミユキにわからないはずもない。




ミユキ：え……そんな、急に!?

朱香：これってあきらかに、転写を実行するってことですよね。

晃士朗：時間はない、か。

ＧＭ：「あはは、大げさだよ。心配しなくても、すぐ戻もどってこられるってママ言ってたよ？」まあ、戻ってきても中身は瑞穂なんですけどね。

ミユキ：……そっか。じゃあ、今日はゆっくり話をしていい？

ＧＭ：「そうね。あんまり遅おそくなるとママが心配するけれど、少しぐらいなら大丈夫だよね。ミユキはママにも気に入られてるし！」

ミユキ：……そうなんだ。じゃあ、お母さんの話をもっと聞かせてもらえる？

ＧＭ：「もちろん！」真梨子はとたんに嬉うれしそうな顔になって、我わが意を得たりとばかりに喋しやべります。まるで朱香が美奈子のことを話すときのように。

朱香：あたしがお母さんの話をすると長いよ！（笑）

ミユキ：相あい槌づちを打ったり、自分からも話を振ふったりしながら聞いています。そんな会話の中から、なんとか……お母さんが作っていない、真梨子自身を探さがしたいんです。

一同：あー……。




　真梨子と話しながら、ミユキはずっと『真梨子自身』を探していた。高円寺瑞穂の影えい響きよう下にない、素すのままの真梨子の心を。




ミユキ：だから、いろんな話をしてみます。たとえば、真梨子が小学校の時の話とか。お母さん、運動会とかには来てくれたの？

ＧＭ：「もちろん！　親子二人三脚でね、ママと一緒に走ったんだよ」と嬉しそうに話しますが、これは真梨子がそう思い込んでいるだけの記憶です。

朱香：観察記録を見てるから、わかっちゃうんだよね……。

ミユキ：……うん。じゃあ、話を変えて。ねえ、朱香ちゃんと私と三人で、プリクラ撮りにいったりしたよね。戻ってきたら、また、行きたいな。

ＧＭ：「そうだね！　あ、でも今度はママも一緒に撮りたいなあ……」

晃士朗：やっぱりそうなるか。

ミユキ：……そうね。他の話もしてみよう。──先月行った甘味屋、美味しかったよね。季節限定パフェ、来月までだよ。また行きたいね。

ＧＭ：「うん！　あれ美味しかったよね～。ママが作ってくれたものには負けるけど。あ、ママに食べてもらったらなんて言うかなあ」

ミユキ：……そう、だね。

朱香：ミユキちゃん、がんばって……。

ミユキ：うん……。じゃあ、次は恋愛話とかしてみようかな。

九鬼：おお、コイバナ！　女子高生っぽい！

ミユキ：じゃあさ、真梨子。……恋とかって、したことある？

ＧＭ：「……恋？」




　時間の許す限り、ミユキは真梨子と話を続けようとする。

　ミユキは信じたかったのだ。真梨子の中には、母親だけではないということを。何か、別のものが──真梨子自身が存在することを。




ＧＭ：「なあに、急に。ミユキ、好きな人でもいるの？」

ミユキ：ううん、いないけど。クラスの子の話とかは気になるじゃない？

ＧＭ：「そう？　あたしは……あんまり興味ないなあ。だって、ママと恋愛できるわけじゃないもん」

朱香：うわぁぁぁ（笑）。

晃士朗：筋金入りだな、こいつ。

九鬼：それだけ完璧に刷り込まれてるんだろうねえ。

ミユキ：……そっか。なら、当たり障りのない話をしよう。クラスの誰が誰を好きだ、とか。

ＧＭ：相槌をうったりして反応はしますが、時折「でもママの方がいい」と言ったりします。

ミユキ：やっぱり、ダメかな……。ママ以外の言葉が出れば、真梨子をクィーンアントから引き剝がすこともできるかもしれないのに……。




　真梨子はほとんど反射的と言えるほどに、母親の話を絡める。

　最早それは強迫観念にも近いものだ。

　真梨子には、母──瑞穂というよすがしか存在しない。




ＧＭ：それは……難しいでしょう。彼女の根本には母親の存在しかありません。ゲーム的には、真梨子は母である高円寺瑞穂のロイスしか持っていないんです。

ミユキ：…………。

朱香：ミユキちゃん……。

ミユキ：……あきらめるしかないか。




　そして──ミユキは諦めた。

　ひとつは、真梨子をクィーンアントの洗脳から解放すること。

　そしてもうひとつは──。




九鬼：重い、ねえ。

ＧＭ：「あ、ごめんね。そろそろ私帰らないと……」

ミユキ：あ、そうね。近くまで一緒に行くわ。遅くまで引き止めて、ごめんね？

ＧＭ：「ううん、いいよ。今日はママ仕事で遅おそいしね。私、夕飯つくって待ってるんだ」

ミユキ：そっか。それじゃあ、美味しいのつくってあげないとね。

ＧＭ：「もちろん！　それじゃまたね、ミユキ！」と、彼女は小走りに駆かけていきます。

ミユキ：うん。じゃあ──。




「……バイバイ」

　真梨子から話を聞いて、歪いびつな母娘の関係を確認していくごとに、ミユキの覚悟は深まった。

　そして──またねと言って駆け去る真理子の後うしろ姿すがたに、別れの言葉を告げた。




ＧＭ：では、そこで晃士朗から連絡が入ります。

ミユキ：……ええ。仕事の時間ですね。真梨子が見えなくなったら、振ふり返かえらずに歩いていきます。

ＧＭ：了りよう解かいしました。マスターシーンを挟はさんで、クライマックスフェイズになります。







◆Middle11◆女王蟻ありの胎たい動どう

Master Scene




　京都近郊──宇う治じ市南部の山中にひっそりと、人目を避さけて存在する建物。

〝クィーンアント〟高円寺瑞穂の研究所である。

　高校の教室ほどの広さのあるフロアに、機材や資し料りようが整然と並ならべられている。

　潜せん入にゆうされた痕こん跡せきに気づき、フロア中央のデスクで彼女は苦笑した。

「思ったより早く気付かれたな。ま、すべてそうスムーズにはいかんか」




ＧＭ：というわけでマスターシーンです。そろそろ来るであろう刺し客かくの迎げい撃げきのため、瑞穂は《赤色の従じゆう者しや》＋《声無き者ども》＋《血の絆きずな》＋《愚ぐ者しやの軍ぐん団だん》。

朱香：なんか部下を作ってる！

九鬼：従者使いか。ブラム＝ストーカーなのはわかってたし、あるかなーと思ったけど。

ＧＭ：「さて、準じゆん備びと実験を始めるか」

　瑞穂は爪つめで己おのれの指先を傷きずつける。ほんの少しこぼれた鮮せん血けつが、見る間に大きく、赤く広がり、人のカタチを成した。その姿すがたは十代の頃ころの瑞穂──真梨子に酷こく似じしている。




晃士朗：しかし、こいつは本当に死ぬのが怖こわいんだな。わざわざ使つかい捨すての従者に十代の頃の自分を重ねるとか、コンプレックスの表れじゃねえか。

ミユキ：そうですね……。

ＧＭ：というわけで、従者が三体作成されます。




　生み出した従者を見て、瑞穂は朱唇をぺろりと舐めながら満足そうに笑う。

「頼んだぞ──私たち」




ＧＭ：というわけで、シーンを終了します。






《赤色の従者》　従者と呼ばれるキャラクターを作り出すブラム＝ストーカーのエフェクト。

《声無き者ども》　より多くの従者を作り出せるようになるブラム＝ストーカーのエフェクト。

《血の絆》　作り出した従者を長時間維持するブラム＝ストーカーのエフェクト。

《愚者の軍団》　瞬時に複数の従者を作り出すブラム＝ストーカーのエフェクト。












　　　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆ケルベロスの牙きば

Scene Player ─── 青峰ミユキ




　しんしんと冷ひえ込こむ冬の京都。時じ刻こくは深しん夜や、場所は郊こう外がいの山中。

　高円寺瑞穂の研究室を目指すべく、ひとり、またひとりとケルベロスのメンバーが集まる。

　決着の時が近づいていた。




ＧＭ：では、クライマックスです。瑞穂の研究室に乗り込む直前ですね。

晃士朗：俺おれは最初に来て全員を待っている。侵しん蝕しよく率りつは……４上がって90か。

九鬼：俺は今99％なので何をどう考えても[image: ]％超こえる。……[image: ]だ。

朱香：ちょっと遅おくれてやってきます。うわ、７も上がった。93～。

ミユキ：お待たせしました、リーダー。侵蝕率上じよう昇しようは６。あ、私わたしも93ですね。

ＧＭ：クライマックスで同じ侵蝕率とは、偶ぐう然ぜんとはいえ仲が良い（笑）。

晃士朗：じゃあ、四人揃そろったところで改めて言おう。プルガトーリオから、正式に〝クィーンアント〟高円寺瑞穂抹まつ殺さつの命令が下りた。

朱香：ハイッ！　わかりましたっ！　あんな技ぎ術じゆつを使われる前にきっちり殺しましょう。

ミユキ：……時間が余あまりありません。明日には、ふたりが遠くに行ってしまう。

九鬼：急がないとねえ。

晃士朗：あぁ。……ミユキ、覚かく悟ごはできてるか？

ミユキ：逡しゆん巡じゆんなくコクリと頷うなずきます。

晃士朗：それでいい。仕事だ、余よ計けいなものを持ち込むなよ。

ミユキ：わかってます。個こ人じん的てきな感かん情じようは持ち込みません。

晃士朗：それでいい。行くぞ──裏うら切ぎり者ものの首を取る。




　晃士朗の指し揮きのもと、四人は真正面から高円寺瑞穂の研究室に向かう。

　鍵かぎのかかっていない扉とびらを、晃士朗が乱らん暴ぼうに開ける。二〇メートル四方ほどの広さのフロアに、各種機材や生物のホルマリン漬づけが入った瓶びん、使し途と不明の資し料りようが整然と並ならんでいた。

　そのフロアの中央付近には、手しゆ術じゆつ台だいのような設せつ備びとパソコンの置かれたデスク。

「そろそろ来る頃ころだと思っていたよ」

　デスクの前に座すわっていた女が、椅い子すをくるりと回して四人に向き直った。

　──高円寺瑞穂。

「ようこそ、私の研究室へ」

　そう言って、瑞穂は鮫さめのような笑みを浮うかべた。




ＧＭ：「研究の邪じや魔まはして欲ほしくはなかったんだがね。このまま帰って、と言っても素す直なおに帰るキミたちではあるまい？」

朱香：お母さんの命令なので、あなたをやっつけて『右手』を取り返します！

ＧＭ：では、瑞穂の後ろにある手しゆ術じゆつ台のようなものから、人ひと影かげが起き上がります。「ママ、誰だれかお客様……？」

ミユキ：真梨子……！




「ミユキ？　それに朱香ちゃんも──」

　手術衣に身を包んだ真梨子と、ミユキの視し線せんが交こう錯さくする。

　だが次の瞬しゆん間かん、真梨子は糸の切れた人形のようにふっと意い識しきを失う。




ミユキ：目が合った瞬間、すぐに《ワーディング》を張はります。部屋の温度が少し下がって、オーヴァード以外は活動を停止する。

ＧＭ：了りよう解かいです。それを見て、瑞穂はくくっと笑います。「……言っておくけど、この子を救おうとしても無む駄だだよ？」

晃士朗：俺たちは裏切り者を始末しにきただけだ。別にそのガキを助けに来たわけじゃねぇ。

ＧＭ：「なら、殺しあうしか無いな。残念だが、私はそんなにキミ達に関わっていられない」と言って、朱香に挑ちよう発はつ的てきな視線を送る。「キミ達の次は、あの〝プルガトーリオ〟を相手にしなければならんのでな」

朱香：（真っ赤になって）ふんぬーっ！（一同笑）

ミユキ：なんて声出してるんですか（笑）。

朱香：だってお母さんを相手にするとか言ってるんだもん！

ＧＭ：「彼女を倒せば、この街と『至高天』は私のものになる。それを足がかりに、私は、私だけの孤こ独どくな世界を作ることができる」

朱香：お母さんの敵てき──殺す！　今瑞穂さんにロイスをとります。ポジティブが〝執しゆう着ちやく〟でネガティブが〝憎ぞう悪お〟。勿もち論ろん、ネガティブが表！

ミユキ：私も瑞穂さんにロイスをとっておきます。ネガティブは〝憎悪〟で、こっちが表なんですが……ポジティブは〝期待〟にしていいですか？

ＧＭ：感情表にはないですが、任にん意いというのがあるのでそれは構かまいません。ちなみに、どういう期待を？

ミユキ：心のどこかで、ちゃんと真梨子のことを愛していてほしいという期待です。

九鬼：おー、それは綺き麗れいだ。

朱香：やっぱりミユキちゃんは優やさしい……。

ＧＭ：……なるほど、それは許きよ可かしましょう。

ミユキ：じゃあ、髪かみをきゅっと括くくって瑞穂さんを見み据すえます。……させません。

ＧＭ：「なら、どうするのかね」そう言って瑞穂はニヤリと嗤わらい、ミユキの《ワーディング》の中で、自分の《ワーディング》も展てん開かいする。──衝しよう動どう判はん定ていです！




　瑞穂の暗い衝動──深い深い心の闇やみを見せ付けられ、ミユキたちの心がざわつく。




朱香：侵蝕率でダイスが増ふえてるから……あ、成功です！

九鬼：こちらも成功だ。

晃士朗：俺も成功。静かに瑞穂を見み据すえる。

ミユキ：私も成功です。沸わきあがろうとする衝動を無理やり抑おさえ込こみます。

晃士朗：すごい、全員成功か。初めて見た（笑）。

ＧＭ：では、誰だれも［暴ぼう走そう］は受けませんね。ですが、侵蝕率は２Ｄ10上げておいてください。

朱香：うう、10も上がった……。[image: ]になっちゃったよ。

ミユキ：私は５しか上がらなかった。98％だから、一回は《リザレクト》できるかな？

晃士朗：相手の行動値ち次第だな。俺も96になった。

九鬼：８上がって、[image: ]％。なんとかなるだろう！

ＧＭ：「さて──はじめるとしよう」　と、瑞穂の周囲に彼かの女じよの従じゆう者しやが現あらわれる。戦せん闘とうです！




◆第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：まずはセットアップですが、こちらは特にエフェクトは使用しません。

晃士朗：こっちもないな。全員セットアップに使用するエフェクトは持ってない。

ＧＭ：では、イニシアチブです。瑞穂は行動値16、従者は行動値15です。

朱香：はやーい！

晃士朗：まあ、俺たちは全員足は遅おそいからな。軒のき並なみ【感覚】が１とか２だもん。

ＧＭ：というわけで瑞穂の行動。《ポイズンフォッグ》＋《狂戦士》＋《熱ねつ狂きよう》。周囲にフェロモンを散さん布ぷし、リアクションをできなくする代わりに、攻こう撃げき力りよくをグンと上昇。

晃士朗：ソラリスか、なるほどな。

ＧＭ：そのまま従者が行動。まずは一体がマイナーで移い動どうし、ミユキに攻こう撃げき。《かりそめの剣けん士し》＋《罪ざい人にんの枷かせ》＋《腐ふ食しよくの指先》＋《コンセントレイト：ソラリス》の組み合わせで、達成値は36。命中すると、このラウンド中ドッジの達成値がマイナス10、そして装そう甲こう値がシーン終しゆう了りよう時までマイナス10です。

ミユキ：36は出ない……。回かい避ひ失敗です。

朱香：ドッジできなくても怖くないもーん。《炎えん陣じん》＋《氷盾》で、炎ほのおを舞まい上げながらミユキちゃんを守る！

ＧＭ：ダメージは……うお、低い。24点。

朱香：それなら、今[image: ]％超こえてエフェクトのレベルが上がってるのでダメージ受けません。

一同：（どよめいて）おおおおおお！




　朱香が炎を纏まといながら従者とミユキの間に割わり込こむ。正面から爪つめの一いち撃げきを受け止めながら、朱香の体にはかすり傷きずひとつついていない。




ＧＭ：か、硬ーッ!?　い、いや、こっちの出目も低かったが……ノーダメージですと？

朱香：炎が舞まい上あがって、攻撃を全部食い止めちゃいます。で、その炎の中からにかっと笑ってあたしが出てくる。

ＧＭ：わかりました。では、残りの二体もエンゲージしてしつこくミユキを殴なぐってきます。コンボはさっきと同じ、達成値は33と……42！

ミユキ：それは流石に無理っ……！

朱香：やらせないもん！　ミユキちゃんはあたしが守るんだ！




　その宣せん言げんどおり、二度の攻撃は悉ことごとくガードされ、朱香が受けたダメージは18点。少なくは無いとはいえ、これで倒たおれる朱香ではない。

　炎の向こうで、〝フェニックスガード〟が不ふ敵てきに微笑ほほえむ。




ＧＭ：まさか朱香の耐たい久きゆう力りよくがここまでとは！

九鬼：ひゅう、すごいや。流石は〝フェニックスガード〟だねえ。

ミユキ：ありがとう、朱香ちゃん。

朱香：任まかせて！　ちょっと痛いたかったけど（笑）。

ＧＭ：「少し甘あまく見みていたか。もう少し研究の余よ地ちがあるな」というわけで、次は晃士朗の行動ですね。

晃士朗：エンゲージされてるから《魔ま神じんの心しん臓ぞう》が組み合わせられんか。まあいい、マイナーはなしで、メジャーで《サイレンの魔ま女じよ》＋《マインドエンハンス》、それに瑞穂のロイスを取って即そく座ざにタイタス化して昇しよう華か、クリティカル値を１下げる。達成値は26だ。

ＧＭ：従者は［暴走］しているのでリアクション不ふ可か。瑞穂も回避は失敗です。

晃士朗：よしよし。ダメージは……お、でかい。32点、装甲無む視し！

ＧＭ：ぐぐぐ……従者のＨＰは30なので、それで全ぜん滅めつします。




　晃士朗が巻まき起おこす黒い風が、瑞穂の生み出した赤い人形を瞬またたく間に腐食させていく。

　数秒後、三体の従者は赤黒いチリに変わり果てていた。




晃士朗：ダメージがすげえよかった。３Ｄ振ふって10、７、９とか出たぞ（笑）。

朱香：リーダーすごーい！

晃士朗：だが、俺は不満そうに顔をしかめる。ギリギリかよ、こんな連中に。

ＧＭ：まさか一発で殲せん滅めつされるとは。瑞穂もダメージを受けて、唇くちびるの端はしに付いた血をぺろりと舐なめます。「やれやれ。作り直すのも結けつ構こう面めん倒どうなんだがね」

ミユキ：じゃあ、次は私！　マイナーで《氷炎の剣けん》＋《氷の回かい廊ろう》。地面を凍こおらせて、そこから剣を引ひき抜ぬくように生成しながら、滑すべるように移動してエンゲージ。

朱香：わー、かっこいいー！

ＧＭ：「残念だよ。キミは真梨子の良いお友達だと思っていたんだが」と、ニタリと笑います。「私を傷きずつけると、真梨子が悲しむよ」

ミユキ：その言葉を聞いてキッとにらみつけて、剣を振ふりかぶります。《コンセントレイト：サラマンダー》＋《炎の刃やいば》＋《結合粉ふん砕さい》で、達成値は35！

ＧＭ：装甲無視ならドッジをするしかないか……回避できない、命中です。




　氷の剣を振ふりかぶり、ミユキが跳ちよう躍やくする。上空で手にした刃を振り下ろすと、それは大気中の水分を瞬く間に凍とう結けつさせ、無数の氷柱を生み出す。

　一いつ気き呵か成せいに襲おそい掛かかる氷の刃──否いな、牙。




ミユキ：ダメージは46点。着地して、瑞穂さんをにらみつけます。いい友達のつもりですよ。あなたが、いい母親であるよりは。

ＧＭ：「……素す晴ばらしい攻撃力だ。朱香嬢じようともども、実に興きよう味み深ぶかい」

ミユキ：……黙だまって睨にらみつけています。

ＧＭ：「褒ほめているんだよ。キミも朱香嬢も、死後その体は私の研究に貢こう献けんしてくれそうだ」

朱香：勝手なことばかり言わないでよね！

ミユキ：ええ。あなたの思い通りにはさせない。

ＧＭ：というわけで、あとは九鬼と朱香の行動です。

朱香：あたしはマイナーでミユキちゃんと同じエンゲージに移動。メジャーで《鋼はがねの肉体》を使って、34点回かい復ふく。

ＧＭ：なんだその回かい復ふく力りよく!?（笑）

朱香：あなたなんかよりうちのお母さんの方がすごいもん！（一同笑）

ＧＭ：「口の減へらない小こ娘むすめだな」

朱香：えへ、ありがとうございます！（一同爆ばく笑しよう）

九鬼：褒めてないから！（笑）

ＧＭ：くそう（笑）。では、九鬼の行動です。

九鬼：ＯＫ。んじゃ、マイナーで瑞穂にエンゲージ。……今度ばかりは本気で行く。《コントロールソート》＋《バリアクラッカー》＋《マルチウェポン》＋《ヴァリアブルウェポン》で攻撃！　達成値は31だ！




「テセウス、第二段階限定解除セカンドリミテッドリリース！」

『Yes,Master』

　九鬼の命令オーダーに電子音声が応おう答とう。コートの奥おくから二本のマニピュレータが展開され、それぞれ電でん撃げきを帯びた高周波ナイフを装そう備びしている。

　両手とマニピュレータ、四本のナイフによる高速連続斬撃──！




ＧＭ：また装甲無視か！　……回避は失敗。

ミユキ：便利なコートだなあ。

朱香：アームとかコンピュータとか、どこにしまってるんだろう。

九鬼：それは企き業ぎよう秘ひ密みつさ（笑）。さぁて、ダメージは54点、どうだ！

ミユキ：54点！　すごい！

晃士朗：ここまでで最大のダメージだな。これが九鬼の本気か……。

ＧＭ：54か……！　これでダメージがトータル[image: ]点。ＨＰが０になったので、《アクアウィターエ》を使用して復ふつ活かつ！　従者が倒たおれて出来た血だまりが、ずずず……と瑞穂の体に戻もどっていき、みるみる傷きずがふさがっていきます。

九鬼：あんたみたいな外道は、一回死ぬだけじゃ死に足りないだろうし……苦しみ足りないだろう？　とにっこり笑う。

ＧＭ：「……なるほど。なら、こちらも……本気を出すしかないか」割われた眼鏡めがねを捨すてながら、瑞穂がすごい形相で睨にらみつける。では、ラウンド終了です。




◆第二ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、セットアップもイニシアチブも双そう方ほう特になし。瑞穂の行動です。

晃士朗：本気とか言ってたな。何をしてくるんだか。

ＧＭ：「この姿すがたはできれば避さけたかったが──」そう言うと、衣服が引きちぎれてみるみる異い形ぎようの姿に変わっていきます。マイナーで《毒の刃》＋《完全獣化》＋《破は壊かいの爪》＋《鷹たかの翼つばさ》＋《ハンティングスタイル》！




　変化は一いつ瞬しゆん。

　妖よう艶えんな女研究者の姿は消え去り、巨きよ大だいな羽は蟻ありと獣が混まざったような、歪いびつな魔獣の姿がそこにあった。口元と爪から液えき体たいが滴したたり落おち、リノリウムの床ゆかを溶とかす。




朱香：なんか恐おそろしい姿になっちゃった……。

晃士朗：トライブリードだったのか！

九鬼：しかもキュマイラかよ。ずっと隠かくしてたわけだな。

晃士朗：しかし、問題は《ハンティングスタイル》だな。エンゲージを無視して移動できるとなると……。

ＧＭ：勿論、孤こ立りつしている晃士朗にエンゲージします。「ケルベロスは三つの頭を持つ魔獣だったね。なら、女王蟻ありにひとつ頭を食いちぎられたらどうなるのだろうな……！」

晃士朗：やっぱりそう来るか。まあ、ここは仕方ないな。

ＧＭ：《コンセントレイト：ソラリス》＋《腐食の指先》で、達成値は33です。

晃士朗：当然回避は失敗だ。ちなみに、装甲値は無いぞ。

ＧＭ：む、少し低い。ダメージは38点です。異形の顎あごで晃士朗の体を引ひき裂さく！

晃士朗：それはひとたまりもないな。

朱香：リーダー！

晃士朗：慌あわてるな。この程てい度どでどうにかなる俺じゃねえよ。ライフパスの「権けん力りよく者しやの血けつ統とう」で初期ロイスとして取っていた一族の人間をタイタスにして昇華しよう。ＨＰ11で復ふつ帰き。

ＧＭ：「まったく、しぶとい連中だな……」

晃士朗：で、次は俺の行動だな。くわえられたまま黒風をぶち込こんでやる。《サイレンの魔女》＋最後の《マインドエンハンス》で、達成値は……20だ。ちょっと厳きびしいか？

ＧＭ：それなら避よける目はある……が、ダメ！　14で回避は失敗！

晃士朗：ダメージはたいしたことない。全部で26点だ。

ＧＭ：いや、《アクアウィターエ》で復活したばかりなので結構痛いたい。「悪あがきを……！」と言いながら、たまらず晃士朗をほうり捨すてる。

晃士朗：ミユキ、引いん導どうを渡わたしてやれ。

ミユキ：はい。……さっきと同じ組み合わせで攻撃します。瑞穂さんのロイスをタイタスにして昇華、クリティカル値を１下げる。




　一瞬だけ悲しげに目を伏ふせてから、ミユキは一気に間合いを詰つめた。

　迷まよいのない、氷のように研とぎ澄すまされた刹せつ那なの一刀が疾る。



















ミユキ：達成値は74です。袈け裟さ懸がけに斬撃を繰くり出だす。

ＧＭ：回避は無理だな……。じゃあ、意味の無い悪わる足あ搔がきをしよう。《復ふく讐しゆうの刃》で、達成値は33！

晃士朗：本当に意味の無い相打ちだな。

朱香：そうなんですか？

晃士朗：ここでミユキのＨＰを０にしても、戦闘が終われば意味が無い（笑）。

朱香：なるほどー。

ＧＭ：それはそれとして、最後の足あ搔がきはさせていただく。ダメージは31点！

ミユキ：装甲値１点を引いて、30ダメージ。……残りＨＰ５で立ってます。

一同：おおおおおおお！（どよめく）

ミユキ：で、こちらのダメージは49点。




　正面から瑞穂の牙を受け止めながら、躊ちゆう躇ちよなく剣を振ぶりぬく。返り血と自分の血で体を染そめ、ミユキはじっと瑞穂を見上げた。

「……あなたに、少しでも真梨子への愛あい情じようがあったなら」

　独語めいた呟つぶやき。それ聞いて、高円寺瑞穂は憎にく々にくしげに答える。

「私は……私しか、愛さんよ……」

　そう答えると、異形の女王蟻は人の姿へと戻もどり──絶ぜつ命めいした。






《ポイズンフォッグ》　体内で生成した物質を気体にし、周囲に効果を及ぼすソラリスのエフェクト。

《狂戦士》　強力な覚醒物質を生成、投与し、対象を狂戦士へと変えるソラリスのエフェクト。

《熱狂》　特殊な物質で理性を失わせ、代わりに怪力を与えるソラリスのエフェクト。

《かりそめの剣士》　従者に白兵攻撃を行わせるブラム＝ストーカーのエフェクト。

《罪人の枷》　粘着性の物質で敵の動きを制限するソラリスのエフェクト。

《腐食の指先》　物質を急速に劣化させ、防具を破壊するソラリスのエフェクト。

《魔神の心臓》　高重力を局地的に発生させ、対象の行動を阻害するバロールのエフェクト。

《氷の回廊》　水蒸気を凍らせて氷の橋を生み出し、その上を滑るようにして高速移動するサラマンダーのエフェクト。

《炎の刃》　武器を白熱させダメージを増大させるサラマンダーのエフェクト。

《結合粉砕》　超高温と極低温を同時にたたきつけ、分子間の結合を粉砕するサラマンダーのエフェクト。

《バリアクラッカー》　あらゆる防御を無効化するブラックドッグのエフェクト。

《アクアウィターエ》　生命の精髄と言える物質を生成し、失われた命を呼び戻すソラリスのエフェクト。

《毒の刃》　体内で生成した神経毒を分泌し、攻撃力を増大させるソラリスのエフェクト。

《完全獣化》　肉体を完全な戦闘形態に変えるキュマイラのエフェクト。

《破壊の爪》　腕を鋭い鉤爪に変えるキュマイラのエフェクト。

《鷹の翼》　翼をはやして飛行能力を得るキュマイラのエフェクト。

《ハンティングスタイル》　狩りに適した姿へと変態し、獲物に近付くキュマイラのエフェクト。

《復讐の刃》　攻撃を受けながら捨て身の反撃を行うキュマイラのエフェクト。












　　　　ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：ではエンディングですが、その前にバックトラックをお願いします。




　バックトラック（戻もどり道みち）とは、人との絆きずなによって理り性せいを保たもち、セッションを通して上昇した侵蝕率を引き下げる作業である。タイタスに変わっておらず、Ｄロイスでもないロイスの数だけダイスを振り、その出目の合ごう計けい値ちぶんだけ侵蝕率を下げることができる。

　この結果、侵蝕率が[image: ]％を超こえた場合、そのＰＣはジャームとなってしまう。

　なお、最終的な侵蝕率によって得られる経けい験けん点を減へらすことで、バックトラックで振ふることのできるダイスの数を増ふやすことも可か能のうだ。




ＧＭ：で、今回はバックトラックの前に、瑞穂の持っているＥロイスの数だけ侵蝕率を引き下げることができます。今回は《虚きよ実じつ崩ほう壊かい》のみなので、１Ｄ10ですね。




　Ｅロイスは、ジャームをより人間から遠ざけるものだ。これに直面したオーヴァードは、ジャームへの忌き避ひ感が高まり、日にち常じようへ戻もどることをより強く願うことになる。そのため、敵がＥロイスを持っていればそれだけ侵蝕率を引き下げやすくなるのだ。




ＧＭ：要するに、敵が異い常じようだと「ああはなるまい」という心の働きが作用するんですね。

朱香：うちのお母さんはあんなのにはならないもん！（一同爆笑）

晃士朗：いろんな意味でな（笑）。よし、俺は[image: ]％だったのが３減へって[image: ]％になった。

ミユキ：あーん、こんな所で２しか出ない！　[image: ]％になりました。

朱香：あたしは……[image: ]％ですね。〝不死者〟があるので、戻ってこられるのは確かく定ていです。

九鬼：俺は[image: ]％が[image: ]％へ。これなら全員一倍振りで戻ってこられそうだな。

ＧＭ：では、次にバックトラックです。タイタスになっていないロイスの数だけ１Ｄ10を振って、出目の合計値だけ侵蝕率を下げてください。これが[image: ]％以上だとジャーム化します。

朱香：85％になりましたー。

晃士朗：俺も86％で無ぶ難なんに帰き還かんだ。

九鬼：71％。あぶねー！　あと１％で経験点が減へるところだった！（笑）

ミユキ：うわわっ、低い!?

晃士朗：おいおい、大だい丈じよう夫ぶか？

ミユキ：……えへへ、20下がって98％。危あぶなかった（笑）。

ＧＭ：全員帰還ですね。では、エンディングに移うつります。







◆Ending01◆悪の華はな

Scene Player ─── 青峰ミユキ




〝クィーンアント〟高円寺瑞穂は、死んだ。

　だが──その娘むすめ、真梨子にこの事実を知らせれば、彼かの女じよの精せい神しんがもたない。




ＧＭ：では、まずは総そう合ごうエンディングです。瑞穂は人の姿すがたに戻もどり、事切れています。

晃士朗：まずは『右手』を回かい収しゆうしておく。

ＧＭ：了りよう解かいです。瑞穂の研究に使用されていたので、すぐに見つかります。

ミユキ：……私わたしは、まだ《ワーディング》の影えい響きよう下で意い識しきを失っている真梨子を見てます。

ＧＭ：ここで彼女を起こすと、事実をすべて知って廃人になります。まずは、彼女をどうするかを決める必要がありますね。

ミユキ：……私は、やっぱり真梨子を助けてあげたいです。

朱香：それは、さっきあたしが言った方法を使って、ってことだよね。

ミユキ：……うん。




　若林さんの提案した、真梨子を救う方法。




　それは、みずからが汚名をかぶることによって、瑞穂のイメージを守ることだった。

　ＦＨが研究成果を奪うために瑞穂を襲い、その結果瑞穂は生死不明、真梨子と引き離される──晃士朗のＤロイスを使い、そう情報操作をするのだ。

　そうすれば、少なくとも真梨子にとって自分の母親に裏切られたという認識はなくなる。




晃士朗：……若林さん、これを思い付くのはすごいですよね。偽悪的で、実にＦＨらしい。

九鬼：うんうん。感心しましたよ。

朱香：そうですか？　ありがとうございます。……でも、ミユキちゃんはそれでいいのかな。

ミユキ：うん、私はもう覚悟の上だから。すべて丸く収まるなんてことは、もう諦めてる。

朱香：そっかー……。

ＧＭ：確かにこれなら真梨子は精神崩壊を免れますね。そのかわり、誰かが憎まれ役になる必要がありますが。

九鬼：うーん……そうするなら、真梨子の引き取り先は俺がなんとかできるかもしれない。心当たりはあるので。

朱香：心当たりですか？

九鬼：うん。それは俺のエンディングで演出するよ。良いかなＧＭ？

ＧＭ：わかりました、了解です。

ミユキ：じゃあ、まずはリーダーに声をかけます。




　未だ眠っている真梨子を見て、ミユキは決意を固めた。

　やはり、彼女を救いたい。そのためなら──。




ミユキ：……お願いしたいことがあるんです。

晃士朗：……なんだ。

ミユキ：リーダーでないと出来ないことです。真梨子を助けるために。

朱香：ミユキちゃん……。

ミユキ：リーダーなら、情報を隠蔽してこの子の──真梨子の〝お母さん〟を守ることができるはずです。……お願いします、手を貸してください。

晃士朗：この娘を、ね。……それで、俺にどんなメリットがある？　俺にはこの娘を助けなきゃいけない理由なんざ、どこにもないぜ。

ミユキ：それは……（口ごもる）。

朱香：……あの、リーダー。あたしからもお願いします！

ミユキ：朱香ちゃん……。

朱香：〝クィーンアント〟はお母さんの敵だけど、真梨子ちゃんはあたしのお友達だもん。

九鬼：まあまあ、聞いてやったら？　大事なチームメイトの頼みなんだしさ。

晃士朗：ちっ……どいつもこいつも。まあいい、だがこれは貸しだからな。

ミユキ：ありがとうございます。

朱香：ありがとう、リーダー！　やっぱり優しい！

晃士朗：うるせえ。その真梨子ってガキがトチ狂って復讐に来ても、俺は関知しねえからな！

ＧＭ：では、晃士朗のエンディングでＤロイスの処理をしましょう。

九鬼：オーケー。んじゃ、目を覚まさないうちにこの娘は連れて行くかね。

ミユキ：真梨子をお願いします。

朱香：あたしからもお願いします！

晃士朗：はん、好きにしろ。

九鬼：まかせといてよ。じゃ、善は急げだ。俺は真梨子ちゃんを連れて退場。

ＧＭ：では、そこでシーンを終了しましょう。……その前に、誰が憎まれ役になるか──瑞穂を襲った犯人として、真梨子の憎悪の対象になるかを決めておいてください。




　そして、即座にひとりが手を挙げて、憎まれ役を買って出ることとなった。

　それは────。







◆Ending02◆事後ご処しよ理りを終えて

Scene Player ─── 九鬼




　ＪＲ京都駅、最上部。ベンチに腰こし掛かけ、ノートパソコンをいじっている男が居いた。

　九鬼である。

　そしてその隣となりに、複雑そうな表ひよう情じようで立っている少年──〝ブレイクエンド〟真田賢まさ人と。




ＧＭ：では、ここからは個こ別べつのエンディングになります。最初は九鬼のシーンにしましょう。

九鬼：ＯＫ。あれからしばらく経たってて、俺はまた京都駅の階かい段だんを昇のぼったところに居いる。

ミユキ：前にブレイクエンドと会ったところですね。

九鬼：そうそう。で、今回もブレイクエンド──真田君と会ってるんだな、これが。

ＧＭ：おお？　というと？

九鬼：うん。真梨子は彼を通してＵＧＮに保ほ護ごさせる。これなら安全だろ？




　一同どよめく。




晃士朗：その手があったか。

朱香：確たしかに安全ですよねー……。

ミユキ：なにせ、正せい義ぎの味方ですもんね。保護しろ、って言われて断ことわるわけがない。

ＧＭ：な、なるほど……。勿もち論ろんそれなら真梨子の身の安全は保ほ障しようされます。

九鬼：だろ？　で、真梨子を預あずけてしばらくしてから、真田君と会ってるよ。

ＧＭ：了解しました。では、真田は複ふく雑ざつそうな表情をしています。

九鬼：真梨子ちゃんはどう？　元気にしてる？

ＧＭ：「ひとまず落ち着いてる。色々と問題はあるけど、な」

九鬼：ま、でもこれでお前さんの注文どおりだ。罪つみの無い女の子は、ちゃあんと正義の味方が守ってくれた。いい結末じゃないの？

ＧＭ：「……あんたは何を企たくらんでるんだ？」

九鬼：企たくらむなんていやだなあ。善ぜん意いだよ、善意。

朱香：ＦＨエージェントの口から「善意」！

ミユキ：すごく胡う散さん臭くさいです（笑）。

ＧＭ：「……まあ、いいよ。理由はどうあれ、あの子が助かったのはあんたたちのおかげだ」

九鬼：なぁに、おじさんってのは、カワイイ女の子には弱いもんなのよ。それにさあ──。




　「キミには期待してるんだぜ、正義の味方くん」

　そう言うと、九鬼は皮肉が八割わり、別の感かん情じようが二割こもった笑顔を浮うかべた。




九鬼：俺たちの持ってない答えを、キミたちが持ってたら救われるけどねえ。

ＧＭ：「僕ぼくはそう信じている。あんた達ＦＨの活動は、無む駄だな犠ぎ牲せいを生むだけだ」

九鬼：はは、そうだといいねえ。でもまあ、今回は一件落着でいいじゃない？　じゃ、またねえ～。そう言って、立ち上がって階段を下りていこう。

ＧＭ：ブレイクエンドは無言であなたを見送ります。では、そこでシーンエンドですね。




　立ち去っていく九鬼の後うしろ姿すがたを、真田賢人は何も言わずにずっと見ていた。それが、彼なりの敬けい意いの表し方なのだろう。

　九鬼が振ふり返かえることは、なかった。







◆Ending03◆雪景色

Scene Player ─── 闇条晃士朗




　その夜、祗ぎ園おんには雪が降ふっていた。

　窓まど越ごしに降ふりしきる雪を眺ながめ、晃士朗は仏ぶつ頂ちよう面づらのまま酒を呷あおる。

　隣では、からかうような笑みを浮うかべた芸げい妓こ──百々菊が酌しやくをしていた。




ＧＭ：では、次は晃士朗のシーンですね。事後報ほう告こくを百々菊に行うシーンを想定してます。

晃士朗：それでいい。ＧＭ、この時点で俺はＤロイスの〝工作員〟を使用する。クライマックスの前に相談していたとおりの使用法だ。

ＧＭ：了解です。では、ミユキのエンディングでその効こう果かを演出しましょう。

晃士朗：それでいい。

ミユキ：……ありがとうございます、リーダー。

晃士朗：……言ったはずだ、貸しひとつだってな。お前のためじゃねえ。

ＧＭ：では、場所はオープニングと同じ、祗園の茶屋です。雪景色が見える座ざ敷しきで、あなたは百々菊の酌を受けている、という感じで。

晃士朗：相変わらず不ふ機き嫌げんそうなツラで、酌を受けては呷る。

ＧＭ：「ご苦労さんどした。……せやけど兄さん、えらい難しい顔してはりますなあ」

晃士朗：芸妓遊びをしにきたわけじゃねえからな。

九鬼：俺だったら、間ま違ちがいなく芸妓遊びをしに来てるよ！（笑）

晃士朗：だって興きよう味みの無い俺が美味しい思いをしている方が、客観的に見て面白いじゃないですか（一同笑）。

ミユキ：三田さん、すごく悔くやしそう（笑）。

九鬼：悔くやしくてたまらないわ！　どうして俺は主人公みたいな男と話してて、晃士朗は綺き麗れいな芸妓さんなんだよう！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：話を戻もどしましょう（笑）。百々菊は「あらあら。ここは仕事の後の兄さんがたの慰い労ろうも兼かねてるんどすえ？」と微笑ほほえみます。

晃士朗：知らん。俺は仕事の後処しよ理りの報告に来ただけだ。

ＧＭ：「そうどすか」とチラッと流し目であなたを見て。「せやけど……少々無理しはったんと違いますのん？」

晃士朗：片かた目めでジロリと、何のことだと言わんばかりに見る。

ＧＭ：袖そで口ぐちで口元を隠かくしてコロコロと含ふくみ笑わらいをする。恐おそらく、あなたの使用した〝工作員〟のＤロイスについて何か含ふくむところがあるのでしょう。

晃士朗：なるほどね。何の話かわからんな、とすっとぼけておこう。

ＧＭ：「兄さんがそう言わはるんやったら、それ以上はあてからはなんも」




　そう言うと、百々菊は雪が積もり始めた庭に視し線せんを向ける。

　数秒の沈ちん黙もくの後、彼女はポツリと呟いた。

「蟻ありの子は、ほおっておいたらそのうち女王蟻になるかもしれませんえ」




九鬼：全くですな！

ミユキ：けっこう痛いたいお言葉が。

晃士朗：覚悟の上だとさ──と、独ひとり言ごとのように呟つぶやく。

ＧＭ：「ま、ええんどすけど。それが兄さんのやりたいことやったら。やりたいことをやる、それがあてらＦＨですよって」

晃士朗：流されてやったようなもんだ。そう言って顔を背そむける。それがミユキの願い、か。なら俺は──俺の願いは。




　雪を見ながら押おし黙だまる晃士朗。何も答えず、百々菊は三味線を弾ひき始めた。

（『至高天』か。いつか、この俺も──）

　だが、その音色は晃士朗の耳には響ひびかない。雪景色の京都を見つめながら、色褪せた闇フラジヤイルは己おのれの中に蟠わだかまる欲よく望ぼうを感じていた。







◆Ending04◆お母さんの膝ひざ枕まくら

Scene Player ─── 大門寺朱香




『悪の濠マレボルジエ』にある永石美奈子ながいし・みなこの居きよ室しつには、彼女と朱香しか入ることの無い小さな和室がある。畳たたみと座ざ布ぶ団とん、小さなちゃぶ台だけのある、ささやかな部屋だ。

　朱香にとって、この和室こそがなによりの至し福ふくの場所だった。




ＧＭ：では、朱香のエンディングです。

朱香：はいっ！　お母さんに呼よばれていますか？

ＧＭ：もちろん、呼ばれております。

朱香：じゃあ、甘あまえさせてください！　膝枕がいいな！（笑）

ミユキ：膝枕で頭を撫なでてもらうのね！（笑）

朱香：そうそう！

ＧＭ：わ、わかりました。では、いつもの応おう接せつ室しつではなく、その奥おくにある和室ということにしましょう。畳に座布団を敷しいて、そこには美奈子と朱香のふたりしかいません。

朱香：（興こう奮ふんした声で）おぉぉ～！

ミユキ：もう、ほんっとに嬉うれしそうね！（笑）

晃士朗：きっと朱香が上手いこと任にん務むを遂すい行こうしたら、ご褒ほう美びでここに呼ばれるんだな。

朱香：寝ねるまで頭を撫でてくれるんだけど、いつも一いつ瞬しゆんで寝ねられます。

ＧＭ：「……よくやってくれたわね」と、朱香の髪かみを手で梳すきながら言います。

朱香：えへへ。……お母さんは瑞穂さんと違って、あたしを裏切ったりしないもんね！

ＧＭ：「当たり前でしょう？　朱香は私の大切な娘ですもの」

朱香：ふふふ。




「あたし、お母さんの娘でよかった」

　そう言って、朱香は満面の笑顔を浮かべた。




晃士朗：さらっと自分の母親と瑞穂を比べたなあ。素晴らしい（笑）。

九鬼：この短いやりとりで、朱香がどれだけ母親べったりなのかが集約されてる（笑）。

ＧＭ：「……ありがとう、朱香。さ、ゆっくりお休みなさい」

朱香：うん。大好き、お母さん……。




　屈くつ託たくの無い笑顔を浮かべ、頭を撫なでられる心地よい感覚に身を委ねる。

　朱香が幸せな眠ねむりに落ちるまで、それほど時間はかからなかった。







◆Ending05◆憎悪の邂かい逅こう

Scene Player ─── 青峰ミユキ




　あれから数日。意識していなくても、ミユキは真梨子の居いない学校生活に慣なれ始めていた。

　他のクラスメイトの間でも、真梨子のことが話題に上ることはほとんど無い。

　そんな、なんでもない日に──再さい会かいの時は訪おとずれた。




ＧＭ：では、最後にミユキのエンディングです。

ミユキ：はい、わかりました。

朱香：……ミユキちゃん、ほんとによかったの？

ミユキ：うん。もう決めたことだから。

九鬼：わざわざ自分で憎まれ役を買って出なくても。




〝クィーンアント〟高円寺瑞穂を襲った犯人として、真梨子の憎しみを受ける。

　その役目を買って出たのは、他ならぬミユキだった。




九鬼：俺や晃士朗が憎まれる分には問題ないと思うんだけどねえ。

晃士朗：そうしたいってんだから好きにさせればいい。何か思うところがあるんだろ。

ミユキ：……いいんです。真梨子は、ずっとお母さんに騙されてた。だから、これ以上あの子を騙したくないんです。

朱香：（心配そうに）ミユキちゃあん……。

ミユキ：それに、瑞穂さんにとどめを刺したのは私だから……。

ＧＭ：……わかりました。

ミユキ：あとは、できれば真梨子が今どうなってるのか知りたいんですけど……。

ＧＭ：では、そこは演出しましょう。




　京都でも有数の繁はん華か街がい、四条河原町。百貨店やターミナル駅があり、カップルや学生、家族連れで賑にぎわう場所だ。

　一ひと際きわ大きな交差点の横おう断だん歩道──その雑踏を歩いているとき、ミユキは視線を感じた。

　狂くるおしいまでの憎悪が込こめられた、視線を。




ミユキ：それまで歩いていたんですが、ぴたりと足を止めてゆっくりと振ふり返かえります。

ＧＭ：では、一瞬視線が交こう錯さくします。そこに居るのは、高円寺真梨子です。

ミユキ：……真梨子。

朱香：そうだよねえ、そうなるよねえ、やっぱり……。

晃士朗：……だな。

ミユキ：雑踏の中でじっと真梨子を見つめる。

ＧＭ：彼女は唇くちびるだけを動かして、ミユキにメッセージを伝えます。




「──絶ぜつ対たいに許ゆるさない」

　何よりも大切なものを奪うばわれたものの、それは叫さけび。

　だが──それは裏うらを返せば、何よりも強い願いでもある。操あやつり人にん形ぎように過すぎなかった真梨子は、確かに自分自身の欲望ねがいを手に入れたのだ。




ミユキ：待っているわ、真梨子。……そう言って、挑発するような笑みを浮かべます。

一同：おおおお!?

朱香：わっるーい！　悪者の言動だよ、ミユキちゃん！（笑）

九鬼：ミ、ミユキは強いな……！

ミユキ：……これでいいんです。人を憎むって、強い願いだと思うから。




　これでいい。

　これでようやく、真梨子は母から与えられた偽りの欲望ねがいではなく、自分自身で心から強く願う欲望ねがいを手に入れたのだ。

　ミユキは、それが嬉しかった。今、真梨子は母の呪縛から解かれたのだ。




ＧＭ：では、やがて人ひと込ごみの中へ真梨子の姿は消えていきます。

ミユキ：私も何事も無かったかのように歩いていきます。




　恐らく、真梨子は再ふたたびミユキの前に現あらわれるだろう。だがその時、彼女たちはどういう結末を選ぶのだろうか？

　それはまだ、誰だれにもわからなかった。





......To be continued.






























　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ




　全員ファルスハーツと言う変へん則そくリプレイとなったこの「デザイア」シリーズ。第一話では、ＰＣたちが守るべきものであり、その欲望ねがいを叶かなえるための『至高天』という存そん在ざいが提てい示じされた。

　では、第二話ではその『至高天』がどういう力を持つのか、そしてミユキたちがそれを使ってどんな願いを叶かなえたいのかを掘ほり下さげる必要がある。

　それを見せるためにシナリオを考えていた俺おれは、ある設せつ定ていを思いつき、ミユキのプレイヤーである合あい鴨がもさんに相談してみた。

　その設定とは、ミユキの弟であるタクミに関するものだ。

　弟であるタクミを取り戻す──それはミユキというキャラクターの最大の欲望ねがいであり、プレイヤーである合鴨さんの了承なしには安易に決定することはできない。

　幸いにも、合鴨さんは俺の提案した設定に乗り気でＯＫを出してくれた。

　それがどういうものかは──セッションが始まってのお楽しみとしよう。




　そして、前回の収しゆう録ろくから十日あまりが経けい過か。第二話の収しゆう録ろく日びとなったのである。




ＧＭ：おはようございます。今回もよろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしまーす。

ＧＭ：さて、では早速ですが、今回のトレーラーとハンドアウトを読み上げます。




●トレーラー

　少年は、強くなりたかった。

　強くなるためなら、何を犠ぎ牲せいにしてもかまわないと思っていた。

　その執しゆう念ねんと執しゆう着ちやくは、不完全ながら『至高天エンピレオ』を起動せしめる。

　崩ほう壊かいへの道をたどりながら、力を与あたえ続ける巨きよ大だいな薔薇ばら。

　悪あつ鬼きと化した少年は、エゴと力を肥ひ大だい化かさせて戦い続ける。

　全てが終わった時、叶かなえられるのは誰だれの欲望ねがいか。




『ダブルクロス The 3rd Edition　リプレイ・デザイア』第二話

「修しゆ羅らの咆ほう哮こう　～Demon's Cry～」

　ダブルクロス──それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




晃士朗：そういえば、『至高天』がどういうものかは具体的に描びよう写しやされてなかったな。

ＧＭ：ええ。あなたがたの所しよ属ぞくするセルの最大のモチベーションですので、今回はそこをクローズアップしたいと思います。

朱香：そういえば、『至高天』はどんな外見をしてるんでしょう？

ＧＭ：それは今回のセッションで明らかになりますよ。

九鬼：ほほう、そうなのか。

朱香：じゃあ楽しみにしてようっと！

ＧＭ：それと今回、合鴨さんと事前にちょっと相談したことがありまして。

ミユキ：あ、はい。タクミのことですね。

朱香：タクミくん？　弟？

ＧＭ：そうです。弟の設定をシナリオに組くみ込こませてもらいました。これも『至高天』に関係するのですが、詳くわしくはＯＰで演えん出しゆつしたいと思います。

ミユキ：わかりました。どきどきしますね（笑）。

晃士朗：ほほう。どうなったのか気になるな。

ＧＭ：というわけで、次はハンドアウトです。




青峰ミユキ用ハンドアウト

ロイス：〝ストラグル〟桐原和也きりはら・かずや　　　推すい奨しよう感かん情じよう　Ｐ：同どう情じよう／Ｎ：嫌けん悪お

　桐原和也は、キミと同年代のＦＨエージェントだった。努力家だったが、鍛たん練れんの結果はあくまでも人間のレベルでしかなかった。

　オーヴァードとしては三流以下だった彼かれは、力を求めて『至高天』を手に入れようと望み、キミの手で斃たおされた。

　だが、彼は再ふたたび現あらわれた。恐おそるべき力を持った悪鬼となって。




ミユキ：昔倒たおした人が復ふく讐しゆうしにくる……ってことかな。

九鬼：容よう赦しやなくぶった切ってそうだよねえ。

ミユキ：『至高天』を狙ねらったのなら容よう赦しやはしませんね（きっぱり）。

九鬼：クールだ！（笑）

朱香：でもオーヴァードに目覚めたのに「あくまでも人間のレベルでしかなかった」って、凄すごく悲しくなるんですけど。

晃士朗：目覚めたのに、オーヴァードの力が使いきれなかった、ってとこか。

ＧＭ：そんなところです。では、次は朱香のハンドアウト。

朱香：はーい。




大門寺朱香用ハンドアウト

ロイス：〝プルガトーリオ〟永石美奈子　　　推奨感情　Ｐ：幸福感／Ｎ：恐きよう怖ふ

　キミはよきＦＨチルドレンだ。そして永石美奈子はキミのよき師し、よき母として、いつでも笑顔を向けてくれる。

　だが、何ものかによってＦＨの施設が襲撃され、そこに保管されていた『右手』が強奪されるという事じ件けんが起こった。

　このまま大好きな美奈子の表ひよう情じようを曇くもらせるわけにはいかない。




朱香：勿論！　曇らせちゃダメです！

九鬼：それより、随分物騒なことがハンドアウトに書いてるよ？

朱香：ほんとだー！　大変じゃないですか！（笑）

ミユキ：朱香ちゃんはほんとにお母さん第一だなあ（笑）。

朱香：えへへへ（照笑）。

晃士朗：……ＵＧＮが奪い返しにでも来やがったのか。

ＧＭ：それはまだわかりません。というわけで、次は晃士朗のハンドアウトです。

晃士朗：ああ。




闇条晃士朗用ハンドアウト

ロイス：〝レッドピラー〟阿部俊介あべ・しゆんすけ　　　推奨感情　Ｐ：誠せい意い／Ｎ：不ふ快かい感かん

〝レッドピラー〟阿部俊介は、かつてミユキに斃された〝ストラグル〟の親友だった男だ。彼は現げん在ざい、『右手』を収容する施設の護ご衛えいについている。

　だが、その施設が何ものかに強襲され、エージェントは彼を残して全滅。『右手』も奪われてしまうという事件が起こった。

　この事じ態たいを収しゆう拾しゆうすべく、キミたち〝ケルベロス〟が速やかに招しよう集しゆうされた。




晃士朗：……おい、コイツメチャクチャ怪あやしいんだが（一同笑）。

朱香：ひとりだけ生き残った、っていうのがいかにもですね（笑）。

九鬼：そりゃ疑うたがうよねえ。

晃士朗：とにかく俺はこいつを疑おう。今決めた（笑）。

朱香：早いよリーダー！（笑）

ＧＭ：オープニングが始まってもいないのに（笑）。では、次は九鬼のハンドアウトです。

九鬼：ほーい。




九鬼用ハンドアウト

ロイス：セシリア　　　推奨感情　Ｐ：尽じん力りよく／Ｎ：悔かい悟ご

　キミがかつて護まもりきれず、昏こん睡すい状じよう態たいになってしまった少女セシリア。彼かの女じよを目覚めさせるのが、キミの今の目的だ。

　その手て掛がかりとなるかもしれない『至高天』を起動させるキー、『右手』を収容した施設が襲撃された。

　どうにかしなければならない。それがセルからの命令であり、キミのなすべきことだ。




九鬼：ふむふむ。とりあえず、今回もケルベロスに協力すればいいってことだね。

ＧＭ：そういうことになります。

ミユキ：わかりやすいなあ。

九鬼：このくらいわかりやすいほうが楽でいいよ（笑）。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、ハンドアウトを踏ふまえつつ、前回の経けい験けん点23点を使ってそれぞれキャラクターの成長をお願いします。

一同：はーい！




「どのエフェクトを取るのがいいかな……」「まず技ぎ能のうレベルを伸のばせるだけ伸のばそう」「加納ー！　俺だけあと[image: ]点くらい経験点融ゆう通ずうできないかな？」「できませんよ！」

　……などなど、ルールブックを確認しながら作業を行うプレイヤー一同。

　一時間後、無事に成長は終了した。




▼青峰ミユキ

ＧＭ：では、最初はミユキからお願いします。

ミユキ：はーい。まず《終末の炎ほのお》を取得して２レベルにしました。

ＧＭ：おお、ＨＰを削けずって攻こう撃げき力りよくを上げるエフェクトですね。

ミユキ：そうです。で、新しく〈知ち識しき：至高天〉を３レベルで取得しました。

ＧＭ：〈知識：至高天〉!?　なんて特化した技能だ！（笑）

晃士朗：このキャンペーンだとすごく応おう用ようが利きそうだけどな。

ＧＭ：すごく便利だと思いますよ。

ミユキ：他の情じよう報ほう収しゆう集しゆうだとあんまり役に立てそうにないので、『至高天』に関してだけは勉強してます。

朱香：弟さんのためですね。ミユキちゃんは優やさしいなー。

ミユキ：それと、アイテムの思い出の一品を常じよう備び化しました。一話で出した、家族が揃そろった写真ということで。

ＧＭ：なるほど、〈意い志し〉にボーナスがつくアイテムですね。了りよう解かいです。




▼大門寺朱香

朱香：じゃあ、次はあたしの番ですね。《巨きよ人じんの生命》を取得して２レベルにしました。これでＨＰの最さい大だい値ちが10点増ふえて、なんと45！

ＧＭ：これはすごい。

晃士朗：しかも《巨人の生命》は最大５レベルまで取れるからな。まだ先があるぞ。

朱香：で、ＨＰが増ふえたので身長が一センチ伸のびました！（一同爆ばく笑しよう）

晃士朗：し、身長一センチでＨＰ10点なのか。その表ひよう現げんは新しいな（笑）。

ミユキ：食たべ盛ざかり、伸のび盛ざかりだもんね。

朱香：いつか、ミユキちゃんを超こえる身長になるんだ……！　というわけで、以上です。あ、３点余あまっているのはそのまま余あまらせてあります。




▼闇条晃士朗

ＧＭ：では次は、晃士朗お願いします。

晃士朗：うん。まず《斥せき力りよく跳ちよう躍やく》を取得して、マイナーで移い動どうできるようにした。前回瑞みず穂ほにエンゲージされた時の反省を活かす。

九鬼：そうだな、晃士朗はエンゲージしてると戦力が落ちるし。

晃士朗：そうそう。で、残り８点を全部〈ＲＣ〉に突つっ込こんで、８レベルにした。それと、余ってる常備化ポイントを使ってＦＨ用アイテムのサポートスタッフを購こう入にゆう。

朱香：サポートスタッフってどんなアイテムなんですか？

晃士朗：購入時に能のう力りよく値ちを指定して、その能力値を使った判はん定てい後に宣せん言げんすると達成値が２点上がる。１シナリオ３回まで使える。ちなみに【精せい神しん】を指定した。

ＧＭ：じゃあバックアップ要員が増えたんでしょうか。

晃士朗：人員そのものが増えたわけじゃなく、昔の仲間たちがやられた悔くやしさをバネにした精せい神しん力りよくということにした。俺が負けて得た教訓とも言う。

ＧＭ：なるほど、了解しました。

朱香：便利なアイテムですね！

晃士朗：その代わり財ざい産さんポイントが減へって、「要人への貸かし」もひとつ減ったけどな。




▼九鬼

ＧＭ：では最後に九鬼の成長報ほう告こくをお願いします。

九鬼：ハイハイ。えぇと、女子高生ふたりが戦せん闘とうに特化していったんで、《インスピレーション》を取得。１シナリオに１回、「これが真実だぜ！」と謎なぞを解とき明あかせるよ。

ＧＭ：おお、それは便利ですね。

九鬼：実は[image: ]％超えるともう一度使えるから、エンディングフェイズとかでちょっと貴き重ちような情報を取りにいく時とかに使えるかもしれない。

晃士朗：ミドルで[image: ]％超えるかもしれないですしね。

九鬼：そんなイヤなことを言うなよ！（笑）　あと、残った経験点で〈白兵〉を５レベルに上げた。前まで１レベルしかなかったので、これでだいぶ楽になる。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、成長の報告も終わりましたので、ＰＣ間ロイスを結んでいきましょう。順番は前回と同じで、ミユキ[image: ]朱香[image: ]晃士朗[image: ]九鬼[image: ]ミユキ、となります。

ミユキ：まずは私わたしから朱香ちゃんですね。前回はポジティブが〝好意〟で、ネガティブが〝劣れつ等とう感かん〟だったんですけど、ネガティブは〝脅きよう威い〟に変えます。

ＧＭ：〝脅威〟ですか。

ミユキ：ええ。もしかしたら家族よりも朱香ちゃんを取ってしまうかもしれない、という脅威。自分の中で朱香ちゃんを好きな気持ちが強くなっていっているから、逆に怖こわいんです。

ＧＭ：なるほど！

朱香：どんどん、あたしの庇ひ護ご欲を誘さそいますね。ミユキちゃーん！　守ってあげたい！

九鬼：本当にこのふたりは仲が良いなあ。

晃士朗：見てて危あやうくなるくらいだけどな。

ＧＭ：了解しました。では、次は朱香から晃士朗ですね。

朱香：あたしは変わらないと思います。〝幸福感〟と〝隔かく意い〟で、命令をこなして褒ほめられるのは嬉うれしいけど、打うち解とけることはできない……って感じです。

晃士朗：妥だ当とうな線だな。じゃあ、俺から九鬼への感情だが……ポジティブの〝信しん頼らい〟はそのままで、ネガティブを〝猜さい疑ぎ心しん〟に変えよう。

朱香：疑うたがい始めた！

九鬼：俺、疑うたがわれるようなことしたっけ？（笑）

晃士朗：ＵＧＮに渡わたりつけたりしてたじゃないか。まあそれはいいとして、ちょっとＦＨの枠わくからははみ出てるように見えるので猜疑心。あ、ネガティブが表に出てます。

ＧＭ：了解です。

九鬼：なんか肩かた身み狭せまいなあ（笑）。まあいいや。で、俺からミユキへの感情はポジティブが〝尽力〟のままで、ネガティブは〝不快感〟から〝不安〟に変えよう。

ＧＭ：不安ですか。わかる気はしますが。

九鬼：うん。まともな子なのかな、と思ったら全然そんなことは無かった。ロイスよりも欲望を重じゆう視しする恐おそろしい娘むすめであった……！（笑）

ミユキ：すべて弟のためなんですよ。きっと。

晃士朗：非ひ常じようにＦＨらしい娘です。

朱香：前回の真ま梨り子こちゃんに対して、あの結けつ論ろんを出すところがカッコいい……！

九鬼：そりゃ朱香も惹ひかれるわ（笑）。

朱香：や、でも守ってあげなくちゃという庇護欲はいつでもありますよ。

ミユキ：わーい、ありがとう朱香ちゃん。

ＧＭ：では、全員結び終えたところでオープニングをはじめましょう。






《終末の炎》　自分自身を燃焼させ、ダメージを増大させるサラマンダーのエフェクト。

《巨人の生命》　超絶にタフな肉体の持ち主であることを表すキュマイラのエフェクト。

《斥力跳躍》　斥力を発生させ、その反発力で移動するバロールのエフェクト。

《インスピレーション》　ＧＭに直接質問をすることができるノイマンのエフェクト。












　　　　ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆セシリア

Scene Player ─── 九鬼




　京都市伏ふし見み区く──稲荷いなり神社の総そう本ほん山ざん、伏ふし見み稲荷のお膝ひざ元もとである京都有数のベッドタウン。その中にひっそりと、総そう合ごう病院を装よそおったＦＨの施設が存在する。最さい先せん端たんの医い療りよう設せつ備びが整ったこの場所で、九鬼はガラスケースの医療用ポッド越ごしに、眠ねむり続ける少女を見つめていた。

　セシリア──九鬼の親友の娘であり、彼がかつて、守れなかった少女だ。




ＧＭ：では最初は九鬼のオープニングから始めたいと思います。

九鬼：ほーい。

ＧＭ：京都の郊こう外がいにあるＦＨの施設。まぁ『神曲』の下部セルのひとつが運うん営えいしている施設ですね。セシリアはここで今も眠り続けています。

九鬼：なるほど。じゃあガラスに軽く手を添そえて、セシリアの顔を見ている。

ＧＭ：では、そこであなたの初期ロイスでもある医い師し──そうですね、名前は本間としましょう。本間医師がやってきます。

九鬼：先生、セシリアの様子はどうだい？　何か変化はあったかな。

ＧＭ：軽く首を振ふります。「いや、良くも悪くも変化はないよ」

九鬼：……そうか。相変わらず、ってことだな。




　九鬼はもともとボディーガードとしてそれなりに名を知られた男だった。だが、彼が親友を娘のセシリアともども護衛していた時、悲ひ劇げきは起こった。

　乗っていた車ごと爆ばく破はされたのだ。

　親友は即そく死しし、セシリアは今も昏睡状態。

　そして九鬼は──レネゲイドに覚かく醒せいし、身体の一部を機械化することで生き長らえた。




ＧＭ：「身体には何の問題も無い。言わば眠ねむっているだけなんだがね……」

九鬼：……ああ、わかってる。そう言うと、ブーストアーマーの一部である手て袋ぶくろにモニターが出てきて、瑞穂の研究データが出てくる。これって結局瑞穂本人にしか使えないんだよね？

ＧＭ：そうです。実じつ践せん用の設備も既すでに破は棄きされています。

九鬼：成程。結局このデータも無む駄だか、と呟つぶやいてモニターを消す。

ＧＭ：「彼女のオーヴァード化を拒こばまないなら、取り得る方法はあるが──それはキミの望むものではあるまい」

九鬼：まあ、ね。

ＧＭ：「とにかく、出で来きる限かぎりのことはさせてもらうよ」

九鬼：あぁ、あんたには感かん謝しやしているよ、ドクター本間。俺のこの身体も含ふくめてね。

ＧＭ：なるほど、あなたに機械化手しゆ術じゆつを行ったのもこの人なんですね。了解です。

九鬼：うん、今決めた。その方がしっくり来るし（笑）。

ＧＭ：「だが、いつ容よう態だいが変化するかはわからない。手は尽つくすが、一〇〇パーセントの保ほ証しようをするものでは無いということだけは理り解かいしてくれ」

九鬼：分かってるさ。なるべく早くに手しゆ段だんを探さがすよ。

ＧＭ：ではその時点で、テセウスのモニターを通じて『神曲』からの通信が入ります。緊きん急きゆう呼よび出だし用の通信ですね。非常事態、と出ています。

九鬼：了解。ドクター、後は任まかせた──と言って走っていく。

ＧＭ：「あぁ」とドクターはあなたの背せ中なかを見送り、視し線せんをセシリアに移うつしてひとつため息を吐はく……というところで、シーンが終了します。







◆Opening02◆新たな任務

Scene Player ─── 闇条晃士朗




〝クィーンアント〟事件から、およそ二ヶ月。四月上じよう旬じゆん、桜さくらの季節。

　庭先の桜を見ながら酒しゆ肴こうを楽しむことのできる茶屋で、ひとりの芸げい妓こと、場にそぐわぬ陰いん気きな男が差し向かいで座すわっていた。

　晃士朗と百々菊である。




ＧＭ：では、次のシーンは晃士朗のシーンです。前回の〝クィーンアント〟事件から二ヶ月ほど時間が経たっています。

晃士朗：その間も単たん独どくで細かい仕事はこなしてたんだろうな。

ＧＭ：そうですね。今も完かん了りよう報告に祗ぎ園おんの茶屋に来ています。この場に居いるのは、あなたと連れん絡らく員にして芸妓の百々菊のみ。

九鬼：また晃士朗ばっかり芸妓さんと一いつ緒しよだ。いいなあ（笑）。

ＧＭ：ええ、相変わらずシナリオロイスにはならないんですが（笑）。

朱香：毎回出てきそうですよね、この人。

ＧＭ：この人を出すと何となく京都っぽい雰ふん囲い気きになるので、常つねに出てきます（笑）。

晃士朗：なら百々菊にロイスを取っておく。〝連帯感〟と〝食傷〟で、ネガティブが表だ。

ＧＭ：わかりました。

晃士朗：で、仕事の完了報告だったな。じゃあ適てき当とうに整理もしないまま資し料りようを放り出す。ほらよ、持っていけ。




　晃士朗が無む造ぞう作さに出した資料から、数葉の写真が出てくる。そこには、明らかに息いき絶たえた人間の姿すがたが写されていた。晃士朗が始末した標的の姿である。

　百々菊は眉まゆひとつ動かさず、その陰いん惨さんな写真を含ふくむ資料を受け取る。




ＧＭ：「へぇ、ほな確たしかに。ご苦労さんどしたなぁ」と言って、あなたに酌しやくをします。

晃士朗：昔からやってるからな。慣なれてるさ。

ＧＭ：「昔から。まぁまぁ、大変どすなぁ」と、二杯はい目を注ぐ。「せやけど、兄さんもこの稼か業ぎようは長いんどすやろ？」

晃士朗：残った右目だけでギロリと睨にらむ。……何が言いたい？

ＧＭ：「いやいや。うちが聞いた噂うわさに過ぎひんのですけど。昔の兄さんに比くらべてちょっと、大人しゅうならはって……って」

晃士朗：…………はん、昔は昔、今は今だ。今の俺は、ただの〝壊れかけフラジヤイル〟だ。

ＧＭ：じゃあ、百々菊は小さく笑って言います。「ＦＨでその名を知られた〝荒れ狂う闇フラジヤイル〟とも思えへんお言葉どすなあ」

晃士朗：──俺をその名で呼よぶな。

ＧＭ：「あら、怖い。堪かん忍にんどすえ」

晃士朗：何もかも……、自分の力さえ失って、たどり着いた所はこんなところだ。だが──と、そこで口ごもる。

ＧＭ：百々菊は静かにあなたの話に耳を傾かたむけています。

晃士朗：じゃあ外の夜よ桜ざくらを見ながら、呟つぶやく。




「あらゆる願いを叶える、そんなものがあれば、俺ももう一度……」

　そこまで言って、晃士朗はハッと気づいたように酒を呷あおって言葉を止める。

「余よ計けいなことを話した。忘わすれろ」




ＧＭ：百々菊は何も答えず、三味線を出して弾ひき始める。提ちよう灯ちんに照らされた桜と、三味線の音が聞こえる中で、晃士朗の携けい帯たいに着信が入る。九鬼と同じように召しよう集しゆうの指令ですね。

晃士朗：仕事の時間だ、と言って立ち上がる。……ガキのお守りをしにいくとするかね。

ＧＭ：「お気をつけて。また、お仕事が終わらはった時にでも」と、百々菊があなたを送り出すところでシーンを終了しましょう。







◆Opening03◆母とたい焼き

Scene Player ─── 大門寺朱香




　畳たたみを敷しいた小さな和室に、朱香は大好きな〝お母さん〟とふたりきりだった。

　お母さんが褒ほめてくれるから、どんな任務でもこなすことができる。

　そう信じて疑わないから、朱香は笑顔を失わない。




ＧＭ：では朱香のオープニングです。場所はマレボルジェ内、美奈子の部屋。

朱香：（嬉うれしそうな声で）お母さんのところだー。

ＧＭ：先のふたりのオープニングよりは時間的に少し前です。あなたも晃士朗と同じく、ちょっとした護衛の任務を終えた後ですね。

朱香：じゃあにこにこしながら褒めてもらえるのを待っています。

ＧＭ：「ご苦労様、朱香」と美奈子は微笑ほほえむ。……じゃあ、ちゃぶ台にほうじ茶とたい焼きを出してくれることにしよう（笑）。

朱香：きゃーん！　食べていい？　食べていい？

ＧＭ：微笑んで「おあがりなさい」と（笑）。

朱香：いっただきまーす！

ＧＭ：「最近はどうなの？　学校やお仕事の方は」

朱香：あ、お母さん、身長が一センチ伸のびたよ！　ＨＰも10点増えたから！（笑）

ＧＭ：「そう、随ずい分ぶんたくましくなったのね」（笑）

朱香：そうなの。……でもね、そのぶん体重は増えちゃって。あ、でも体型は変わってないんだよ？（笑）

ＧＭ：「いいのよ。成長期なんだし、それぐらいが健康的よ」

朱香：わかったーっ！　はむはむ、たい焼き美味しい～。

ＧＭ：では、あなたがたい焼きをほおばっていると、急に美奈子が聞いてきます。「ねえ、朱香。ミユキちゃんとは最近どう？」

朱香：うん、ミユキちゃんとは仲良くしてるよ？

ＧＭ：「そう」と頷うなずいて。「今いま頃ごろあの子は『至高天』のところにいるはずね」と言います。

朱香：え、なんで？

晃士朗：ひょっとして、最初に言ってたやつかな？

朱香：ミユキちゃんの弟さんに関わることなの？

ＧＭ：そのとおりです。

朱香：なんだろう……。

ＧＭ：では、部屋にあるモニターに『至高天』の様子が映うつし出だされます。

九鬼：おお、ついに『至高天』の外見が出てくるのか！

朱香：どんなんだろう。ちょっとわくわくする。

ＧＭ：はい。そこに映し出されるのは、全高が二〇メートルほどの大きさの水晶の薔薇です。




　マレボルジェの地下深く、出入りを厳重に制限された空間──通称『コキュートス』の中心部に、それはそびえ立っていた。

　大木のように太く大きな基部を持ち、その頂に大輪の華を咲かせた水晶の薔薇。

　それこそが、『至高天』──あらゆる願いを叶えると言われる存在だ。




朱香：おおおお、でっかい！

九鬼：なんと。思ってたより派手なもんなんだなあ。

晃士朗：地下にそんな広い空間がある、ってのも驚きだけどな。

ＧＭ：さて、その水晶の薔薇なんですが、もう一点特徴的な部分があります。

朱香：特徴？

ＧＭ：はい。その基部にあたる部分に、うっすらの人の顔が浮かんでいるように見えます。

朱香：人の顔？

ＧＭ：そうです。正確には、半身を埋め込まれているかのような人の姿ですね。そして、どこかその顔に見覚えがあるような気がします。




　モニターに映る水晶の薔薇には、レリーフのようなものが刻まれていた。

　少年と思しき人の姿が、まるで半身を埋め込まれるかのように刻み込まれている。

　その顔は──朱香の知る人物の面影があった。




晃士朗：ん？　少年？

九鬼：しかも見覚えがある……？

朱香：それはひょっとして……ミユキちゃんの弟さんに関係があるんでしょうか。

ＧＭ：では、美奈子は言葉を続けます。「今日は──『至高天』の中のタクミくんに会える日だから」

朱香＆晃士朗＆九鬼：えええええ！




　ミユキの弟──タクミは、三年前にある事件をきっかけにその肉体を『至高天』の中に取とり込こまれてしまった。

　この事実に、あらかじめ相談していたミユキ（のプレイヤー）以外は驚きよう愕がくする。




晃士朗：そんなことになってたのかよ。

ミユキ：ＧＭと相談して、そういうことになりました。

九鬼：ミユキのハンドアウトにも納なつ得とくするねえ。『至高天』に近づこうとする奴やつなんかいたら、容赦なく切きり捨すてるよ、そりゃ。

ＧＭ：はい。そしてタクミが『至高天』に取り込まれた理由のひとつですが、元々は彼がＦＨのエージェントだったわけです。

朱香：えええー！

九鬼：またまた驚愕の事実だねえ。

ＧＭ：というわけで、朱香はこの事実を知っています。おそらくタクミと会ったこともあるでしょうし、知らない方が不自然だ。

ミユキ：私も、朱香ちゃんには話してると思うな。ずっとパートナーだし。

朱香：そっか。じゃあ、少し寂さびしそうな顔になる。




「今日はタクミくんに会える日か……」

　モニターを見ながら、朱香は小さく呟いた。

『至高天』の本体たる水晶の薔薇に取り込まれた弟。

　生きているのかすら定かではない弟に、ミユキは定期的に話しかけに行っているのだ。




朱香：辛つらいんだろうな……。あたしも、もしお母さんがそうなったら、と思うと……。

ＧＭ：では、そんな朱香に美奈子が言います。「そのたい焼き、ミユキちゃんにも持って行ってあげましょうか」

朱香：でもミユキちゃん、折角タクミくんと会ってるのに、行っても大だい丈じよう夫ぶなのかな？

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶよ」責せき任にん者しやである美奈子の監かん視し下に居ないと『至高天』にはいけないはずですし、恐おそらくそろそろ連つれ戻もどすのも兼かねているのでしょう。

朱香：そっか、成程。じゃあ、あたし持って行ってあげるね！　……そうだ、お母さんに話を聞いたんで、ここでミユキちゃんのロイスを取っていいですか？

ＧＭ：それは勿論構かまいません。しかし、もう完全にロイスのルールを使いこなしてますね。

晃士朗：うんうん。二回目のプレイとは思えない。

朱香：そうなんですか？　ありがとうございますっ！

ＧＭ：では、感情を決めてくださいね。

朱香：はーい。ポジティブは前と同じ〝庇護〟で、ネガティブは〝憐れん憫びん〟。ミユキちゃんはかわいそうな境きよう遇ぐうだから、守ってあげないといけないって思う。

ミユキ：朱香ちゃんの心こころ遣づかいが嬉しい。

ＧＭ：本当に仲が良いな、このふたり。ではシーンを終了しましょう。







◆Opening 04◆はじまりの日

Scene Player───青峰ミユキ




　ＦＨセル『神曲』の本ほん拠きよ地ちともいえる施設、『悪の濠マレボルジエ』の地下。九層そうの隔かく壁へきを隔へだて、数百メートル下った場所にある一キロメートル四方の空間──通つう称しよう『コキュートス』の中心に、地面から聳そびえる巨大な水晶の薔薇がある。

　すべての願いを叶えるといわれ、そしてミユキの弟を取とり込こんだもの。

『至高天』である。




ＧＭ：では、ミユキのシーンです。マレボルジェの地下に存在する施設、その中でも最さい下か層そうにある、コキュートスと呼よばれる空間の中央に水晶の薔薇が存在しています。

九鬼：地じ獄ごくの最下層の名前か。そんなところに神の国って意味の『至高天』があるんだから、皮肉が利いてるな。

ミユキ：私は直ちよく接せつタクミに触ふれられるんでしょうか。

ＧＭ：いえ、強化アクリルガラス越しにしか許ゆるされていません。水晶の薔薇に取り込まれたタクミは、質しつ感かんも水晶のようで、まるでレリーフです。ただ、ミユキには何故なぜか彼が生きていることがわかります。

晃士朗：たぶん、ロイスを持ってるからなんだろうな。

ＧＭ：そのとおりです。ミユキが来たので、少し喜んでいるようにも思えます。

ミユキ：よかった、元気そうで……。自然に笑顔になります。
















ＧＭ：そうしていると、ミユキはこうなった原げん因いん──三年前のことを思い出します。




　それは、ミユキにとって忘わすれられない記き憶おく。

　両親が死に、弟が変わり果てた姿になったきっかけ。




ＧＭ：三年前、あなたが家族旅行に来ていた時のことです。父親が運転する車が高速道路を走っている時に、それは起こりました。

ミユキ：……はい。




　高速道路は、額ひたいに十字傷きずを持つ男と、長い髪かみの女が相対する戦場と化していた。

　やがて十字傷の男は、自らの周囲に浮うかばせた光球から幾いく条もの破は壊かい光線を放つ。無差別に放たれたそれは、ミユキたちの乗っているものも含め、周囲の車ごと目の前の女を吹ふき飛とばそうとしていた。




九鬼：おいおい、無差別攻こう撃げきかよ。

晃士朗：光線ってことはエンジェルハイロゥか……？

ＧＭ：十字傷の男と戦っているのは、炎を操あやつる女じよ性せい──永石美奈子です。

朱香：お母さん！　お母さんもサラマンダーなの!?

ミユキ：朱香ちゃんと同じ、炎使い……。

九鬼：へえ。……しかしこの人、意外と戦せん闘とう力りよく高いんだねえ。

晃士朗：……ああ。俺も美奈子に一度負けてる。




　女が炎を巻まき上あげ、光線を迎げい撃げきするのが見えた。だが次の瞬しゆん間かん、強い衝しよう撃げきとともにミユキの視し界かいが赤く染そまる。

　騒そう音おんと悲鳴、熱いのか痛いたいのかもわからない感覚がミユキに襲おそい掛かかった。




ＧＭ：車は横転し、両親は血を流してぐったりとしています。ミユキ自身も腹ふく部ぶに灼しやく熱ねつを感じ、見れば大量の血が流れています。

ミユキ：なに……これ……。

ＧＭ：「お姉ちゃん……！」

ミユキ：タクミは無事なのね……。よかった……。

ＧＭ：はい。全身ボロボロですが、不思議と怪け我がが見えません。

晃士朗：そうか、タクミはオーヴァードだったな。《リザレクト》してるんだろう。




　大量の出血が意い識しきを朦もう朧ろうとさせる。周囲の惨さん状じようと、十字傷の男の顔だけがくっきりと目に焼きつき、タクミが自分を呼ぶ声だけがはっきりと聞こえる。

　そうして、青峰ミユキは死んだ。




ミユキ：死んだ！　私死んだー！（笑）

朱香：ミユキちゃんになんてことを！　十字傷の男、ゆるさーん！

晃士朗：落ち着け、今は回想シーンだ（笑）。

ミユキ：そうでした。……私は気がついていいんでしょうか？

ＧＭ：はい。目を覚ますと、破壊され炎えん上じようする車や、血まみれの人々は変わりませんが、ミユキの傷は完全にふさがっています。

ミユキ：……どうして？　私、変な光に襲おそわれて……。そうだ、みんなは？　お父さん、お母さん！　タクミ！

ＧＭ：両親は……目の前で物言わぬ姿になっています。

ミユキ：そんな……。

ＧＭ：そこで、二十代後半くらいの傷だらけの女性がミユキに近づいてきます。「無事なようね。立てる？」と手を差し出す。

ミユキ：……お、おばさんは誰？

ＧＭ：「私は永石美奈子。あなたの弟……タクミくんの先せん輩ぱい、といったところね」

朱香：ここでお母さんと出会ったんですね。

晃士朗：美奈子はミユキを助けた、ってことになるのか……。

ミユキ：あ……タクミは、タクミはどこなの!?

ＧＭ：「タクミくんは──」と言って美奈子が視線を落すと、そこにはタクミの服だけが残っています。中身がストンと無くなっていて、服と靴くつだけが落ちているという様子です。

ミユキ：ぎゅっと服を握にぎり締しめます。タクミ……。

ＧＭ：その服は、まだタクミの体温を残しています。

ミユキ：……おばさん、タクミに何があったの？

ＧＭ：「彼は──タクミくんはあなたを助けたのよ」

ミユキ：助けた……？　私を？

ＧＭ：「そうよ。あなたは一度死んだの」

ミユキ：……っ！

ＧＭ：「タクミくんは、死んだあなたを蘇生させるために力を使った。その結果──肉体を失ったわ」美奈子は淡々とそう言います。

ミユキ：何を……言ってるの？　意味がわからない、どうしてタクミが……！

ＧＭ：「タクミくんは、私やあの十字傷の男と同じような力を持っていたのよ。……あなたたち家族には秘密にしていたけれど」

ミユキ：……そんな、ことって。




　握にぎり締しめていたタクミの服が、ミユキの手の中で凍こおりつき始めていた。

　周囲の温度が下がり、あろうことか燃もえ盛さかっていた炎までも凍こおりついている。

　無む意い識しきのうちに発動したエフェクト。

　青峰ミユキが、オーヴァードとして覚醒した瞬間だった。




ミユキ：え、こ、氷？　なに……なんなの、これ？

ＧＭ：それを見て、美奈子は言います。「……タクミくんを助けたい？」

ミユキ：助けたい。でも、どうやって……？

ＧＭ：「なら、あなたも来なさい。タクミくんと同じ場所──ファルスハーツへ」　そう言って、彼女は再びあなたに手を差し出します。

ミユキ：ファルスハーツ……。




　差し出された手を握にぎり返したとき、ミユキの運命は変わった。

　惨さん劇げきは高速道路の玉たま突つき事じ故ことして処理され、ミユキはＦＨエージェント〝フェンリルバイト〟となった。

　やがて彼女はすべての願いを叶える存在『至高天』の存在と、それにタクミが取り込まれたことを知る。

　タクミは至高天の力をわずかに起動させることでミユキを蘇生させたのだ。その代償にみずからの肉体が必要だと知りつつも。

　そして──三年の月日が流れた。




ミユキ：タクミ……待っててね。お姉ちゃん、必ず──。

ＧＭ：では、そこで朱香と美奈子がたい焼きを持って入ってくるのですが……。

ミユキ：朱香ちゃん？

ＧＭ：と、言いかけたところで非常事態を告げるアラートが鳴なり響ひびきます。このシーンはひとまず終了です。






エンジェルハイロゥ　光を操ることで目くらましやレーザー攻撃を行ったり、五感を強化することのできるシンドローム。

《リザレクト》　みずからの受けた損傷を回復するエフェクト。












　　　　ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆奪うばわれた『右手』

Scene Player ─── 闇条晃士朗




　何者かにより『右手』が奪われた──。

　非ひ常じよう事じ態たいの発生により、ケルベロスの四人は速やかに招しよう集しゆうされた。




ＧＭ：では、ここからミドルフェイズです。シーンプレイヤーは晃士朗、全員自動登場です。

晃士朗：招集がかかったあとだな。

朱香：お母さんの指し示じなので、急いで駆けつけますよ！

ＧＭ：では、皆みなさんは滋し賀が県けんとの県けん境ざかい付近にある山中に建けん設せつされたＦＨの施し設せつに到とう着ちやくします。

晃士朗：まずは現げん状じようを確かく認にんするか。

ミユキ：どういう状じよう況きようですか、ＧＭ。

ＧＭ：大だい規き模ぼに破は壊かいされているわけではありませんが、内部はセキュリティの要所がピンポイントで破壊され、侵しん入にゆうを許ゆるしてしまったようです。研究者や護ご衛えいのオーヴァードなどの人員も速やかに殺害されています。

九鬼：なぁるほど。どうやら潜せん入にゆうとか暗殺に長けた奴やつが犯はん人にんみたいだねえ。

ミユキ：護衛は一体何をしていたのよ……！

九鬼：おおう、ミユキちゃんたら随ずい分ぶんご機き嫌げんナナメ。

晃士朗：珍めずらしいな、お前がそんなにピリピリするのは。

ミユキ：別に……なんでもありません。

朱香：心配なので、あたしはミユキちゃんの手をギュッと握にぎっています。

ミユキ：ありがとう、朱香ちゃん。それでちょっと落ち着く。

晃士朗：まあいい。で、任にん務むは『右手』の奪だつ還かんだとして、何か手がかりはあるのか？

ＧＭ：はい。まず生せい存ぞん者しやが一名いて、ＦＨの息がかかった病院に収しゆう容ようされています。

朱香：あ、生き残りがいるんですね。

晃士朗：（ハンドアウトを確認して）……なるほど、このレッドピラーって男か。

ＧＭ：はい、そのとおりです。生存者の名前は阿部俊介あべ・しゆんすけ、コードネームは〝レッドピラー〟。意い識しきはあるので、病院にいけば会話は可か能のうです。

晃士朗：ふむ。他には何かあるのか？

ＧＭ：監かん視しカメラに残っていた映えい像ぞうデータを入手できます。ただし、内ない容ようは調べてみないとわかりません。映像データを調べるのも、生存者に会いに行くのも別のシーンになります。

晃士朗：なら、まずはデータを調べよう。映像は大きな手がかりになりそうだからな。

朱香：あたしは賛さん成せいでっす！

ミユキ：私わたしもです。

九鬼：俺おれも異い存ぞんはないよ。《電子使い》を使えばすぐに解かい析せきできるだろうしね。

晃士朗：なら、一度引き上げだ。ロングアイランドアジトに戻もどって映像を調べるぜ。

ＧＭ：では、そこで一度シーンを終しゆう了りようしましょう。







◆Middle02◆過か去こからの挑ちよう戦せん状じよう

Scene Player ─── 青峰ミユキ




　施設を襲しゆう撃げきし、『右手』を奪うばった犯はん人は一体何者なのだろうか？

　手がかりのひとつは、監視カメラに残された映像。それを調べるべく、四人はダーツバー「ロングアイランド」に集まっていた。




ＧＭ：では次のシーンです。監視カメラを調べるシーンですね。

晃士朗：ああ。全員でアジトに集まっている。

ＧＭ：わかりました。では、シーンプレイヤーはミユキです。

ミユキ：わかりました。

九鬼：さて、じゃあ早速映像を調べようかねえ。ノートパソコンとプロジェクターを繫つないで、スクリーンに映像を映うつし出だすよ。

朱香：手て際ぎわがいいなあ（笑）。

九鬼：おじさんはこういうの得意なんだよ。ブラックドッグだからね。

晃士朗：こういう作業に役立ちそうなイージーエフェクトもあるしな。

九鬼：そういうこと（笑）。

ＧＭ：では、映像がスクリーンに映うつし出だされます。




　監視カメラに映うつっているのは、ひとりの小こ柄がらな少年と、その協力者らしき人物。協力者は巧こう妙みように隠かくれており、はっきりと見えない。

　主しゆ犯はんと思しき小柄な少年は、カメラに顔を向けて不ふ敵てきな笑いを浮うかべた。




晃士朗：はん、挑ちよう発はつのつもりかよ。

九鬼：挑発なんでしょ？　この映像も、わざと残したんだろうねえ。

ＧＭ：さて、ミユキはその少年の顔に見覚えがあります。

ミユキ：……見覚え？

ＧＭ：はい。彼かれは、かつてあなたが倒たおしたはずの人物です。

ミユキ：まさか……！




　コードネーム〝ストラグル〟こと、桐原和也きりはら・かずや。かつてＦＨのエージェントだった少年。

　そして、ミユキがその手で倒したはずの人物だ。




朱香：ミユキちゃん、知ってるの？

ミユキ：ええ……。でも、彼は確たしかに私が……。

晃士朗：俺もハンドアウトに書いてあるから知ってるな。思い出して眉まゆをひそめる。はん、化けて出てきたとでも言うのかよ。

九鬼：何か訳わけアリみたいだねえ。同級生、ってわけでもなさそうだけどさ。

ミユキ：………。

ＧＭ：では、過去に何があったか──それを回想という形で演えん出しゆつしましょう。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




〝ストラグル〟桐原和也。

　彼の欲望ねがいは単たん純じゆんだった。

「強くなりたい」、

「力がほしい」、

「誰だれにも負けたくない」──。




　だが、現げん実じつは非ひ情じようである。彼の実力はその願いに見合うものにはならず、オーヴァードの戦せん闘とう員いんの中でも最低ランクに留とどまっていた。

　和也の中で、コンプレックスだけが募つのっていくのは当然と言えた。




朱香：この人ってチルドレンなの？

ＧＭ：いえ、ミユキとほぼ同時期にレネゲイドに目覚め、ＦＨにスカウトされたエージェントです。もっとも実力は比くらべるべくもなく、一山いくらの戦闘員、という扱あつかいですが。

ミユキ：そうなんだ……。

ＧＭ：なので、同年代で、しかも女じよ性せいながら精せい鋭えい部隊であるケルベロスに抜ばつ擢てきされたミユキを妬ねたみ、敵てき視ししていました。

ミユキ：うーん、鬱うつ陶とうしいなあ……（笑）。

ＧＭ：「女のくせに！」と、毒づいたり、訓練中にも本気であなたに殴なぐりかかってきたりするんですが……。

ミユキ：軽くいなして、特に興きよう味みも抱だきません。

朱香：ミユキちゃん、クール！

ＧＭ：「畜ちく生しよう、畜生！　なんで俺はあいつに勝てない……！」

九鬼：……痛いたましいねえ。




　そして、一年前のある日。和也はコキュートスへと向かった。

　目的は『至高天』を手に入れるため。その起動方法すら定かではないというのに、とにかく手に入れさえすればいい──そんな妄もう執しゆうに取りつかれたのだ。

　ただひたすら強くなりたい。ミユキを、いや、すべてを見返したい。




ミユキ：そんな勝手な理由で、タクミのいるところには行かせない……！

朱香：でも『至高天』のことを知ってたら、他にもこんな風に考える人は多そうだよね。

ＧＭ：そうですね。事実、こういった行こう為いに及およんだのは彼が最初でもなければ、最後でもありません。

晃士朗：だろうな。そういう連中を排はい除じよするのも、俺たちケルベロスの仕事ってわけか。

ＧＭ：そうです。その日は、ミユキに迎げい撃げき命令が下されました。

ミユキ：……わかりました。なら、容よう赦しやはしません。




「どけよ、青峰ミユキ！　俺は──『至高天』を手に入れる！　強くなるんだァッ！」

　右みぎ腕うでを異い形ぎようの爪つめに変化させながら、和也はミユキに襲おそい掛かかった。




ＧＭ：ミユキにすれば、速さも、重さも、技ぎ術じゆつも、すべてがつたなすぎる攻こう撃げきです。妄執にとらわれて、暴ぼう走そうしてしまっているのでしょう。

ミユキ：あなたなんかを、タクミのところへは行かせない。




　すれ違ちがいざまの一いつ閃せん。

　ミユキの氷剣が、袈け裟さ懸がけに〝ストラグル〟桐原和也を切きり裂さく。

「なんで……俺は、勝てない……」

　最後に一言そう呟つぶやき、和也はどうと倒たおれた。

　決着はあっさりと着いた。反はん逆ぎやく者しやの粛しゆく清せいは完かん了りようし、死体は他のエージェントが処しよ理りして終了──それだけの事じ件けんのはずだった。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……というのが、大体の経けい緯いです。

晃士朗：ふん、そんな事件は多いからな。いちいち覚えてられるか。

朱香：あたしはー、あたしにダメージ与あたえられない人は覚えてなーい（一同爆ばく笑しよう）。




　……すごい説得力だ。




晃士朗：俺、覚えててもらえる自信がない（笑）。

ミユキ：私も、ちょっと……（笑）。

晃士朗：とにかく話を戻もどそう。ミユキ、本当に仕し留とめたのか？

ミユキ：……そのはずです。

九鬼：なるほどねえ。殺したはずの男が強くなって戻ってきて、『右手』を奪ってドロンか。

ＧＭ：では、映像の最後に和也はカメラ目線になり、唇くちびるを動かします。音声が無いので声は聞こえないのですが、唇の動きで何を言ったかはわかります。




　映像の向こうで、桐原和也はひきつった笑みを浮うかべ、宣せん言げんする。

「……次はお前だ、ミユキ」




ミユキ：宣せん戦せん布ふ告こく……ね。

朱香：大だい丈じよう夫ぶだよ！　こんな奴にあたしたちが負けるはずないもん！

ミユキ：うん、そうだよね。朱香ちゃんがいてくれれば大丈夫。

朱香：（嬉うれしそうに）えへへ～、もっちろん！

九鬼：……ほんっとうに仲が良いな！（笑）

ＧＭ：なお、ストラグルについては〈情じよう報ほう：ＦＨ〉で難なん易い度ど８の判はん定ていに成功すると、もう少し詳しよう細さいな情報がわかります。

晃士朗：それは俺が調べておこう。……お、一回クリティカル。達成値ちは12だ。映像データのコピーを部下に渡わたして、調べさせておいたという演出。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、以下の情報がわかります。




・〝ストラグル〟桐原和也。元ＦＨエージェント。強さを求めて努力していたがまったく実らず、他のオーヴァード、特に同時期にＦＨに入ったミユキにコンプレックスを抱だいていた。

・友人と呼よべるのは〝レッドピラー〟阿部俊介のみ。彼にだけは気を許していた。

・かつてミユキに倒たおされたが、何者かの手引きによって一命を取りとめ、逃にげ延のびていた。




晃士朗：……ふむ。やはりレッドピラーに接せつ触しよくする必要があるな。

九鬼：そうだねえ。俺も行くとしようか。

ミユキ：リーダー、私も行きます。

朱香：ミユキちゃんが行くならあたしも！

晃士朗：はん、結局全員で行くのかよ。ま、構かまわねえがな。

ＧＭ：そこでシーンを終了しましょう。次は病院に行くシーンですね。







◆Middle03◆レッドピラー

Scene Player ─── 闇条晃士朗




　襲撃事件唯ゆい一いつの生存者である〝レッドピラー〟阿部俊介に会うため、晃士朗たちは京阪七条駅を降おりて徒歩五分の場所にある総そう合ごう病院を訪おとずれた。

　一見何の変へん哲てつもない病院。だがその実じつ態たいは、『神曲』のエージェントが極ごく秘ひ裏りに治ち療りようを受けるための施設であった。




ＧＭ：では、襲撃事件の生存者に会いに行くシーンです。彼は七条の病院に収容されており、あなた方なら簡かん単たんに面会の許きよ可かが下ります。

晃士朗：ああ。メンバー全員で病室に向かう。

九鬼：俺はさっきの映像データを入れたパソコンを持って着いていこうかね。

朱香：（ノックする仕草）こんこん、失礼しまーす。

ＧＭ：「どうぞ」と中から声がかかります。

晃士朗：ドアを開けてずかずか入っていくぞ。レッドピラーだな？

ＧＭ：「……ええ、そうです」と、中にいる二十歳はたち前くらいの線の細い青年が頷うなずきます。

ミユキ：この人が、レッドピラー……。

晃士朗：ここでハンドアウトの情報を思い出す。そうか……お前も資し料りようで見たことがある。ストラグル──桐原和也とずっと組んでいたのはお前だったな？

ＧＭ：「ええ。ですが、あいつは──和也は」と、ちらりとミユキの方を見る。「一年前に死んだはずです」

晃士朗：九鬼、例の映像を見せてやってくれ。

九鬼：あいよ。んじゃ、《電子使い》を使って監視カメラの映像を見せるよ。

ＧＭ：「そんな……馬ば鹿かな……」と、驚おどろいた表ひよう情じようを見せます。

晃士朗：阿部、だったな。お前には聞きたいことがある。

ＧＭ：「俺に、ですか？」

晃士朗：ああ。死んだはずのストラグルがやってきて、施設を襲おそって重要機き密みつを奪だつ取しゆしていった。見事な手て並なみで人員を殺害しながら、生存者はお前さんひとり──。

ＧＭ：「…………はい」

晃士朗：そして、お前は犯人と思しき人物の親友だった男だ。疑うたがうなってほうが無理だろ？

ミユキ：……状況がそろいすぎてます。

朱香：リーダーの言うとおりですよ！　あやしいです！

ＧＭ：「……なるほど、おっしゃることはもっともです。ですが、俺が生き残ったのは偶ぐう然ぜんに過すぎません。この傷きずも交戦の結果です」

九鬼：……それを裏うら付づける証しよう拠こはあるのかねえ？

ＧＭ：そうですね。映像データには、彼が襲しゆう撃げき者しやと交戦している記録もあります。

九鬼：ふむ。シロ……ってことなのかねえ？　今のところは疑う材料はなし、か。

ＧＭ：「……それに」と、俊介は顔を伏ふせます。




「それに、あいつは一年も前に死んだ男です。……もう、忘わすれていたんですよ」




晃士朗：……親友だった男をたった一年で忘わすれる、か。案外情の無い男だな。

ＧＭ：そう言われると、彼は一いつ瞬しゆんぴくりと反はん応のうします。少なくとも、忘れていた、というのは噓うそなのでしょう。

晃士朗：……だろうな。

九鬼：わかっててあえてそこを突付くとは、底意地が悪いねえ。

朱香：友達のことは気にかかるんですね。裏うら切ぎってたとしても……。

ミユキ：（朱香を見て）……友達だからね。それはわかる気がする。

晃士朗：……まあいい。ミユキ、朱香、九鬼。やることはわかってるな。




「最さい優ゆう先せんは『右手』の奪還、そして第二目標として、襲撃犯の抹まつ殺さつだ」

　その場にいる全員──〝レッドピラー〟こと阿部俊介も含ふくめた四人に、晃士朗が告げた。




晃士朗：レッドピラーが怪あやしいのには違ちがいないからな。あえて聞かせて焚たきつけてやる。

ＧＭ：わかりました。彼は黙だまって聞いています。

ミユキ：あ、じゃあ私も阿部さんに言っておきます。あの、勘かん違ちがいしないでね？

ＧＭ：「……何ですか？」

ミユキ：私は彼に恨うらみがあって斬きったわけじゃない。あれは、彼が引き起こしたことよ。

ＧＭ：「わかっています。ただ──」と、何か答えようとして止めます。「いや、あなたが正しい。〝フェンリルバイト〟」

ミユキ：「…………そう」

晃士朗：ここで聞けるのはこんなところか。

九鬼：そんなとこじゃない？

ＧＭ：そうですね。面会可能時間にも限かぎりはありますし。

晃士朗：わかった。なら撤てつ収しゆうするか。

ミユキ：一いち応おう阿部さんに声をかけておこう。じゃあ、私たちはこれで。

朱香：お大事にー！

ＧＭ：「ありがとうございます」と彼は一礼します。




　疑ぎ惑わくを抱かかえたまま、病室を出る四人。頭の中で情報を整理しながら、晃士朗はミユキに顔を向けた。




晃士朗：……映像データでは、ストラグルはミユキに「次はお前だ」って言ってたんだな？

九鬼：ああ、そういえばそうだったねえ。

ミユキ：ええ。彼だとしたら、私を恨うらんでいるのは当然でしょうね。

晃士朗：そうか。なら、十分気をつけろ。

ミユキ：わかりました。

晃士朗：それから朱香、ミユキから離はなれるなよ。

朱香：勿もち論ろんです、リーダー！　ミユキちゃんは私が守る！

ミユキ：（にっこり笑って）ありがとう、朱香ちゃん。

ＧＭ：では、そこで晃士朗の携けい帯たいが鳴ります。

晃士朗：携帯？　誰からだ？

ＧＭ：はい、〝プルガトーリオ〟──美み奈な子こからの着信です。

朱香：あー、お母さんから！　リーダーずるーい！（一同笑）

晃士朗：うるせえ（笑）。

ミユキ：朱香ちゃん、多分お仕事の話よ（笑）。

朱香：はーい。えへへ。

晃士朗：……まあいい。俺だ、と電話に出る。

ＧＭ：わかりました。では、美奈子はいつになく焦あせった様子で「緊きん急きゆう事態よ」と言います。

晃士朗：……何？

九鬼：ほう……？　こりゃ穏おだやかじゃないねえ。

朱香：お、お、お、お母さんが緊急事態!?　大変!!

ミユキ：落ち着いて朱香ちゃん。話を聞きましょう。

朱香：う、うん。

ＧＭ：では、美奈子は言葉を続けます。




「──至し急きゆう、全員マレボルジェに戻って頂ちよう戴だい」




晃士朗：……わかった。何があったかはそちらで聞く。

ミユキ：急がないと！

朱香：リーダー早く早く！

ＧＭ：では、シーンを終了します。何があったか、次のマスターシーンで演出しましょう。







◆Middle04◆胎たい動どう

─── Master Scene




『神曲』の施設が襲撃されて数十分後。襲しゆう撃げき者しやたちは、京都府某ぼう所しよに潜せん伏ぷくしていた。

　隠れ家に潜み、ふたりは戦果を確認する。

『至高天』起動のためのキー……『右手』と呼よばれるマテリアルを。




ＧＭ：では、マスターシーンです。ストラグルと思われる少年と、それを手助けしていた謎なぞの人物。彼らは奪取した『右手』を握にぎり締しめ、もうひとつ、同じような質しつ感かんの、人間の臓ぞう器きのようなものを取り出します。

朱香：おおー!?

九鬼：別のマテリアルがあったのか！




「やったぜ……これも全部お前と、あの人にもらった『肺はい』のおかげだ」

『右手』を握り締め、小柄な少年が歓かん喜きに打うち震ふるえる。その姿を見ながら、傍かたわらに控ひかえる青年は満足げに頷うなずいた。

「この力で、俺は……俺を蔑ないがしろにしたオーヴァードを見返す……っ！」

　少年の心に憎にくしみと、激はげしい衝しよう動どうがわきあがる。それに呼こ応おうするかのように、人体を模もしたふたつのマテリアルが輝かがやき始めた。それは少年の憎しみと衝動、そして激しい欲望ねがいを吸すい取とっているかのように、強く、強く輝きを増ます。

「待ってろよ、青峰ミユキ……。この傷きずの借りは返してやるぜ」

　胸むな元もとの古ふる傷きずが疼うずく。

　少年──〝ストラグル〟桐原和也は、自分を切きり捨すてた少女への憎しみを募つのらせていた。

「まずは小手調べからだ。この力──思い切り試してやる！」

　光の中で少年が右腕を高々と掲かかげあげると、『右手』はその右腕にするりと潜もぐり込こみ、少年と一体となった。

「うおおおおおおおおっ！」




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　一方、その頃ころ、マレボルジェ地下・コキュートス内部にも異い変へんがあった。

『至高天』──水すい晶しようの薔薇ばらが、鳴動を始めたのだ。

　奇くしくもそれは、ふたつのマテリアルが輝き始めたのと時を同じくしていた。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：というところで、シーン終了です。

九鬼：おいおい、これはまずいんじゃねえの？

朱香：『至高天』が起動し始めてるってことだよね!?

ミユキ：そんな……！

晃士朗：それに小手調べ、とか言ってやがるし、何かやらかすつもりなんだろう。うかうかしてられなくなったな。

ＧＭ：はい。詳くわしい状況は次のシーンで演出しますね。







◆Middle05◆『至高天』、起動

Scene Player ─── 青峰ミユキ




　事態は俄にわかに動き始めた。

『至高天』が強きよう烈れつな光を放ち、鳴動を始めたのだ。

〝プルガトーリオ〟永石美奈子ながいし・みなこは、速やかにケルベロスを招集した。




ＧＭ：では次のシーンです。シーンプレイヤーはミユキ。『至高天』の事態が急変し、あなた方ケルベロスは美奈子に招集されます。

ミユキ：『至高天』に何かあったの!?　タクミは無事なの!?

ＧＭ：「説明するより、見てもらった方が早いわ。こちらへ」




　四人が到着するや否いなや、美奈子はいつになく急いだ様子でついてくるよう促うながした。

　地下深くに下り、厳げん重じゆうなセキュリティでロックされた扉とびらを抜ぬけると、アクリルガラスの向こうに光を放つ巨きよ大だいな水晶の薔薇が聳そびえ立たっていた。




九鬼：ひゅう。……ひょっとして、あれが例のヤツかい？

ＧＭ：「ええ。私たちが『至高天』と呼よんでいるものよ」

晃士朗：そういえば、実物を見るのは初めてだな。

ミユキ：（切せつ羽ぱ詰つまった声で）いったい、何が起こっているんですか!?

ＧＭ：「信じがたいけれど──起動を始めているようね」と、美奈子は答えます。

朱香：起動？　お母さん、どういうこと？

ＧＭ：「蓄えた力を今使おうとしている、ということよ。でも至高天はまだ力の行使ができる状態じゃない。だから……見なさい」美奈子が指した方を見ると、水晶の薔薇は外側の花か弁べんから徐じよ々じよにヒビが入り始めています。

ミユキ：ヒビ!?

九鬼：おいおい、やばいんじゃないのかい。

晃士朗：崩ほう壊かいが始まってる……？

ＧＭ：「力の行使に、器が耐えられていないのよ」と美奈子は頷うなずきます。

ミユキ：そんな……！　このままじゃ、タクミは──！

ＧＭ：「至高天が崩壊すれば、融合しているタクミくんも共に消滅するでしょう」重々しく、美奈子は言います。

晃士朗：「とにかく、時間はなさそうだな。わかっていることを説明してくれ」

ＧＭ：「本来、至高天は一定の手順を踏まなければ起動できないの」美奈子の言うことをまとめると、以下の通りになります。




・十個このマテリアルと、適てき格かく者しやたるふたりの特とく殊しゆなオーヴァードが揃そろうことで完全に起動し、『天上の薔薇』と呼ばれる存そん在ざいが現あらわれ、あらゆる願いを叶かなえると言われている。

・適格者のひとりは『至高天』そのものに取とり込こまれ、一体化している。名前は青峰タクミ。




九鬼：名前が出たならそこで気づくかな。思わずつぶやこう。ん？　青峰……？

ミユキ：ええ……。タクミは私の弟です。

朱香：（心配そうな顔で）ミユキちゃん……。

九鬼：なぁるほどね。そりゃ、クールなミユキちゃんも必死になるわな。

晃士朗：おい、与太話は後にしろ。……プルガトーリオ、つまり今は、本来の手順をすっ飛ばしちまってるってわけだな。

ＧＭ：「そういうことね。果実が熟じゆくしてもいないのに、果か樹じゆごと引ひっこ抜ぬこうとしているようなものだわ」

朱香：お母さん、犯人はわかってるの？

ＧＭ：「そうね、起動させたのは『右手』を奪った犯人で間ま違ちがいないと思うわ。そしてマテリアルを介かいして、強烈な願いや執しゆう着ちやくをかなえるために力を引き出している」

晃士朗：なるほどね。

ＧＭ：「ただ、不完全な形で起動した『至高天』は、中ちゆう途と半はん端ぱな形でしか願いを叶かなえない。そればかりか、遠からず崩壊することになるわね。そうなれば──」

ミユキ：私たちの欲望ねがいも、叶かなわない……。




　ミユキの顔がこわばる。──それはつまり、タクミを永久に失うということだ。




朱香：ところで、『神曲』はいくつマテリアルを入手してるの？

ＧＭ：あなた方が確認したのは『右手』のみです。他にも確かく保ほしている可か能のう性せいはありますが、少なくとも美奈子からそれを言うことはありません。

九鬼：それだけなのか。てっきり三つくらいはあるもんだと思った。

晃士朗：はん、所詮俺たちは実行部隊だ。真実を知らされていない可能性は十分あるさ。

朱香：お母さんがそう判はん断だんしたならいいよ！　あたしは全然疑うたがわない！（一同笑）

九鬼：朱香ちゃんはブレないねえ（笑）。

晃士朗：まあいい、一番重要なことが聞きたい。どうやったらこの状況は解かい決けつできる？

ＧＭ：「単純な話よ」




　美奈子は冷たささえ帯びた声で即そく答とうする。

「起動させた人物を殺すこと。死ねば、願いを叶かなえようとする意い志しそのものが無くなるわ」




晃士朗：わかりやすいが時間はねえな。とにかく、あのガキストラグルを追わなきゃならん。

ミユキ：はい、って頷きながら、私は泣きそうな顔でタクミの顔を見ています。

朱香：あたしは、そんなミユキちゃんの肩かたに手を置いて寄より添そっておきます。

晃士朗：……心配なのはわかるが、今そうやってても何も解決しねえ。行くぞ、ふたりとも。

朱香：あ、はい、リーダー。……行こう、ミユキちゃん。

ミユキ：ええ──そうね。

九鬼：やぁれやれ、こっちはこっちで大変そうだねえ。

ＧＭ：では、そこでシーンを終了しましょう。




　晃士朗を先頭に、ケルベロスは扉を開いて野に放たれる。

　アクリルガラスの向こうでは、『至高天』が鳴動を続けていた。まるで、タクミが苦しみ喘あえいでいるかのように。

　ミユキは、一いつ瞬しゆんだけ立ち止まり──悲しげな顔で振ふり向むいた。

「時間がないわ……」







◆Middle06◆ストラグルの力

Scene Player ─── 朱香




　無理やりに願いを引き出され、崩ほう壊かいしつつある『至高天』。

　それを食い止めるべく、ストラグルの足取りを追わねばならない。




ＧＭ：では、ひとまず情じよう報ほう収しゆう集しゆうのシーンになります。シーンプレイヤーは朱香です。

朱香：はーい。今調べられる項目はなんですか？

ＧＭ：そうですね、現状調べられる項目は以下の二点です。




▼ストラグルの協力者について　〈情報：裏社会〉　難易度８

▼〝レッドピラー〟阿部俊介について　〈情報：ＦＨ〉　難易度６




朱香：わかりました。でも、今は心しん情じよう的てきにミユキちゃんと離はなれたくない。こんな状じよう態たいのミユキちゃんを放っておけない……。

ミユキ：なら私わたしもここで登場しますね。朱香ちゃーん。

ＧＭ：わかりました。侵しん蝕しよく率りつを上げておいてくださいね。

ミユキ：……ごめんね、朱香ちゃん。心配かけちゃって。

朱香：ううん、いいの。元気出してね、ミユキちゃん！




　弟のことで頭がいっぱいで、張はり詰つめていたミユキの心を朱香がほぐしてくれる。

　彼かの女じよが必死で動いてくれているのだから、自分も頑がん張ばらねばならないと、ミユキは思った。




朱香：それより、カメラに映うつってたストラグルの協力者について調べてみたんだよ。ＦＨ幹かん部ぶのコネを使って……あ、達成値ち10です！

ＧＭ：では、カメラの映えい像ぞうからいくつかの事実がわかります。協力者はバックアップに徹てつしており、身を隠かくしたり、ストラグルがカバーしきれない広こう範はん囲いの敵てきを倒たおしたりしていました。

朱香：なるほど……。

ＧＭ：逃とう走そうの手引きをしたり、現げん在ざいストラグルを匿かくまっているのもこの人物と見て間ま違ちがいないでしょう。

ミユキ：敵はふたり……か。

晃士朗：こうなるとやっぱりレッドピラー……阿部が怪あやしい。あいつがどういう能のう力りよくを持っているか調べないとな。

朱香：手に入る情報は以上ですか？

ＧＭ：いえ、ストラグルとその協力者について両方の情報が出で揃そろったので、朱香はここであるニュースと映像を入手します。

朱香：ニュース？

九鬼：ひょっとして、あれじゃない？　ほら、「小手調べ」とか言ってたじゃん。

ＧＭ：さすが三田さん、正せい解かいです。ニュースの内ない容ようですが、それは「滋賀にあるＵＧＮ支部のひとつが一ひと晩ばんで壊かい滅めつした」というものです。

一同：ええええええ!?

朱香：ひ、ひとばん……。

九鬼：おいおい、どんな小手調べだよ。

ミユキ：映像って、壊滅したときの映像ですか？

ＧＭ：そうなります。ＵＧＮ支部がどのようにして破は壊かいされたか、という記録です。

朱香：再さい生せいしてみようー！　ポチっとな。




　それは、信じ難がたい光景だった。

〝ストラグル〟桐原和也きりはら・かずやは、彼を迎撃するＵＧＮの部隊めがけ、高々と右みぎ腕うでを振ふり上あげた。

　瞬またたく間まに異い形ぎようの爪つめに変化したその腕うでが、まばゆい閃せん光こうを放ちながら振ふり下おろされる。

　切きり裂さかれ、潰つぶされ、傷きず口ぐちから光の粒りゆう子しとなって消しよう滅めつしていくＵＧＮのオーヴァードたち。

　そして──すべてが終わったあと、そこには巨きよ大だいな爪つめ痕あとだけが残されていた。




ミユキ：しょ、消滅？

朱香：コナゴナに潰された、ってこと？

晃士朗：右手の変化はキュマイラなんだとしても、ちょっと異い常じような破は壊かい力りよくだな。

ＧＭ：彼かれの右腕は、『至高天』が放っていたものと同どう質しつの光を放っていました。そして迎撃したオーヴァードたちは破壊どころではなく、原子レベルで分ぶん解かいされ、消滅しています。明らかに通つう常じようのエフェクトでは考えられない能力です。

朱香：とにかくこの映像、リーダーにも届とどけないと。……ねえ、ミユキちゃん。

ミユキ：うん、何？

朱香：あたしはほとんど覚えてないんだけど──このストラグルって人、こんなことが出来るようなオーヴァードじゃなかった、よね？

ミユキ：……うん。

朱香：あたし、こんなことが出来るオーヴァード……見たことない。

ミユキ：……私もよ。




「……いびつだわ」

　人じん智ちを──否いな、オーヴァードさえも超こえた力。

　その恐おそるべき力を目の当たりにし、ミユキは呟つぶやいていた。







◆Middle07◆暴かれた謎

Scene Player ─── 闇条晃士朗




　京都駅烏丸中央口前に聳そびえ建つ展てん望ぼう塔とう、京都タワー。

　京都市内は勿もち論ろん、晴れていれば大おお阪さかまで一望できる展てん望ぼう台だいで、晃士朗は外を眺ながめていた。




ＧＭ：では、情報収集の続きです。場面は替かわって晃士朗のシーン。

晃士朗：了りよう解かい。さて、早速現げん状じよう一番怪しい男──レッドピラーについて調べておくか。

ＧＭ：どうぞ。〈情報：裏うら社会〉で難なん易い度どは８です。

晃士朗：要人への貸かしを使用して……お、クリティカル。達成値12だ。京都一円を仕切っている連中からの使いが来るという演えん出しゆつで、レッドピラーについての資し料りようを無言で受け取る。

ＧＭ：了解です。資料によると、レッドピラーはブラム＝ストーカー／オルクスのクロスブリード。自分そっくりの従者を生み出したり、不可知の領域を作成して潜むことができます。

晃士朗：……ほう。

ＧＭ：ストラグルを回収し、逃がしたのはレッドピラーで間違いないでしょう。

晃士朗：なるほどな。そりゃ、映像も残ってるわけだ。

朱香：え？　どういうことですか？

晃士朗：オーヴァードとしての能力で、自分をもうひとり作ってたのさ。クィーンアントと同じ、従者を作る能力でな。ついでに言えば、オルクスの能力で身を隠すこともできる。

ミユキ：もしかして、斬きられたストラグルを回収することも……。

九鬼：できるだろうね。そういやＧＭ、病室にいたヤツも従者かい？

ＧＭ：そうです。この時点で、すでに病室はもぬけのカラでしょう。すぐにバレるのを承知の上で、ストラグルのためにギリギリまで情報収集をしていたようです。

ミユキ：……なんだか、健気ですね。

朱香：なるほどー。あ、じゃあここであたしも登場していいですか？　少し侵蝕率を上げておきたいのと、さっきの映像をリーダーに渡したいので。

ＧＭ：問題ありません。侵蝕率だけ上げておいてくださいね。

朱香：はーい。じゃあ携けい帯たいで電話します。リーダー、今どこ？

晃士朗：京都タワー。相変わらず、ここからの眺めは最悪だ。

ＧＭ：京都の人に謝あやまってください（笑）。

朱香：そうなんですか？　あたしは好きだけどなー（笑）。

晃士朗：それより、用よう件けんはなんだ。

朱香：あ、そうそう、さっきメールでおくりました！　防衛隊が壊滅したニュースです！

晃士朗：ニュースと映像を確かく認にんして眉まゆを顰ひそめる。……これが『至高天』の力ってわけか。

朱香：そうなんです。……リーダーの方は進しん展てん、ありました？

晃士朗：ああ。レッドピラーは間ま違ちがいなくクロだ。そう言ってさっきの情報を説明する。

朱香：分身を作ってたんですか……！

晃士朗：そうだ。……そういやあ、思い出したぜ。あのふたりのことをな。




「桐原和也ストラグルと阿部俊介レツドピラー……ね。あいつらか。何かと言うと、ストラグルをレッドピラーが庇かばっていた光景を思い出したぜ」

　くくっと笑いながら、晃士朗は彼らふたりのことを思い出していた。

　取るに足りない、くだらない友ゆう情じようごっこ。当時はそう見えたし、今もそうとしか思えない。




晃士朗：確たしかに仲は良かったな。付き合っているのかと思ったぐらいだ（一同笑）。

朱香：私とミユキちゃんみたいな関係だったのかな？

晃士朗：そうだった、と言ったらお前は怒おこるか？

ミユキ：おぉー、面白い切り返しです。

朱香：んー……（少し考かんがえ込こむ）。怒おこらない。だって、可か哀わい相そうだもん。

一同：（どよめく）




「あたしとミユキちゃんみたいな関係だったのに、結局レッドピラーさんはおいてきぼりにされて、裏うら切ぎられちゃったんでしょ？　守りきれなかったんでしょ？」

　携帯で通話しながら、朱香はふるふると首を振ふった。

　その言葉は、裏を返せば──何があってもミユキを守りきる、という決意でもある。




朱香：あたしは、そんなことにならないもん。いつまでもミユキちゃんの側にいるよ。

晃士朗：はん、お友達ごっこをするな、とは言わんがな。やることは忘わすれるなよ。

朱香：わかってまーす、と言って電話を切ります。

晃士朗：騒そう々ぞうしいヤツだ。俺おれも電話を切って、京都タワーを去る。

ＧＭ：では、これで潜伏先について調べることができるようになるんですが、その前にイベントが発生します。一度シーンを終しゆう了りようしましょう。

朱香：あ、守りきれなかったレッドピラーに〝同どう情じよう〟でロイスを取っていいですか？

ＧＭ：おお、なるほど。勿論許きよ可かします。

晃士朗：素す晴ばらしい（笑）

九鬼：模も範はん的てきなロイスの取り方だなあ。






オルクス　自身の〝因子〟を周囲の空間に浸透させた〝領域〟を作成し、領域内の事象を自在に操ることができるシンドローム。









◆Middle08◆襲しゆう撃げき

Scene Player ─── 青峰ミユキ




　明けて翌よく日じつ。ストラグルたちの行方は、まだ杳ようとして知れない。

　手がかりもつかめないまま、ミユキと朱香はふたりで歩いていた。




ＧＭ：ではここでミユキと朱香のシーンになります。

朱香：はーい。まだやっぱり心配なので、付かず離はなれずミユキちゃんといるよ。

ミユキ：朱香ちゃん……ありがとう。

ＧＭ：了解です。では、あなた方は夕ゆう暮ぐれの鴨かも川がわ沿ぞいをふたりで歩いています。




　晃士朗と九鬼は、今いま頃ごろ調ちよう査さと追つい跡せきを進めているのだろう。

　ミユキはやはり弟が心配なのか、表ひよう情じようにどこか精せい彩さいを欠いている。

　そんなミユキに、朱香はずっと寄より添そっていた。




ＧＭ：……というところで、《ワーディング》が展てん開かいされます。

ミユキ：こんなところで!?　とっさに身み構がまえます。

朱香：あたしも両りよう腕うでに籠こ手てをつける。ミユキちゃん……！

ＧＭ：そこに、ミユキより少し背せが低いくらいの、小こ柄がらでちょっと皮肉っぽい笑いを浮うかべた少年が現あらわれます。

ミユキ：ストラグル……桐原、和也。

ＧＭ：「覚えててくれたか。久ひさしぶりだな、青峰ミユキ」

朱香：あたしはミユキちゃんとストラグルの間に入って、守る態たい勢せいに入ります。

ＧＭ：「どけよ。お前も潰されたいのか？」

朱香：……どかない。ミユキちゃんは、あたしが守る。

ＧＭ：「ふん、なら好きにしな。まとめて叩たたき潰つぶしてやるよ」

ミユキ：……何が狙ねらいなの？

ＧＭ：「狙い？　そうだな」　彼はにぃっと笑って胸むな元もとをはだけます。そこには、かつてミユキが切きり裂さいた傷きず跡あとが痛いた々いたしく残っています。

ミユキ：その傷きずの意い趣しゆ返し、とでも言うつもり？

ＧＭ：「半分正解だ。この傷は俺の弱さの証あかし──お前に負けた証」




　ストラグルの右腕が徐じよ々じよに光を帯び、禍まが々まがしい破壊のエネルギーが高まっていく。

「俺のこの『至高天』の力で！　この傷をつけたお前を倒し、俺は過か去こを乗のり越こえる！」




ミユキ：……言いたいことはそれだけ？

ＧＭ：その言葉には顔をゆがめます。「何……？」

ミユキ：あなたは力を借りてきて、強くなったように錯さつ覚かくしているだけ。おもちゃを手に入れて喜んでいる子こ供どもと同じよ。そんな力、何も得ることはできないわ。

ＧＭ：「ッ……！　そんな言葉は、俺をもう一度倒してから言え！」




　激げつ昂こうしたストラグルの右腕が、強きよう烈れつな光を放った。それは、防衛隊が壊滅した時に放たれたものと同じ──『至高天』の放つものと同種の光。

　破壊の力を迸ほとばしらせ、その拳こぶしはミユキと朱香めがけて撃うち込こまれる！




ＧＭ：雄お叫たけびを上げつつ、エネミーエフェクト《加速する刻とき》を使用。本来はイニシアチブプロセスに即そく時じ行動というものですが、現在は戦せん闘とう中ではないので一発攻こう撃げきします。

晃士朗：こいつのパンチ力が見られるわけか。

ミユキ：とっさに身構えます。

朱香：ミユキちゃん、危あぶない！

ＧＭ：「ふたりまとめてぶっ潰つぶれろぉ！」《破壊の爪》は敢あえて使わず、素す手でで殴なぐってくる。そしてマイナーの直前にオートアクションで『右手』を起動！

朱香：それでもあたしはミユキちゃんを守るよ！

ミユキ：朱香ちゃん……！

ＧＭ：《コンセントレイト：キュマイラ》＋《獣けものの力》＋《ジャイアントグロウス》＋《吹ふき飛とばし》で……54！　『右手』の効こう果かで、装甲値無む視し、ガード不ふ可かです！

ミユキ：それは……流石に避さけられない！

朱香：……それでもあたしはミユキちゃんを守る！　《炎えん陣じん》でカバーリング！

ミユキ：朱香ちゃん……っ！

晃士朗：《氷雪の守しゆ護ご》は使えるから、あとはどれだけダメージが出るかだな。

ＧＭ：ダメージは……低いな、46点。

朱香：きゃあっ!?　ガード値も装甲値も効きかないし、倍になるから……92点!?

ＧＭ：それに、《吹き飛ばし》の効果で10ｍ後ろに吹き飛ばされます。

朱香：《氷雪の守護》を使ってもダメですね。《リザレクト》します。……10点回かい復ふく。

ミユキ：朱香ちゃんっ!!

朱香：……大だい丈じよう夫ぶ、だよ。




　一いつ瞬しゆん、激はげしく炎が舞まい上あがった。その中で防ぼう御ぎよ姿し勢せいをとっていた朱香が、ミユキの代わりにストラグルの一いち撃げきを受けて吹き飛ばされる。

　普ふ通つうなら即そく死しするはずの打だ撃げきを受けながらも、朱香は膝ひざをつかなかった。




ミユキ：朱香ちゃんがここまでやられるなんて……。お願い、無理しないで。

朱香：大丈夫よ。こんなのでやられないもん……！

ミユキ：……よくも朱香ちゃんを！

ＧＭ：「ちっ、遊びすぎたか。思った以上にしぶといな」と言って、ストラグルは朱香を一いち瞥べつします。「〝フェニックスガード〟。お前がミユキの盾たてってわけか」

朱香：そうよっ！　ミユキちゃんはあたしが守るんだから！

ＧＭ：「なるほどね。お前、俺の知っているやつに似にてるわ」

朱香：レッドピラーはどうしたのっ!?　友達なんでしょ!?　どうしていつも一いつ緒しよに居いないのよ？　彼はどうしてあなたを守らないの!?

ＧＭ：朱香がそう言うと、別の場所から声が聞こえます。「庇って盾になって立つだけがガードだと思っているんですか？」

朱香：何ぃ─────っ!?　あたしのアイデンティティをバカにしたな!?（一同爆ばく笑しよう）

ミユキ：誰だれ!?

ＧＭ：《見えざる道》を使用し、レッドピラーが登場します。




　和也の影かげの一部が盛もり上あがり、次第に人の形を取る。そこから現あらわれたのは、背の高い面長の青年──〝レッドピラー〟阿部俊介だ。

「和也、限げん界かいです。ここは退しりぞきましょう」

　そういうと、俊介は和也を抱かかえた。




ミユキ：限界……？

ＧＭ：「っぐ……そうみたい、だな。まだ制御し切れないか……」と言うと、和也は少しふらつきます。見れば、彼は両目や耳、鼻から出血しているようです。

晃士朗：……反動が来てるってことか。

ＧＭ：「……また来るぜ」と言って《瞬しゆん間かん退たい場じよう》および《瞬間退場Ⅱ》を使用。

ミユキ：待って、『右手』を返して！

ＧＭ：それには答えず、ふたりは退場します。

朱香：じゃあ、ちょっと緊きん張ちようの糸が切れてがくっと膝を突つく。

ミユキ：朱香ちゃん！　慌あわてて駆かけ寄よって抱だき起おこします。しっかりして！

ＧＭ：あ、このタイミングで《鋼はがねの肉体》は使っていいですよ。

朱香：じゃあミユキちゃんに抱だき起おこされながら、《鋼の肉体》を使います。二回使って、なんとか全ぜん快かい。（Ｖサインを見せて）だいじょう……ブイ！（笑）

ミユキ：じゃあ、朱香ちゃんにぎゅっと手を回して抱きつく。

朱香：ミユキちゃん？

ミユキ：……こんな無茶をして。朱香ちゃんになにかあったらどうするの？

朱香：大丈夫、あたしはやられないよ。だってミユキちゃんを守るんだもん！

ミユキ：朱香ちゃん……。でも、不安なの。

朱香：不安？

ミユキ：……うん。私──ストラグルのこと、ほとんど覚えてなかった。戦ったことさえ、顔を見るまで忘れてたの。

九鬼：言い切られた（笑）。

晃士朗：まあ、そのくらい弱かったんだろうな。

朱香：うん、うん、って頷いて聞いてます。

ミユキ：それが、見たこともないくらい強くなってて……。朱香ちゃんがこんなにケガをするくらいに。

朱香：あ、あたしは大丈夫だってば！　へっちゃらだよ、こんなの！

ミユキ：でも……次に戦ったら、無事じゃすまないかもしれない。それに──。

朱香：それに……？

ミユキ：アイツに勝たないと、至高天は守れない。タクミは帰ってこない……。

朱香：だ、大丈夫だよ！　勝てるよ！　ほら、あたしがミユキちゃんを守るから！

ミユキ：朱香ちゃん……。




　見せ付けられた力と、弟をこのままにしておけないという焦燥。

　ミユキは、かつてないほど不安を感じていた。




ミユキ：そのまま、ぽろぽろと涙をこぼして泣き出します。

朱香：（慌てた声で）あああ、大丈夫、大丈夫だってば！　あたしはもう元気だし、お母さんだって何とかしてくれるよ！

ミユキ：うん……。

朱香：そうだ、お母さんだ！

ミユキ：……美奈子さん？

朱香：うん！　お母さんに相談してみようよっ！

晃士朗：そうなるのかよ！（笑）

九鬼：ま、まあ朱香らしいが（笑）。

ミユキ：……うん、そうだよね。そう言って顔を上げます。




　朱香が美奈子の名前を出したとたん、迷いが晴れたかのような顔を見せるミユキ。




晃士朗：ちょ、早い（笑）。

ＧＭ：それでいいんですか!?（笑）

朱香：これがお母さんのパワーですよ。

九鬼：何か違う気がする……（笑）。

ミユキ：ふふ……。朱香ちゃんと美奈子さんが居てくれるなら大丈夫だよね。

朱香：（とてもいい笑顔で）うん、いつでも一緒にいるよ！

晃士朗：も、もう立ち直りつつある。

九鬼：どんだけ信頼されてるんだよ、美奈子は（笑）。

ＧＭ：本当に素直ないい子に育ってくれています、ふたりとも。

晃士朗：いくらなんでも素直すぎるわ！（笑）

九鬼：マジで洗脳されてるんじゃないかと思ったぞ、おい（笑）。

ＧＭ：俺もそう思います。ＧＭでさえ予想外（一同爆笑）。

朱香：失礼な。お母さんの人徳ですよ？（笑）

ミユキ：そうですよ。私や朱香ちゃんが困ったら、美奈子さんが助けてくれるんです（笑）。

晃士朗：そ、そうか。

朱香：あたしはミユキちゃんを守らなきゃ、っていう義務感と、お母さんへの信頼で胸がいっぱいなのです（胸を張る）。

ミユキ：というわけで、さっきまで泣いていたのが噓のように泣き止みます。

朱香：よかった！

ミユキ：戻ろう、朱香ちゃん。急いで報告しないと。そう言って手を握る。

朱香：うん！　帰ろう、お母さんのところに！

ミユキ：ええ。戻もどりながら、心の中で思います。




　──そうだ。私の帰る場所は、ファルスハーツなんだ。




晃士朗＆九鬼＆ＧＭ：ええええええええええええ!?（笑）

朱香：そうだよ！　あたしたちの帰る場所はファルスハーツ！（笑）

ミユキ：うん！

九鬼：ミユキまで美奈子に取り込まれつつある……っ！（笑）

ＧＭ：完全に染まってますね。いやあ、すばらしい。

晃士朗：こうやって美奈子に搦め取られていくのか。まるで蟻地獄だな。

九鬼：おっそろしいなあ（笑）。

ＧＭ：では、その辺で次のシーンに行きましょう（笑）。






鴨川　京都府京都市を流れる一級河川。特に三条大橋と四条大橋の間の川岸は、繁華街が近いこともあり、週末になるとカップルをはじめとして多くの人がたたずむ。

《加速する刻》　高速行動し、イニシアチブプロセスに追加行動を行うエネミーエフェクト。

《獣の力》　人間には不可能なほどの力で攻撃を行うキュマイラのエフェクト。

《ジャイアントグロウス》　肉体の一部を巨大化し、広範囲に攻撃を行うエグザイルのエフェクト。

《吹き飛ばし》　驚異的な力で相手を吹き飛ばすキュマイラのエフェクト。

《氷雪の守護》　自身の周囲に氷の壁を展開し、攻撃の威力を減衰させるサラマンダーのエフェクト。

《見えざる道》　領域を調節して自分だけの道を作り出し、自在に登場・退場できるオルクスのエネミーエフェクト。

《瞬間退場》　即座に退場することができるエネミーエフェクト。

《瞬間退場Ⅱ》　《瞬間退場》と同時に使用することで、任意の対象とともに退場するエネミーエフェクト。

《鋼の肉体》　筋肉の力で傷を無理やり塞ぐキュマイラのエフェクト。









◆Middle09◆特定

Scene Player ─── 九く鬼き




　ミユキと朱香が襲撃を凌いだころ、九鬼と晃士朗の調査もひと段落しようとしていた。

　お気に入りの場所である京都駅ビル大階かい段だんの最上部で、九鬼はノートパソコンを叩たたく。




ＧＭ：では次のシーンです。シーンプレイヤーは九鬼。ミユキたちが襲おそわれた直後です。

九鬼：了りよう解かい。潜せん伏ぷく先について調べるんだったな。

ＧＭ：はい。それと、ミユキと朱香を襲おそったストラグルの力についても調べることができます。それぞれの技ぎ能のうと難なん易い度どは以下のとおりです。




▼ストラグルの潜伏先について　〈情じよう報ほう：裏うら社会〉〈知ち識しき：京都〉　難易度10

▼ストラグルの力について　〈情報：ＦＨ〉〈知識：レネゲイド〉　難易度８




九鬼：とりあえず、潜伏先について調べた方がいいかな？

晃士朗：片かた方ほうは俺おれが登場して調べるぞ。

九鬼：なら、難むずかしい方を任まかせるよ。俺はストラグルの力について調べる。〈知識：レネゲイド〉で……うん、達成値ち９で成功だ。いつもの京都駅で、ノートパソコンを叩たたいている。

ＧＭ：では、電子音とともにデータが表ひよう示じされます。




・強さへの執しゆう念ねんが『至高天』を起動させ、ストラグルに力を与え続けている。時間の経過とともに彼は強大になり、同時に『至高天』は崩壊に近づく。

・進行状じよう況きようによってエフェクトの追加やレベル上じよう昇しよう、Ｅロイスの増ぞう加かなどが発生する。

・シーン終了時に、すべての能力値が＋３される。




一同：ええええええええ!?

晃士朗：＋３って、毎シーンダイスが三個増えるってことかよ。これはきつい。

ミユキ：ただでさえ、さっきあんなに強かったのに……。

晃士朗：ひとまずこっちも潜伏先について判はん定ていしておく。〈知識：京都〉は持ってないが、【精せい神しん】で判定できるのでこちらを使おう。……財ざい産さんポイントを１点使って成功。

ＧＭ：では、そちらも大体の場所が特定できます。




　知ち恩おん院いんや八坂神社近辺でレッドピラーらしき人物の目もく撃げき情報があり、総そう合ごうすると、円山公園のあたりで足取りが途と切ぎれていた。何らかのエフェクトを使って潜ひそんでいるのだろう。




晃士朗：なるほどね。じゃあ、九鬼のところに行くぞ。こんな所にいやがったのかて。

九鬼：ん、ああ……すまんねえ、空が近いところが好きなんだよ。ほら、なんとかと煙けむりは高いところに昇のぼるって言うだろ？（笑）
















晃士朗：自分で言うんじゃねえよ。で、どうした？　なんかわかったのか。

九鬼：まあね。大分ヤバいみたいよ？　と言って、ストラグルの力について説明しよう。

ＧＭ：ちなみに能のう力りよく値の加算は、ＰＣが『至高天』の起動を確かく認にんした時──ミドルフェイズ５シーン目の終了時から数えます。

九鬼：ということは……このシーンが終わると＋15になるのか！

朱香：や、やばーい！

晃士朗：……「時間が無い」ってのは、こういう意味でもあったのかよ。

九鬼：ああ。時間が経たつほど、あいつは際さい限げんなく『至高天』から力を吸すい出だすんだろうねえ。そうして、ミユキちゃんの弟さんが弱っていき──。

晃士朗：代わりにストラグルが強くなる、か。

九鬼：そういうこと。厄やつ介かいなことに限げん界かいは見えないし……最悪、って感じだねえ。

晃士朗：なら、降おりるか？

九鬼：（肩かたをすくめて）まさか。ＦＨエージェントにそんな選せん択たくの自由ないでしょ？

晃士朗：……お前は正せい規きのメンバーじゃない。

九鬼：それはそれでつれないねえ。それに──このまま見み捨すてちゃ寝ね覚ざめが悪いよ。

晃士朗：それはミユキの弟のことか？

九鬼：ま、そんなとこ。ところで、潜伏先とかはもう調べたんだろ？

晃士朗：ああ、円山公園のあたりで間ま違ちがいなさそうだ。

九鬼：枝垂桜で有名なあそこか、こりゃまた風流だねえ。んじゃ、行くとしますか。

晃士朗：ああ。ガキふたりを呼よび出だして、とっとと取とり押おさえに行くぜ。

九鬼：ほいほい、わかりましたよっと……。そう言って、ノートパソコンを閉とじよう。

ＧＭ：わかりました。では、そこでシーンを終了しましょう。




　立ち上がって頭をぼりぼりと搔かきながら、九鬼はミユキと朱香のことを思い出す

　眠ねむり続けるセシリアと変わらぬ年でありながら、苛か烈れつな戦いに身を投じる少女たち。

「ま……おっさんとしちゃ、あの子セシリアと同年代の娘に嫌きらわれたくはないんでね」

　精せい々ぜい頑がん張ばらせてもらうさ、と、九鬼は声に出さずに呟つぶやいた。






知恩院　京都市東山区にある浄土宗総本山の寺院。創立者は法然。

円山公園　京都市東山区にある公園。祗園枝垂桜に代表される桜の名所。









◆Middle10◆驟しゆう雨う、桜の下で

Scene Player ─── 大門寺朱香




　円山公園。「祗ぎ園おん枝垂桜」に代表される桜の名所だ。

　四月ともなれば花見客で賑にぎわうはずの公園は、果たして不自然なまでに人気が少なかった。

　今にも降り出だしそうな曇くもり空ぞらが、これから起こる戦いの予兆であるかのようだ。




ＧＭ：では、次のシーン。突き止めた潜伏先に攻せめ込こむシーンですね。

晃士朗：当然だ。こうしてる間にもストラグルが強くなっちまう。

朱香：お母さんに報ほう告こくしたら、即そくやってきますよ！

九鬼：何なら今からクライマックスでもいいくらいだ（笑）。

ミユキ：考える時間を間に挟はさまないほうがいいわね。

朱香：あたしもミユキちゃんも「命令される[image: ]はいと頷うなずいて即そく時じ行動」モードです。

ＧＭ：了解です。では、全員登場。

晃士朗：ここにレッドピラーとストラグルがいる。ストラグルの野や郎ろうは時間が経つほど『至高天』から力を引き出して強くなるってことだ。

ミユキ：一いつ刻こくも早く止めないと、ってことね。

晃士朗：そういうこった。──やつを殺せば、この現げん象しようは止まる。

ミユキ：こうして話してる時間ももったいないわ。早く行きましょう。

晃士朗：ああ、まずは連中を捜し出だすぞ。……で、具体的にはどうすりゃいいんだＧＭ？

ＧＭ：はい。判定方法ですが……。

朱香：あ、ちょっと待って！　ねえミユキちゃん、いつもみたく髪を結ぶよね？

ミユキ：うん、そうだけど……。

朱香：じゃあいつもどおり、ミユキちゃんの髪をまとめたげるね。

ミユキ：あ……うん。ありがとう、朱香ちゃん。

朱香：うん。あたしとミユキちゃんのコンビなら、あんな奴やつらにぜーったい負けないよ！

ミユキ：そっか。──そうだよね。うん、勝たなきゃね。




「ストラグルを倒たおして、タクミを助けるの」

　朱香がまとめてくれた髪を、ミユキがシュシュでひとつにくくる。──いつもの通り。

　その表ひよう情じようは、凛り々りしく引ひき締しまっていた。




九鬼：なんだそりゃあ。ふたりのおまじないかい？

ミユキ：（朱香と顔を見合わせる）……んー、ごめんなさい。ナイショ（笑）。

朱香：そうなの、ふふ（笑）。

九鬼：……女の子同士の秘ひ密みつか。ならおじさんはすっこんでるよ（笑）。

ＧＭ：えーと（笑）。では──そんなあなた方を、既すでにレッドピラーは認にん識しきしています。

晃士朗：ほう？




「ハァ、ハァ、ハァ……」

　飛び散る血ち飛沫しぶき。辺りには、そこかしこに血だまりが出来ている。

　すべては〝レッドピラー〟阿部俊介あべ・しゆんすけが自身の身を裂さいて創つくったものだ。

「嗅かぎ付つけて──きましたか──」

　ボコ、ボコ、と、血だまりから人ひと影かげが──彼かれの従じゆう者しやが現あらわれる。自らのダメージも省みず、ただ、親友の邪じや魔まをしようとする者たちを倒たおすため、俊介は血を流す。

「和かず也やは……俺が守ります」




ＧＭ：というわけで、現在レッドピラーは《不ふ可か視しの領りよう域いき》を使用して隠れています。このままあなた方に不意打ちを仕し掛かけようとする魂こん胆たんですね。

ミユキ：なるほど。しかし、献けん身しん的てきというか何というか……。

朱香：なんでそこまで尽つくすんだろう。

ＧＭ：不意打ちを避さけ、レッドピラーの居い場ば所しよを探さぐり当あてるには以下の判定が必要です。




▼隠いん蔽ぺいされた領域を見み破やぶる　〈知覚〉〈知識：京都〉　難易度：対決

▼ミスリーディングに惑まどわされず追つい跡せきする　〈意い志し〉〈知識：京都〉　難易度８

▼不意打ちを避ける　〈回かい避ひ〉〈知覚〉難易度10




・判定できるのはひとり一回のみ。ひとつの判定に挑ちよう戦せんした場合、別の判定はできない。

・成功した回数によって、レッドピラーや彼の従者と戦う際さいの難易度が変化する。




晃士朗：〈知識：京都〉なんて技能はさすがに持ってないが、【精神】が使えるならそっちのほうが目はあるな。なら、まずは俺が最初の判定をしよう。

ＧＭ：了解です。これはレッドピラーの〈知覚〉との対決になります。……お、クリティカルした。こちらの達成値は18です。

晃士朗：これは難しいな。……一回クリティカルしたが達成値は14。サポートスタッフを使っても16か。タイタスを使えば１Ｄ10達成値が伸のびるから、１が出ない限かぎり大だい丈じよう夫ぶなんだが。

九鬼：これに失敗しても、逃にげられちゃうわけじゃないよねえ？

ＧＭ：はい。位置の特定に時間がかかるので、その分レッドピラーが迎げい撃げきに十分な準じゆん備びをします。これによってあとで発生する戦せん闘とうで少し不利になります。

晃士朗：よし、レッドピラーのロイスをタイタスにして昇しよう華かする。怪あやしいとは思っていたが、やはり裏うら切ぎり者ものだったしな。これで１以外なら成功だ。よっと（ダイスを振ふる）。




　そして、晃士朗が振ったダイスの出目は「１」。




一同：あああああああああ！

ＧＭ：まさかの１ですね（笑）。

晃士朗：これは悔くやしいな。なんとかしたいが……駄だ目めだ、さすがにタイタスふたつは切れん。無む駄だ打ちになっちまうが、しょうがない。

ＧＭ：では、他に誰だれか判定しますか？　別の判定でも構かまいません。

九鬼：なら、俺が追跡のための〈意志〉判定をしようかねえ。




　この判定は、九鬼が難なんなく成功。続いて、不意打ちを避けるための〈回避〉判定も、ミユキが高い【肉体】を活かして成功する。

　朱香は最初に晃士朗が失敗した判定に再さいチャレンジするが、これは失敗に終わった。




朱香：ダメだったー（笑）。

ミユキ：18は流石に厳きびしいよ。

晃士朗：ＧＭと俺の出目を恨うらんでくれ（笑）。とはいえ、ふたつは成功したか。

ＧＭ：そうですね。ちっ、もっと敵てきを強化したかったのに。

九鬼：しなくていいやい！（笑）

ＧＭ：では──レッドピラーの許もとに辿たどり着つきます。




　桜の迷めい宮きゆうを潜くぐり抜ぬける四人。その眼がん前ぜんにレッドピラー──阿部俊介が現れる。

「来たか……」

　青ざめた顔、傷きずだらけの体、そして──夥おびただしい流血。

　満開の枝垂桜は、流れる血を吸すって咲さき誇ほこるかのようだった。




九鬼：桜は綺き麗れいだが、風流とは言い難がたいな。

ＧＭ：肩で息をしながら血まみれのレッドピラーがキミたちを迎むかえ撃うちます。「これ以上、和也の邪魔はさせません」

九鬼：そうだな、ここで俺はレッドピラーにロイスをとろう。どうしてそこまで体を張はれる？　なんか弱みでも握にぎられてんのかよ。

ＧＭ：「……親友のために何かするのに、理由が必要ですか？」

ミユキ：その気持ちは立りつ派ぱだと思うけど……ね。

朱香：なんだか、必死すぎる気がするね……。

ＧＭ：「追おい詰つめられてる彼には、俺が必要なんです……」

九鬼：だったら、処しよ分ぶんされるのも覚かく悟ごの上なんだな？

ＧＭ：「素す直なおに処分されるつもりはありませんよ。……行きます！」そういうと、地面の血だまりが盛もり上あがり、真しん紅くの人形のような姿すがたの従者が現あらわれます（と、ポーンを配置する）。

晃士朗：……ある意味、こいつが一番壊こわれちまってるな。ストラグルのほうがまだ自分の目的がはっきりしてる分マシかもしれん。

朱香：……すごく、その、なんというか。感じるものがあるんですが（笑）。

九鬼：うん、朱香はそうだろうなあ。自分の闇やみの姿みたいなもんだろう。

ミユキ：朱香ちゃんは大だい丈じよう夫ぶよ。

朱香：う、うん。そうだよね。

晃士朗：おい、ストラグルはどこにいる？

ＧＭ：「知りたければ、俺を倒してみたらどうです？」

晃士朗：……ふん。




「間ま違ちがえるなよ」

　晃士朗の隻せき眼がんが硬こう質しつな輝かがやきを帯びる。

「お前はここで死ぬ。それは覆くつがえらない」




晃士朗：だからここで聞いてるんだ。もう一度聞くぞ、ストラグルはどこだ？

ＧＭ：「はは……なるほど。いいでしょう、どうせもう遅おそい」

晃士朗：遅い？　どういうことだ。

ＧＭ：「和也は『至高天』に向かっています。今以上の力を引き出し、完全にその力を独どく占せんするために、直ちよく接せつアクセスをするつもりでしょう」

晃士朗：……オトリかよ、お前。

九鬼：やれやれ。どこまでも献身的だねえ……。

ミユキ：そのためにここに残ったのね。

朱香：……そばにいなくても、あなたは大切な人を守れる。そう言うのね？

ＧＭ：「そうですよ。あなたと俺の守り方は……違ちがいます」

朱香：そう言い切れるあなたは、強いね。でも、やっぱりあたしは──守るときは、その人のことを見ていたい。離はなれたら、それで終わりだと思う。

ＧＭ：「離れたら終わり……ですか」ふっ、とレッドピラーは軽い嘲ちよう笑しようを浮うかべます。「それがあなたの本音ですよ。あなたは、守るといいながらその相手に依い存そんしているだけだ」

朱香：なんとでも言ったらいい。依存でもなんでも、誰だれかを──ううん、ミユキちゃんを守ることが、あたしの存そん在ざい意い義ぎだもん！

ミユキ：……ありがとう、朱香ちゃん。

九鬼：なんというか、鏡を突つきつけあってるみたいだねえ。

ＧＭ：「存在意義、か。俺も同じですよ」




「俺は和也を──あいつを守ります」

　満まん身しん創そう痍いの体でそう言い放つレッドピラー。

　対たい峙じする朱香もまた、強い意志を秘ひめた瞳ひとみで答える。

「あたしは、ミユキちゃんを守る」




朱香：そう言ってミユキちゃんの隣となりに立つよ！

ミユキ：レッドピラー、あなたがその道を選ぶのなら、私わたしはあなたを倒します。

ＧＭ：「やってみせてください。──俺は、和也を守り抜ぬいてみせます」

九鬼：……なんで、守るって言葉がこうも歪ゆがんで聞こえるんだろうねえ。

晃士朗：当然のこったろ。俺たちが歪んでるからさ。

ＧＭ：ぐうの音も出ない答えですね。……では、戦闘に入ります。




◆第一ラウンド

[image: ]

九鬼：（配置図を見て）エンゲージしてないのか！

ミユキ：めんどくさーい！

ＧＭ：セットアップはこちらは全員なにもありません。ＰＣ側は何かしますか？

晃士朗：いや、こっちも何もないな。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスです。まずは行動値18で従者が動く！

朱香：はやーい！

ＧＭ：従者のうち二体が《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》＋《血族》。手から血の弾だん丸がんを放って攻こう撃げきしてきます。対象は両方ともミユキ！




　従者のうち二体が、手から血の弾丸を放ってミユキを狙ねらう。だが、一発は朱香の炎ほのおに阻はばまれ、カバーリングした朱香に５点のダメージを与あたえるに留とどまる。




ＧＭ：く、だが二撃目が飛ぶ！　……達成値25！

ミユキ：さっきより厳しいけど……あ、クリティカル！　またクリティカル！　27で回避！

朱香：すごいよミユキちゃーん！

ＧＭ：ぬうう……だが三体目の従者Ｃが攻撃。コンボは《雨あま粒つぶの矢》＋《血族》。「ぐぉぉ……」と呻うめきながら、体を引ひき裂さいて血飛沫を一面に降ふらせて攻撃！

九鬼：げ、シーン攻撃ぃ!?

晃士朗：《雨粒の矢》だと《コンセントレイト》を組み合わせられないから、従者それぞれで攻撃方法を変える手か！




　だが、この攻撃は一度もクリティカルせず達成値は９に留まる。ミユキや朱香はもちろん、防ぼう御ぎよの苦手な晃士朗もドッジに成功した。

　唯ゆい一いつ、九鬼にだけは命中したのだが、ブーストアーマーの装そう甲こう値に阻まれてダメージは11点。致ち命めい傷しようには程ほど遠とおいダメージである。




九鬼：俺だけ食らっちまったか。ま、この程てい度どなら問題ないさ。

晃士朗：装甲値15点はさすがにすごいな。

ＧＭ：では、行動値12でレッドピラーが動きます。




「──おおおおおおおッ！」

　絶ぜつ叫きよう。レッドピラーの全身から噴ふき出だす鮮せん血けつが槍やりとなり、雨のように降ふり注そそぐ。




ＧＭ：《雨粒の矢》＋《血族》＋《惑まどいの一いち撃げき》＋《マインドエンハンス》！　達成値は21、ドッジする場合はダイスをマイナス３個こします。

晃士朗：３個減へると俺はダイスを振ふれない。食らってリザレクトだな。

ミユキ：私もドッジ失敗。朱香ちゃん、私はまだ大だい丈じよう夫ぶだから、九鬼さんを！

朱香：わかった！　じゃあ《炎えん陣じん》＋《氷盾》で九鬼さんをカバーリングしますっ！

九鬼：すまんな。

ＧＭ：……ぐ、ダメージのダイスが悪い。29点。

晃士朗：装甲がないからぴったり０だ。《リザレクト》しておこう。８点回かい復ふく。

ミユキ：28点受けて残りＨＰは７。まだ大丈夫かな。

朱香：20点止める！　８点が倍になって、16点ダメージ。まだ全然大丈夫！

晃士朗：……よし、俺か。《サイレンの魔ま女じよ》＋《黒の鉄てつ槌つい》＋《マインドエンハンス》で全員に攻撃だ！　達成値は27！

ＧＭ：く……こちらは全員ドッジ失敗。

晃士朗：ダメージはあまり高くないな。21点。

ＧＭ：それなら誰も倒たおれません。ボロボロですけども（笑）。

九鬼：ならまず俺が動いて、従者を一体潰つぶすかねえ。




　だが、レッドピラーが粘れたのもここまでだった。

　ＦＨセル『神曲』の精鋭部隊、ケルベロスの名は伊達ではない。

　生み出した従者は各個撃破され、２ラウンド目の頭にはレッドピラー本体だけとなる。

　そして、後のないレッドピラーが全力の攻撃を仕掛けた……！




ＧＭ：「死ね……ッ！」最後の《マインドエンハンス》に《雨粒の矢》＋《血族》＋《惑いの一撃》！　……達成値は24！

晃士朗：やっぱりダイス振れないので、ドッジは失敗。

ミユキ：かわせると朱香ちゃんが楽になるんだけど……ごめんね、13で失敗。

朱香：《炎陣》＋《氷盾》！　ミユキちゃんは守るって言ったでしょ！　でもこれで侵蝕率は[image: ]％を超こえました（笑）。

ＧＭ：ダメージは……く、28しかない！

朱香：[image: ]％超こえたからエフェクトレベルが上がって、装甲と合わせて25点止める。

ＧＭ：……マジで？

朱香：うん、倍にしてもたった６点。残りＨＰは34。

九鬼：俺はガードして10点ダメージ。テセウスが起動し、硬こう化かしたコートで攻撃を防ふせぐ。

晃士朗：《リザレクト》。３点回復、侵蝕率は81％になった。

ＧＭ：「流石に……強いですね」肩で息をしながら、レッドピラーは言います。

ミユキ：……悲ひ壮そうな決意だけは伝わってくるわね。

朱香：この血の雨と──それを燃もやして防いでいる自分が、なんだか悲しい。

九鬼：まだやるつもりか？　レッドピラー。もう決着はついたも同然だ。

晃士朗：そうだな。これ以上足あ搔がいてどうする。

ＧＭ：「そうかもしれませんね。けど俺は──ここで止まるわけには」と、レッドピラーが言いかけるんですが、そこでエグザイルのエネミーエフェクト《神しん出しゆつ鬼き没ぼつ》を使用し、別の人物が登場します。

九鬼：何？　おい、その展てん開かいは予想してなかった。

晃士朗：エグザイル？　おい、それはまさか……。




　ボロボロの体でまだ戦おうとするレッドピラー。その背はい後ごに、少年は音もなく現あらわれた。

　かつてミユキが倒し、今『至高天』の力を不完全ながら起動させているオーヴァード。

　──〝ストラグル〟桐きり原はら和也。




九鬼：げー！

ミユキ：戻ってきたの!?

ＧＭ：はい。戻ってきたストラグルを見て、レッドピラーは一いつ瞬しゆんだけ喜色を浮かべます。




「和也、どうして戻ってきたんですか？　ここは俺が──」

　レッドピラーの言葉をさえぎり、ストラグルは言った。

「忘わすれ物ものをしてたんだよ。大事な忘れ物をな」




ＧＭ：そう言うと、ずぶり、とストラグルは鉤かぎ爪づめでレッドピラーの腹ふく部ぶを貫つらぬきます。

ミユキ：え？

朱香：あれ、え……何？




「……か、ずや？」

　ミユキたちの目の前で、レッドピラー──阿部俊介の腹部から、赤く染そまった腕うでが生えた。

　鈍にぶい光を放つ異い形ぎようの鉤爪に背後から刺さし貫つらぬかれ、大量に喀かつ血けつする。




ミユキ：驚おどろいて声も出ない……。息を吞のみます。

朱香：どうして……。

晃士朗：流石に俺も驚おどろくな。

九鬼：おいおい……どういうことだよ。

ＧＭ：「俺が過か去こを乗のり越こえるために──お前も邪魔なんだ、俊介」




「お前は俺を守ってるつもりだったのかもしれないけどさ──」

　ストラグルが右腕を引ひき抜ぬくと、レッドピラーはまるでスローモーションのようにがっくりとくずおれる。同時に、彼の呼び出した忠ちゆう実じつな人形も崩くずれ去さった。

「それも不ふ快かいだったんだよ。俺を守るってことは、俺より強いつもりだったんだろ？」

　顔をゆがめ、ストラグルはレッドピラーを見下ろす。大量に喀血しながら、親友と思っていた男に裏うら切ぎられた青年は、口を開いた。

「ち……がい、ます。俺は、和也の……ために……」

「……同じだよ。それにさ、言ったろ？　ミユキは俺が殺すんだ。勝手に手出しするなよ」




ミユキ：あなた、なんて……なんてことを！

ＧＭ：「じゃあな。次はお前だ、青峰ミユキ」そう言うと、ストラグルは再度《神出鬼没》を使用。今度は退場します。

朱香：（硬い声で）ＧＭ、レッドピラーは？

ＧＭ：かろうじて生きています。もう体の末まつ端たんは光の粒りゆう子しに変わっていますが。

ミユキ：レッドピラーの傍かたわらに座すわって、彼を見つめます。

ＧＭ：彼はおぼろげな意い識しきのなかでミユキに視し線せんを向けます。

ミユキ：……やっぱり、あなたは裏切られていたのね。

ＧＭ：「やっぱり……？　あなたは、何を……」

ミユキ：…………一年前に桐原くんがコキュートスに来た時、彼はひとりだった。

朱香：ミユキちゃん……。

ＧＭ：「…………」

ミユキ：あなたと一緒じゃなく、ひとりで願いを叶えに来た。そのときから、あなたは裏切られていたのよ。




　一年前、『至高天』に触ふれようとしたストラグル──桐原和也はミユキの手で倒たおされた。

　あの時既に、和也はひとりで誰にも明かさず、自分の欲望ねがいだけを叶かなえようとして動いていたのだ。親友のはずの俊介にも言わずに。




ＧＭ：「違ちがう……。あいつは、和也は……本当は、優やさしいやつなんです……。あいつには、俺が必要なんですよ……」

晃士朗：（吐はき捨すてるように）……ふん、ここまで来ると滑こつ稽けいだな。

ＧＭ：大量に喀血し、身体も消えようとしている中、俊介は言います。「……和也を助けてやってください。きっとあいつは、『至高天』の力に飲のみ込こまれてるだけなんです……」

九鬼：ここまできて、まだそんなことを言えるのか……。

ミユキ：──彼を助ける、それがあなたの願い。そういうことなのね。

ＧＭ：「その、とおりです……。あいつを、守る……。それだけが……俺の……」

朱香：…………悲しい人。

ＧＭ：最早焦点のあっていない目で、レッドピラーはうわごとのように呟き続けます。




「暴ぼう走そうしてるだけなんです……。頼たのみます、和也を……助けてください……」

　敵であるはずのミユキたちに、自分を裏うら切ぎったストラグルを助けるよう懇こん願がんする。これが、彼のとりつかれた妄もう執しゆうなのだ。

　そしてその身体は、傷きず口ぐちから徐じよ々じよに光の粒子へと変わり、消しよう滅めつしつつあった。




晃士朗：……九鬼、とどめを。もう聞くに堪たえねぇ。

九鬼：……あいよ。ナイフで眉み間けんを貫つらぬいて、息の根を止める。

ＧＭ：わかりました。では、彼は事切れて完全に光の粒子となって消滅します。

九鬼：……これがお前の欲望デザイアってわけかい、レッドピラー。

朱香：ＧＭ、シチュエーションを指定していいですか？

ＧＭ：お、どういう風に？

朱香：雨を降らせてください。なんというか、あたしの心情を表現したい。

ミユキ：朱香ちゃん……。

九鬼：なるほどねえ。涙雨、ってところか。

ＧＭ：おお、了解です。では、いつからか降ふり出した雨が徐々に強くなってゆきます。

ミユキ：力を持つもの同士が戦い、勝ったものが望みを得る。それが当然だと思ってた。




「……けど、もし私が負けた時も、こうして誰かから見下ろされてしまうの？」

　レッドピラーが消え去り、何もなくなった空間を見ながらミユキはつぶやいた。

　やがて彼かの女じよは、胸むねに浮うかんだ疑ぎ念ねんを振ふり払はらうかのように顔を上げた。

「急ぎましょう。『至高天』の──タクミのところへ」




晃士朗：おい、朱香。さっきから黙だまってるが、どうした？

朱香：……なんだかわからないけど、悲しいんです。自分でも気づかないうちに、涙なみだが出てきちゃってて。

晃士朗：……。




「……お疲つかれ様さま」

　その境きよう遇ぐうや精神を自分と重ね合わせながら、朱香は無む意い識しきにレッドピラーへの手向けの言葉を呟いていた。

　そぼ降ふる雨は、朱香の両目から流れる涙を隠かくしていたのだろうか。




晃士朗：……ＧＭ、《ディメンジョンゲート》を開いて、ストラグルより先に『至高天』のところに戻っておきたいんだが。

ＧＭ：そうですね、了解です。

晃士朗：なら、侵蝕率を３点あげてゲートを創つくる。……それと、朱香。

朱香：なんですか、リーダー？

晃士朗：ヤツのようになりたくないんだったら、精々気をつけるんだな。

朱香：……はい、リーダー。

ミユキ：私は、いつもどおり隣に立って、手を差し出すね。行こう、朱香ちゃん。

朱香：（満面の笑顔で）……うん！




　これでいい。あたしは、守りたい人のそばにいる。一番近くで、その人を守るんだ。

「ミユキちゃんは、あたしが守るね！」

　ぎゅっとミユキの手を握にぎり、朱香は花のように微笑ほほえんだ。






《不可視の領域》　特定の領域を隠蔽するオルクスのイージーエフェクト。

《血族》　血を精密にコントロールし、攻撃の威力を上げるブラム＝ストーカーのエフェクト。

《雨粒の矢》　大気中の水分を凝縮し、視界内の敵を撃ちぬくオルクスのエフェクト。

《惑いの一撃》　領域内の自然物を操作し、死角からの攻撃を行うオルクスのエフェクト。

《黒の鉄槌》　局所的に重力を発生させて敵を押し潰すバロールのエフェクト。

《神出鬼没》　肉体を自在に変形させ、あらゆるところに出入りするエグザイルのエネミーエフェクト。









◆Middle11◆決戦直前

Scene Player ─── 青峰ミユキ




　晃士朗が創り出したゲートをくぐり、コキュートスへと帰き還かんする四人。

　地下深くの施し設せつ内ないでは、巨きよ大だいな水すい晶しようの薔薇ばら──『至高天』が鳴動を続けていた。




ＧＭ：では、次のシーンです。晃士朗の《ディメンジョンゲート》により、コキュートスに戻ったところからはじめましょう。戻ってきた皆みなさんを美み奈な子こが迎むかえます。

朱香：お母さーん！

ミユキ：タクミは無事なの!?

ＧＭ：「……あまり芳かんばしくはないわね」




『至高天』の全体に走る亀き裂れつは刻こつ々こくと増ふえている。花か弁べんにあたる部分のいくつかは、いまにも崩ほう落らくしそうになっていた。

　こうしている今もなお、『至高天』からストラグルに力が流ながれ込こみ続けているのだ。




ＧＭ：そしてミユキにはわかりますが、タクミはかなり苦しんでいます。

ミユキ：……待ってて、タクミ。すぐに助けてあげるからね。
















晃士朗：とはいえ、ストラグルの野郎を倒さんことには話にならん。時間が経たてば経つほどあいつは強くなるみてえだしな。

九鬼：現時点でもかなりの強さみたいだけどね。こりゃ困った。

朱香：『至高天』を壊すわけにはいかないし……。

ミユキ：どうにかして、『至高天』から流れ込む力をストップできれば……。

晃士朗：それだな。もっとも、そんなことができればの話だが。

九鬼：力が流れ込む分には、距離も関係ないみたいだしねえ。封印するとか、そういう方法はないのかな？

朱香：封印かー。お母さんはなんとかできない？

ＧＭ：美奈子は首を振ります。「このコキュートスには、抗レネゲイド処理も含めて考え得る限り最高の防御を敷いているわ。それでも今の事態を招いている」

九鬼：……なるほどねえ。ＦＨ自慢の防衛施設も『至高天』の力の前には及ばず、か。

朱香：そっかー……。

晃士朗：ま、それで解決するならこんなに困りゃしねえな。

ミユキ：うーん……。




　顔をつき合わせて考え込むプレイヤー一同。しばしの時間が経過するが、どうにもうまいアイディアは出てこない。

　その時、ふと合鴨さんが顔を上げた。




ミユキ：……ＧＭ、『至高天』から流れ込む力を絶てばいいんですよね。

ＧＭ：そうですね。そうすればこれ以上ストラグルはパワーアップしないでしょうし、弱体化もあり得るでしょう。

朱香：何かいい手があるの？

ミユキ：……タクミなら、なんとかできないかな。




　合鴨さんが挙げた名前は、『至高天』の中に埋め込まれているミユキの弟のものだった。

　その発言に、ＰＬ一同がどよめく。

　言葉を交わすこともままならない弟に、何ができるというのだろうか？




朱香：ミユキちゃん、どういうこと？

ミユキ：『至高天』の中にいるタクミに働きかけて、ストラグルへの力の流れを止めてもらうことはできないかな……って思ったの。

九鬼：確たしかに、理り屈くつはわかるよ。

晃士朗：だが、そんなマネができるのか？　具体的な方法がねえと、所しよ詮せん絵に描いた餅もちだぞ。

ミユキ：……でも、やってみる価か値ちはあると思うんです。

ＧＭ：（少し考えて）……なるほど。では「『至高天』と一体化している今のタクミくんになら、出来るかもしれないわね」と、美奈子が答えます。

朱香：お母さん、ほんと!?

ＧＭ：美奈子はこくりと頷うなずきます。「ええ。ただ、今のタクミくんに声を届とどかせることができるのはミユキちゃんだけでしょうね」

ミユキ：私に出来るのなら……！




　身を乗り出して意い気き込ごむミユキ。

　ＧＭの想定とは違うが、確かに面白い発想である。ここは素直にこの意見を取り入れ、即そつ興きようで判定を作成することに決めた。




ＧＭ：わかりました。では、具体的な判定方法を説明します。




・ミユキが『至高天』とエンゲージしている状態で、〈意志〉による難易度12の判定に成功すればタクミに呼よびかけることができる。

・それにより、３ラウンドの間だけストラグルが弱体化する。




ＧＭ：以上です。

晃士朗：時間制限があるのか。

ＧＭ：はい。タクミの意志で力の流れを止められるのは短時間のみです。

晃士朗：要するに、ストラグルをおびき寄せて戦えってこったな。

ミユキ：でも、少しの間でもタクミと話せるんですね……！

朱香：ミユキちゃん、嬉うれしそう……。

九鬼：力の流れが止まったら、ストラグルは弱体化するのかね？

ＧＭ：はい。現げん状じようのストラグルはそれなりに強力なジャームではありますが、『至高天』の影えい響きようである能力値の増加は消失する、としましょう。

晃士朗：なるほどね。だが、難易度12は少し高いな……。

ミユキ：〈意志〉は２レベルありますよ。

九鬼：とすると、10を出さないといけないな。少し厳しいねえ。

ミユキ：あ、でも「思い出の一品」相当の家族の写真があります！　これで〈意志〉の判定は＋１できますよ！

晃士朗：それなら９出せばいけるな。なんとかなりそうだが……ミユキ。

ミユキ：はい、リーダー。

晃士朗：……やれるんだな？　こいつはお前だけじゃねえ、『至高天』に欲望ねがいを託たくしてる連中全員にも関わるんだ。




（──俺も含ふくめて、な）

　それは言葉にせず、晃士朗はミユキをねめつける。毅き然ぜんと見つめ返すミユキは、ゆっくりと、しかし力強く頷いた。

「はい。……やらせてください、リーダー」




晃士朗：わかった。……なら、さっさとストラグルの野郎に来てもらった方がいいな。

朱香：そうなんですか？　でも、ほっておいても来るんじゃあ……？

晃士朗：それまでに『至高天』が崩壊しねえとも限かぎらん。とにかく時間はないんだ。

ミユキ：……そうですね。一刻も早く終わらせないと。

晃士朗：というわけでＧＭ、ここで俺はＤロイスの〝工作員〟を使用する。

ＧＭ：了解です。どういう内ない容ようですか？

晃士朗：『至高天』を俺たちがぶっ壊こわす、というデマ情報をストラグルに流す。これ以上時間をかけるより、向こうからこっちに来てもらうぜ。




「さぁて」

　晃士朗は唇くちびるの端はしをひきつらせるような笑みを浮うかべる。それは、狩かりを行う猟りよう犬けんの表情だ。

「誘おびき出だしてやるとするかね、あの間抜けなガキを」




晃士朗：Ｄロイス〝工作員〟の効こう果かを使用。ほらよ、見み破やぶれるもんなら見み破やぶってみな。

ＧＭ：もちろん、あっさりとひっかかります（笑）。ストラグルは一直線にコキュートスへ向かってくるため、程ほどなくしてあなたがたは彼を捕ほ捉そくします。

晃士朗：かかりやがったな。お前ら、準備はいいか？

九鬼：ん、俺ぁいつでも大丈夫だよ。

朱香：はいっ！　がんばろうね、ミユキちゃん！

ミユキ：うん。前は任せるね、朱香ちゃん。

朱香：もっちろん！




　決戦間近。

　ミユキと朱香、ふたりの少女が見つめ合う。

「がんばるね」

　ミユキが微笑ほほえむ。

「守るからね」

　朱香が微笑む。

　ほんの一言交わし合うだけで、気持ちが通じ合うのがわかる。

　それ以上、言葉は要らなかった。




ミユキ：でも、こんなに危険な時なのに不思議な高こう揚よう感があります。タクミと話せる、タクミに会える……。

朱香：ミユキちゃん……。

ＧＭ：「では、門番たるケルベロスにすべてを任せるわ。……私が戦えればよかったのだけど、そういうわけにはいかないしね」

九鬼：（反はん応のうして）ほう？　昔のあんたはずいぶん腕うで利ききだったって聞くぜ？

ＧＭ：「今、その力はないわ。三年前の戦いの、十字傷きずの男と戦った後こう遺い症しようでね」

ミユキ：…………。

ＧＭ：「闇条晃士朗。現げん場ばの指し揮きは貴方あなたに任まかせます」

晃士朗：あんたのためじゃなく、俺たちは俺たちのために動くさ。

ＧＭ：「それで結けつ構こう」

ミユキ：俺は、じゃなく、俺たちは、って言うんですね……。

ＧＭ：去り際ぎわに、美奈子は朱香に優やさしく微笑ほほえみかけます。「しっかりね、朱香」

朱香：（うれしそうに）はいっ！　あ、ちゃんとお母さんはこの場から退がってくれますよね？　戦いに巻まき込こまれないところに。

ＧＭ：はい、もちろんです。

朱香：よかった。

ＧＭ：では、そういう話をしていると天てん井じようが轟ごう音おんとともに崩くずれ去さります。

ミユキ：──来たわね。




「ぐおおおおおおおおおおおおっ!!」

　地下深く──コキュートスに眠ねむる水晶の薔薇を目指し、〝ストラグル〟桐原和也が咆ほう哮こうする。

　それぞれの欲望ねがいを胸に、決戦が始まろうとしていた。










　　　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆コキュートスの戦い

Scene Player ─── 青峰ミユキ




　轟ごう音おんとともに、コキュートスの天てん井じようが崩ほう壊かいした。

　地下数百メートル──九層そうにも及およぶ隔かく壁へきを事も無げに破は壊かいし、光の粒りゆう子しへと変えながら、悪あつ鬼きと化かした少年──〝ストラグル〟桐原和也きりはら・かずやが現あらわれる。

　狙ねらいはひとつ。己おのれの欲望ねがいを、衝しよう動どうを、すべてを満たす存そん在ざい、『至高天』。

　迎むかえ撃うつのは、四人のオーヴァード。地じ獄ごくの番犬、ケルベロス。




ＧＭ：では、クライマックスです！　轟音とともに天井が崩壊し、ストラグルが現あらわれます！




「それは、俺おれのものだぁっ！　貴き様さまらに破壊なんぞさせるかぁぁぁっ！」

　噴ふん煙えんのむこうで、ストラグルが絶ぜつ叫きようする。その両目は、憤ふん怒ぬと憎ぞう悪おに燃もえていた。




朱香：ばっちり騙だまされてるね。

ミユキ：リーダーの作戦通りだわ。

晃士朗：バカが、見事に釣つられやがって。俺たちが『至高天こいつ』を壊こわすわけねえだろう──ストラグル。

ＧＭ：「──なんだと？」

晃士朗：はん、と鼻で笑うと予よ備びの隔壁が閉とじて、俺たちとストラグルだけになる。勿もち論ろん演えん出しゆつなんだけどな（笑）。

ＧＭ：「閉とじ込こめたつもりかよ。言っておくが、この程てい度ど何の障しよう害がいにもならねえぜ。てめぇらをぶっ殺せばそれで済すむ」

晃士朗：出来るとでも思ってるのか？　オーヴァードの中でも、Ｄランクより劣おとるお前が。

ＧＭ：ストラグルは不ふ快かいそうに顔を歪ゆがめます。「……貴様」

九鬼：おやおや、コンプレックス刺し激げきしちゃったみたいだねえ。

ＧＭ：「どうやら──もう少しハッキリと、俺の力を見せ付けてやる必要があるな」……と言うと、戦せん闘とうに入る前に、ストラグルがＥロイス《さらなる絶ぜつ望ぼう》を二回使用します。

朱香：な、なんか不ふ吉きつな能のう力りよくっぽい……。

晃士朗：要するに、敵てきを増ふやす能力ですね。それを二回、ってことは、敵が三体に増ふえる。

九鬼：やれやれ、ひとりだけでも厄やつ介かいだってのに。

ＧＭ：はい。まず、最初に──レッドピラーが登場します。

朱香：えええ!?

ミユキ：そんな……！




　ストラグルの右みぎ腕うでから、光の粒子がこぼれだす。

　それは徐じよ々じよに人の形に固まり始め、やがてその光の粒子は、ストラグルが自身の手で殺害した親友──〝レッドピラー〟阿部俊介あべ・しゆんすけの姿すがたとなった。

　その腹ふく部ぶにはストラグルの手で貫つらぬかれた傷きず跡あとが生々しく残り、顔には生気も感じられない。ただの、生ける屍しかばねだ。




朱香：なんてことを……。

ミユキ：あなた、自分が何をしてるかわかってるの……？

ＧＭ：「当然だ。手に入れた力を振ふるって何が悪い？　それに──こんなことも出来るぜ」では、二回目の《さらなる絶望》の効こう果かを演出します

九鬼：さて、今度は何が出てくる……？

ＧＭ：同じように光の粒子が集まって人の姿になり──それが、ミユキに向かって言います。「……オネエ、チャン」

晃士朗：おいおい……。

朱香：あれって……！




　ミユキの目の前に現あらわれたのは、彼女が求めてやまない姿に相そう似じしていた。

　──青峰タクミ。

　ミユキを救うため、『至高天』の本体たる水すい晶しようの薔薇ばらと一体化した、たったひとりの弟。

「タクミ……!?」



















ＧＭ：目の前に現れたタクミの姿はどこかいびつで、あなたの知っている弟とは違ちがうものだ、とすぐにわかります。

ミユキ：何なのよ、これは……。

ＧＭ：「どうだ、お前がご所望の弟だぜ？　なんなら持って帰るか？」

九鬼：……最低だねえ。

朱香：ミユキちゃん、あんなの偽にせ者ものだよ！

ミユキ：……ええ、わかってるわ。




「タクミを苦しめるだけじゃ飽あき足たらず──侮ぶ辱じよくするのね」

　静かに、ミユキの全身に怒いかりが満ちる。

　周囲の気温が下がっていくような気さえした。




ＧＭ：「それがどうした……！　俺の受けた屈くつ辱じよく、こうやって少しずつ貴様に返してやるぜ、青峰ミユキ！　この俺の──『至高天』の力でなぁッ！」




　地の底から響ひびくような、ストラグルの咆ほう哮こう。

　周囲を、そして『至高天』を鳴動させる妄もう執しゆうの塊かたまり。




ＧＭ：ストラグルは叫さけびながら《ワーディング》を展てん開かい。さあ、衝動判はん定ていをどうぞ！

晃士朗：それが問題だが……。判定は成功。

朱香：〈意い志し〉で判定するんですよね。……成功、よかった～。

九鬼：俺もテセウスのおかげで成功だ。

ミユキ：私わたしも成功しました。

ＧＭ：全員成功ですか！　では戦闘に入りますが、その前にミユキがタクミに呼よびかける判定を一回行えます。戦闘開始後は、メジャーアクションで判定が可か能のうです。

晃士朗：ここで成功しておかないとかなりキツイな。いけるか？

ミユキ：ええ。




　いきり立つストラグルと、彼かれが創つくり出だした紛まがい物もののレッドピラー、そして、タクミ。

　それらに背せを向け、ミユキは『至高天』──本物のタクミの顔を見つめる。

　そして無む防ぼう備びに見えるミユキの背をかばうように、朱香が立ちはだかっていた。




ミユキ：……ありがとう。朱香ちゃんがいるから、安心してタクミと向き合えるよ。

朱香：任まかせて。弟さん──タクミくんによろしくね。

ＧＭ：では、〈意志〉で判定してください。

ミユキ：はい！　【精せい神しん】が３で、侵しん蝕しよく率りつボーナスがあるから合計で６つ。




「……タクミ」

　胸ポケットにしまっていた家族の写真を見ながら、ミユキは弟によびかける。

　そのまま、水晶の薔薇に埋められた弟の身を抱えるように手を回し、軽く額を合わせた。

「──私の声が聞こえる？」




ミユキ：……ダイス目は９！　ぴったり12で成功です！

一同：おおおおお！

ミユキ：思い出の一品を常じよう備び化しておいてよかった……。

九鬼：何が役に立つかわからないよねえ。

晃士朗：さすが合あい鴨がもさん、先見の明がある（笑）。

ＧＭ：お見事です。では、判定は成功ですね。




「……タクミ」

　もう一度呼よびかけた時、ミユキには声が聞こえた。

「お姉ちゃん」

　顔を上げると、そこには懐なつかしい弟の姿が見えた──気がした。

「偽にせ物ものにまどわされないで」

「うん、わかってる。タクミはここにいるもの」

　──笑顔で答えるミユキの目に、無む意い識しきに涙なみだが浮うかんでいた。




ミユキ：こんなにはっきりタクミの声を聞くのは、本当に久ひさしぶり……。

ＧＭ：なら、気がつくとミユキの目元に涙を拭ぬぐわれたようなあとがあります。

ミユキ：……タクミ。話したいことたくさんあるけど、あまり時間がないの。お願い、あいつを倒たおさないといけない。




「だから、一いつ緒しよに戦って」

　ミユキの言葉に、タクミがゆっくりと、だが力強く頷うなずく。

　次第に、ミユキにだけ見えていたタクミの姿は薄うすれていき──

『至高天』の鳴動が収おさまった。




ＧＭ：「な──なんだ!?　力が……。お前ら、何をした!?」がくんと力が抜ぬけるのを感じ、ストラグルが驚きよう愕がくの表ひよう情じようを浮うかべます。と同時に、彼が創り出した偽にせのタクミも消えていきます。

ミユキ：……よかった。偽物ってわかってても、タクミは斬きりたくない。

朱香：うん、ちょっと安心した。ＧＭ、レッドピラーのほうは？

ＧＭ：こちらは健けん在ざいです。

九鬼：健気だねえ……。

晃士朗：……虫むし酸ずが走るぜ。

ミユキ：タクミがあいつを抑おさえてくれてる……。時間は一秒たりとも無む駄だにできない！

ＧＭ：了りよう解かいです。３ラウンド目のクリンナッププロセスまで、ストラグルの能力は低下したままです。では、戦闘です！




◆第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：まずはセットアップ。行動値ち18のストラグルがＥロイス《殺戒現げん出しゆつ》を使用！　ストラグルの〈意志〉と対決し、敗北すると［暴ぼう走そう］を受けた上で、このラウンド中に攻こう撃げき以外の行動を行うとダイスがマイナス３個こされます。

晃士朗：ちっ、厄介な。俺は失敗してもそれほど致ち命めい的てきじゃないが、絶ぜつ対たいに失敗しちゃいけない奴やつがいるな。

朱香：ガードもカバーリングもできなくなっちゃう!?

ＧＭ：ストラグルは絶叫し、全員に「闘とう争そう」の衝動を与あたえようとします。……達成値は９！




「俺は強くなったんだぁぁぁっ！」

　激はげしい憎悪と妄執──闘争の衝動が、ミユキたちの心を騒さわがせる。

　それは誰だれよりも強くなり、戦って勝ち続けるという歪ゆがんだ欲望ねがいの発はつ露ろだ。




ミユキ＆晃士朗：失敗！

九鬼：俺は成功。残念だが、その程度の殺気ならもらい飽あきてるんでねえ。

朱香：〈意志〉は２レベルあるので……よ、よかった、クリティカルしたー！　成功!!

ＧＭ：……く、朱香を［暴走］させられなかったか。

晃士朗：朱香が［暴走］すると誰も庇かばえませんからね。危あぶなかった。

朱香：そ、そんなの効きかないもん！

ＧＭ：では行動順ですが、こちらの行動値はストラグルが18、レッドピラーが12なので、まずストラグルが動きます。マイナーアクションで《ハンティングスタイル》＋《完全獣化》＋《破壊の爪つめ》＋《骨ほねの剣けん》。




　ストラグルの全身が漆しつ黒こくの獣毛と鱗うろこに覆おおわれ、牙きばと爪が異い様ような長さに伸のびる。

　肥ひ大だい化かした骨がまるで角のように全身から飛び出したその姿は、まさに悪鬼だ。




ＧＭ：そしてＤロイス〝超侵蝕デイープエロージヨン〟を宣せん言げん！

ミユキ：なんか強そうな名前だなあ。

朱香：どういう効果なんですか？

ＧＭ：指定したエフェクトを組み合わせることで、達成値と攻こう撃げき力りよくを上げるＤロイスです。《獣の力》と《ジャイアントグロウス》を指定してます。

晃士朗：《ジャイアントグロウス》があるってことは範はん囲い攻撃か！

ＧＭ：くくく、その通り。《コンセントレイト：キュマイラ》＋《獣の力》＋《ジャイアントグロウス》＋《鬼の一いち撃げき》＋《吹ふき飛とばし》！　……達成値は57！




「ぐるぁぁぁぁぁぁ！」

　巨きよ体たいに似に合あわぬ速度でミユキたちに突とつ撃げきしてくるストラグル。全身から飛び出す骨の槍やりが、周囲すべてを巻まき込こみ貫つらぬく！




九鬼：ガードしても《鬼の一撃》でダメージが増えるだけか！

朱香：そうなんですよ！　でも、あたしはガードします。問題は誰をかばうか……。

ミユキ：私は侵蝕率が今[image: ]だから、タイタスを使ってもまだ余よ裕ゆうがあるよ。

晃士朗：俺はタイタスをひとつ使ってるからな。一発はカバーしてもらいたいところだ。

ミユキ：朱香ちゃん、私は大だい丈じよう夫ぶ！　リーダーを！

九鬼：おじさんは大丈夫じゃないけど、この状じよう況きようじゃリーダーを、って言うしかないねえ。

朱香：うん！　《炎えん陣じん》でリーダーをカバーリングします！　多分耐たえられないので、《氷盾》は使いません。

ＧＭ：ダメージは60、装そう甲こう値は有ゆう効こうです。晃士朗をかばった朱香は装甲値を引いてから二倍になります。

朱香：……[image: ]点は耐えられません。レッドピラーのロイスをタイタスにして昇しよう華か、即そく座ざに起き上がります。

ミユキ：朱香ちゃん！

朱香：……ええと、どういう処しよ理りでしたっけ。初めてＨＰが０になりました。

晃士朗：二話目でようやく初タイタス復ふつ活かつか、さすが朱香（笑）。

ＧＭ：はい、ＨＰが10＋【肉体】点まで回かい復ふくするので、16点ですね。そして《吹き飛ばし》の効果でダメージを受けた晃士朗以外のＰＣを別エンゲージに10ｍ移い動どうさせます！

九鬼：ストラグルのロイスを取って、即座にタイタス化して復活する。やれやれ、大した力じゃないの。

ミユキ：私もストラグルのロイスをタイタスにします。ネガティブは〝嫌けん悪お感〟で、ポジティブは〝同どう情じよう〟だったんだけど……もう同情もしないわ。

晃士朗：俺も今のうちにストラグルのロイスをタイタスにしておく。醜みにくいな、オマエ。

ＧＭ：では、次にレッドピラーが動きます。

九鬼：またシーン攻撃かねえ……？

ＧＭ：……実は違うんですよね。模も造ぞう品ひんなので、データも変へん更こうになっているのです。血の塊を飛ばして射しや撃げき攻撃。エフェクトは《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》＋《血族》のみ。対象はランダムに決めて……ミユキです。達成値は12しか出ない。

ミユキ：［暴走］状じよう態たいだから回かい避ひはできませんね……。

九鬼：俺のところに来てくれていれば！

ＧＭ：ダメージは……あ、あれ、低い？　12点しかない（笑）。

ミユキ：……残りＨＰ５でなんとか立ってます！

晃士朗：次は俺だな。マイナーで《斥せき力りよく跳ちよう躍やく》を使用、朱香とエンゲージする。

朱香：ガードできる位置にいてくださいね！

晃士朗：そしてメジャーは《サイレンの魔ま女じよ》＋《マインドエンハンス》＋《黒の鉄てつ槌つい》＋《魔ま神じんの心しん臓ぞう》。ストラグルとレッドピラー、両方に黒い風を叩たたき込こむ。達成値は31！

ＧＭ：レッドピラーは《イベイジョン》なので、ドッジの達成値は14固定です。ストラグルはガード。

晃士朗：ダメージは装甲無む視しで35点。そしてこのラウンド中に行うあらゆる判定にダイスがマイナス12個のペナルティだ。

ＧＭ：……はい？　いくつですと？

晃士朗：12個。黒い風がまとわりつくぜ。マイナーを使うと解かい除じよできるけど。

ＧＭ：それは厳しい……！　そしてレッドピラーはダイスペナルティを考えるまでもなく、そのダメージには耐えられない！




「か……ずや……」

　ストラグルが創り出したレッドピラー──阿部俊介の姿をしたものは、晃士朗の黒い風に巻まかれて崩れ去った。




ＧＭ：「役立たずめ」と吐はき捨すてつつ、ストラグルはガード値を引いて29点のダメージ。

朱香：……なんか、かわいそう。

九鬼：ん？

朱香：レッドピラー……あんなに苦しんで、殺されて、それでも報むくわれないなんて……。

晃士朗：あいつが選んだことだ。それにこれはどうせまがい者だ、気にするな。

朱香：でも、あたしも立場が違ちがえば、ひょっとしたらあんなふうに──。

ミユキ：朱香ちゃん……。

九鬼：──そうじゃないさ。

朱香：九鬼さん？

九鬼：間違えちゃいけない。朱香、あれはお前さんじゃない。




　いつになく真剣な表情で、九鬼はかぶりを振る。

　朱香を見据えるその目は、静かな、それでいて強い意志を秘めていた。




九鬼：お前さんとは、違うんだ。

朱香：……うん！　ありがとう、九鬼さん。

晃士朗：これはいいセリフだ。

ミユキ：九鬼さん、優しい。

朱香：ほんとに。……ちょっとホッとしたよ。

九鬼：それはよかった。さてＧＭ、こっちの番だな。

ＧＭ：「……九鬼、だったか。お前の最強って称しよう号ごう、今日からは俺のものだ！」

九鬼：（低い声で）……別に最強に拘こだわっちゃいないが、お前さんにやるのは願い下げだ。

朱香：九鬼さんが怒おこってる……。

九鬼：マイナーでストラグルにエンゲージ、メジャーは《バリアクラッカー》＋《マルチウェポン》＋《ヴァリアブルウェポン》＋《コントロールソート》＋《コンセントレイト：ノイマン》！　両手と隠かくし腕うで、都合四本のアームブレイドで斬きりかかるぜ。

ＧＭ：《魔獣の咆哮》を使用！　その判定ダイスをマイナス３個してください。

九鬼：く、ダイスの少ない俺相手に……！

朱香：ダイスの多いミユキちゃん相手に使っても焼け石に水だものね。

九鬼：きついねえ……達成値は22だ。

ＧＭ：しかし今は晃士朗の攻撃でペナルティがあるのでダイスが10個しか振ふれない。……惜おしい、達成値19。命中です。

九鬼：あっぶねー!!　……よし、ダメージは56点、装甲無視！




「テセウス、第二段階限定解除セカンドリミテツドリリース！」

　人工知能『テセウス』の制せい御ぎよ下で、強化コートに仕し込こまれた隠し腕が起動する。

　九鬼の両手とふたつの隠し腕、合計四つの刃やいばがひらめき、ストラグルを切きり裂さく。




ＧＭ：これはかなり痛いたい！　さて、次は朱香とミユキですね。

ミユキ：先に私が行きます！　マイナーで《氷の回かい廊ろう》＋《氷ひよう炎えんの剣》。剣を生成しつつ、ストラグルにエンゲージ！

ＧＭ：「来いよ、青峰ミユキぃ！　一年前の俺とは違うと教えてやるぜぇ！」

ミユキ：あなたと遊んでる暇ひまはないの！　メジャーは《コンセントレイト：サラマンダー》＋《結合粉ふん砕さい》＋《炎の刃》で攻撃、ダイス20個で……達成値は49！

ＧＭ：これを待っていた！　ガードと同時に《自動触しよく手しゆ》を使用！




　ミユキの剣を受けた瞬しゆん間かん、皮ひ膚ふを突つき破やぶって巨きよ大だいな牙のようになった肋ろつ骨こつが食らいつく。

　不ふ可か避ひの牙が、ミユキの身体を貫つらぬこうと迫せまった。




ＧＭ：９点のＨＰダメージ！

朱香：ミユキちゃん！

ミユキ：しまった、残りＨＰは５しかない……。

晃士朗：そこは《波は紋もんの方ほう陣じん》だ。触手が出てきた瞬間、黒い風がそれを吹ふき散ちらす。11点減へらしてノーダメージ！

朱香：よかった～。リーダーかっこいい！

ミユキ：ありがとうございますっ！　ダメージは49点、装甲無視！

ＧＭ：ガード値６点を引いて43点、か。「させるかぁっ！」と《魔獣の証あかし》で起きあがる。

晃士朗：ようやくひとつ復活系けいエフェクトを使わせたか。

ＧＭ：さて、最後に朱香の行動です。

朱香：はーい。でもみんなバラバラの場所にいるので、誰のところに行けばいいんだろうと一いつ瞬しゆん混こん乱らん。あわわわ（一同爆ばく笑しよう）。

晃士朗：（ミユキを指さして）朱香、あそこで戦ってるのは誰だ？

朱香：ミユキちゃ─────ん!!（一同笑）　マイナーで移動して、ミユキちゃんとストラグルにエンゲージ！　ミユキちゃんはあたしが守るっ！

晃士朗：よし、それでいい。

朱香：メジャーで《鋼はがねの肉体》を使って……よしっ、全快っ！

ＧＭ：了解です。では、全員行動終しゆう了りようで……。

朱香：ただいまっ！（笑）

ミユキ：おかえり！

ＧＭ：「鬱うつ陶とうしい──!!」と、ストラグルは顔を歪ゆがめる。イチャイチャしやがって（笑）。

ミユキ：……なんだ、私と朱香ちゃんに嫉しつ妬としてたのね（一同爆笑）。

朱香：やーいやーい。

ＧＭ：このバカップルめ……（笑）。では、クリンナップです。ストラグルのダイスペナルティはここで消しよう滅めつし、次のラウンドです。




◆第二ラウンド

[image: ]

ＧＭ：ではセットアップです。こちらは《フルパワーアタック》を宣言。

朱香：フルパワーってなんか強そう。

晃士朗：行動値が０になるかわりに、ダメージが増ぞう大だいするエフェクトだな。

ＧＭ：ふっふっふ。さて、そちらはセットアップは何もなしですね。では、イニシアチブプロセスです。

晃士朗：ああ。行動値は現げん状じよう俺が一番高いな。余裕もないし全力で……。

ＧＭ：おっと、そこでストラグルが《加速する時》を使用し、即座に行動します！

晃士朗：く、やっぱりそう来たか！

九鬼：だからこその《フルパワーアタック》ってわけか。いやらしいねえ。

ＧＭ：そしてマイナーアクションの前に『右手』の力を起動。次に行う攻撃はダメージが増ぞう加かし、装甲値無視とガード不ふ可かになります。

ミユキ：来る……！

晃士朗：これが『右手』の力の一いつ端たんってわけか。『至高天』の力は絶たったとはいえ、強力なのには変わりねえな。

ＧＭ：《コンセントレイト：キュマイラ》＋《獣の力》＋《ジャイアントグロウス》＋《吹き飛ばし》！　全身の筋きん肉にくを膨張させ、異い常じような瞬しゆん発ぱつ力りよくで襲おそい掛かかる！　達成値は65！

朱香：ううう、ミユキちゃんと九鬼さん、どっちを守ろう……。

九鬼：おじさんもミユキちゃんも侵蝕率は変わらないし、使ったタイタスもひとつで同じだからねえ。好きなほうを庇かばえばいいさ。

朱香：じゃあミユキちゃん！（即そく答とう）

九鬼：……だよねえ。わかっててもちょっと悲しいよ、おじさん（笑）。

ミユキ：朱香ちゃん……ありがとう。

朱香：リーダーにもさっき言われたしね。《炎陣》でミユキちゃんを庇かばいます！




「っがああああああああああああああ!!」

　ストラグルの右手が強きよう烈れつな閃せん光こうを放つ。

『右手』の力を引き出しながら放たれる、圧あつ倒とう的てきな破壊の一撃。

　だが──朱香はその光の中で瞬まばたきもせず、ミユキを守るために立たち塞ふさがる。




朱香：来るなら来いっ……！　あなたの攻撃、あたしが全部受け止める！

ミユキ：……私はその姿をじっと見てます。朱香ちゃんの気持ち、無駄にしないからね。

ＧＭ：わかりました。ダメージは96点、『右手』の効果で装甲無視！　さらにダメージを受けた朱香と九鬼を10ｍ吹ふき飛とばす！（ポーンを動かす）

晃士朗：予想してはいたが、さすがに恐おそろしいダメージだな。

朱香：ミユキちゃーん、と叫さけんで吹き飛ばされます。倍になって[image: ]点も受けました（笑）。

ミユキ：よくも朱香ちゃんを……！

九鬼：レッドピラーのロイスをタイタスにして起き上がる。まともに食らって、コートの隠し腕を一、二本引き千切られながらも倒たおれない。やれやれ、こいつは効きいたねえ。

朱香：ストラグルのロイスをタイタスにして復活！　背せ中なかに翼つばさみたいな炎をまとって立ち上がるよ！　その程度？　まだまだなんだから！

晃士朗：侵蝕率が少し厳きびしいので、ダメージよりもペナルティを与あたえておくか。《黒の鉄槌》＋《魔神の心臓》＋《マインドエンハンス》で攻撃だ。

ミユキ：リーダー、お願いします！

晃士朗：そしてさっきタイタスにしておいたストラグルのロイスを昇華してクリティカル値を下げる！　最後のサポートスタッフも使って達成値は33！

ＧＭ：それは……ガードします。回避の目はあまりない。




　晃士朗が圧あつ縮しゆくした黒風を撃うち出す。致ち命めい傷しようを与あたえられるわけではないものの、それは縛鎖のように絡からみつき、ストラグルの動きを阻そ害がいする。




晃士朗：ダメージは31点。装甲は有効だがダイスペナルティは12個こだ。

ＧＭ：「小虫の分ぶん際ざいでッ……！」装甲はないので、ガード値だけ減らして25点。

晃士朗：はん、小虫にたかられて嫌いやがるたあ、とんだ最強だな。（九鬼を見て）なあ、こっちの最強さんよ？

九鬼：どうでもいいよ、そんなの。俺ぁ自分の仕事をするだけだってば。んじゃ、マイナーで移動してエンゲージするかね。

朱香：九鬼さんはどこまでもマイペースだなあ。

九鬼：平へい常じよう心しん、と言ってほしいねえ。さて──お仕事、しますかね！　テセウス、攻撃サポート！　そう言いながらさっきと同じ組み合わせで攻撃だ！

ＧＭ：「黙れぇ！」《魔獣の咆哮》！　ダイスペナルティ３個！

九鬼：これがきついんだが……よし、結けつ構こうクリティカルしてるぞ！　達成値は37だ！




　両手と、コートの下の隠し腕。四本の高周波ナイフが電でん撃げきを帯びる。

　複ふく数すうの武ぶ器きを使い、高速で切きり刻きざむだけのシンプルな攻撃こそが、九鬼という男の真しん髄ずいだ。




ＧＭ：回避しようがないので、ガードします。

九鬼：ダメージは59点！　どうだ！

ＧＭ：それを食らうとまずいので、《透とう過か》を使用してダメージを０にします。無数の骨槍が体内から飛び出て、その攻撃を相殺する！

朱香：そんなものまで！

晃士朗：いや、切り札を切らせたのは大きい！

九鬼：……やれやれ。けど、そっちもそろそろジリ貧ひんなんじゃない？　ストラグルくん。

ＧＭ：「どうだかな……。お前らこそ、もう限げん界かいってツラだぜ？」　ミユキの攻撃さえしのげば、行動値０でこっちが動きます！

ミユキ：何も答えないわ。──もうかける言葉もないし、剣で答える。

朱香：ミユキちゃん、怒ってる……。

ミユキ：マイナーで［暴走］を解除して、メジャーで攻撃。《コンセントレイト：サラマンダー》＋《結合粉砕》＋《炎の刃》。……ところで、ＧＭ。

ＧＭ：なんでしょう？

ミユキ：《自動触手》来ますよね？

ＧＭ：そ、そうですね（笑）。

ミユキ：……なら、自分の左ひだり胸むね──心臓の部分をトントンと叩たたいて挑ちよう発はつする。

一同：おおおおおお！（どよめく）




　──来るなら、来なさい。

　ミユキが挑発する。

　攻撃だけに意い識しきを集中し、あえて防ぼう御ぎよをかなぐり捨すて、渾こん身しんの踏ふみ込こみを行う。




朱香：ミユキちゃん……！　信じてるからね！

九鬼：か、かっこいい。

ミユキ：……達成値は51です！

ＧＭ：ほ、ほんとに強いなミユキは。ではお望みどおり、ガードしつつ《自動触手》！




　ストラグルが放つ骨の槍に構かまうことなく、ミユキが氷の剣を振ふりかぶる。

　その刃は幾いく本ほんにも分ぶん裂れつし、ストラグルへと降ふり注そそいだ。

　まるで──魔狼の顎フエンリルバイトのごとく。




ミユキ：ダメージは43点、装甲無視!!

ＧＭ：６点軽けい減げんして37ダメージ。ミユキにも９点のダメージですが……こちらの残りＨＰは25点。復活系のエフェクトはもうないので、倒たおれます。




「ば……かな……。そんな、俺は……俺は最強になったハズじゃ……」

　己の敗北を受け入れられぬまま、ストラグル──桐原和也は、すがるような目でミユキを見つめた。

　氷の剣によりかかりながらも、ミユキは和也を見み据すえた。




ミユキ：「これが、欲望ねがいを叶かなえようとするものの舞台ステージなのよ」

朱香：重い言葉だなあ……。

九鬼：み、見事に強者の論ろん理りだ。やっぱ恐ろしい。

ＧＭ：「俺は、また、負けるのか。いやだ、いや、だ……もう……誰にも……」そう足あ搔がきながら和也は倒たおれ、その身体は徐々に光の粒子になって消えていきます。

ミユキ：せめてもの手向けと言うか……見下ろさないように膝ひざをついて、少しでも目線をあわせます。あなたの最期、見み届とどけてあげる。




　桐原和也の身体は完全に消滅し、からんという乾かわいた音とともに、『右手』と『肺はい』、それぞれのマテリアルのみがその場に残る。

　その最後の瞬間まで、ミユキは目を離はなさなかった。




ＧＭ：では、戦闘終了です。同時に、『至高天』の鳴動も収おさまり、安定していきます。

ミユキ：振ふり返かえって、タクミの顔を見る。それから、よかった、とつぶやきます。

朱香：……あたし、ここでミユキちゃんに何か言ってあげたいんだけど。

晃士朗：どうした？　いつもなら真っ先にミユキに声をかけるところだろ？

朱香：（首を振ふって）ううん、──あたし、何も言えない。




　朱香は、戸と惑まどっていた。母と慕したう美み奈な子この教えがすべてである彼女にとって、ストラグルとレッドピラー──桐原和也と阿部俊介、ふたりの少年の関係は、あまりにも鮮せん烈れつだった。

　思えば九鬼も、晃士朗も、そしてミユキも、強い自分の願いを胸に戦っている。

　なら、あたしは──？

　考えても答えは出ずに、朱香は立たち尽つくしていた。




朱香：少し混乱してるんだと思います。しばらくぼーっとしてる。

晃士朗：……それは声をかけないでおくか。

九鬼：こっちはこっちで……なにやら問題がありそうだねえ。やれやれ。

ミユキ：私はそんな朱香ちゃんに気づけずに、落ち着き始めるタクミを見て安あん堵どします。

ＧＭ：……わかりました。では、クライマックスを終了しましょう。






《さらなる絶望》　どこからともなく、新たな戦力を出現させるＥロイス。

《殺戒現出》　闘争の衝動を持つジャームが発現させるＥロイス。その場の全員に闘争の衝動を植え付け、暴力が支配する空間に変えてしまう。

《骨の剣》　骨の形状を変化させ、白兵武器に仕立てるエグザイルのエフェクト。

〝超侵蝕（ディープエロージョン）〟　ふたつのシンドロームが掛け合わさり、想像を超えた力を発現させていることを表すＤロイス。

《鬼の一撃》　パワーによって強引に相手の防御を突き破るキュマイラのエフェクト。

《魔獣の咆哮》　雄叫びによって対象を威圧し、攻撃の手を緩めさせるキュマイラのエフェクト。

《自動触手》　攻撃した者に対して反撃を返す触手を生やすエグザイルのエフェクト。

《波紋の方陣》　振動で攻撃をそらし、ダメージを減らすハヌマーンのエフェクト。

《魔獣の証》　生命力を全開にし、再び立ち上がるキュマイラのエフェクト。

《フルパワーアタック》　全身の力を集約した構えをとり、一撃で大ダメージを与えるキュマイラのエフェクト。

《透過》　肉体を液体と化し攻撃を無効化するエグザイルのエフェクト。












　　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：さて、バックトラックですが、その前にストラグルの持っていたＥロイスのぶんだけ侵しん蝕しよく率りつが下がります。《殺戒現げん出しゆつ》、《さらなる絶ぜつ望ぼう》×２で、合計３Ｄ10ですね。

晃士朗：……うお。すごい出目が。10、９、９で28も減へった。これで[image: ]％になったので、一倍振りで戻ってこられるな。……うん、20下がって92％だ。

ＧＭ：28!?　……ほんとだ。よっぽど嫌きらいだったんですね、こいつらのこと（笑）。

九鬼：ああはなるまい、って思うよねえ。あ、俺も92％まで下がったよ。

ミユキ：私わたしも17減へりました。これで[image: ]％なので、ロイスの分下がって84％まで減ります。

朱香：私は振ふらずにロイスだけにしておきます。実は侵蝕率が今[image: ]％なので、Ｄロイス：不死者を持ってる私は絶ぜつ対たいジャーム化しない（笑）。で、23点下がって96％。

晃士朗：全員一倍振りで戻ってこれたか。Ｅロイスはすばらしいな！（笑）

九鬼：まったくだ！（笑）

ＧＭ：では、続けてエンディングに移うつりましょう。







◆Ending01◆命の意味

Scene Player ─── 九鬼




　戦いの後、九鬼は再ふたたびセシリアの様子を見に来ていた。

　少女は変わらず生命維い持じ装そう置ちに繫つながれ、ガラスケースの中で眠ねむり続けている。




ＧＭ：では最初は九鬼のエンディングです。

九鬼：ＯＫ。俺はオープニングと同じ施し設せつに来て、眠リ続けるセシリアを見るよ。

ＧＭ：では、本間医い師しがあなたに声をかけます。「今回も首しゆ尾びよく運んだようだな」

九鬼：色々嫌いやなものも見たけどねえ、と、いびつな姿すがたで現あらわれたタクミとレッドピラーのことを思い出してる。──あれはどう見ても、生き返ったとは言えないよ。

ＧＭ：「死者の復ふつ活かつか。そんなものが出来るなら、我われ々われ医者は必要ないな」

九鬼：けど、オーヴァードの中にはそういうことが出来るやつもいるって話じゃない？

ＧＭ：「確かに可能だが──よみがえったものは例外なくオーヴァード化している。それを完全な蘇生と呼べるのかどうか、私にはわからんよ」

九鬼：そうだったねえ。……この子がオーヴァードに、か。ぞっとしないよ。

ＧＭ：「何かあったのかね？　今日は随分とセンチメンタルだ」

九鬼：──ちょっと、今のチームの子たちを思い出してたんだ。若いのに……ってさ。

ＧＭ：「そうか。だが、年少のオーヴァードなど珍しいものではないだろう」

九鬼：……わかってるんだけどねえ。




　眼下のセシリアを通して、九鬼はミユキと朱香のことを考えていた。

　自らの欲望と、衝動と戦い、お互いに依存しあうように見えるふたり。

　それは一歩間違えれば、ストラグルとレッドピラーのようないびつな関係になりかねない──と、九鬼には思えた。




九鬼：願わくば、なるべく優しい大人でありたいねえ。

ＧＭ：あなたがそう言うと、ぴくりと、ガラスケースの中のセシリアの瞼が動きます。単なる生理反応なのか、それとも何か意志を示したのか。それはわかりません。

九鬼：……大だい丈じよう夫ぶだよ。おじさんはいつもどおりさ。心配することは何もない。そう言って、こつんと軽くガラスを指でたたく。

ＧＭ：では、そこでシーンを終了しましょう。







◆Ending02◆苦い花見酒

Scene Player ─── 晃士郎




「ご苦労さんどしたなあ」

　事後処理を終えた晃士朗は、相変わらずいつもの茶屋に招まねかれていた。

　芸げい妓こ・百々菊の酌しやくを受けながら、面白くもなさそうに酒しゆ杯はいを呷あおる。




ＧＭ：では、晃士郎のエンディングです。ストラグルとの戦いの事後処理も終わり、いつもの茶屋で百々菊から酌を受けています。

晃士朗：窮きゆう地ちを救った上に、新しいマテリアルまで手に入れたんだ。もうちょっと丁重な扱あつかいでもいいような気がするんだがな──と、この扱いに不満があるように言う（笑）。

九鬼：芸妓さんの接せつ待たいだぞ？　何の不満があるんだ！（笑）

ＧＭ：「いけずな言い方やわぁ。兄さん、あてのこと嫌ぎらいどすか？」と拗すねたように言います。

晃士朗：（肩かたをすくめて）いろいろあって疲つかれた。お前が相手でも多少は気が紛まぎれる。

ＧＭ：「あら、ほんなら舞まい妓こはんでも連れてきたほうがよろしおすか？」

晃士朗：はん、冗じよう談だんじゃない。

九鬼：何が不満だと言うのか！　俺なら大喜びするのに！　わーい舞妓さんだー！（笑）

ミユキ：落ち着いてください、三田さん（笑）。

晃士朗：（スルーして）それより今は、こっちの方がいい。と、酒しゆ杯はいを差し出す。

ＧＭ：くす、と微笑ほほえんで百々菊は酒を注ぎます。




　夜の祗ぎ園おんに風が吹ふき、桜さくらの花がさやさやとそよぐ。

　花びら舞まう中、酒杯を一息で呷あおり、晃士朗は物思う。

「──嫌なものを見た。本当に、嫌なものを見た」

　晃士朗にとって、桐原和也きりはら・かずやと阿あ部べ俊介の在あり方かたは、不ふ快かいを通とおり越こして異い常じようなものだ。

　だが、だからこそ晃士朗は自問する。

「あんなに醜みにくいのか……？　欲望を剝むき出だしにした奴やつってのは」




ＧＭ：百々菊は何も言わず、黙だまって空になった杯に酒を注ぎます。

晃士朗：昔の俺もあんなだったのかね。

ＧＭ：「むかしはむかし、いまはいま──。それに、先は先やと、あては思いますえ」

晃士郎：そうかよ……とだけ答えて、ふとミユキと朱香のことを思い出す。




「あいつらがどうなるのか──少し、気にかかる」

　そう言うと、晃士郎はぬるくなった酒を呷る。




ＧＭ：「お嬢さんたちが心配どすか？　兄さんも、案外優しいところがあらはりますな」

晃士朗：……はん、バカ言え。今あいつらに潰れられたら、俺が困る。それだけだ。




　──そうだ、それだけだ。

〝色褪せて〟しまう前の──かつての力を取り戻すこと。それが、俺の願い。

　ミユキも朱香も、そのために必要なカードだ。

「だからよ……あんな風になってもらっちゃ困るぜ。役に立ってもらわねえとな」

　誰に言うでもなく呟く晃士朗の手の中で、杯がボロボロになって崩れ落ちていた。







◆Ending03◆朱香の寂さびしさ

Scene Player ─── 朱香




　戦いの翌よく日じつ。珍めずらしく、朱香はトレーニングルームにこもっていた。

　すぐにでも美み奈な子このところに行きたい気持ちはあったが、少し考えたいことがあったのだ。




ＧＭ：では朱香のエンディングです。お母さん──美奈子には褒ほめて貰もらえると思いますが。

朱香：そうなんですよね。でも、そこに行く前にちょっとひとりで自問自答したい。

ＧＭ：わかりました。美奈子は忙いそがしいので、ひとりになる時間はあります。

朱香：じゃあ、トレーニングルームで精せい神しんと肉体を鍛きたえてる（笑）。

ＧＭ：なるほど（笑）。

朱香：ルームランナーで走りこみをしながら、色々考えてます。




　思い出すのは、〝ストラグル〟桐原和也と〝レッドピラー〟阿部俊介のことだ。

　特に、レッドピラー──彼かれの守り方は、朱香にとって哀あわれに見えた。

　なぜ、彼の死に様に涙なみだを流したのだろう？

　ミユキを守ろうとしている自分と──なぜ、彼が重なるのだろう？

　考えても答えは出ない。そして、美奈子への、母への想いが募つのる。

「──あたしが本当に守りたいものって、なんなんだろう」




朱香：ミユキちゃんも、リーダーも、たぶん九鬼さんも。それに、あたし達が倒たおしたあのふたりも、みんな自分の欲望ねがいのために一いつ生しよう懸けん命めいだった……。

ミユキ：朱香ちゃん……。

晃士朗：こうして思いつめる朱香は珍めずらしいな。

朱香：じゃあ、あたしの欲望ねがいってなんなんだろう──というところで、お母さんが呼よび出だしてくれると嬉うれしいな（笑）。

ＧＭ：わかりました。では、そのあたりで美奈子から呼よび出だされます。

朱香：お母さんはいつもどおりですよね？

ＧＭ：そうですね。変わらぬ笑顔で迎むかえてくれて、今回の朱香の働きを褒めてくれます。

朱香：ですよね。じゃあ、膝ひざ枕まくらでまた寝ねかせてもらうので──さっきの自問自答は、忘わすれようって思います（笑）。




　大好きなお母さんの膝ひざに頭を乗せて、朱香は心に浮うかんだもやもやを拭ぬぐおうとしていた。

　それは、ミユキのこと。

　肉親のためにあんなに一生懸命になれるミユキを羨うらやましいと思うこと。

　そして──彼かの女じよが弟に見せる顔と、自分に見せてくれる顔が、少し違ちがっていたこと。




九鬼：……弟のロイスは、ミユキの欲望そのものだからな。

ミユキ：そうなんですよね。どうしても特別なので。

晃士郎：まあ、仕方ねえよな。

朱香：でも、やっぱりどこかさびしいな……と思いながら、目を閉とじます。




「ミユキちゃん……」

　母の膝枕でまどろみながら、朱香は無む意い識しきにパートナーの名前を呼んでいた。







◆Ending04◆ミユキの孤こ独どく

Scene Player ─── 青峰ミユキ




　戦いの後、ミユキはひとり自室に戻っていた。

　一いつ瞬しゆんだけど出会うことの出来た弟の姿。心からの願いに一歩近づけたという、達成感も少なからずある。このままいけば、きっとタクミは自分のところに帰ってくる。

　だが──ミユキは、夢ゆめを見た。




ＧＭ：最後はミユキのエンディングです。

ミユキ：はい。私は朱香ちゃんとは逆ぎやくの状じよう況きようです。

ＧＭ：お、おう。というと？

ミユキ：悪あく夢むを見ます（断だん言げん）。

一同：（どよめく）




　疲れた身体を癒いやすため、ミユキはベッドに横たわる。

　浅い眠りの中で見た夢は、平和だった頃ころの家族の姿。夢の中では両親は優やさしくミユキたちを見守り、タクミも元気な姿を見せてくれる。

　──だが、ふと振ふり向むいたタクミを見たとき。

　そこに居いたのは、ストラグルが作り出した、いびつな偽にせ者もののタクミだった。




ミユキ：そのタクミの身体がどろっと崩くずれ去さると同時に飛び起きます。全身汗あせだくになって。

九鬼：それはきついなあ……。

ＧＭ：そ、壮そう絶ぜつですね。

ミユキ：失うのが怖こわいから、何かにすがりたいんだけど、たまたま今はひとりで。誰だれかすがれる人を探さがしに行こうとするんですが──やっぱり、最初に朱香ちゃんの顔が浮うかぶんです。

朱香：あたし？　あたしならいつでも！

ミユキ：うん、ありがとう。でも、朱香ちゃんを捜さがすんだけど──。

ＧＭ：では、通路で職しよく員いんの人が教えてくれます。「ああ、朱香ちゃんね？　ついさっき、美奈子さんの所に行ったわよ。今いま頃ごろお母さんにべったりなんじゃないかしら」

朱香：あっ……。

ミユキ：そう……ですか。ありがとうございます。それは邪じや魔ましちゃいけないなって……すごく孤独を感じる。




　ＧＭおよびプレイヤー全員、息を吞のみ数秒の沈ちん黙もく。




朱香：わーい、お互たがいにすれ違ちがってるよー（泣笑）。

ミユキ：朱香ちゃんがお母さんと一いつ緒しよにいるんだし、いつもなら嬉しいはずなのに。この気持ち、なんなんだろう……。




　もやもやした気持ちを抱かかえたまま、ミユキはトレーニングルームに入る。

　誰とも話さず、黙もく々もくと身体を動かすことだけが、孤独を紛まぎらわせてくれていた。



















　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、最後にマスターシーンを演えん出しゆつして今回のシナリオを締しめくくりたいと思います。

ミユキ：あ、次回への引きですね。

朱香：どきどき……。







◆Ending05◆煉獄篇

───Master Scene




〝プルガトーリオ〟永なが石いし美奈子は、誰も──朱香さえも知らない部屋で、ひとり端たん末まつに向かっていた。部屋には大量の資し料りようや電子機器が整然と並ならべられている。

　すべて、『神曲』の集めた『至高天』に関する資料だ。

　端末に吐はき出だされるデータを参照しながら、美奈子はふぅ、と息をついた。

「順調に階かい梯ていは進んでいるわね。天上の薔薇ばらが咲さく日もそう遠くはない、か」




朱香：お母さんがなんか意味深なことを……。

九鬼：予定通り、ってことなのか？

ＧＭ：今のところ、それを知るすべはありません。続けて美奈子はマウスを操そう作さし、一いち枚まいの画が像ぞうをズームアップします。それは額ひたいに十字傷きずを持つ男の顔写真です。

ミユキ：この男は……!!

ＧＭ：写真を見ながら、美奈子はふふ、と笑います。「ようやく動き出したようね、〝十字疵スカード〟」

ミユキ：動き出した？

朱香：お母さん、何か知ってる……？

ＧＭ：「死にぞこないに『肺』まで与えて頑張らせたけど、まずはこちらの勝ちね。さて、次はどう出るのかしら」

ミユキ：これってつまり、ストラグルのバックに十字傷の男がついてたってこと!?

晃士朗：……そのことを美奈子は知ってたっぽいな。女狐め、何を企んでやがる。

朱香：お、お母さんのことだから、きっと考えがあるに違いないよ……ね？

九鬼：だといいけどねえ……。

ＧＭ：どうでしょう。今はそれを知る術はありません。さて、最後に演出を挟んでシーンを終了しますね。




　ゆっくりと背もたれに身体を預け、美奈子は壁へき面めんにある巨きよ大だいなモニターに視し線せんを向けた。

　そこに映うつし出だされているのは、今もコキュートスに存そん在ざいする巨大な薔薇──『至高天』。

　崩ほう壊かいを免まぬがれたそれは、何事もなかったかのように静かに佇たたずんでいる。




「〝ダンテ〟は待っているわ。早く導みちびいてあげて頂ちよう戴だい、〝ウェルギリウス〟」




　そう呟くと、〝プルガトーリオ〟永石美奈子は薄い笑みを張り付かせた。





『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デザイア　星ほし影かげの魔ま都と』　了












　　　　あとがき




　……悪役って、いいですよね。

　古今東西、どのような物語でも、悪役なしに成立するものはほとんどありません。

　そして我われ々われは常つねに、その素す晴ばらしい悪の美学、悪の魅み力りよくに惹ひかれてきました。

　本書は、そんな悪の側から描えがいたリプレイです。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　本書を手に取っていただき、ありがとうございます。

　著ちよ者しやの加納正顕かのう・まさあきです。




『ダブルクロス　リプレイ・デザイア①　星ほし影かげの魔ま都と』、いかがだったでしょうか？

　悪の組そ織しきＦＨに所しよ属ぞくするダークヒーロー達の物語、楽しんでいただければ幸いです。




　本書は『ＤＸ３』のみならず、これまでの『ダブルクロス』シリーズの中でも初の試みをふたつも行っております。

　まずひとつは、ＰＣが全員ＦＨ──悪の側に属ぞくしていること。

　最初に書いたとおり、これまでもリプレイにＦＨのＰＣが登場したことはありますが、全員ＦＨというのは実は今回が初めての試みです。

　次に、人気声せい優ゆうである若わか林ばやし直美さんにプレイヤーとして参加していただくこと。他作品のリプレイでは色々な方が参加していますが、『ダブルクロス』シリーズで声優さんに参加していただくのは初めてだと記き憶おくしています。




　そんなわけで、本作はこれまでの『ダブルクロス』シリーズのリプレイとは少し違ちがう、悪のヒーローたちの戦いや苦く悩のうを描いたものになっております。

　それぞれの願いのため、戦い続けるオーヴァード達。彼かれらの紡つむぐ物語を通して、『ＤＸ３』の新たな側面を感じていただけたなら、それに勝る喜びはありません。




　さて、ここからは本書のネタバレを含ふくみます。

　未読の方は、是ぜ非ひ本ほん編ぺんを読んでから先に進んでください。




第一話

　記念すべき『デザイア』シリーズ最初のセッションです。若林さんと直ちよく接せつお会いするのは初めてで、それはもう緊きん張ちようしたことと、サインしてもらわなかったことを後こう悔かいしたのを覚えています。ちなみにまだサインは貰もらってません。どうでもいいですね。

　しかし……本編をご覧らんいただければわかるかと思いますが、若林さんのゲーマーっぷりたるや、ＴＲＰＧにおいてはベテランと言える他の参加者四人も舌したを巻まくほどのもの。緊張などはセッションが始まった途と端たんに吹ふき飛とんでしまいました。

　データ面、ロールプレイ、そしてあっと驚おどろく発想など──とにかく若林さんには驚おどろかされることしきりです。ぜひ本編でその活かつ躍やくをご確かく認にんください。




　シナリオの方ですが──はっきり言って難なん産ざんでした。とにかく全員ＦＨということで、これまでの『ダブルクロス』シリーズの定石がほとんど通用しない！

　それでいて、初プレイの若林さんに楽しんでいただき、本書で初めて『ダブルクロス』に触ふれる方にもわかるようにしないといけない──と、クリアすべき問題は山積みでした。

　ここでキーになったのが、ＦＨのＰＣの特とく徴ちようである『欲望』というデータです。ＰＣはそれぞれ、叶かなえたい願いを持っています。ならば、それを叶かなえることができる明めい確かくな存そん在ざいがあればいい。そしてそれを使って願いを叶えるために暗あん闘とうしていることにすれば……ということで、願いを叶える存在『至高天』を設せつ定ていしました。それにあわせて、特とく殊しゆな舞ぶ台たいであるということを強調するため、そして収しゆう録ろく場所やプレイヤーの過か半はん数すうの出身が関西ということもあり、リプレイの舞台を京都に設定しました。

　今後も、この『至高天』を軸じくに話は進んでいくことになります。

　そしてセッションそのものですが、これは成功したと言ってよいと思います。特に若林さんは素す晴ばらしかった。何度も言いますが、初プレイとは思えない見事なプレイングです。少しビターなあの結末は、彼女なしにはありえなかったでしょう。




第二話

　第二話では「『至高天』はどのくらいすごいのか」という点と、「ミユキと朱香はどういう関係なのか」という点をクローズアップしました。

　そのために設定したのが桐原和也きりはら・かずやと阿部俊介あべ・しゆんすけというふたりのＮＰＣです。和也は圧あつ倒とう的てきな力で『至高天』のすごさを演えん出しゆつし、そして俊介とのどこかいびつな関かん係けい性せいを見せて、ミユキと朱香の関係との対たい比ひにする──というものです。これは筆者が思ったよりも、若林さんには色々と考えていただけたようで、かなり満足しています。

　また、一話・二話ともに晃士朗と九鬼は若わかいふたりをフォローする大人役として、非ひ常じように渋しぶいロールプレイを見せてくれました。矢野さんも三田さんも、流石のベテランゲーマーぶりで、『ＤＸ３』プレイ経験の浅い合鴨さんと若林さんを支えてくれました。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　最後になりましたが、本書を執しつ筆ぴつするにあたって協力していただいた方に感かん謝しやを。




　まずはプレイヤーの四名に。次巻でもよろしくお願いします。

　美しいイラストで本書に彩いろどりを添そえてくださった片かた桐ぎりいくみ先生に。

　そして本書に関わったすべてのスタッフに。忙いそがしい中の作業、ありがとうございます。

　最後に、本書を手に撮とってくださった読者の皆みな様さまへ。

　本当にありがとうございます。




　次は第二巻かんでお会いできるのを楽しみにしております。

　欲望渦うず巻まく京の都で、またお会いしましょう。
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